上富良野歴史年表

	西暦
	元号
	月日
	出来事

	1853年
	嘉永6年
	この年
	藤田良､蝦夷闔境輿地全図にトカチ山(十勝岳)を記入｡

	1857年
	安政4年
	04月27日
	箱舘奉行所足軽松田市太郎｡チユクベツ川筋より石狩水源を見分したる折､焼山なる処より硫黄を少々持ち帰る｡(松田市太郎記安政4年｢チュクベツ川筋より石狩水源見届日記｣を参考とした｡)(陽暦5.20)

	1857年
	安政4年
	05月17日
	松浦武四郎空知川をさかのぼって野花南付近に達する｡(報文日誌を参考)

	1858年
	安政5年
	03月10日
	･松浦武四郎十勝越えのためフウラヌイ(上富良野)に来る時点でビエベツ(美馬牛間宮岳付近)の高地で､｢硫黄の燃る烟実に目覚ましく天にさし上がりたり｡｣と十勝岳の噴煙を眺める｡その夜レリケウシナイ〔此のところ､平原なり｡…(手控)〕で野宿｡その時､茅野に火を放し大火となし野を焼く｡(｢報文日誌｣を参考とした｡)(陽暦4.23)

	1858年
	安政5年
	03月11日
	松浦武四郎[現自衛隊演習場内]のベベルイ川を渡り更に支流のカラカワを上り､その上流で野宿する｡(｢報文日誌｣を参考とした｡)

	1858年
	安政5年
	03月12日
	富良野岳と前富良野岳の鞍部であるル-チシ(峠)を越し､ヌモツベイトコ(現富良野市原始ケ原二の沢川)を経て､シーソラプチ川上流に宿泊する｡(｢報文日誌｣を参考とした｡

	1858年
	安政5年
	09月21日
	松浦武四郎箱館奉行所に､｢西場所アツタより石狩上川并ソラチ川筋越､東場所トカチえ新道見込申上書｣即ち､道路開発についての総合的献言をする｡

	1868年
	慶応4年
	01月15日
	新政府､王政復古を通告する｡

	1868年
	慶応4年
	02月24日
	太政官を東京に移転すること(事実上の遷都)を決める｡

	1868年
	慶応4年
	04月17日
	政府蝦夷地開拓条項を指令｡

	1868年
	慶応4年
	05月18日
	榎本軍降伏し､五稜閣開城｡箱館の兵乱治まり､慶応4年1月3日鳥羽､伏見で起った戊辰戦争が終わる｡

	1868年
	慶応4年
	05月24日
	松浦武四郎蝦夷山川取調書等を献する｡官-1万3000匹を賞賜｡

	1868年
	慶応4年
	05月--日
	箱館より京都まで､定飛脚月6回と定める｡

	1868年
	慶応4年
	06月25日
	諸藩主の版籍奉還を許し､藩知事に任命｡また公卿･諸侯の称を廃し､両者を合わせて華族とする｡

	1868年
	慶応4年
	06月25日
	政府､藩知事家禄の制を封地実収高(現石)の十分の一とし､また､家臣を士族と称する｡

	1868年
	慶応4年
	07月08日
	(太陽暦8.15)･北海道の開基｡蝦夷地に開拓使が置かれた日｡

	1868年
	慶応4年
	07月17日
	詔書を出して､江戸を東京と改称｡

	1868年
	慶応4年
	07月17日
	京都､東京､大阪3府以外の府を､県と改称｡

	1868年
	慶応4年
	07月22日
	箱館府､市在の博奕盛行につき､今後改悛しない場合は､厳に処分すべきことを命ずる｡

	1868年
	慶応4年
	07月22日
	島義勇を開拓使判官に任命

	1868年
	慶応4年
	08月01日
	箱館府､裁判所を府と改称した旨を蝦夷地に布達｡

	1868年
	慶応4年
	08月02日
	松浦武四郎を開拓使判官に任命｡

	1868年
	慶応4年
	08月15日
	蝦夷地を北海道と改称し､11国86郡を画定｡渡島7郡、後志17郡、石狩9郡、天塩6郡、北見8郡、胆振8郡、日高7郡、十勝7郡、釧路7郡、根室5郡、千島5郡｡

	1868年
	慶応4年
	08月16日
	民部大輔大隈重信･外務大輔寺島宗則･大蔵小輔伊藤博文兵部権大丞船越衛を北海道開拓ご用掛に任命｡

	1868年
	慶応4年
	08月17日
	一関藩に白老郡､佐賀藩に釧路･厚岸･川上の3郡､水戸藩に利尻･天塩･中川･上川･苫前の5郡をそれぞれ割渡す｡(以後､各藩への割渡し相次ぐ｡)

	1868年
	慶応4年
	08月17日
	伊達邦成(藤五郎)に有珠郡の地を割渡す｡

	1868年
	慶応4年
	08月17日
	北蝦夷地を樺太と改称｡

	1868年
	慶応4年
	08月17日
	開拓使の直轄する郡を､札幌･上川･厚田･忍路･余市･古平･美国･積丹･古宇･岩内･寿都･上磯･茅部･亀田･三石･幌泉の各郡とする｡

	1868年
	慶応4年
	この年
	開拓使｢開拓使日誌｣(明治2～10年)の刊行を開始｡

	1868年
	明治1年
	09月08日
	詔して､慶応4年を明治元年と改め､一世一元の制を定める｡

	1868年
	明治1年
	10月07日
	箱館府､来春より､奥州暦を廃し､伊勢暦を用いることを命ずる｡

	1872年
	明治5年
	01月29日
	政府は､全国の戸籍調査を実施して､戸籍簿を編成した｡この戸籍をいまでも､壬の申､即ち壬申戸籍とよばれている｡現在は閲覧不能｡

	1872年
	明治5年
	09月14日
	全道11国と樺太をあわせて6大部に区分し､札幌に本庁､函館･根室宗谷･浦河･樺太に5支庁をおき､その所轄国郡を画定する｡

	1872年
	明治5年
	11月09日
	太陰暦を廃し､太陽暦を採用する詔をだす｡(明治5年12月3日を､明治6年1月1日と改正)

	1873年
	明治6年
	12月25日
	太政官開拓使官掌の屯田兵制設置を認める｡

	1874年
	明治7年
	07月16日
	ライマンの北海道記事に､十勝岳を旧火山と記す｡

	1874年
	明治7年
	08月02日
	開拓長官に黒田清隆就任｡(1874年8月2日～1882年1月11日)

	1875年
	明治8年
	09月--日
	樺太/千島交換条約にもとずき､樺太からアイヌ108戸､841人を北海道宗谷に移住させる｡(翌76年6月､さらに石狩国対雁に移す｡-後に､有名なアイヌの対雁の悲劇へとつながる｡)

	1876年
	明治9年
	06月13日
	松本十郎著十勝両河紀行に上川を記す｡

	1876年
	明治9年
	07月31日
	米国マサチューセッツ農科大学長ウイリアム･S･クラーク札幌農学校教頭として､ホイラーペンハロー両教師および学生11人と共に､札幌に到着｡(1875年明治8年5月15日太政官､札幌農学校設置のため米国教師3人雇用の件を承認｡)(1877年明治10年4月16日札幌農学校教頭クラーク､札幌を去って帰国の途につく｡)

	1882年
	明治15年
	02月08日
	開拓使を廃し､函館･札幌･根室の3県をおく｡〔太布告〕

	1882年
	明治15年
	02月08日
	開拓大書記官時任為基を函館県令に､同上調広丈を札幌県令に､開拓少書記官湯地定基を根室県令に任ずる｡

	1885年
	明治19年
	01月26日
	･道庁を札幌に､支庁を函館･根室におく｡〔内閣布告〕3月1日開庁｡

	1885年
	明治19年
	08月--日
	･道庁技師内田瀞･十河定道等が､殖民地選定事業を開始｡

	1887年
	明治20年
	この年
	道庁技師柳本通義､フラヌ原野の殖民地選定事業を行う｡

	1888年
	明治21年
	この年
	〔明治21年大日方一輔技師の報告による｡〕｢サオロ渓｣ヲ遡リテ水源ニ達シ､石狩国空知川上流ヲ更ニ遡リテ水源ヲ越エテ､本道中央ニ横ハル山脈ヲ跋渉シ､噴火山ニ達セリ｡是レ全ク､石狩国上川郡ニ古来噴火山アリト知ラレル｢ケンルニ山｣ニシテ………

	1891年
	明治24年
	06月15日
	屯田兵400戸が､上川郡永山村東･西永山に入殖｡

	1891年
	明治24年
	07月05日
	北海道炭礦線岩見沢～砂川間および歌志内間の営業開始｡

	1892年
	明治25年
	08月05日
	上下東旭川屯田兵村に､各200戸入殖｡

	1893年
	明治26年
	05月01日
	上川郡東･西当麻兵村に各200戸入殖｡

	1894年
	明治27年
	08月01日
	日清戦争始まる｡(宣戦布告)朝鮮をめぐって戦われた､日本と清との戦争｡(～翌1895年4月17日日清講和条約調印される｡-休戦-

	1895年
	明治28年
	この年
	春､現在の中富良野西1線北19号あたり(西中)に､伊藤喜太郎が単独入殖する｡

	1896年
	明治29年
	05月12日
	旭川に第七師団が創設され､初代師団長に永山武四郎就任｡

	1896年
	明治29年
	05月29日
	殖民地区画を設定する｡〔本庁決議〕(同上事業の最初の成文規程)

	1896年
	明治29年
	09月--日
	三重県からフラヌ原野(現上富良野)に､田中常次郎､川邊三蔵､島義空ほか数名が下見にくる｡

	1896年
	明治29年
	11月--日
	札幌農学校､空知郡富良野村に未開地3,300町歩余(第八農場)の付与を受ける｡

	1897年
	明治30年
	03月03日
	北海道国有未開地処分法公布(法)(開墾･牧畜･植樹等に供する土地は､無償貸付けし､全部成功ののち無償付与､北海道土地払下げ規則その他本法に抵触する規程は､廃止｡)

	1897年
	明治30年
	03月28日
	三重団体一行30名､敦賀丸で四日市港を出港｡

	1897年
	明治30年
	04月12日
	田中常次郎､田村栄次郎､久野伝兵衛､高田次郎吉川田七五郎､吉澤源七､川辺三蔵､服部代次郎の一行8名が単身で上富良野の西3線北29号175番地に入地｡

	1897年
	明治30年
	05月12日
	三重団体の家族らが続々入地する｡

	1897年
	明治30年
	05月28日
	斎藤助太郎｢駄馬運搬業｣及び｢荒物屋｣を開く｡

	1897年
	明治30年
	05月29日
	北海道区制･北海道一級町村制･北海道二級町村制各公布〔勅〕､区制は1899年､一級町村制は､1902年の全文改正をまって各施行｡

	1897年
	明治30年
	06月--日
	官設鉄道十勝線(旭川･帯広間)天塩線(旭川･宗谷間)工事を旭川方面より着工｡

	1897年
	明治30年
	07月01日
	歌志内村､富良野村を創立｡歌志内村外一箇村(富良野村)戸長役場を歌志内に置く｡富良野村初代戸長加藤尚之就任｡

	1897年
	明治30年
	11月02日
	道庁官制改正により､従来の郡役所を廃し札幌ほか18支庁を設置〔勅〕(札幌･函館･亀田･松前･桧山･寿都･岩内･小樽･空知･上川･増毛･宗谷･網走･室蘭･浦河･釧路･河西･根室･紗那)

	1897年
	明治30年
	12月18日
	歌志内～(下)富良野間の仮設道路が開通する｡

	1897年
	明治30年
	この年
	〔農民団体移住〕空知郡フラヌ原野(現中富良野町)へ石川団体､三重県から空知郡フラヌ原野(現上富良野町)へ三重団体(副団体長田中常次郎)､滝川から空知郡フラヌ原野(現富良野市)へ農場小作(筑後組合農場)｡

	1897年
	明治30年
	この年
	丸谷捨吉十勝岳吹上温泉を発見｡

	1897年
	明治30年
	この年
	国内外で､赤痢/天然痘が流行､道内で天然痘患者が1,023人に及び298人が死亡｡

	1897年
	明治30年
	この年
	フラノ原野の測量設定が完了する｡*担当技師主任小野政衛､技師島敷恵､永田安太郎､平尾嘉太郎､村岡逓雄､佐藤誠之助(区分農耕適地､公共用地､風防林､堤防用地､河川､区画道路､予定道路､鉄道敷地)

	1897年
	明治30年
	この年
	中富良野合力農場経営に着手｡

	1897年
	明治30年
	この年
	中富良野伊藤農場､鹿討農場､福原農場､岩本農場(後の有富農場)､吉井農場(吉井造林所とあり)貸下げをうく｡

	1897年
	明治30年
	この年
	中富良野鹿討農場事務所設置｡

	1897年
	明治30年
	この年
	人見農場､田中農場(上富良野)貸下げをうく｡

	1898年
	明治31年
	01月01日
	北海道全道に(沖縄･小笠原島にも)徴兵令を施行｡

	1898年
	明治31年
	01月02日
	高田派専修寺説教場(現専誠寺)創立｡創立者島義空

	1898年
	明治31年
	02月03日
	内務省､北海道移住民の汽車･汽船賃割引券取扱法を制定〔訓令･告示〕(以後､汽車･汽船割引の事務､北海道協会から内務省に移る｡)

	1898年
	明治31年
	03月08日
	聯隊区司令部の位置につき､十勝を旭川に､根室を釧路に改める｡〔勅〕

	1898年
	明治31年
	04月18日
	青山栄松､大嶋新松､野尻初太郎､徳岡平太夫ら福井団体の先駆者入地｡

	1898年
	明治31年
	07月--日
	亀田政五郎村医として嘱託する｡

	1898年
	明治31年
	09月01日
	真宗大谷派説教場設立認可(現中富良野町法栄寺)創立者明野獅含

	1898年
	明治31年
	10月--日
	岩見澤警察署富良野巡査出張所を創設｡

	1898年
	明治31年
	11月28日
	富良野村二代戸長三上良知就任｡

	1898年
	明治31年
	この年
	富良野村を上川支庁管内に編入する｡(明治42年12月基礎調査報告書)

	1898年
	明治31年
	この年
	東8線北15号において､纓坂源三郎雨紛産赤毛種籾1斗余を移入し､べベルイ川から揚水して､反当り1石2斗の米を収穫する｡(本村はもとより富良野沿線の稲作の起源｡)

	1898年
	明治31年
	この年
	田中常次郎道庁よりの請負で地域団体､住民と共に､金子農場から北26号に至る､村内始めての仮設道路を設ける｡

	1898年
	明治31年
	この年
	神田農場貸下げをうく｡

	1898年
	明治31年
	この年
	金子庫三(旧名忠四郎)三重団体において､金物商のかたわら､日用品販売業を行う｡

	1898年
	明治31年
	この年
	牧野吉蔵　東中で鍛冶業を始める｡

	1898年
	明治31年
	この年
	田中常次郎､田村岩蔵馬を導入｡

	1898年
	明治31年
	この年
	森川房吉三重団体にて旅人宿業を開業｡(上富良野村史年代は､明治31､2年頃)

	1898年
	明治31年
	この年
	現上富良野駅前付近にて鈴木金次郎｡同じ頃､旧避病院(現大町2丁目6番)のところで後藤某と共に料理店を開業する｡

	1898年
	明治31年
	この年
	旭川～下富良野間及び歌志内～下富良野間に仮設道路開通｡

	1898年
	明治31年
	この年
	島義空(高田派専誠寺創設者)説教場を利用して､冬季農閑期に寺小舎を開く｡

	1898年
	明治31年
	この年
	〔農民移住団体〕神田農場(東中)･倍本農場(東中)･永山農場(富原)

	1899年
	明治32年
	02月13日
	所得税法公布〔法〕本道においては､従来官より受ける､俸給､手当､年金および恩給金の所得のほかは付課税のところ､本法発布により､府県と同じく徴収する｡

	1899年
	明治32年
	02月16日
	駒崎政一空知支庁長の命により､富良野村村医となる｡

	1899年
	明治32年
	02月--日
	第7師団の位置を､鷹栖村字近文と内定｡

	1899年
	明治32年
	03月--日
	島津農場創業(明治31年に調査を実施｡)

	1899年
	明治32年
	03月--日
	金子庫三市街地に店舗を建てる｡

	1899年
	明治32年
	03月--日
	神田和蔵東中富良野簡易教育所を開く｡(現東中小学校)(現東9線北17号付近)

	1899年
	明治32年
	04月06日
	永山農場経営に着手｡

	1899年
	明治32年
	05月10日
	上川支庁管内所轄富良野村戸長役場を設置する｡

	1899年
	明治32年
	06月20日
	上川管内編入後の初代富良野村戸長松下高道就任｡

	1899年
	明治32年
	06月25日
	富良野村戸長役場を上富良野に開庁｡(東1線北25号-現本町一丁目1付近)

	1899年
	明治32年
	06月--日
	西1線北26号(現泉町付近と思われる)仮道路傍らの民家を仮庁舎とする｡

	1899年
	明治32年
	07月--日
	道庁福井技師により市街予定地測設｡

	1899年
	明治32年
	09月01日
	富良野郵便局(現上富良野局)開局｡通常郵便物の引受け､集配の取扱いを開始する｡

	1899年
	明治32年
	09月01日
	旭川～美瑛間に鉄道開通｡

	1899年
	明治32年
	10月--日
	東京帝国大学農科大学､演習林を空知郡富良野村(現山部)に開設｡(約3万町歩)

	1899年
	明治32年
	11月03日
	西中富良野簡易教育所(現西中小学校)開校｡

	1899年
	明治32年
	11月15日
	美瑛～上富良野間鉄道開通､上富良野駅開業｡

	1899年
	明治32年
	11月--日
	谷流山道隆寺(現中富良野町東9線北13号)仮説教所を創立｡創立者奥内諦道

	1899年
	明治32年
	12月01日
	富良野郵便局､小包郵便物の取扱いを開始｡

	1899年
	明治32年
	12月26日
	富良野郵便局､郵便貯金/為替事務取扱い開始｡

	1899年
	明治32年
	12月--日
	札幌農学校生徒川上滝弥､イモチ病の発生を始めて正式に報告｡

	1899年
	明治32年
	この年
	〔農民団体移住〕夕張郡から空知郡フラヌ原野(現上富良野町)へ(農業小作)島津団体入殖｡

	1899年
	明治32年
	この年
	倍本農場事業開始｡中島農場経営に着手｡

	1899年
	明治32年
	この年
	戸田松次郎柾屋開業｡

	1899年
	明治32年
	この年
	舘甚兵衛飲食店､豆腐店を開業｡

	1899年
	明治32年
	この年
	境柳輔運送店を開業｡

	1899年
	明治32年
	この年
	松原勝蔵馬4頭を買入｡

	1899年
	明治32年
	この年
	纓坂源七始めて馬を飼育｡

	1899年
	明治32年
	この年
	島津農場の農神･守護神として｢島津神社｣創祀｡(9月4～5日例祭行われる｡)

	1900年
	明治33年
	02月--日
	上川郡農会創立｡

	1900年
	明治33年
	02月--日
	富良野村農会創立｡

	1900年
	明治33年
	02月16日
	北海道拓殖銀行創立総会開催｡(札幌市)(4.1開業式4.2営業開始)

	1900年
	明治33年
	04月02日
	簡易教育所の認可を受け､部落民の寄付で校舎を建設して上富良野簡易教育所(元創成小学校)開設｡

	1900年
	明治33年
	06月24日
	真宗大谷派上富良野仮説教場(現明憲寺)創設｡(現宮町1丁目交番所付近)

	1900年
	明治33年
	08月01日
	上富良野～下富良野間鉄道開通｡併せて電信の取り扱いを始める｡

	1900年
	明治33年
	09月09日
	東中富良野簡易教育所(現東中小学校)を東9線北17号に校舎建築し､授業を開始｡

	1900年
	明治33年
	この年
	東1線北25号(現本町1丁目2)に､民家を借上げ､役場庁舎を新設(以後20年間執務する)

	1900年
	明治33年
	この年
	福原農場(現中富良野)経営に着手｡

	1900年
	明治33年
	この年
	東中に灌漑溝できる｡

	1900年
	明治33年
	この年
	青山原七基線104番地において､水稲の試作をなし､結果良好なり｡

	1900年
	明治33年
	この年
	小笠原林三郎｢理髪業｣を始める｡

	1900年
	明治33年
	この年
	真宗高田派専修寺説教所(現専誠寺)建立｡創立者島義空(西3線北28号)

	1900年
	明治33年
	この年
	昨年から今年にかけ､上富良野のほか西中､下富良野に相次いで簡易教育所が建設される｡

	1901年
	明治34年
	02月07日
	富良野村総代人選挙施行手続き制定の件認可される｡(上川支庁長)

	1901年
	明治34年
	02月--日
	愛国婦人会上富良野支部創立｡

	1901年
	明治34年
	03月12日
	富良野原野東9線北104番地(現東中小学校付近)の小学校校舎敷地及び付属実習地の目的に未開地4町6反2畝24歩北海道国有未開地処分法第4条により付与許可される｡(上川支庁長)

	1901年
	明治34年
	04月02日
	富良野村字上富良野外三地方に簡易教育所施行の認可をうける｡(但し施行の期限は開始之月より三箇年以内と心得べし｡)(北海道庁長官)

	1901年
	明治34年
	04月04日
	石狩国空知郡富良野村字上フラヌ市街地840坪同村字中フラヌ市街地840坪､同村下フラヌ市街地840坪夫々宅地目的を以って未開地無償貸付け許可される｡(上川支庁長)

	1901年
	明治34年
	04月07日
	横山文太郎｢木挽業｣を営む｡

	1901年
	明治34年
	05月--日
	杉山九市｢農機具(馬車･馬橇)製造業｣を開業｡

	1901年
	明治34年
	07月01日
	下富良野郵便局開設｡(現富良野郵便局)

	1901年
	明治34年
	07月--日
	上富良野市街地貸付け開始｡

	1901年
	明治34年
	09月06日
	富良野村字中富良野東9線北17号公用地4万3千500坪東中富良野簡易教育所の付属樹栽地として認可を受く｡(上川支庁長)

	1901年
	明治34年
	10月--日
	西川竹松｢木材業｣を始める｡

	1901年
	明治34年
	10月--日
	･西川牧場経営に着手｡

	1901年
	明治34年
	11月--日
	愛国婦人会北海道支部が結成される｡

	1901年
	明治34年
	12月01日
	三浦忻郎富良野村二代戸長となる｡

	1901年
	明治34年
	12月25日
	明治34年12月1日願出の空知郡富良野村字上富良野市街予定地に於て小学校敷地の目的を以って未開地1町3反6畝歩付与許可を受く｡(上川支庁長)

	1901年
	明治34年
	この年
	中村千幹(現富良野)田丸正善(現中富良野)富良野村総代となる｡

	1901年
	明治34年
	この年
	〔全道の人口〕･戸数………18万9,526戸･人口……101万1,892人(うちアイヌ人……4,158戸､1万7,688人)

	1901年
	明治34年
	この年
	〔農民団体移住〕三重県から空知郡下富良野へ伊勢団体｡

	1901年
	明治34年
	この年
	中富良野井形農場貸付けをうく｡

	1901年
	明治34年
	この年
	新井牧場経営に着手する｡

	1901年
	明治34年
	この年
	下富良野にドロ材による､マッチ軸木工場ができる｡

	1901年
	明治34年
	この年
	安川某､松浦市兵衛(現在の大町1丁目付近)の所で､石屋兼業で湯屋を始める｡

	1901年
	明治34年
	この年
	伊藤七治郎､岡田甚蔵(現西5線北28号付近)に1反5畝を造田､毛長早生種を播き､1俵半の青米を収穫する｡

	1901年
	明治34年
	この年
	殖民公報第1号に上川地方の沿革が記される｡

	1901年
	明治34年
	この年
	村より徴兵入営者2名を出す｡

	1901年
	明治34年
	この年
	東中神社を建立創祀(東8線北17号付近に開拓時代の有志が建立)

	1902年
	明治35年
	02月22日
	北海道二級町村制改正(二級町村に収入役を設け町村会の推薦により､北海道庁支庁長が任命する｡選挙権の要件を低下する｡)

	1902年
	明治35年
	03月03日
	上富良野神社(当時富良野神社という)創祀｡(7月25～26日初の祭典が行われる｡)

	1902年
	明治35年
	03月08日
	北海道土功組合法公布｡

	1902年
	明治35年
	04月20日
	五味勝太郎｢菓子商｣を始める｡

	1902年
	明治35年
	05月--日
	田中常次郎(草分)山口五平(東中)及び島津農場で稲作を始める｡

	1902年
	明治35年
	05月--日
	真宗本願寺派西本願寺仮説教所(現聞信寺)創設する｡

	1902年
	明治35年
	06月03日
	空知郡富良野村字上富良野西2線北25号官林解除地に､墓地3,500坪火葬場100坪設置の件聞届く｡(北海道長官)

	1902年
	明治35年
	07月01日
	上富良野尋常小学校開校｡(明治38年7月3日上富良野尋常高等小学校に改編)

	1902年
	明治35年
	09月30日
	北海道会議事堂が新築落成｡

	1902年
	明治35年
	10月15日
	草分神社創立｡(伊勢皇太神宮の分霊を受ける｡)(創祀に当り､開拓者が家内安全を願い､出身地･移住の状況を記した｢木簡｣を奉納する)-上富良野町郷土館に所蔵-

	1902年
	明治35年
	12月02日
	国勢調査に関する法律公布〔法〕(10年ごとに国勢調査を行う｡第1回は1905年と予定｡後に延期｡)

	1902年
	明治35年
	12月24日
	夕張郡角田村土功組合設立｡(本道における土工組合設置の始め｡)

	1902年
	明治35年
	この年
	〔富良野村の人口〕戸数……913戸､人口……4,005人(男2,123人女1,882人)

	1902年
	明治35年
	この年
	杉山力三郎｢精米業｣を始める｡

	1902年
	明治35年
	この年
	森川房吉｢質屋業｣と｢宿屋｣を始める｡

	1902年
	明治35年
	この年
	田畑浅吉(東中)｢澱粉工場｣を始める｡

	1902年
	明治35年
	この年
	第一本間牧場(明治34年貸下げ～36年入地

	1902年
	明治35年
	この年
	第二本間牧場経営に着手｡

	1902年
	明治35年
	この年
	森農場入地開始(現在の演習地)

	1902年
	明治35年
	この年
	村医横田信着任する｡

	1903年
	明治36年
	03月20日
	郵便電信局を改め､郵便局とする｡〔勅〕

	1903年
	明治36年
	05月29日
	明治36年6月1日より町村の役場において気象観測施行の旨達せられる｡(上川支庁長)

	1903年
	明治36年
	07月08日
	石狩国空知郡富良野村の南方を割き下富良野村をおき､富良野村を上富良野村と改称する｡(道庁告示第464号)

	1903年
	明治36年
	07月30日
	札幌農学校(現北海道大学)の地に校舎を新築､移転(明治36年4月1日施行)する｡

	1903年
	明治36年
	07月--日
	下富良野村を分村したことにより､富良野農会が上富良野村農会となる｡(現錦町2丁目4付近)

	1903年
	明治36年
	09月01日
	下富良野村戸長役場開庁｡(道庁告示第547号)

	1903年
	明治36年
	11月--日
	真宗大谷派上富良野説教場､御堂を建替え移転｡

	1903年
	明治36年
	この年
	日新神社創祀｡

	1903年
	明治36年
	この年
	村医平野慶頼着任する｡

	1903年
	明治36年
	この年
	渡辺牧場(日の出)開場｡

	1903年
	明治36年
	この年
	牧野吉蔵｢蹄鉄業｣を始める｡

	1903年
	明治36年
	この年
	山本一郎｢木材業｣を開業する｡

	1903年
	明治36年
	この年
	森傳吉｢理髪業と料理店｣を開く｡

	1903年
	明治36年
	この年
	村木農場(江花)開墾に着手｡(貸下げは明治35年度)所有者村木久兵衛

	1903年
	明治36年
	この年
	〔この年の人口〕上富良野村3,160人(520戸)､下富良野村1,357人(300戸)

	1903年
	明治36年
	この年
	〔農業団体移住〕滋賀団体(江幌)入地｡(団長奥野仙造)

	1904年
	明治37年
	02月10日
	ロシアに宣戦布告〔詔〕(日露戦争)

	1904年
	明治37年
	04月13日
	上富良野尋常小学校の教科目に裁縫を加設する件認可｡(上川支庁長)

	1904年
	明治37年
	05月--日
	現在の中富良野に産業組合(信購販利)できる｡

	1904年
	明治37年
	09月08日
	上富良野尋常小学校に補修科設置の件認可(上川支庁長)

	1904年
	明治37年
	12月03日
	東中富良野簡易教育所を尋常小学校に変更し､其の位置を､上富良野村字中富良野東7線北114番地(畑1町歩)に変更指定する｡但し校名は之を定めて届出すべし｡(北海道庁長官

	1904年
	明治37年
	この年
	山加農場(旭野)設立｡

	1904年
	明治37年
	この年
	酒井農場(旭野､日の出)及び山田牧場(旭野)貸下げを受ける｡

	1904年
	明治37年
	この年
	岡部農場(日の出)及び堀川牧場(草分)経に着手｡

	1904年
	明治37年
	この年
	河村善次郎始めて東3線北25号で落葉松を造林する｡

	1904年
	明治37年
	この年
	東中で豚の飼育を始める｡

	1904年
	明治37年
	この年
	〔農業団体の移住〕福島団体(静修)入地｡

	1905年
	明治38年
	01月28日
	三代戸長(上富良野村初代)和井内喜之就任｡

	1905年
	明治38年
	02月01日
	三重団体有志において､三重団体戦争記念(日露開戦記念)共同開墾組合を設立｡組合長吉田貞吉ほか組合員38名

	1905年
	明治38年
	03月--日
	真宗高野山派説教所開設(東8線北18号)※大正7年慈雲山弘照寺として移転(中富良野基線北12号)創立時の建物を弘照寺出張所｢源照庵｣として存置｡

	1905年
	明治38年
	07月03日
	上富良野小学校に高等科を併設し､尋常高等小学校となる｡

	1905年
	明治38年
	07月25日
	上富良野小学校高等科の修業年限を2年に制定の認可を受く｡

	1905年
	明治38年
	08月11日
	真宗本願寺派説教所(現聞信寺)設置認可を受く｡(上川支庁長)

	1905年
	明治38年
	12月23日
	政府農務局長の発案になる馬券競馬の開催を､黙許することに決定｡

	1905年
	明治38年
	この年
	東旭川村農民末武安次郎､黒田式水稲直播機を完成｡(旭川町黒田梅太郎製作のいわゆる蛸足型直播機)

	1905年
	明治38年
	この年
	東中富良野尋常小学校校舎を､東7線北18号に新築し､移転する｡

	1906年
	明治39年
	01月--日
	長岡牧場(中富良野)経営に着手｡

	1906年
	明治39年
	04月01日
	戸長役場を廃止し､二級町村制を施行｡初代村長に草浦耕蔵就任｡

	1906年
	明治39年
	04月01日
	上富良野村農会設立｡(3月12日設立総会開催)初代会長安井新兵衛

	1906年
	明治39年
	04月10日
	〔農業団体の移住〕岐阜団体(江幌)入地(団体長後藤貞吉)

	1906年
	明治39年
	04月30日
	上富良野尋常小学校高等科の随意科目として､農業を採択する件の認可を受ける｡(上川支庁長)

	1906年
	明治39年
	05月01日
	初代収入役福屋新就任｡(～大正8.6.13)

	1906年
	明治39年
	05月05日
	全村(現中富良野を含む)を9部の区域に分けて部長をおき､その下に組長を置いた｡(部長設置規則明治39.5.5許可)

	1906年
	明治39年
	05月10日
	十人牧場(旭野)設置｡

	1906年
	明治39年
	06月01日
	二級町村制施行に伴う初の村会議員選挙行われる｡

	1906年
	明治39年
	08月06日
	｢上富良野村附加税･賦課徴収規則｣を村議会の決議を経て､北海道庁長官に許可申請書を提出｡

	1906年
	明治39年
	09月23日
	愛国婦人会北海道支部第1回総会を札幌で開く｡

	1906年
	明治39年
	この年
	上富良野在郷軍人団組織｡

	1906年
	明治39年
	この年
	芝居小屋｢田村屋｣が開業する｡

	1906年
	明治39年
	この年
	カクヒラ牧場(富原)経営に着手｡

	1906年
	明治39年
	この年
	燕麦共同販売会組織｡

	1906年
	明治39年
	この年
	三重団体吉田貞吉始めて札幌の日の丸商店より過燐酸肥料2叺購入する｡

	1906年
	明治39年
	この年
	河野保槌｢椎茸｣栽培始める｡

	1906年
	明治39年
	この年
	村医牧諭輔着任する｡

	1907年
	明治40年
	03月21日
	小学校の義務教育年限を､4年から6年に延長｡小学校令改正〔勅〕明治41年4月1日から施行

	1907年
	明治40年
	06月14日
	真宗大谷派上富良野説教所が寺号公称の許可を受け､｢真宗大谷派光曉山明憲寺｣と称す｡

	1907年
	明治40年
	07月15日
	空知郡上富良野村､下富良野村の村界実地踏査を実施する｡

	1907年
	明治40年
	08月--日
	管内で初の農作物品評会が開かれ､当村から多数出品｡

	1907年
	明治40年
	08月--日
	国有鉄道落合～帯広間営業開始｡十勝線全通して､釧路線と接続､旭川～釧路間を釧路線と改称｡

	1907年
	明治40年
	10月27日
	曹洞宗永平寺派説教所開設｡(大正7年10月29日寺号公称の許可あり大雄寺と称す｡)

	1907年
	明治40年
	この年
	徳島県から空知郡フラヌ原野(上富良野村)へ阿波団体(里仁-団体長原田徳次郎)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	豊里団体(里仁-団体長守屋熊治)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	山形団体(江花-団体長大場金五郎)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	秋田団体(江花)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	土佐団体(江花-団体長大野嘉一)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	滋賀団体(江幌-団体長奥野仙造)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	宮城団体(静修-団体長佐々木利左衛門)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	福島団体(静修)入殖｡

	1907年
	明治40年
	この年
	佐藤農場(東中)経営に着手｡

	1907年
	明治40年
	この年
	五十嵐農場(東中)経営はじまる｡

	1907年
	明治40年
	この年
	カネキチ農場(江幌)事業開始｡

	1907年
	明治40年
	この年
	時岡第一畜産牧場(中富良野本幸)経営始まる｡

	1907年
	明治40年
	この年
	村医成瀬幸三着任する｡

	1907年
	明治40年
	この年
	〔村の人口〕戸数……1,056戸､人口……4,755人(男2,859人女1,896人)

	1908年
	明治41年
	02月17日
	村内に登記所設立を司法大臣に請願(庁舎並びに土地は､村で提供する条件を以って)

	1908年
	明治41年
	02月--日
	西谷牧場(東中)開場｡

	1908年
	明治41年
	03月28日
	南富良野村ほか一ヵ村戸長役場設置〔告示〕(4月1日開庁)

	1908年
	明治41年
	04月01日
	中富良野郵便局開局｡

	1908年
	明治41年
	04月15日
	北海道国有未開発地処分法を制定｡公布〔法〕(無償制度を廃止｡売払い制度に改める｡)*大地積処分に対する売払い制､自作農に対する特定地の貸付け制など｡7月1日施行｡

	1908年
	明治41年
	04月28日
	初のブラジル移民783人出発｡

	1908年
	明治41年
	04月--日
	真宗興正派上富良野説教所として創立｡(東6線北20号)大正8年…東9線北19号に移転｡昭和21年…寺号公称により専妙寺となる｡昭和39年住職老齢継承者なく廃寺｡

	1908年
	明治41年
	06月01日
	第2回村会議員選挙(定員10名)行われる｡

	1908年
	明治41年
	07月13日
	上富良野村第一教育所設立の認可を得て､中川八次郎の居宅で､7月13日開校｡(大正6年4月1日江花尋常小学校に改称｡)

	1908年
	明治41年
	07月--日
	橋野農場(東中)開場｡

	1908年
	明治41年
	11月17日
	国有未墾地処分法によって､富良野地方に特定地を設定｡

	1908年
	明治41年
	12月01日
	小林高平｢金物店｣を開く｡

	1908年
	明治41年
	この年
	〔農民団体移住〕新潟県から空知郡フラヌ原野(上富良野村)へ越後団体(江花)入殖｡

	1908年
	明治41年
	この年
	翁温泉の上で硫黄の採掘はじまる｡

	1908年
	明治41年
	この年
	一色仁三郎｢亜麻｣を始めて耕作する｡

	1908年
	明治41年
	この年
	富良野用水土功組合(現富良野平原土地改良区)を設立｡

	1908年
	明治41年
	この年
	上富良野木工場(旭川宮下町木材販売業斎藤某主宰する合資組織)創立｡

	1908年
	明治41年
	この年
	第一安井牧場(富原)事業開始｡

	1908年
	明治41年
	この年
	寺門千代吉(東旭川村)･中野亀次郎(旭川町寺門式直播機を､細川嘉吉(神楽村)細川式直)播機をそれぞれ考案｡

	1909年
	明治42年
	01月--日
	旭川町の有志､道庁の火災を機に道庁の旭川移転運動を起こす｡

	1909年
	明治42年
	02月01日
	第7回臨時道会を開き､1月11日夜全焼の道庁庁舎復旧予算を審議｡(～2月5日)

	1909年
	明治42年
	04月01日
	(二代)村長菅原直次郎就任｡(～同年9.14まで)

	1909年
	明治42年
	09月30日
	二代村長来海實就任する｡

	1909年
	明治42年
	11月23日
	明憲寺の御堂/庫裡新築落成(現在地)

	1909年
	明治42年
	11月--日
	農会主催による農産物品評会が開催される｡

	1909年
	明治42年
	12月22日
	開拓10年の苦闘の記録｢上富良野志｣発刊｡(発行上川管内志編纂会)

	1909年
	明治42年
	この年
	〔農民団体の移住〕佐川団体(日新)入殖｡衣川団体(江幌-団体長村上兵馬)入殖｡

	1909年
	明治42年
	この年
	津郷農場(里仁)設立｡(代表者津郷三郎)

	1909年
	明治42年
	この年
	第二マルハチ牧場(里仁)経営に入る｡

	1909年
	明治42年
	この年
	海江田信哉｢緬羊､山羊､七面鳥､ガチョウ｣の飼育を始める｡

	1909年
	明治42年
	この年
	女鹿一八湯屋にて剣道場を開く｡

	1909年
	明治42年
	この年
	熊野神社(静修)創祀｡

	1909年
	明治42年
	この年
	江幌神社創祀(岐阜団体が白山神社と地神を合祀)

	1909年
	明治42年
	この年
	強風の来襲により森林地帯に､多くの風倒木を出す｡

	1910年
	明治43年
	02月21日
	第1回上富良野村会議会開会｡

	1910年
	明治43年
	04月07日
	上富良野第二教育所(江幌)西8線北28号に開校｡(明治45年4月10日江幌尋常小学校に改称｡)

	1910年
	明治43年
	04月--日
	吉田貞次郎農会長に就任｡

	1910年
	明治43年
	06月01日
	第3回村会議員選挙(定数12名)行われる｡

	1910年
	明治43年
	08月--日
	小田観螢ら､富良野で歌誌｢白鴎｣を創刊｡

	1910年
	明治43年
	10月15日
	旭野八幡神社創祀｡

	1910年
	明治43年
	11月03日
	帝国在郷軍人会上富良野分会創立(明治39年設立の上富良野村在郷軍人団を廃止｡)

	1910年
	明治43年
	この年
	〔農民団体の移住〕宮城団体(東中ベベルイ地区-団体長伊藤祐三郎)入殖

	1910年
	明治43年
	この年
	神田牧場(東中)､脇坂牧場(日の出･旭野)創立｡

	1910年
	明治43年
	この年
	第一作佐部(日新)､第二作佐部(清富)二牧場創立｡

	1910年
	明治43年
	この年
	宮北牧場(日の出)創立｡

	1910年
	明治43年
	この年
	東中で｢たこ足直播機｣を使用し､籾撒きを行う｡

	1910年
	明治43年
	この年
	帝国在郷軍人会旭川分会の発会式を挙行｡(この年､各地に分会結成多い｡)

	1910年
	明治43年
	この年
	島田医院開業する｡

	1910年
	明治43年
	この年
	村木農場の氏神として､江花神社を創祀｡

	1911年
	明治44年
	01月08日
	上富良野消防組で出初め式を挙行｡

	1911年
	明治44年
	01月13日
	三代村長に､塙浩気就任｡

	1911年
	明治44年
	01月--日
	私設､上富良野消防組創立｡

	1911年
	明治44年
	03月--日
	岳神大教会夕張分教会上富良野宣教所開設｡

	1911年
	明治44年
	04月22日
	西1線北33号フラヌ川支流より分水する水車用水路の水利用許可を受ける｡(作佐部蔚)

	1911年
	明治44年
	04月--日
	｢青年矯風会｣(青年会)設立する｡

	1911年
	明治44年
	08月--日
	小田観螢(25歳)十勝岳に登山し遭難､村民捜索に出動｡十勝岳連峰での遭難第一号(出典山脈№28号)

	1911年
	明治44年
	10月25日
	上富良野村第三教育所(里仁)開校｡(大正4年4月1日里仁尋常小学校に改称｡)

	1911年
	明治44年
	11月03日
	尾崎十郎馬匹実査体健検査技師に嘱託される｡

	1911年
	明治44年
	11月06日
	上富良野郵便局で､電信(電報)電話(通話)の取扱いを始める｡

	1911年
	明治44年
	11月11日
	上富良野村第四教育所(日新)開校｡(大正6年4月1日日新尋常小学校に改称｡)

	1911年
	明治44年
	12月19日
	真宗本願寺派西本願寺説教所(現聞信寺)火災焼失｡

	1911年
	明治44年
	この年
	第二安井牧場(旭野)事業開始｡

	1911年
	明治44年
	この年
	カネキチ澱粉工場(江幌)開設する｡

	1911年
	明治44年
	この年
	東中金比羅神社創祀｡(東8線北20号)

	1912年
	明治45年
	02月03日
	公設上富良野消防組創立｡

	1912年
	明治45年
	04月08日
	中富良野総代加藤源太郎外61名が､分村についての請願書を上川支庁長に提出する｡

	1912年
	明治45年
	06月01日
	第4回村会議員選挙行われる｡

	1912年
	明治45年
	この年
	霜取牧場(江花)事業開始｡

	1912年
	明治45年
	この年
	東中信用購買販売組合を設立｡

	1912年
	明治45年
	この年
	上富良野･下富良野牛馬商組合を設立する｡

	1912年
	明治45年
	この年
	福屋貢初めて自転車を購入する｡

	1912年
	明治45年
	この年
	〔農民団体の移住〕岡山団体(静修)入殖｡

	1912年
	大正元年
	07月30日
	明治天皇没(嘉栄5年生れ､61歳)､皇太子嘉仁践祚即位年号を大正と改元

	1912年
	大正元年
	09月20日
	字中富良野泥炭地約2,000町歩に対して､大排水起工の構想､拓殖15年の計画の一部に編入されたが､着工に至らなかった｡

	1912年
	大正元年
	この年
	中富良野東牧場貸下げをうける｡

	1912年
	大正元年
	この年
	金子農場(草分)経営はじまる｡

	1913年
	大正2年
	05月22日
	全道で警察分署13を廃止し､下富良野･池田･野毛牛(現北見市)に分署を新設(不況下の行政を整理し倶知安分署を警察署に､寿都警察署を分署とする｡〔庁令〕

	1913年
	大正2年
	07月13日
	ヌッカクシフラヌイ川とデボツナイ川との合流工事着工｡(上･中･下富良野の地主ら須藤才八外19名で資金を出し合い､1万円で計画)

	1913年
	大正2年
	09月30日
	上富良野村制11部を18部に改める｡

	1913年
	大正2年
	11月06日
	滝川～下富良野間の鉄道開通により､旭川～下富良野間が､富良野線に改称｡(従来釧路線)

	1913年
	大正2年
	この年
	〔農民団体移住〕住奈良県から空知郡フラヌ原野(下富良野村)へ御料地小作吉野団体｡山形県からフラヌ原野(下富良野村)へ､御料地小作都団体｡

	1913年
	大正2年
	この年
	沼崎農場(里仁)､細野(日新)農場､西谷牧場(東中)､松井牧場(清富)開かれる｡

	1913年
	大正2年
	この年
	中川三郎十勝岳新噴火口の硫黄採掘に着手｡

	1913年
	大正2年
	この年
	上富良野村医として招聘され赴任｡飛沢病院を開業院長飛澤清治｡

	1914年
	大正3年
	02月25日
	旭川町を旭川区とする｡[内務省告示]4月1日施行

	1914年
	大正3年
	03月19日
	森林防火組合設置規則公布[庁令](道庁､地元住民を組織して防火組合を作らせる｡)

	1914年
	大正3年
	03月19日
	札幌消防組､消防用ガソリンポンプを配備｡

	1914年
	大正3年
	07月28日
	オ-ストリア､セルビアに宣戦布告｡(第一次世界大戦はじまる｡)

	1914年
	大正3年
	08月01日
	上富良野神社の例大祭は､7月25～26日であったが､この年より8月1日(本祭)～2日(後祭)となる｡

	1914年
	大正3年
	09月27日
	上富良野土工組合設立計画準備会(ヌノッペからの引水を計画｡総工事費50万円)

	1914年
	大正3年
	12月20日
	上富良野産業組合を設立する｡

	1914年
	大正3年
	12月20日
	無限責任上富良野信用販売購買組合設立｡

	1914年
	大正3年
	この年
	〔農業団体の移住〕岡山団体(中富良野の東部地区)入殖｡

	1914年
	大正3年
	この年
	幸田農場(中富良野富岡)経営に着手｡

	1914年
	大正3年
	この年
	吉田牧場(清富)経営に入る｡

	1914年
	大正3年
	この年
	伊藤木工場創立｡創立者伊藤七郎右ェ門

	1915年
	大正4年
	02月07日
	空知郡山部村戸長役場を設置〔告示〕

	1915年
	大正4年
	04月01日
	北海道史編纂掛規程を設け､道史編纂に着手(開道50年記念事業)

	1915年
	大正4年
	04月20日
	三重団体移住副団体長田中常次郎逝去(享年58歳)

	1915年
	大正4年
	07月22日
	本日より25日にわたり水害発生｡空知･上川･河西(現在の十勝)の3支庁管内が最もはなはだしく､死亡10人農作物に損害多く出る｡

	1915年
	大正4年
	10月06日
	上川外4郡1区聯合物産共進会を旭川で開く｡

	1915年
	大正4年
	11月10日
	天皇京都御所紫宸殿で即位礼を挙行｡

	1915年
	大正4年
	11月--日
	中富良野市街近傍に腸チブス患者発生｡(伝染病隔離病舎の建設早まる｡)

	1915年
	大正4年
	12月09日
	苫前村に大熊出没し､2日間に6人を喰い殺し､3人に重傷を負わす｡

	1915年
	大正4年
	この年
	上富良野村の人口16,622人､戸数2,522戸

	1915年
	大正4年
	この年
	私設中富良野消防組設立｡

	1915年
	大正4年
	この年
	西谷澱粉工場(東中)を設立｡創立者西谷元右ェ門

	1915年
	大正4年
	この年
	東中斜線道路に､始めて玉砂利を敷く｡

	1915年
	大正4年
	この年
	東中で養蜂を始める｡

	1915年
	大正4年
	この年
	十勝岳翁地区で硫黄採掘(旭川市原田某)と併行して､西村某が翁温泉宿を経営する｡

	1916年
	大正5年
	01月--日
	天理教旭江分教会宣教所布教を開始する｡(西12線北28号)

	1916年
	大正5年
	03月07日
	旭川区に旭川地方裁判所を新設〔法〕(1890年以後地方裁判所増設の最初｡)

	1916年
	大正5年
	05月11日
	真宗本願寺派説教所(現聞信寺)開設する｡

	1916年
	大正5年
	05月--日
	高松高次郎｢戦死記念碑｣を建立｡(日露戦争で戦死)

	1916年
	大正5年
	07月30日
	現在の中富良野新田中地区から､分村に対する反対陳情書が提出され､上富良野に所属を希望｡

	1916年
	大正5年
	08月--日
	三重団体組織代表｢田中常次郎頌功碑｣を建立｡(専誠寺境内)

	1916年
	大正5年
	09月15日
	豊郷八幡神社創立｡

	1916年
	大正5年
	10月26日
	上川支庁より､中富良野分村に対する基礎資料について､照会があった｡

	1916年
	大正5年
	12月10日
	保證責任東中信用販賣購買組合(東中産業組合)を設立｡

	1916年
	大正5年
	この年
	久保牧場(中富良野奈江)払下げを受ける｡

	1916年
	大正5年
	この年
	宮下牧場(日の出)及び松井牧場(清富)設置｡

	1916年
	大正5年
	この年
	西谷木工場創立｡創立者西谷元右ェ門

	1916年
	大正5年
	この年
	農産物検査が実施され､北海道雑穀商同業組合連合会が掌る｡(大正8年検査事務が道営に移され､北海道農産物検査所上富良野派出所と改称｡)

	1916年
	大正5年
	この年
	佐藤品治､樋口高三郎前後して仲立業を開業する｡

	1916年
	大正5年
	この年
	山藤医院開業｡

	1916年
	大正5年
	この年
	消防組で｢名古屋式ガソリンポンプ｣を導入する｡

	1916年
	大正5年
	この年
	映画館内の取締りのため､臨官席が設けられる｡

	1917年
	大正6年
	02月07日
	第7師団満州駐屯を命ぜらる｡

	1917年
	大正6年
	03月04日
	産米検査規則公布〔庁令〕

	1917年
	大正6年
	04月01日
	上富良野村を分割して中富良野村をおき､二級町村制を施行｡〔告示〕当時の戸数……上富良野村1,484戸､中富良野村1,107戸

	1917年
	大正6年
	05月09日
	上富良野尋常高等小学校不息特別教授所(旭野)として開校｡(大正12年7月20日不息尋常小学校として独立｡)

	1917年
	大正6年
	09月--日
	道庁内務部長､各支庁長あてに戸長役場制度に関する調査を依頼し､その廃止の検討を始める｡

	1917年
	大正6年
	10月15日
	中富良野村分村により､18部制を14部制に改める｡(設置規則改正)

	1917年
	大正6年
	10月--日
	富良野土功組合(空知郡上富良野･中富良野･下富良野各村)設立｡

	1917年
	大正6年
	この年
	絲屋銀行上富良野出張所を開設する｡(大正15年5月まで)

	1917年
	大正6年
	この年
	菅野農機鉄工場創業｡創立者菅野豊治

	1917年
	大正6年
	この年
	安井農場(東中)創立｡

	1917年
	大正6年
	この年
	ロンドン農産物市況暴騰､青豌豆が天井知らずの商況を示し､豌豆及び薄荷･澱粉等の成金が続出する｡

	1917年
	大正6年
	この年
	本年度道内の義務教育就学率が99%に達する｡

	1917年
	大正6年
	この年
	この年以後､拓殖費により僻地に若干名の医師を招聘し診察料､薬価の補助を実施｡

	1918年
	大正7年
	01月15日
	東中処女会が発足する｡

	1918年
	大正7年
	03月--日
	江幌農友会が設立｡

	1918年
	大正7年
	04月13日
	文部/内務両省､地方農村の処女会などの連絡機関として､処女会中央部設立(大日本女子聯合青年団の初め｡)

	1918年
	大正7年
	07月01日
	上富良野神社境内に忠魂碑建立｡

	1918年
	大正7年
	08月01日
	北海道博覧会開会式を挙行｡(9.19まで50日間)(期間中の観覧者延べ140万人｡)

	1918年
	大正7年
	08月15日
	開道50年記念式典を道博第一会場で開催｡開拓の功労者130人を表彰｡(参加者2,000人)

	1918年
	大正7年
	08月16日
	北海道産馬共進会開会｡(道博第一会場で8.25まで)

	1918年
	大正7年
	09月01日
	江幌､静修地区(西12線北33号)に江幌尋常小学校付属静修特別教授場設置｡(昭和4年11月1日江幌尋常小学校に合併)

	1918年
	大正7年
	09月18日
	富士製紙芦別村野花南に日本最初のダム式水力発電所を完成(出力5,100KW)､江別工場へ送電｡

	1918年
	大正7年
	この年
	平山硫黄砿業所事業に着手｡

	1918年
	大正7年
	この年
	日本通運の前身ー印上富良野運送社創立｡

	1918年
	大正7年
	この年
	江花酪農組合設立｡

	1918年
	大正7年
	この年
	上富良野村が軍馬購買地として指定される｡

	1919年
	大正8年
	01月01日
	絲屋銀行個人資本から株式会社となる｡(資本金100万円として､兵庫県氷上郡黒井村より旭川へ本店を移す｡)

	1919年
	大正8年
	01月03日
	上富良野巳未処女会(女子青年団の前身)が草分地区に発足する｡初代会長北常蔵(小学校長)

	1919年
	大正8年
	02月07日
	三重団体移住に尽力した､三重団体長板垣贇夫が逝去(享年63歳)-南幌神社過去帳より-

	1919年
	大正8年
	02月14日
	産業組合及び産業組合聯合会補助奨励規定を廃止｡

	1919年
	大正8年
	03月22日
	北海道農産物検査規則公布〔庁令〕

	1919年
	大正8年
	03月28日
	南富良野村､占冠村組合役場設置〔庁令〕4.1施行

	1919年
	大正8年
	03月28日
	空知郡下富良野村を富良野町と改称〔告示〕4.1施行

	1919年
	大正8年
	04月01日
	道営検査を実施(大正6年の産米検査規則/雑穀及び澱粉検査規則を廃止｡)

	1919年
	大正8年
	05月23日
	衆議院議員選挙法改正公布〔法〕(小選挙区/納税資格が10円から3円になる｡)

	1919年
	大正8年
	06月24日
	一級初代村長吉田貞次郎就任する｡

	1919年
	大正8年
	06月--日
	上川畜産組合上富良野支部創立｡

	1919年
	大正8年
	08月29日
	初代助役下平森市就任｡(～大正12.9)

	1919年
	大正8年
	08月--日
	函館消防組本道初の自動車ポンプを配置する｡

	1919年
	大正8年
	10月--日
	小田観螢歌集｢隠り沼｣を刊行｡

	1919年
	大正8年
	11月04日
	市街地(7部区域)を､第7部東･第7部西の二部に分割する｡

	1919年
	大正8年
	11月21日
	道会において､住宅建設資金にあてるため､起債を決議｡(住宅資金を低利資金から借入れ､札幌･函館･上富良野･滝川･北竜･由仁の各区町村に転貸｡)

	1919年
	大正8年
	11月--日
	一級町村施行と共に､村役場庁舎を建設｡(現本町1丁目1番)庁舎建設工事期間中6月～9月村会議会は大雄寺本堂を借用して開かれる｡

	1919年
	大正8年
	この年
	農産物検査所上富良野派出所設置｡

	1919年
	大正8年
	この年
	飛沢清治私財を投じて､吹上温泉までの道路

	1919年
	大正8年
	この年
	海江田武信｢獣医業｣を開業する｡

	1919年
	大正8年
	この年
	除虫菊の作付け始まる｡

	1919年
	大正8年
	この年
	植民地撰定心得を制定〔本庁決議〕

	1919年
	大正8年
	この年
	日新神社(祠)造営｡

	1920年
	大正9年
	03月30日
	市街に一般電話がつく｡

	1920年
	大正9年
	03月31日
	上富良野郵便局で電話交換業務を開始する｡(市街普通加入数32台)

	1920年
	大正9年
	04月11日
	上富良野仏教婦人会創設(真宗本願寺派に属し､聞信寺に事務所を置く｡

	1920年
	大正9年
	04月18日
	村役場庁舎落成し､移庁式を挙行｡(大正8年6月に着工､同年10月竣工)

	1920年
	大正9年
	04月--日
	天理教上富分教会､布教を開始する｡

	1920年
	大正9年
	05月18日
	上富良野神社創立許可(正規の神社となる｡)(大正12年8月7日村社に列す｡)

	1920年
	大正9年
	07月30日
	上富良野仏教団創立｡

	1920年
	大正9年
	08月10日
	新井兎司道会議員に当選｡(上富良野新井牧場主で､上富良野から立候補し富良野地方から初の道会議員となる｡)

	1920年
	大正9年
	09月08日
	二代収入役金子浩就任｡(～大正12.9)

	1920年
	大正9年
	10月01日
	第一回国勢調査実施｡(国)(内地人口5,596万3,053人､外地人口2,102万5,326人)

	1920年
	大正9年
	10月01日
	第一回国勢調査を行う｡上富良野村…世帯数1,924戸､人口10,691人※北海道の人口…235万9,183人

	1920年
	大正9年
	12月--日
	富士電気㈱により､上富良野市街に電灯が付く｡

	1920年
	大正9年
	この年
	向井(東中)長野(東中)両農場設立｡

	1920年
	大正9年
	この年
	東洋製繊株式会社､日本麻糸株式会社亜麻工場を設立｡(現中町3丁目2付近)

	1920年
	大正9年
	この年
	第一次世界大戦後の､豆の値下がりで被害を受けたもの続出する｡

	1921年
	大正10年
	04月01日
	上富良野村巡査部長派出所を設置(昇格改称)

	1921年
	大正10年
	06月20日
	旭川区裁判所上富良野出張所(登記所)を設置する｡(7月1日より業務施行)(現本町1丁目1番付近)

	1921年
	大正10年
	07月--日
	富良野用水土功組合(空知郡中富良野･富良野･上富良野各町村)設置｡

	1921年
	大正10年
	08月10日
	北海道社会事業協会を設立し､道庁社会課に事務所をおく｡

	1921年
	大正10年
	08月15日
	村連合青年会｢會報｣を発刊｡(隔月1回発行)

	1921年
	大正10年
	09月--日
	静修神社再祀｡

	1921年
	大正10年
	10月03日
	上富良野魚菜卸売市場開設｡(初代社長吉田吉之輔支配人毛利勝太郎)

	1921年
	大正10年
	11月25日
	皇太子裕仁摂政となる｡

	1921年
	大正10年
	この年
	多田牧場(旭野)･相馬牧場(日の出)経営に着手｡

	1921年
	大正10年
	この年
	九人牧場(日の出)及び五十嵐牧場(日の出)創設｡

	1921年
	大正10年
	この年
	米谷牧場(日の出)及び藤井農場(旭野)開場｡

	1921年
	大正10年
	この年
	多田農場売却｡

	1921年
	大正10年
	この年
	草分地区の水田がほぼ完成｡

	1922年
	大正11年
	02月01日
	東中巡査駐在所を設置｡(昭和37.9から上富良野警部派出所に吸収される｡)

	1922年
	大正11年
	02月--日
	東中富良野土功組合(現東中土地改良区)設立｡

	1922年
	大正11年
	04月20日
	北海道会法改正〔法〕(道会にほぼ府県会と同等の組織･権限を移譲)

	1922年
	大正11年
	04月--日
	明治製糖株式会社上富良野派出所設立｡(ビート栽培始まり､買入が行われる｡)

	1922年
	大正11年
	07月26日
	札幌区･函館区･小樽区･室蘭区･旭川区及び釧路区を廃し､各市制を施行[内省告示]8.1施行

	1922年
	大正11年
	08月26日
	東中郵便局(無集配)開局｡

	1922年
	大正11年
	08月--日
	篤敬聖徳会を創立｡門上浄照十勝岳に太子堂を建立｡

	1922年
	大正11年
	10月03日
	札幌･旭川･室蘭･小樽･釧路各市において初の市会議員選挙を施行｡(～7日)

	1922年
	大正11年
	11月18日
	中川三郎吹上温泉施設を飛澤清治に譲渡する｡

	1922年
	大正11年
	12月--日
	上富良野果樹組合創設｡

	1923年
	大正12年
	01月14日
	山本運送店で､山本木工場(製材)を創業｡

	1923年
	大正12年
	01月22日
	北海道区制を廃止〔勅〕

	1923年
	大正12年
	02月--日
	下富良野土功組合(富良野町)設立｡

	1923年
	大正12年
	03月02日
	俳人長谷川零餘子/石田雨圃子が､十勝岳に橇で旅する｡

	1923年
	大正12年
	03月15日
	上富良野神社新社殿新築竣工｡

	1923年
	大正12年
	03月18日
	東中富良野尋常高等小学校校舎全焼失(東7線北18号)

	1923年
	大正12年
	03月30日
	戸長役場を全廃し､町村制を施行(内省告示〕4/1施行(6市､99一級町村､155二級町村となる)

	1923年
	大正12年
	04月20日
	東中富良野土工組合が東中高台地区の造田計画｡水源確保のため､水源をヌノッペ川に求めた､幹線水路造成工事が竣工｡(大正11年5月1日着手)

	1923年
	大正12年
	04月23日
	東中富良野尋常高等小学校の仮校舎で､始業式及び入学式を行う｡

	1923年
	大正12年
	05月--日
	道庁警察部､高等警察課から特別高等を分離独立｡(思想･労働その他社会問題､新聞紙･出版物の取締り等を主管｡)

	1923年
	大正12年
	07月--日
	富良野川北31号水門付近で､上流の上富良野対下流の中富良野の農民が､水争いの末､集団的石合戦をなす｡

	1923年
	大正12年
	08月--日
	天理教甲賀大教会秩父分教会武光支教会｢甲富宣教所｣として設置｡布教を開始する｡

	1923年
	大正12年
	09月01日
	関東地方に､午前11時58分大地震起こる｡大火災､津波発生(死者9万1,344人､全壊焼失46万4,909戸に及ぶ関東大震災)

	1923年
	大正12年
	09月15日
	二代助役金子浩就任｡(～昭和10/7)

	1923年
	大正12年
	09月26日
	三代収入役朝倉孫作就任｡(～昭和10/7)

	1923年
	大正12年
	10月--日
	富原畜牛組合設立｡

	1923年
	大正12年
	12月30日
	中川三郎旭川営林区署より温泉用地(吹上温泉)として貸付けを受け､温泉経営に着手｡

	1923年
	大正12年
	この年
	大日本麦酒株式会社(現サッポロビール㈱)直営ホップ園(上富良野村富原地区)でホップの試作栽培始まる｡

	1923年
	大正12年
	この年
	園田歯科分院開業｡

	1924年
	大正13年
	01月26日
	摂政裕仁親王久邇宮良子女王と結婚式を挙行｡

	1924年
	大正13年
	01月26日
	北大伊藤秀五郎ら5名､吹上温泉から十勝岳登頂｡スキーによる冬山初登頂｡(旭川山岳部会報№1)

	1924年
	大正13年
	04月14日
	撫養大教会北鎮宣教所(天理教北鎮分教会)東8線北18号に設置｡教会長笹山喜五郎

	1924年
	大正13年
	07月--日
	長谷川零餘子の句碑(旧十勝岳吹上温泉玄関横に)建立｡

	1924年
	大正13年
	09月05日
	東中富良野尋常高等小学校校舎新築落成(現在地)

	1924年
	大正13年
	12月13日
	婦人参政権獲得期成同盟会結成(理事久布白落美市川房枝)大正14年4月婦選獲得同盟と改称｡

	1924年
	大正13年
	12月18日
	上富良野村江幌完別巡査駐在所庁舎新築落成｡

	1924年
	大正13年
	この年
	空知管内で徴兵検査に応じなかった者､19人空知支庁長より告発される｡(前年度は24人)

	1924年
	大正13年
	この年
	日の出酪農組合設立｡初代組合長矢野辰次郎

	1924年
	大正13年
	この年
	五十嵐農場解放(11年頃にもあった)大正14年完了｡

	1924年
	大正13年
	この年
	上富良野村在郷軍人会除隊兵19名により日の出地区(東2線北27号)に新射撃壕を築造設置｡(大正14/4/10新設射撃壕で小銃射撃大会を開催｡)

	1924年
	大正13年
	この年
	函館市内一円に火災報知機を配置｡

	1925年
	大正14年
	03月01日
	(社)東京放送局(現NHK)試験放送開始する｡(7.12芝愛宕山新局より本放送開始｡)(一般家庭への普及は､昭和10年ころになる｡)

	1925年
	大正14年
	03月07日
	衆議院､治安維持法案を修正可決｡

	1925年
	大正14年
	03月--日
	日の出/富原青年団で､同人雑誌｢黎明｣発刊｡

	1925年
	大正14年
	04月24日
	上富良野村草分土功組合(現草分土地改良区)設置認可される｡組合長理事吉田貞次郎

	1925年
	大正14年
	05月01日
	産業組合中央会家庭雑誌｢家の光｣2万5,000部を発刊(北海道に1,000部)

	1925年
	大正14年
	05月--日
	天理教上富分教会(上富良野宣教所として)設置認可｡主管者森久八

	1925年
	大正14年
	07月13日
	第一回北海道青年団幹部軍事訓練講習を第七師団にて行う｡(道庁主催～18日まで)

	1925年
	大正14年
	10月01日
	第2回国勢調査施行｡北海道の人口……249万8,679人､･上富良野村…戸数1,727戸､人口10,026人

	1925年
	大正14年
	12月30日
	飛澤清治吹上温泉経営に着手｡

	1925年
	大正14年
	この年
	上富良野村伝染病隔離病舎建設(現大町1丁目6付近)

	1926年
	大正15年
	01月--日
	飛澤清治中川三郎から温泉の経営譲渡を受ける｡(吹上温泉)

	1926年
	大正15年
	04月20日
	青年訓練所令公布〔勅〕7/1施行｡

	1926年
	大正15年
	05月01日
	北海道第一回メーデーを挙行｡(小樽･函館でデモ行進､札幌･室蘭･旭川･釧路等で記念行事を行う｡)

	1926年
	大正15年
	05月20日
	十勝岳鳴動爆発の前兆を示す｡

	1926年
	大正15年
	05月24日
	十勝岳大爆発により大規模な泥流が発生し､上富良野･美瑛･中富良野各村に甚大な被害を与える｡･死者･行方不明…144人､･罹災戸数…482戸､･田畑全滅…1,187町歩｡

	1926年
	大正15年
	05月24日
	十勝岳爆発により､上富良野～美馬牛間鉄道不通となる｡

	1926年
	大正15年
	05月24日
	午後9時十勝岳爆発被害調査のため､決死隊を出す｡

	1926年
	大正15年
	05月24日
	絲屋銀行整理休業をなし､十勝岳爆発と共に､世情不安におとしいれる｡

	1926年
	大正15年
	05月24日
	草分土功組合十勝岳爆発の被害を受ける｡

	1926年
	大正15年
	05月26日
	十勝岳爆発に対し､天皇陛下より御下賜金を受く｡

	1926年
	大正15年
	07月01日
	上富良野青年訓練所開所｡(上富良野尋常高等小学校に併置｡)

	1926年
	大正15年
	07月--日
	絵葉書｢十勝岳爆発大惨事の実況｣発行｡(印刷所旭川絵葉書倶楽部)

	1926年
	大正15年
	08月25日
	陸軍科学研究所美瑛射撃場で第七師団の毒ガス演習を行う｡(陸軍大臣宇垣大将､海軍軍軍令部長鈴木大将らが視察｡)

	1926年
	大正15年
	09月01日
	｢十勝岳爆発遭難記念碑｣建立｡(草分に建立後､昭和25年明憲寺境内に移設｡)

	1926年
	大正15年
	09月10日
	美馬牛駅営業を開始｡

	1926年
	大正15年
	09月15日
	道参事会十勝岳爆発･暴風雪災害復旧土木工事費の追加予算の一部を可決｡(大正15年地方費予算歳出臨時部土木費は総計106万833円､同じく土木補助費71万1,343円にのぼる｡)

	1926年
	大正15年
	10月--日
	大日本麦酒株式会社直営上富良野ホップ園開設する｡(事務所現本町3丁目15-28)

	1926年
	大正15年
	10月--日
	富良野町磯野農場で小作料減額の第二次小作争議発生｡

	1926年
	大正15年
	12月23日
	北海道拓殖銀行上富良野派出所設置｡

	1926年
	大正15年
	この年
	上富良野駅前小松商店にラジオが入る

	1926年
	大正15年
	この年
	私設(吉村啓四郎宅)集乳所を設ける｡

	1926年
	大正15年
	この年
	富良野実科高等女学校開校する｡

	1926年
	大正15年
	この年
	日本農民組合富良野支部結成｡

	1926年
	昭和1年
	12月25日
	天皇没(1879年明治12年生48歳)摂政裕仁親王踐祚し､昭和と改元｡1927年1月19日追号を大正天皇と勅定｡

	1927年
	昭和2年
	02月07日
	大正天皇大葬､霊轜車出発時に各地で遥拝式を執行｡

	1927年
	昭和2年
	02月26日
	糸屋銀行､和議裁判確定し､拓殖銀行に買収される｡

	1927年
	昭和2年
	02月--日
	硫黄山駅逓経営(吹上温泉)

	1927年
	昭和2年
	04月07日
	東中青年訓練所を設置する｡(東中富良野尋常高等小学校に併置｡)

	1927年
	昭和2年
	04月17日
	海江田信哉翁の碑建立｡(旧島津会館前庭に)

	1927年
	昭和2年
	04月--日
	トラシエホロカンベツ川支流域に江幌貯水池の造成着工｡(昭和7年完成)

	1927年
	昭和2年
	05月24日
	｢十勝岳爆発惨死者の碑｣建立｡(村役場庭内に建立後昭和30年代末に所在不明となり､63年8月末共和橋工事現場で発見され､専誠寺境内に移転安置｡)

	1927年
	昭和2年
	05月24日
	｢十勝岳爆発遭難記念碑｣建立｡(日新入り口付近に泥流により流されてきた巨石の上に立てられる｡)

	1927年
	昭和2年
	06月--日
	｢水難予防鎮魂碑｣上富良野神社境内に建立｡

	1927年
	昭和2年
	07月--日
	俳人石田雨圃子の句碑､十勝岳山麓中茶屋付近に建立｡

	1927年
	昭和2年
	08月13日
	｢十勝岳爆発横死者血縁塔｣建立｡(聞信寺境内)

	1927年
	昭和2年
	08月27日
	北海道一級町村制/二級町村制各公布｡〔勅〕1927/10/1施行(従来の同名勅令廃止｡一級町村への府県町村制の準用､普通選挙制､自治の拡大など)

	1927年
	昭和2年
	12月21日
	東中郵便局に電信電話が開設される｡

	1928年
	昭和3年
	04月20日
	銀行法の改正により､拓殖銀行上富良野出張所を開設｡

	1928年
	昭和3年
	04月--日
	農会の下部組織として､農事実行組合制度を設ける｡

	1928年
	昭和3年
	04月--日
	上富良野～東中間に幌形客用車を運転開始｡(客用車2台で)

	1928年
	昭和3年
	05月27日
	日本農民組合と全日本農民組合が合同し､全国農民組合(全農)を結成｡

	1928年
	昭和3年
	07月01日
	私設東中消防組創立｡

	1928年
	昭和3年
	07月10日
	昭和天皇､即位礼を挙行｡

	1928年
	昭和3年
	10月07日
	｢十勝岳爆発記念碑｣十勝岳元山事務所付近に建立｡

	1928年
	昭和3年
	11月01日
	｢ラジオ体操｣の放送開始｡

	1928年
	昭和3年
	11月--日
	大昭寺(修験道上富良野教会)創立｡仮堂を建立｡(日の出東1線北27号)

	1928年
	昭和3年
	この年
	同人誌｢すずらん｣を発行する｡

	1929年
	昭和4年
	03月25日
	｢十勝岳爆発災害志｣発行所北海道庁学務部社会課内十勝岳爆発罹災救済会

	1929年
	昭和4年
	04月07日
	佐渡団体(東中)入地｡

	1929年
	昭和4年
	05月01日
	聞信寺で農繁期(農村)幼児託児所を開設｡

	1929年
	昭和4年
	05月--日
	上富良野村愛国緬羊飼育組合設立｡

	1929年
	昭和4年
	06月17日
	駒ヶ岳大爆発｡山麓町村に総額838万円の大被害をもたらす｡(家屋の全壊365戸､半焼･半壊･半埋没1,550戸など)

	1929年
	昭和4年
	07月09日
	九條武子の歌碑十勝岳中腹泥流跡に建立｡

	1929年
	昭和4年
	この年
	東中市街地区に電灯がつく｡

	1930年
	昭和5年
	01月20日
	小田観螢ら､歌誌｢新墾｣を創刊｡

	1930年
	昭和5年
	04月17日
	十勝岳爆発横死牛馬｢追善記念碑｣建立(西8線北28号)

	1930年
	昭和5年
	04月--日
	上富良野養鶏組合設立｡

	1930年
	昭和5年
	04月--日
	スキーヤーのオーストリー人､シュナイダー来道､小樽･札幌･十勝岳泥流跡等において講演､実演に妙技を公開｡

	1930年
	昭和5年
	05月24日
	十勝岳爆発後に｢新四国三十三カ所観世音菩薩碑｣建立｡(大雄寺境内)

	1930年
	昭和5年
	07月23日
	上富良野駅前倉庫より出火､15棟20戸を全焼する｡

	1930年
	昭和5年
	09月20日
	村報｢我村｣創刊号を発行｡(隔月発行となる)

	1930年
	昭和5年
	09月20日
	村広報紙｢我村｣を創刊｡

	1930年
	昭和5年
	12月31日
	第3回国勢調査実施｡〔上富良野村の人口〕世帯数1,655戸､人口10,104人

	1930年
	昭和5年
	この年
	上富良野酪農組合創立｡初代組合長吉田貞次郎

	1930年
	昭和5年
	この年
	山本運送店始めてトラックを購入｡

	1930年
	昭和5年
	この年
	世界恐慌が日本にも波及し､｢昭和恐慌｣として不況状態が昭和7年ころまで続く｡

	1931年
	昭和6年
	01月26日
	日本農民組合(日農)結成｡(日本農民総同盟と全日本農民組合が合同｡)

	1931年
	昭和6年
	02月11日
	上富良野村産業組合青年連盟設立｡

	1931年
	昭和6年
	04月--日
	札幌放送局､北海道郷土史講座を放送｡(～10月)

	1931年
	昭和6年
	08月--日
	全道的に水害が起きる｡

	1931年
	昭和6年
	09月18日
	関東軍参謀ら､柳条溝の満鉄線路を爆破｡関東軍これを中国軍の行為として攻撃を開始｡(満州事変が始まる｡)

	1931年
	昭和6年
	10月02日
	東中産業組合青年連盟設立｡

	1931年
	昭和6年
	この年
	十勝岳山岳会を結成｡(会長に村長が就任｡)

	1932年
	昭和7年
	01月16日
	札幌スキー連盟の主催で､大倉山シャンツェ開場式を挙行｡

	1932年
	昭和7年
	02月06日
	函館放送局開局｡

	1932年
	昭和7年
	02月15日
	草分土地改良区主幹で工事が進められていた､｢江幌貯水池｣が完工｡

	1932年
	昭和7年
	02月--日
	消防組で､フォード型自動車ポンプを購入する｡

	1932年
	昭和7年
	03月01日
	満州国､建国宣言を発表(首都長春<新京>とす｡)

	1932年
	昭和7年
	05月15日
	海軍青年将校と陸軍士官学校生ら､首相官邸などを襲い､犬養首相を射殺｡(5/15事件)

	1932年
	昭和7年
	07月19日
	門上浄照､吉田貞次郎等､十勝岳連峰の縦走に成功する｡

	1932年
	昭和7年
	07月24日
	愛国機北海道号の献納命名式を札幌で行う｡(所沢飛行学校長荒時中将ら参列｡)

	1932年
	昭和7年
	08月04日
	南部忠平オリンピック･ロスアンゼルス大会で三段跳に15m72㎝の世界新記録を樹立｡

	1932年
	昭和7年
	09月07日
	産業組合法改正〔法〕(農事実行組合〈法人〉の加入を認め､農民全戸加入の道をつける｡)

	1932年
	昭和7年
	10月06日
	農林省農山漁村経済更生計画助成規則〔省令〕を公布し､道府県に農山漁村経済更生計画に関する件を通達〔訓令〕

	1932年
	昭和7年
	この年
	北海道庁から経済更生計画樹立の指定を受く

	1932年
	昭和7年
	この年
	吹上温泉株式会社創立｡代表者山本一郎(昭和18年解散｡のちに終戦まで建物は軍用施設に転用される｡)

	1932年
	昭和7年
	この年
	全道的冷害凶作に水害も加わる｡〔米の収穫高76万石(約11万4,000トン)〕-反収0.399石(約60㎏)-

	1932年
	昭和7年
	この年
	この年から昭和11年まで輸移入米､凶作のため毎年100万石(約15万トン)を越える｡

	1932年
	昭和7年
	この年
	清富神社(松井牧場解放の時)創祀｡

	1933年
	昭和8年
	01月28日
	十勝岳山麓に｢白銀荘｣(ヒュッテ)新築竣工｡(2月5日ヒュッテ開きを挙行)

	1933年
	昭和8年
	01月--日
	2月にかけ､上川支庁管内農村振興会主催の農村更生精神作興講演会を､31町村で開催｡

	1933年
	昭和8年
	03月03日
	三陸地方に大地震･大津波発生｡死者1,535人､流失家屋3,500戸｡

	1933年
	昭和8年
	04月08日
	産業組合青年聯盟全国聯合結成｡

	1933年
	昭和8年
	05月--日
	1933/5/-･森林防火組合設立｡

	1933年
	昭和8年
	06月06日
	駅前竹料理店より出火し､駅本屋､物置､公衆便所､駅前飛澤自動車部､集乳所､､住宅家屋等13棟15戸を延焼した｡

	1933年
	昭和8年
	06月17日
	北海道国有未開地処分法施行規則を改正〔勅〕(特殊の経営を必要とする地域の特定地処分面積を拡張)

	1933年
	昭和8年
	08月30日
	北海道佐上長官､十勝岳白銀荘を視察し宿泊する｡

	1933年
	昭和8年
	09月04日
	旭川放送局が開局｡

	1933年
	昭和8年
	この年
	飛澤清治吹上温泉までバス運行を始める｡(夏期間)

	1933年
	昭和8年
	この年
	十勝岳観光協会を設立する｡会長吉田貞次郎

	1934年
	昭和9年
	01月13日
	十勝岳山麓に白銀荘に続いて｢勝岳荘｣新築落成｡

	1934年
	昭和9年
	01月28日
	第七師団管下帝国在郷軍人支部聯合会を札幌で開く｡

	1934年
	昭和9年
	03月21日
	函館市に大火災発生｡全市の三分の一を焼いて22日朝鎮火｡焼失戸数2万4,186戸罹災人口12万4,558人死者2,054人行方不明662人

	1934年
	昭和9年
	06月10日
	省営バス苗穂～手宮間の運転を開始｡(本道最初の省営バス)

	1934年
	昭和9年
	09月21日
	室戸台風､関西を襲う｡死者･行方不明3,036人､全壊及び流失家屋4万戸｡

	1934年
	昭和9年
	10月28日
	沼崎農場(農場主沼崎重平)開放記念式挙行｡(農場開放を受けた小作人らが､昭和36年6月美馬牛駅前庭に｢彰徳碑｣を建立する｡)

	1934年
	昭和9年
	12月12日
	日新尋常小学校清水沢特別教授場(後の清富小学校)開設授業開始｡児童30名｡(昭和13年7月22日清富小学校に昇格独立｡)

	1934年
	昭和9年
	12月26日
	プロ野球団大日本東京野球倶楽部創立｡(昭和10年2月14日東京巨人軍の名で初渡米)

	1934年
	昭和9年
	この年
	北海道の人口が､300万人をこえる｡

	1934年
	昭和9年
	この年
	上富良野産業組合事務所を建設

	1934年
	昭和9年
	この年
	北海道農産物検査事務所上富良野村派出所事務所を新築｡

	1934年
	昭和9年
	この年
	東北地方の冷害･大凶作で､娘の身売り､欠食児童､行き倒れなどが増える｡

	1935年
	昭和10年
	02月11日
	東中産業組合青年連盟設立｡

	1935年
	昭和10年
	04月01日
	青年学校令公布〔勅〕(実業補修学校と青年訓練所を統合して青年学校とする｡)

	1935年
	昭和10年
	04月01日
	上富良野､草分､江幌各青年学校が設置される｡(各小学校に併置)

	1935年
	昭和10年
	05月01日
	第16回メーデー開催(戦時中の最後となる｡)

	1935年
	昭和10年
	06月10日
	国防婦人会上富良野分会設立｡

	1935年
	昭和10年
	07月10日
	一級村二代村長金子浩就任｡

	1935年
	昭和10年
	07月10日
	三代助役朝倉孫作就任｡(～11/4/30)

	1935年
	昭和10年
	07月11日
	金子庫三氏の｢謝恩碑｣丸一山に建立｡

	1935年
	昭和10年
	10月01日
	第4回国勢調査実施｡･内地人口6,925万4,148人･外地人口2,844万3,407人〔北海道の人口〕世帯数54万5,390戸､人口306万8,282人〔上富良野村の人口〕世帯数1,759戸､人口11,092人

	1935年
	昭和10年
	10月01日
	東中青年学校設置｡(東中尋常高等小学校に併置｡)

	1935年
	昭和10年
	10月--日
	島津地区に家畜市場設置される｡(現富町1丁目4付近)(篤志者の出資により)

	1935年
	昭和10年
	12月26日
	四代収入役谷口清就任｡(～14/7/6)

	1935年
	昭和10年
	この年
	村上農場(里仁)事業開始

	1935年
	昭和10年
	この年
	大印自動車会社が富良野沿線バス開業｡富良野町に車庫を置き､･上富良野駅前～東中～鳥沼～富良野駅前･上富良野～中富良野～富良野間を運行｡

	1935年
	昭和10年
	この年
	北海道聯合教育会が青年学校用教科書として､｢北海道青年読本｣を編纂｡

	1935年
	昭和10年
	この年
	村と市街地区衛生組合(組合長高畠正男)が富良野川河川敷にごみ焼却場を設置する｡

	1936年
	昭和11年
	01月13日
	上富良野商工会設立｡初代会頭山本一郎

	1936年
	昭和11年
	02月26日
	皇道派青年将校､クーデターを企図し､歩兵第1聯隊ほかの部隊1,400人余をもって決起｡首相官邸等を襲撃して､内大臣斎藤実･蔵相高橋是清･教育総監渡辺錠太郎らを殺害し､永田町一帯を占拠(2/26事件)内閣総辞職｡

	1936年
	昭和11年
	05月01日
	四代助役白井重吉就任｡(～15/4/-)

	1936年
	昭和11年
	05月31日
	上富良野村会議員選挙執行｡

	1936年
	昭和11年
	06月19日
	午後3時18分から24分まで､北海道の東北部で皆既日蝕が観測される｡

	1936年
	昭和11年
	06月27日
	島津家農場解放決定｡(小作農を自作農に開放)

	1936年
	昭和11年
	07月31日
	第12回オリンピック開催地を東京に決定｡(昭13.7.15東京開催の返上を決定｡)

	1936年
	昭和11年
	08月01日
	第11回オリンピック､ベルリンで開催｡日本選選手､179人が参加(三段跳､マラソン､水泳に優勝者が出る｡)

	1936年
	昭和11年
	08月06日
	三井砂川礦業の田島直人､オリンピックベルリン大会で三段跳に16m00の世界新記録を樹立し優勝｡

	1936年
	昭和11年
	08月10日
	北海道議会議員選挙執行｡

	1936年
	昭和11年
	09月25日
	帝国在郷軍人会令公布〔勅〕(軍の公的機関となり､陸海軍大臣が所管｡)

	1936年
	昭和11年
	09月26日
	天皇､陸軍特別大演習につき､室蘭に到着｡室蘭､旭川､釧路､根室､帯広､大樹等を巡幸して､10月1日札幌市北大農学部に設置の大本営に入る｡10月2日～6日特別大演習を統監｡

	1936年
	昭和11年
	10月07日
	天皇､道庁に臨幸の折､開拓奨励金として2万5,000円を下賜｡

	1936年
	昭和11年
	10月--日
	東中青年会館新築落成(一部を翌年造作し完成)(東8線北18号東中市街)

	1936年
	昭和11年
	11月07日
	帝国議事堂が完成し､落成式を挙行｡(大正9年起工)

	1936年
	昭和11年
	11月22日
	帯広放送局が開局｡

	1936年
	昭和11年
	11月--日
	天理教道栄分教会(中富良野村で)曾根某が布教を開始｡(昭和42年本町3丁目5に教会を新築移転する｡)

	1936年
	昭和11年
	この年
	上富良野信用購買販売利用組合事務所(農会事務所併置)を新築｡(現栄町1丁目3)

	1937年
	昭和12年
	04月05日
	防空法公布〔法〕

	1937年
	昭和12年
	06月06日
	島津農場解放記念｢農為國本彰徳碑｣建立落成除幕式挙行(上富良野小学校運動場で祝賀会開催｡)

	1937年
	昭和12年
	06月09日
	国際オリンピック委員会､第5回冬季オリンピック大会を札幌で開催に決定｡(昭13.3カイロ総会で正式決定｡7月政府は大会の中止を決定する｡)

	1937年
	昭和12年
	07月07日
	蘆溝橋で日中両軍衝突(日中戦争の始まり｡)

	1937年
	昭和12年
	08月03日
	上富良野産業組合､東中産業組合の合併契約が成立｡

	1937年
	昭和12年
	08月14日
	道庁､準則を示し､全道もれなく銃後後援会を置することを､各支庁長･各市町村に指示〔例規〕

	1937年
	昭和12年
	08月--日
	南京政府外交部､北海道･樺太居住の中国人(7月現在約400人)に引上げを命令

	1937年
	昭和12年
	09月--日
	千歳に海軍航空隊基地の設立を決定｡飛行場の建設に着手｡

	1937年
	昭和12年
	10月03日
	道庁､国民精神総動員実施要綱を達する｡

	1937年
	昭和12年
	10月28日
	上富良野共立信用販売購買利用組合設立｡(発足昭和13年1月1日)組合長吉田貞次郎

	1937年
	昭和12年
	10月--日
	｢西谷翁頌徳碑｣(西谷元右ヱ門)建立｡(東中神社境内)(昭和13.9.5除幕式挙行する｡)

	1937年
	昭和12年
	12月01日
	東中郵便局集配業務を開始する｡

	1937年
	昭和12年
	12月08日
	公設東中消防組創立｡

	1937年
	昭和12年
	この年
	山本木工場(製材工場)創立｡社長山本逸太郎

	1938年
	昭和13年
	02月26日
	釧路放送局開局｡

	1938年
	昭和13年
	04月--日
	自作農創設事業開始｡

	1938年
	昭和13年
	04月--日
	保健所法に基づき､旭川市に保健所を開設｡(昭14年小樽､帯広昭15年室蘭に各保健所を開設｡)

	1938年
	昭和13年
	08月15日
	道庁､開道70周年記念式典を札幌市外円山公園において挙行｡

	1938年
	昭和13年
	08月15日
	北海道庁編｢開道七十年記念誌｣発刊｡

	1938年
	昭和13年
	09月19日
	商工省､石炭配給統制規則を公布｡〔省令〕

	1938年
	昭和13年
	10月02日
	道民の寄付による飛行機｢第2道民号｣｢第3道民号｣｢北千島水産号｣の3機献納､命名式を札幌飛行場で挙行

	1938年
	昭和13年
	12月--日
	昭和14年度版北海道庁管内土功組合聨合会編｢北海道土功組合誌｣発刊｡

	1938年
	昭和13年
	この年
	六町内大通り(現中町2丁目4-7)に岡和田歯科医院開業｡

	1939年
	昭和14年
	01月30日
	真宗大谷派大24世法主｢大谷智子裏方｣来村｡冬の十勝岳山頂へ登頂する｡

	1939年
	昭和14年
	02月03日
	警察部に警防課を新設〔通牒〕(防空及び警防団関係事務を所管｡)

	1939年
	昭和14年
	04月01日
	警防団令施行細則公布〔庁令〕(消防組と防護団を統合して警防団として新発足｡)

	1939年
	昭和14年
	04月01日
	上富良野消防組を廃し､警防団となる｡

	1939年
	昭和14年
	04月07日
	全道､樺太が一斉に｢愛馬の日｣を実施｡

	1939年
	昭和14年
	04月12日
	米穀配給統制法公布〔法〕(米穀商の許可制米穀取引所の統一など｡)

	1939年
	昭和14年
	05月13日
	道庁､青年学校の義務課程に関する件を示達〔例規〕

	1939年
	昭和14年
	05月21日
	上富良野商業組合創立｡理事長金子全一

	1939年
	昭和14年
	06月--日
	第7師団､ノモンハン事件に参加(～8月)

	1939年
	昭和14年
	07月15日
	五代収入役新井與市郎就任｡(～30/6/3)

	1939年
	昭和14年
	07月27日
	青年勤労総動員共励要項に関する件示達〔例規〕(青年勤労総動員を実施)

	1939年
	昭和14年
	08月01日
	道庁土木部､築港･治水･土木各事務所を土木現業所と改称｡〔告示〕

	1939年
	昭和14年
	09月01日
	第1回興亜奉公日を実施(国民精神総動員運動の一環､料理店での飲酒の禁止など｡)

	1939年
	昭和14年
	09月02日
	道庁､体力章検定実施に関する件を示達〔例規〕(以後､毎年実施)

	1940年
	昭和15年
	01月20日
	源照庵(上富良野墓地寺)創立｡

	1940年
	昭和15年
	02月22日
	道庁､米穀配給調整の指示をだし､府県に先がけ配給体制をとる｡〔通牒〕

	1940年
	昭和15年
	02月27日
	山部村を分割し､東山村をおく〔告示〕4/1施行

	1940年
	昭和15年
	03月26日
	北海道女子師範学校(札幌)の設置認可｡4月開校｡

	1940年
	昭和15年
	03月29日
	歌志内村･美瑛村をそれぞれ町とする〔告示〕4/1施行

	1940年
	昭和15年
	04月02日
	上富良野(創成)尋常小学校開校40周年記念式典を挙行｡

	1940年
	昭和15年
	04月08日
	国民体力法公布〔法〕9/26施行(17～19歳の男子の身体検査を義務化)

	1940年
	昭和15年
	05月20日
	北海道聯合青年団､北海道青年団に改組｡

	1940年
	昭和15年
	05月--日
	五代助役本間庄吉就任｡(～22/3/-)

	1940年
	昭和15年
	07月15日
	札幌で米の配給切符制を実施｡

	1940年
	昭和15年
	08月10日
	第12期道会議員選挙(定数65名､有権者543,466人)(本期議員選挙延期のため､昭22/4/29まで在職)

	1940年
	昭和15年
	08月10日
	灯火管制規則施行細則公布〔庁令〕

	1940年
	昭和15年
	08月12日
	北海道産業組合青年総聯盟､産青聯の解散と農村壮年聯盟の設立を決議｡

	1940年
	昭和15年
	09月--日
	東中警防団解散(上富良野警防団に吸収合併｡)

	1940年
	昭和15年
	11月10日
	全国各地で､紀元2600年記念式典を挙行｡

	1940年
	昭和15年
	11月--日
	家畜市場(現島津公園付近)に馬魂碑を建立する｡(昭和46年富原肥育センター内に移設する｡)

	1940年
	昭和15年
	この年
	東中養蜂組合を設立する｡組合長床鍋正則

	1940年
	昭和15年
	この年
	村内に牛馬商組合員に加入する商人39人に及ぶ｡

	1941年
	昭和16年
	01月10日
	大政翼賛会北海道支部結成式を道会議事堂で挙行(道支部事務局を道庁内に設置｡)

	1941年
	昭和16年
	01月10日
	上富良野青壮年連盟を設立｡

	1941年
	昭和16年
	01月18日
	大政翼賛会道支部､各支庁支部長及び市町村支部長に対して､大政翼賛会支部規程を示す｡

	1941年
	昭和16年
	02月01日
	北海道青少年団結成｡(従来の青年団､女子青年団､少年団を統合｡)3月にかけて支庁､市の地方団､及び全道単位団の組織結成を完了する｡

	1941年
	昭和16年
	02月--日
	大政翼賛会上富良野支部発足する｡支部長金子浩(村長)

	1941年
	昭和16年
	03月01日
	国民学校令公布〔勅〕(4.1小学校を国民学校と改称｡)

	1941年
	昭和16年
	03月26日
	町内会･部落会森林防火部規則公布〔庁令〕､森林防火組合を森林防火部と改組｡町内会･部落会に設置｡

	1941年
	昭和16年
	03月--日
	産業組合青年聯盟･農村壮年聯盟の系統をつぎ農業報國挺身隊結成｡(本部長安孫子孝次､常務理事東隆)

	1941年
	昭和16年
	04月01日
	村内各尋常小学校を国民学校(初等科､高等科)に改称｡

	1941年
	昭和16年
	04月01日
	富良野中学校(旧制)が開校する｡

	1941年
	昭和16年
	04月30日
	上富良野産業組合(現上富良野町農協)の味噌正油醸造工場新築落成｡(現栄町1丁目3)

	1941年
	昭和16年
	04月--日
	東中警防団を合併し､上富良野警防団となる｡

	1941年
	昭和16年
	04月--日
	東中尋常高等小学校開校40周年記念式を挙行｡

	1941年
	昭和16年
	07月15日
	上富良野農業報國挺身隊を結成｡

	1941年
	昭和16年
	11月05日
	永楽座館を増改築し､上富良野劇場落成開業｡支配人桐山英一(昭和38年閉館)

	1941年
	昭和16年
	12月08日
	米英両国に宣戦の詔書を発布〔詔〕(米英､対日宣戦布告｡12/9国民政府､対日･独伊宣戦布告｡12/11独･伊､対米宣戦布告｡)第2次世界大戦勃発｡

	1941年
	昭和16年
	12月12日
	閣議､戦争の名称を､支那<日華>事変を含めて､この年･米穀配給通帳制を実施｡大東亜戦争とすることを決定｡

	1941年
	昭和16年
	12月--日
	大東亜戦争に突入し､村役場事務も戦時態勢となる｡

	1941年
	昭和16年
	この年
	天理教会の教規改正により､各分教会に改称｡(上富､上富良野､北鎭､旭江､甲富各分教会)

	1942年
	昭和17年
	01月18日
	北海道翼賛壮年団結団式を行う｡(団長柏岡清勝)

	1942年
	昭和17年
	01月--日
	中小菓子業者が現物出資し､上富良野菓子有限会社を設立｡(5月許可指令を受く｡)

	1942年
	昭和17年
	01月--日
	村内国民学校(小学校)に､それぞれ青年学校を設置｡(江花､旭野､里仁､日新､清富の各小学校に併置)

	1942年
	昭和17年
	02月01日
	衣料購入に点数切符制を実施｡

	1942年
	昭和17年
	02月02日
	愛国･国防婦人会等を統合､大日本婦人会を創立｡

	1942年
	昭和17年
	03月31日
	青壮年連盟解散｡上富良野翼賛壮年団結成｡出張所に改称｡

	1942年
	昭和17年
	04月14日
	渋江医院開業する｡(中堀医院を引き継ぐ｡)院長渋江北海

	1942年
	昭和17年
	04月30日
	第21回衆議院議員総選挙で､前上富良野村長吉田貞次郎衆議院議員に当選｡

	1942年
	昭和17年
	05月08日
	大日本婦人会北海道支部結成式を挙行｡

	1942年
	昭和17年
	07月04日
	大日本婦人会上富良野支部創立｡支部長金子シナ(村長夫人)

	1942年
	昭和17年
	08月26日
	十勝岳山頂に｢光顔巍々｣石碑建立し､除幕式(建碑式)を行う｡

	1942年
	昭和17年
	09月01日
	中央食糧営団設立(食糧管理法に基づき､日本米穀(株)など5団体を吸収｡)

	1942年
	昭和17年
	09月--日
	上富良野村農産物出荷協力隊が発足する｡

	1942年
	昭和17年
	10月01日
	上富良野村国民健康保険組合を創立｡

	1942年
	昭和17年
	10月11日
	国鉄が時刻表に24時間制を実施｡

	1942年
	昭和17年
	12月21日
	食管法の改正により､北海道食糧検査所上富良野

	1942年
	昭和17年
	この年
	北海道農材公業㈱上富良野土管工場が､操業に入る｡(現栄町1丁目5)*食糧増産の国策により､日の出地区(西1線北28号付近)の粘土を原料に素焼き土管を製造｡(昭和24年6月10日8町内大火災により焼失)

	1943年
	昭和18年
	02月10日
	上富良野森林組合設立総会｡組合長金子浩(村長)

	1943年
	昭和18年
	03月20日
	町村制の改正により､北海道一級町村制および二級町村制の各勅令廃止｡〔法〕6.1施行

	1943年
	昭和18年
	05月09日
	幌別村付近の牧場に､潜水艦による砲撃を受ける

	1943年
	昭和18年
	06月15日
	各小学校に併置の青年学校を､上富良野青年学校に統合｡(島津農場倉庫を改修､事務所･訓練施設とする｡)(現富町1丁目3-25付近)

	1943年
	昭和18年
	06月24日
	北日本木工製作株式会社創立｡初代社長大賀光蔵(主にフローリング材の製造販売)従業員20名(現中町1丁目2)*昭31.4.1社名を北日本木材工業㈱に改称｡

	1943年
	昭和18年
	07月15日
	函館市､室蘭市に官設の消防署(特設消防署)を設置する｡

	1943年
	昭和18年
	07月15日
	農耕馬にまで及ぶ軍用馬の大徴発が行われる｡

	1943年
	昭和18年
	08月13日
	東中部落に有線放送施設が完成｡放送を開始する｡(第7部落)

	1943年
	昭和18年
	09月--日
	軍用飛行機｢上富良野号｣1機を献納｡(献納寄付総額13万1,548円76錢)

	1943年
	昭和18年
	この年
	富原神社が創祀(富原二北)

	1943年
	昭和18年
	この年
	村内に戦時中の農家人手不足を補うためと､食糧増産の担い手として､学徒勤労動員派遣が行われた｡*5.8～6.12岐阜県可児実業校(45名)江幌､静修､草分地区､*岐阜県郡上農林校(46名)市街地近郷農家､*6.7～8.12山口県小郡農業校(105名)東中を除く村内全域､*6.6～8.13山口県宇部農業校(41名)東中地区､*昭和17年6月～終戦まで旭川師範学校村内各地に､*8.10～10.9福岡県八女農学校(51名)

	1943年
	昭和18年
	この年
	上富良野開基50年記念発刊予定の｢上富良野村史｣原稿がまとまる｡(執筆者役場書記熊谷一郎-未発刊-)(上富良野町郷土館に所蔵)

	1944年
	昭和19年
	03月07日
	閣議で､学徒勤労動員を通年実施と決定｡

	1944年
	昭和19年
	03月20日
	札幌､小樽2市に官設の消防署(特設消防署)を設置〔告示〕

	1944年
	昭和19年
	04月04日
	閣議で､国内13道府県に非常警備隊設置を決定｡

	1944年
	昭和19年
	06月03日
	連合軍捕虜約600人を､三井芦別鉱業所に収容坑外労働に使役｡

	1944年
	昭和19年
	07月18日
	東條内閣が総辞職する｡

	1944年
	昭和19年
	07月--日
	岩見沢に放送局が設置される｡

	1944年
	昭和19年
	08月04日
	閣議で､国民総武装を決定｡(竹槍訓練など始まる｡)

	1944年
	昭和19年
	10月01日
	日本通運富良野支店上富良野営業所を開設する｡

	1944年
	昭和19年
	10月18日
	兵役法施行規則改正公布〔陸軍省令〕(17歳以上を兵役に編入｡)11/1施行｡

	1944年
	昭和19年
	11月01日
	タバコが隣組の配給となる｡(男子1日6本)

	1944年
	昭和19年
	11月24日
	マリアナ基地のB29爆撃機約70機､東京を初爆撃｡

	1944年
	昭和19年
	12月07日
	東海地方に大地震･津波発生､死者998人､家屋等全壊2万6,130戸｡

	1944年
	昭和19年
	この年
	東中診療所が設置される｡(昭和23年11月3日道立東中診療所となり､昭和30年頃閉鎖｡)担当医岩切医師｡

	1944年
	昭和19年
	この年
	村内農家に､昨年に引き続き学徒勤労者の受入れが行われる｡*5.20～8.25長野県立北安曇農学校(83名)村内各地域*6.15～10.31札幌商業学校(約300名)村内各地域*8.12～11.15茨城県立大子農林学校(96名)村内各地域

	1944年
	昭和19年
	この年
	中富良野標準農村の指定を受ける｡

	1945年
	昭和20年
	03月09日
	B29､東京を大空襲(～3.10､23万戸焼失､死傷者12万人)この頃より国内の空襲､激化｡

	1945年
	昭和20年
	04月01日
	米軍､沖縄本島に上陸｡6.23守備軍全滅｡(戦死9万人｡一般人死者10万人｡)

	1945年
	昭和20年
	05月11日
	北海道国民義勇隊組織要項を公布(5.27同隊本部結成式を札幌神社で挙行｡)

	1945年
	昭和20年
	06月23日
	農会､産業組合を統合し､上富良野農会設立｡会長田中勝次郎

	1945年
	昭和20年
	06月25日
	B29爆撃機1機､初めて本道に飛来浸入し､偵察を行う｡(以後､連日のように浸入偵察｡)

	1945年
	昭和20年
	06月--日
	上富良野村国民義勇隊が組織される｡

	1945年
	昭和20年
	07月11日
	主食の配給量1割削減され､基準量は米2合1勺(約315g)

	1945年
	昭和20年
	07月14日
	各地に米軍機､機動部隊による空襲､艦砲射撃が加えられる｡(～15日､室蘭､釧路､根室､函館帯広などで､死者853人､家屋被害4,274戸｡青函連絡船12隻のうち､8隻沈没､4隻損傷し全滅｡)

	1945年
	昭和20年
	07月15日
	富良野上空に米軍機が飛来し､空襲を受ける｡

	1945年
	昭和20年
	07月15日
	米軍艦上戦闘機富良野地方に襲来､富良野町に銃撃を加えたが､本村における人的､物的､被害損害は無し｡

	1945年
	昭和20年
	07月28日
	青年学校並びに国民学校報國団設置要領制定〔通牒〕

	1945年
	昭和20年
	08月06日
	B29､広島に原子爆弾投下｡(死者約20万人)

	1945年
	昭和20年
	08月08日
	ソ連､対日宣戦布告｡北満､朝鮮､樺太に侵攻｡

	1945年
	昭和20年
	08月09日
	B29､長崎に原子爆弾投下(死者約12万2,000人)

	1945年
	昭和20年
	08月13日
	樺太からの疎開第一船が出発(8.23ソ連が島外移動を禁止するまで､推定8万7,640人が脱出｡)

	1945年
	昭和20年
	08月15日
	正午､戦争終結の詔書を放送｡日本の降伏により第2次世界大戦終わる｡

	1945年
	昭和20年
	08月15日
	上富良野国民学校(現上富良野小学校)に住民が集まり､終戦の詔書をラジオ放送で聞く｡

	1945年
	昭和20年
	08月15日
	大東亜戦争の敗戦により､施政全般にわたって､改革の一歩を踏み出す｡

	1945年
	昭和20年
	08月28日
	連合軍先遣部隊､厚木飛行場に到着｡(以後､各地に進駐｡)

	1945年
	昭和20年
	08月28日
	樺太の日本軍の武装解除完了｡

	1945年
	昭和20年
	09月02日
	降伏文書に調印｡(東京湾､米艦ミズーリ号上にて全権大使重光葵､梅津美治郎)

	1945年
	昭和20年
	10月05日
	北海道進駐軍最高司令官ライダー少将(第9軍団司令官)と第77師団長ブルース少将の指揮下に､米兵8,000人が小樽に上陸(札幌その他に進駐､第9軍団司令部を札幌逓信局に､第77師団司令部を拓殖銀行本店新館に設置｡

	1945年
	昭和20年
	10月06日
	国民勤労動員署は､勤労署と改称し､職業紹介を行う｡

	1945年
	昭和20年
	10月30日
	道内の兵力2万1,630人､全道で235カ所を接収｡

	1945年
	昭和20年
	10月--日
	噴煙短歌会が発足｡主幹和田耕人(松ヱ門)

	1945年
	昭和20年
	11月14日
	中富良野､上富良野､美瑛各駅に､2,000人余の買い出し人が下車し､農業倉庫･澱粉工場等に押しかけ､勝手に金を払って､澱粉等を持ち帰る｡

	1945年
	昭和20年
	12月11日
	農村建設同志会(上富良野農民同盟の前身)設立｡

	1945年
	昭和20年
	この年
	桜庭医院開業｡

	1945年
	昭和20年
	この年
	森林愛護組合設立｡組合長田中勝次郎(村長)

	1945年
	昭和20年
	この年
	上富良野衛生組合設立する｡

	1945年
	昭和20年
	この年
	全道的な冷害凶作の年となる｡(収穫高101万石…米に換算して約15,000トン)反収0.691石…〃約103.65㎏

	1945年
	昭和20年
	この年
	村内農家に昨年に引き続き､学徒勤労動員が行われる｡*5.20～11.16函館商業学校(65名)東中､島津地区､*6.12～10月上旬小樽双葉女学校(120名)東中地区､*8.1～9.25小樽市立女子商業学校(45名)東中地区､*5.10～5.14旭川中学校(13名)(入地場所は不明)

	1945年
	昭和20年
	この年
	北海道食糧検査事務所旭川支所上富良野出張所に改称｡

	1946年
	昭和21年
	01月--日
	上富良野自由懇話会が設立される｡

	1946年
	昭和21年
	02月05日
	旭川に18カ町村53人の農民代表を集め､北海道農民組合連盟を結成(五十嵐久弥委員長)､1946/8月10日日本農民組合北海道連合会となる｡

	1946年
	昭和21年
	02月10日
	政府買上げ米の累計､10万7,366石で割当量の10%に留まる｡(全国平均46%)

	1946年
	昭和21年
	02月20日
	ソ連､樺太･千島の領有を最高幹部会令で確認｡(1945/9/20に遡及)

	1946年
	昭和21年
	02月25日
	新円と旧円紙幣の交換が始まる｡(証紙貼付の紙幣が流通し､3月3日以降の使用禁止となる｡)*聖徳太子像の新百円札が発行される｡

	1946年
	昭和21年
	03月03日
	道庁､北海道開拓者集団入植施設計画を定め､緊急開拓事業を進める｡

	1946年
	昭和21年
	03月24日
	米国からの救援米7,750トンを積んだ船小樽港に入港｡(戦後道内における外米輸入の最初)

	1946年
	昭和21年
	03月31日
	｢教育基本法｣｢学校教育法｣公布〔法〕

	1946年
	昭和21年
	04月01日
	上富良野遺族会設立｡初代会長山口梅吉

	1946年
	昭和21年
	04月10日
	新選挙法による､第22回衆議院議員総選挙

	1946年
	昭和21年
	04月12日
	開拓地を記念し｢憩の楡｣の碑を建立｡

	1946年
	昭和21年
	04月--日
	上富良野連合青年団を創立する｡初代団長和田松ェ門

	1946年
	昭和21年
	07月01日
	佐藤喜一著小説｢十勝岳泥流｣発刊｡

	1946年
	昭和21年
	07月12日
	占領軍､札幌に道地方軍政部を置く｡

	1946年
	昭和21年
	08月16日
	東中勧農組合設立｡理事長西谷五一(のちに東中農民同盟に改称｡)

	1946年
	昭和21年
	08月16日
	上富良野村農民同盟設立｡委員長和田松ヱ門

	1946年
	昭和21年
	08月--日
	村有農地を解放(水田193町歩)

	1946年
	昭和21年
	09月27日
	府県制を道府県制と改め､北海道会法･北海道地方費法を廃止｡〔法〕(自治権能の拡大強化)

	1946年
	昭和21年
	10月9-10日
	開村50周年記念式典を挙行｡(上富良野小運動場)

	1946年
	昭和21年
	10月--日
	地方制度改正により､選挙管理委員会が設置され4人の委員が選任される｡

	1946年
	昭和21年
	10月--日
	上富良野村農地委員会設立｡

	1946年
	昭和21年
	11月03日
	村長公職追放により､村長代理に本間庄吉就任｡(22年4月5日まで)

	1946年
	昭和21年
	11月--日
	山崎歯科医院開院する｡院長山崎慶一(現中町2丁目1-21)

	1946年
	昭和21年
	12月05日
	樺太からの引き揚げ第1船が函館に入港｡

	1946年
	昭和21年
	12月22日
	農地改革のため､全道一斉に市町村農地委員会の選挙を実施｡

	1946年
	昭和21年
	この年
	生活物資が配給制となる｡

	1946年
	昭和21年
	この年
	東中倍本西谷木工場(経営者西谷五一)を澱粉工場に改造し､秋から本格的生産操業に入る｡

	1946年
	昭和21年
	この年
	田中社中田中喜代子華道･茶道を開門する｡

	1946年
	昭和21年
	この年
	日の出神社(地神)創祀｡(後に､昭和57/11日東会館敷地に移設｡)

	1947年
	昭和22年
	03月05日
	内相､主食供出に警察力による取締りを訓示｡(いわゆる強権供出)

	1947年
	昭和22年
	03月27日
	当麻村及び北村で､本道最初の不供出罪が適用される｡(ついで長沼､中富良野､妹背牛､江部乙､上士別､東旭川､東鷹栖､幌向の各村でも検挙)

	1947年
	昭和22年
	03月--日
	㈱大成木工製作所創業(現錦町三丁目3付近)代表者山本逸太郎､工場長会田久左ヱ門

	1947年
	昭和22年
	04月01日
	道庁より､父母と先生の会(PTA)設立について通達｡

	1947年
	昭和22年
	04月01日
	村内各国民学校(初等科､高等科)を､各小学校に改称｡

	1947年
	昭和22年
	04月05日
	地方自治法施行による上富良野村長､村議会議員選挙執行｡三代村長田中勝次郎就任｡

	1947年
	昭和22年
	04月05日
	北海道庁長官選挙を実施｡(16日田中敏文･有馬英二の決選投票で田中当選｡)

	1947年
	昭和22年
	04月17日
	地方自治法公布〔法〕5/3施行

	1947年
	昭和22年
	04月20日
	第1回参議院議員選挙｡

	1947年
	昭和22年
	04月25日
	第23回衆議院議員総選挙｡

	1947年
	昭和22年
	04月30日
	第13期道会議員選挙､上富良野村から石川清一道会議員に当選｡

	1947年
	昭和22年
	05月03日
	日本国憲法施行｡

	1947年
	昭和22年
	05月03日
	地方自治法施行により､北海道庁は北海道と改まり､長官は知事､道会は道議会となる｡また､内務部は総務部と改める｡

	1947年
	昭和22年
	05月10日
	上富良野村議会初代議長朝倉一泰就任｡

	1947年
	昭和22年
	05月30日
	上富良野中学校･上富良野中学校東中分校が開校(上富良野小学校で開校式を挙行｡)初代校長梅田鉄次郎｡上富良野中学校､上富良野小学校に併置し授業を行う｡東中分校は､東中小学校に併置｡授業を行う｡

	1947年
	昭和22年
	06月30日
	日農系を除いて､北海道農民同盟を結成｡(8月52町村､5万2,607人を集結｡)

	1947年
	昭和22年
	06月--日
	6代助役北川與一就任｡(～30/4/7)

	1947年
	昭和22年
	06月--日
	制度改正により､監査委員設置2名選任〔条例〕

	1947年
	昭和22年
	07月05日
	飲食営業緊急処置令の公布により､闇米根絶の一策として､外食券食堂･旅館等を除き､全国料飲店営業を休止｡(24.4.30まで｡)

	1947年
	昭和22年
	07月07日
	上富良野村消防団設置条例制定｡(関連で消防団員定員条例､給与条例､服務規程を制定｡)

	1947年
	昭和22年
	07月20日
	主食遅配､北海道で90日となる｡(全国平均20日

	1947年
	昭和22年
	07月--日
	食糧調整委員会設立｡

	1947年
	昭和22年
	08月29日
	北海道町村会結成｡

	1947年
	昭和22年
	09月01日
	共同募金会上富良野分会発足｡

	1947年
	昭和22年
	10月01日
	臨時国勢調査実施｡北海道世帯数72万2.226､人口385万2,821人〔上富良野村の人口〕･世帯数2,093戸､人口12,587人

	1947年
	昭和22年
	10月19日
	翼壮､郷軍､推薦議員､武徳会関係者等の追放が行われる｡

	1947年
	昭和22年
	11月14日
	主食米の供出について､この前後において最も問題が多かった｡

	1947年
	昭和22年
	11月19日
	農業協同組合法公布〔法〕

	1947年
	昭和22年
	11月19日
	農業協同組合法､農業団体整理法各公布〔法〕(農業団体法､蚕糸業組合法は廃止｡23.8.4までに全農業会が解散｡)

	1947年
	昭和22年
	12月23日
	GHQ主食代替用として､キューバー糖放出を許可｡(本道割当750トン｡戦後初めての一般配給が行われる｡)

	1947年
	昭和22年
	8月15-16日
	留萌･上川･空知地方に豪雨被害(死者7人､行方不明11人､負傷17人｡)

	1947年
	昭和22年
	8月28-29日
	真宗大谷派第24世法主大谷光暢貌下並びに裏方明憲寺に御巡化｡

	1947年
	昭和22年
	この年
	上富良野村開拓農業協同組合発足｡組合長松ケ枝毅(静修地区開拓農家17戸で結成｡)

	1947年
	昭和22年
	この年
	上富良野連合父母と先生の会が設立｡初代会長飛澤英壽

	1947年
	昭和22年
	この年
	上富良野野球協会が結成｡代表者酒匂佑一

	1948年
	昭和23年
	01月25日
	東中農業協同組合創立総会(同年2月18日子協第199号指令によって､北海道知事から全道12番目の総合農業協同組合として､設立が認可された｡)組合長西谷五一

	1948年
	昭和23年
	02月10日
	上富良野村農業協同組合を設立｡組合長石川清一

	1948年
	昭和23年
	02月27日
	上富良野村農業協同組合設立認可を受く｡

	1948年
	昭和23年
	02月--日
	東中酪農協同組合設立｡東中集乳所集乳開始｡

	1948年
	昭和23年
	03月15日
	上富良野村農業共済組合設立認可｡組合長石川清一

	1948年
	昭和23年
	03月31日
	翼賛会協力議長､同町村支部長､翼賛壮年団長在郷軍人分会長ら､公職追放となる｡

	1948年
	昭和23年
	04月01日
	自治体消防制度による､上富良野消防団を創設｡

	1948年
	昭和23年
	04月28日
	夏時刻法公布〔法〕(4月～9月に､時刻を1時間進めるサマータイム実施)※27.4.11廃止｡

	1948年
	昭和23年
	05月04日
	上富良野森林愛護組合結成｡組合長田中勝次郎

	1948年
	昭和23年
	05月18日
	上富良野商工会再組織発会式

	1948年
	昭和23年
	07月15日
	農業改良助長法公布[法](農業改良普及事業発足)

	1948年
	昭和23年
	07月20日
	国民の祝日に関する法律公布〔法〕

	1948年
	昭和23年
	07月25日
	初代村長吉田貞次郎逝去(享年63歳)

	1948年
	昭和23年
	08月01日
	上富良野十勝岳観光協会設立｡協会長田中勝次郎(村長)

	1948年
	昭和23年
	10月05日
	第1回教育委員選挙(11.1各都道府県と一部の市町村で教育委員会発足｡)

	1948年
	昭和23年
	10月30日
	北海道立富良野高等学校上富良野分校開校｡(校舎は上富良野小学校に併置｡

	1948年
	昭和23年
	11月03日
	開道80年記念式典並びに開発功労者表彰式を挙行｡(札幌市で開催｡記念講演会/記念展覧会など各種記念行事を開催｡)

	1948年
	昭和23年
	11月03日
	東中青年会館に､道立東中診療所を開設｡

	1948年
	昭和23年
	この年
	秋ころから､24年夏にかけて､休電日制･時間停電制･ローソク送電などの電力制限が行われる｡

	1948年
	昭和23年
	この年
	旭川電気軌道株式会社､富良野沿線にバスを運行｡

	1948年
	昭和23年
	この年
	東中でラベンダー苗7,000本を植え付ける｡(富良野地方でラベンダー栽培のはじめ｡)

	1949年
	昭和24年
	01月20日
	里仁地区から上富良野中学校へ通学の生徒29名が､美瑛第4中学校(現美馬牛中学校)へ委託通学となる｡

	1949年
	昭和24年
	01月23日
	第24回衆議院議員総選挙｡

	1949年
	昭和24年
	03月10日
	上富良野農業改良委員会設立｡

	1949年
	昭和24年
	04月01日
	道内241地区の農業改良相談所開設｡農業改良普及員342人及び生活改良普及員4人を配置し､本格的普及事業を開始｡(昭33.4農業改良普及所と改称｡)

	1949年
	昭和24年
	04月01日
	上富良野村農業改良相談所を開設｡7/1東中農協出張所(現中町2丁目)に事務所を併置｡

	1949年
	昭和24年
	04月02日
	創成小学校開校50周年記念式典を挙行｡

	1949年
	昭和24年
	04月02日
	創成小学校開校50周年記念｢郷土誌｣発刊｡

	1949年
	昭和24年
	04月30日
	上富良野中学校新校舎の一部が落成｡5月15日上富良野小学校仮校舎より6学級が移転｡)

	1949年
	昭和24年
	06月06日
	土地改良法･同施行法各公布〔法〕明治42年の耕地整理法､明治35年の北海道土功組合法を廃止｡(昭27.8までに土功組合､耕地整理組合等を土地改良区に改組｡)

	1949年
	昭和24年
	06月10日
	上富良野市街地8町内で大火災発生｡(町内の家屋､農協倉庫等施設など罹災､焼失家屋等112棟に及ぶ｡)

	1949年
	昭和24年
	06月12日
	吉田貞次郎先生｢頌徳碑｣建立｡(上富良野神社境内)

	1949年
	昭和24年
	06月19日
	旭川中央洋裁女学校東中分校開校｡(東中農協経営)初代校長中西覚蔵(～39.3月閉校)

	1949年
	昭和24年
	07月23日
	樺太から函館へ､最後の引揚船白竜丸が入港｡

	1949年
	昭和24年
	09月01日
	村立保育所開設(聞信寺｢楽兒園｣を上富良野村に移管)(聞信寺の庫裡を利用して保育を行う｡～昭和39.11.30まで)

	1949年
	昭和24年
	09月16日
	北海道社会教育委員条例を公布｡

	1949年
	昭和24年
	09月28日
	上富良野高等家政女学校開設｡学園長鈴木弥江子

	1949年
	昭和24年
	11月01日
	上富良野防犯協会創立｡会長田中勝次郎(村長)

	1949年
	昭和24年
	11月08日
	上富良野村社会教育委員に関する条例を制定｡

	1949年
	昭和24年
	11月22日
	専誠寺(西2線北28号)が殺人､放火により本堂､庫裡共に全焼する｡(住職夫妻他殺死体で発見される｡)

	1949年
	昭和24年
	12月31日
	上富良野中学校東中分校新校舎落成｡(昭25.1.19東中小学校の仮校舎より移転｡)

	1949年
	昭和24年
	12月--日
	電力制限強化､停電日週2日となる｡

	1949年
	昭和24年
	この年
	上富良野森林組合苗畑事業開始｡

	1949年
	昭和24年
	この年
	上富良野食糧検査事務所東中支所/共済組合家畜診療所が新築される｡

	1949年
	昭和24年
	この年
	小児マヒが流行､全国で患者501人､死亡49人｡

	1949年
	昭和24年
	この年
	#VALUE!

	1950年
	昭和25年
	01月23日
	上富良野小学校仮校舎より､上富良野中学校が新校舎へ全学級が移転する｡

	1950年
	昭和25年
	02月09日
	道教委､北海道公立高等学校通学区域設置要綱を改正｡(小学区制､男女共学等)

	1950年
	昭和25年
	03月13日
	江花地区に電灯､有線共同聴取施設設置される｡

	1950年
	昭和25年
	04月30日
	上富良野村議会二代議長に海江田武信就任｡(～26.3.27)

	1950年
	昭和25年
	05月31日
	清富水力発電所が完成､点灯式を挙行｡*地域利用戸数28戸-後に7戸増加(昭和35年12月24日北電導入により送電廃止)

	1950年
	昭和25年
	06月01日
	北海道開発庁発足｡(長官増田甲子七開発事業の実施は従前どおり北海道があたる｡庁内に北海道開発審議会を設置｡)

	1950年
	昭和25年
	06月04日
	第2回参議院議員通常選挙｡･前北海道議会議員石川清一(上富良野農協組合長)参議院議員に当選｡

	1950年
	昭和25年
	06月20日
	上富良野農畜産加工協同組合創立｡新栄町に簡易屠場を設置｡(現光町1丁目付近)(昭和33.1.20同加工協同組合を解散)

	1950年
	昭和25年
	06月--日
	服部歯科医院開業｡(現錦町2丁目5)院長服部啓一(～47.6月札幌市へ転出)

	1950年
	昭和25年
	07月31日
	石狩･空知･上川･胆振･十勝地方に豪雨災害｡(死者23人､行方不明15人､負傷70人余､家屋流失62戸など｡)

	1950年
	昭和25年
	07月--日
	多屋弘編『東本願寺北海道開教史』中富良野法栄寺住職(故人)著

	1950年
	昭和25年
	08月10日
	警察予備隊令公布〔ポ政〕

	1950年
	昭和25年
	08月10日
	上富良野中央婦人会設立｡初代会長梅野よし江

	1950年
	昭和25年
	08月17日
	富良野信用組合上富良野支所開設｡(昭26.6.25信用金庫法の施行により､富良野信用金庫上富良野支店となる｡)

	1950年
	昭和25年
	09月01日
	上富良野中学校東中分校が｢東中中学校｣と改称独立｡初代校長矢田部文六(開校記念日となる｡)

	1950年
	昭和25年
	09月05日
	東中小学校開校50周年記念式を挙行｡

	1950年
	昭和25年
	09月08日
	上富良野野球協会創立｡(初代会長堀内桂治)

	1950年
	昭和25年
	09月11日
	自作農の創設に関する政令公布〔ポ政〕(7.31以後生じた小作地譲渡規定など)

	1950年
	昭和25年
	09月18日
	東中地区にラジオ協同聴取施設完成｡

	1950年
	昭和25年
	09月27日
	農地改革記念式典を行う｡

	1950年
	昭和25年
	09月--日
	地元新聞｢上富良野新聞｣を発刊する｡

	1950年
	昭和25年
	09月--日
	｢上富良野新聞｣創刊主幹岩田悌四郎

	1950年
	昭和25年
	10月01日
	第7回国勢調査実施｡北海道の人口429万5,567人〔上富良野の人口〕･世帯数2,138戸､･人口13,261人

	1950年
	昭和25年
	10月18日
	上富良野中学校江幌分校開校｡(昭27.4.1江幌中学校に改称独立｡二代学校長奥田房三)

	1950年
	昭和25年
	10月19日
	上富良野中学校日新分校開校｡(昭27.4.1日新中学校に改称独立｡二代学校長鈴木信)

	1950年
	昭和25年
	11月--日
	富良野営林署上富良野苗畑事業所が創業｡(現緑町1丁目付近)

	1950年
	昭和25年
	12月25日
	日本劇場が新築落成､創業する｡支配人宇佐見利治(現中町1丁目4-8)

	1950年
	昭和25年
	12月29日
	警察予備隊の第2管区総監部を札幌市に設置｡

	1950年
	昭和25年
	この年
	新佐川道路工事完工｡

	1950年
	昭和25年
	この年
	動力耕耘機の普及が目立つ｡(28～29年以降飛躍的に増加する｡)

	1950年
	昭和25年
	この年
	朝鮮戦争による特需景気が起こる｡

	1951年
	昭和26年
	01月10日
	東中農協青壮年連盟創立総会開催｡初代部長土屋久雄

	1951年
	昭和26年
	03月31日
	農業委員会法公布〔法〕(農業改良委員会･農業調整委員会･農地委員会が統合､農業委員会となる｡)

	1951年
	昭和26年
	04月23日
	上富良野村長､村議会議員選挙｡

	1951年
	昭和26年
	04月30日
	第2回北海道知事､道義会議員選挙｡

	1951年
	昭和26年
	05月04日
	3代議長福家敏美就任｡(～38.4.29)

	1951年
	昭和26年
	05月--日
	電信電話公社上富良野電話中継所設置｡(現南町2丁目1)6/25･富良野信用金庫上富良野支店に改称｡

	1951年
	昭和26年
	06月08日
	住民登録法公布〔法〕

	1951年
	昭和26年
	06月08日
	住民登録法公布〔法〕

	1951年
	昭和26年
	06月13日
	北海道開発法の一部改正により､北海道開発局となる｡

	1951年
	昭和26年
	07月06日
	上富良野村を町とする許可申請｡

	1951年
	昭和26年
	07月20日
	上富良野農業委員会委員選挙｡初代会長　奧野忠治　就任（～昭和44．7.19）

	1951年
	昭和26年
	07月22日
	空知郡上富良野村を町とする〔告示〕

	1951年
	昭和26年
	08月01日
	町制施行上富良野町となる｡初代町長田中勝次郎､初代助役北川與一就任｡(～30.4.7)､初代収入役新井與市郎就任｡(～30.6.3)

	1951年
	昭和26年
	08月01日
	町制施行記念式典を挙行｡

	1951年
	昭和26年
	08月02日
	上富良野農業協同組合青壮年部設立｡初代部長多田武雄

	1951年
	昭和26年
	08月25日
	上富良野町公民館条例制定｡〔公布〕

	1951年
	昭和26年
	09月21日
	町制施行記念全町児童生徒体育大会を開催｡(上富良野小学校グランド)

	1951年
	昭和26年
	10月20日
	上富良野町固定資産評価審査委員会設置により､委員を選任する｡〔条例〕

	1951年
	昭和26年
	11月20日
	上富良野町公民館が開館｡(旧青年学校校舎を改修｡)(現富町1丁目3-30)

	1951年
	昭和26年
	11月29日
	上富良野通運株式会社創立｡取締役社長山本逸太郎

	1951年
	昭和26年
	11月--日
	上富良野町公民館東中分館新築落成｡

	1951年
	昭和26年
	5月26-29日
	上富良野中学校グランド整地作業を､全校生徒と校下青年団員が車馬を使い奉仕労働を行う｡(3カ年計画で実施)

	1951年
	昭和26年
	この年
	都市計画法による指定を受ける｡

	1951年
	昭和26年
	この年
	清富で｢ハッカ｣の栽培をはじめる｡

	1951年
	昭和26年
	この年
	旭川～浦河間道路2級国道(237号線)となる｡

	1951年
	昭和26年
	この年
	この頃､米の中生種｢栄光｣水稲作付けの首位となる｡(昭和27年の作付け面積3万2,000町歩)

	1951年
	昭和26年
	この年
	十勝岳スキー山岳会設立｡初代会長西村又一(十勝岳山岳会とスキークラブが合併して結成｡)

	1952年
	昭和27年
	02月11日
	富良野通運株式会社創業｡社長山本逸太郎(32.10.1富良野通運㈱と合併､富良野合同通運㈱上富良野支店となる｡)

	1952年
	昭和27年
	03月04日
	十勝沖地震で､日高･十勝･釧路地方に災害｡(死者30人負傷516人家屋被害3万961戸)

	1952年
	昭和27年
	03月10日
	北海道放送､ラジオの営業放送を開始｡(道内初の民間営業放送)

	1952年
	昭和27年
	04月01日
	上富良野中学校分校の｢江幌中学校｣｢日新中学校｣が独立し､改称する｡

	1952年
	昭和27年
	04月10日
	上富良野柔道愛好会が結成される｡会長飛澤英壽(昭32.7剣道愛好会と合併して､武道愛好会と改称｡)

	1952年
	昭和27年
	04月28日
	｢東中郷土誌｣発刊｡東中郷土誌編纂委員会編

	1952年
	昭和27年
	06月01日
	東中富良野土地改良区設立認可初代理事長中西覚蔵(40.3.22東中土地改良区に改称｡)

	1952年
	昭和27年
	06月--日
	上富良野町農協肥料共同配合工場を新設｡

	1952年
	昭和27年
	07月01日
	上富良野小学校開校50周年記念式典を挙行｡

	1952年
	昭和27年
	07月10日
	草分土地改良区設立認可｡初代理事長田中勝次郎(8/23土功組合組織変更記念式を挙行｡)

	1952年
	昭和27年
	07月31日
	保安庁法公布〔法〕(10.15警察予備隊を保安隊に編成替え｡)

	1952年
	昭和27年
	07月--日
	御神輿献納奉賛会により､上富良野神社に御神輿一基他奉納｡8月1日例大祭より町内の御神輿渡御はじまる｡

	1952年
	昭和27年
	08月20日
	和田末吉酪農研究のため渡米する｡

	1952年
	昭和27年
	10月05日
	全国一斉に市町村教育委員会委員選挙を執行｡(本町教育委員定員5名内1名議会選任)

	1952年
	昭和27年
	10月25日
	保安隊の北部方面隊が編成される｡(総監部札幌)

	1952年
	昭和27年
	11月01日
	全道の市町村に教育委員会を設置｡

	1952年
	昭和27年
	11月01日
	上富良野町教育委員会設置｡(事務局を公民館内に置く｡)初代委員長海江田武信(～30.3.31)､代教育長(兼助役)北川与一(～28.3.31)

	1952年
	昭和27年
	12月01日
	保安隊北部方面隊の編成によって､特科団本部独立第1特科群本部､独立第1施設群本部などが北海道へ移駐開始｡

	1953年
	昭和28年
	02月19日
	上富良野高等学校が独立校となる｡(定時制普通科)

	1953年
	昭和28年
	02月--日
	東中農協婦人部が創立｡初代部長西谷キミ

	1953年
	昭和28年
	03月08日
	札幌にあった保安隊第2管区総監部､旭川に移設開庁式を挙行｡

	1953年
	昭和28年
	03月18日
	上富良野町社会福祉協議会設立｡初代会長佐藤敬太郎(事務所を役場社会係に置く｡)

	1953年
	昭和28年
	03月31日
	旭川･名寄･北千歳･島松の保安隊駐屯地新設工事が完成｡

	1953年
	昭和28年
	06月01日
	2代教育長梅田鉄次郎就任｡(～31.9.30)

	1953年
	昭和28年
	07月19日-08月01日
	空知･上川･留萌･檜山･網走地方に水害発生｡(死者7人負傷15人家屋被害1万6,531戸その他農林水産業などに被害｡)

	1953年
	昭和28年
	07月27日
	町内集中豪雨により､河川氾濫､道路･農作物に大被害｡

	1953年
	昭和28年
	08月28日
	日本テレビ､本放送を開始｡(民間放送初のテレビ放送｡)

	1953年
	昭和28年
	10月--日
	東中豆類精撰工場を新設｡


	1953年
	昭和28年
	12月--日
	剣道愛好会結成｡(32.7武道愛好会､43.12剣道連盟)

	1953年
	昭和28年
	この年
	公営住宅建設始まる｡(第1種公営住宅10戸建築)

	1953年
	昭和28年
	この年
	冷害による農作物の被害甚大となる｡

	1953年
	昭和28年
	この年
	旭川土木現業所富良野川改修事務所を設置する(富良野川改修工事に着手する｡)大町2丁目6

	1953年
	昭和28年
	この年
	民謡愛好会を結成する｡初代会長千秋薫

	1954年
	昭和29年
	01月07日
	富良野川鉱毒水処理を目的として､日新ダム建設を促進する中富良野村側の期成会を設立｡

	1954年
	昭和29年
	01月10日
	町内各小･中学校､公民館等に青年学級が開講する｡(29.1.10草分青年学級､同江花､3.21東中(公民館)､29.4.1里仁､同日新､同清富､4.20江幌､31.4.1上富良野町公民館､同旭野)

	1954年
	昭和29年
	01月20日
	竹谷洋裁学院(院長竹谷愛子)千葉洋裁学院(院長千葉美代子)が､それぞれ開院認可を受く｡

	1954年
	昭和29年
	04月01日
	役場内に議会事務室を置く｡

	1954年
	昭和29年
	04月01日
	北海道身体障害者福祉協会上川支部上富良野分会結成｡会長本田茂

	1954年
	昭和29年
	05月09-10日
	全道に暴風雨災害(死者26人行方不明390人負傷69人家屋被害2万1,467戸その他農水産業被害多大｡)

	1954年
	昭和29年
	06月08日
	警察法(新法)公布により､国家地方警察･自治体警察を廃止､北海道警察に統合し､北海道警察本部とその下部機関として､5方面本部を置く｡

	1954年
	昭和29年
	06月09日
	防衛庁設置法･自衛隊法各公布〔法〕(保安隊を改組し､陸･海･空3軍方式に拡大｡)7.1施行

	1954年
	昭和29年
	06月27日
	｢岡本三男の碑｣十勝岳中腹の泥流地帯に建立する｡

	1954年
	昭和29年
	07月12日
	富良野川/ヌッカクシフラヌイ川鉱毒防止促進期成会が設立｡(上富良野町側)

	1954年
	昭和29年
	08月07日
	天皇･皇后両陛下来道､道南･道央･道東地方を巡幸｡22日札幌市で第9回国民体育大会開会式にご出席｡(23日還幸)

	1954年
	昭和29年
	08月16日
	第9回国民体育大会聖火旗､上富良野町内(国道237号線道路)を通過､田中勝次郎町長を先頭に通過リレーを行う

	1954年
	昭和29年
	09月01日
	好仁堂進藤医院開院(現錦町2丁目2番)(昭和53.2院長死去により閉院)

	1954年
	昭和29年
	09月11日
	上富良野町農協婦人部設立総会を開催｡初代部長林下フサ

	1954年
	昭和29年
	09月26日
	台風15号並びに5月暴風による林業被害｡(被害面積17万900ha被害材積8,914万8,000石)

	1954年
	昭和29年
	09月26日
	台風15号襲来｡青函連絡船洞爺丸など5隻沈没｡岩内町で大火｡(死者1,320人行方不明206人負傷1,130人家屋全壊･全焼9,689戸立木被害5,506万石その他甚大な被害を全道におよぼす｡)

	1954年
	昭和29年
	09月26日
	台風15号上富良野町の被害｡･家屋倒壊-36戸･屋根の大破-70戸･電柱倒壊-50本､･電柱小破-150本･消防本部のサイレン落下､･上富良野小学校等の屋根､教員住宅屋根等が破損､･その他農作物等､全町的に被害を受け､市街中の看板等が飛散し､終夜停電となる｡

	1954年
	昭和29年
	12月--日
	美瑛ハイヤー㈱上富良野営業所として創業｡(昭34年十勝岳ハイヤー株式会社に改編｡)

	1954年
	昭和29年
	12月--日
	上富良野ハイヤー㈱設立創業｡

	1954年
	昭和29年
	この年
	道営軌道客土事業に着手｡

	1954年
	昭和29年
	この年
	江幌国有保安林が町に払下げになる｡

	1955年
	昭和30年
	02月07日
	ラベンダー耕作組合創立｡組合長上田美一

	1955年
	昭和30年
	02月27日
	第27回衆議院議員総選挙｡

	1955年
	昭和30年
	03月03日
	第10回国民体育大会冬季大会旭川市で開く｡

	1955年
	昭和30年
	04月01日
	2代教育委員長　金子小次郎就任（昭和31.9.30）

	1955年
	昭和30年
	04月23日
	北海道知事･道議会議員選挙｡

	1955年
	昭和30年
	04月30日
	上富良野町長･町議会議員選挙｡

	1955年
	昭和30年
	04月--日
	今月の生活保護受給者が､3万4,082世帯･11万1,356人となり､生活保護法施行以来の最高となる

	1955年
	昭和30年
	05月01日
	2代町長海江田武信就任｡

	1955年
	昭和30年
	05月07日
	閣議､本年度産米から米の予約買付け制を採用(供出割当制は廃止､事前売渡し申込制となる｡)

	1955年
	昭和30年
	05月--日
	上富良野町母子会が結成｡初代会長北村フジノ

	1955年
	昭和30年
	06月04日
	2代助役本間庄吉就任｡(～34.6.3)

	1955年
	昭和30年
	06月10日
	｢沼崎重平翁彰徳碑｣美馬牛駅前庭に建立｡

	1955年
	昭和30年
	06月16日
	2代収入役西谷勝夫就任｡(～38.6.15)

	1955年
	昭和30年
	06月20日
	上富良野商業協同組合創立｡初代理事長山本逸太郎

	1955年
	昭和30年
	06月28日
	和田松ヱ門欧州視察に出発する｡

	1955年
	昭和30年
	08月02日
	8月30日にかけ､道北･道央･上川･宗谷地方に水害発生｡被害状況(死者12人行方不明1人負傷者28人)

	1955年
	昭和30年
	09月06-09日
	第2特車大隊移駐(37.1.18第2戦車大隊に改称)

	1955年
	昭和30年
	09月01日
	陸上自衛隊､上富良野町に移駐する｡初代駐屯地司令鳴川勝一佐[第2特科連隊･業務隊･344会計隊･警務隊･301基地通信隊･調査隊]

	1955年
	昭和30年
	09月13日
	東中土地改良区溝路改良(開渠)工事完了｡

	1955年
	昭和30年
	10月01日
	第8回国勢調査実施｡全国の人口…8,927万5,529人､北海道の人口…477万3,087人〔上富良野町の人口]･世帯数2,508戸､･人口16,918人

	1955年
	昭和30年
	11月08日
	上富良野町交通安全協会設立｡初代会長山本逸太郎

	1955年
	昭和30年
	11月20日
	東中農協事務所､店舗新築竣工｡(24日より営業を開始する｡)

	1955年
	昭和30年
	この年
	上富良野菊花愛好会が発足｡会長二口正次郎(昭和36年菊花盆栽愛好会に改称｡)

	1955年
	昭和30年
	この年
	鰊凶漁､以後回復を見ず｡

	1955年
	昭和30年
	この年
	下期より32年上期頃まで､景気上昇し｢神武景気｣となる｡

	1956年
	昭和31年
	01月27日
	元オリンピック選手の稲田悦子･有坂隆裕が､自衛隊営庭特設スケートリンクで､上富良野初のフィギュアスケートの模範演技を披露する｡

	1956年
	昭和31年
	01月28日
	このみち俳句会設立｡代表本田不久朗(茂)

	1956年
	昭和31年
	03月09日
	自衛隊駐屯地営庭で､第1回雪まつり開催｡

	1956年
	昭和31年
	03月22日
	天理教江花布教所開所｡

	1956年
	昭和31年
	04月01日
	町で国民健康保険事業を再開｡

	1956年
	昭和31年
	04月14日
	積雪寒冷地域における道路交通の確保に関する特別措置法公布(除雪事業･凍雪害防止事業等拡大｡)

	1956年
	昭和31年
	05月24日
	日本ボーイスカウト上富良野第1団が発隊｡団委員長一色正三隊長酒匂佑一

	1956年
	昭和31年
	05月--日
	東中中学校で濱教諭の指導により､アスパラガスの試作を行う｡

	1956年
	昭和31年
	07月08日
	第4回参議院議員通常選挙

	1956年
	昭和31年
	09月08日
	明憲寺本堂､庫裡改築竣工､法要執行｡(着工29.9.6)

	1956年
	昭和31年
	09月28日
	空知郡富良野町及び東山村を富良野町に合併して置町する｡〔告示〕9.30施行｡

	1956年
	昭和31年
	10月01日
	教育委員会制度改正により､教育委員会委員の選出が任命制に改まる｡第3代教育委員長 山本逸太郎（～昭和37.9.30）

	1956年
	昭和31年
	10月01日
	三代教育長酒匂佑一就任｡(～34.6.3)

	1956年
	昭和31年
	10月10日
	多田弾薬支処､島松から移駐｡

	1956年
	昭和31年
	11月10日
	江花･山形団体開拓50周年記念｢開拓記念碑｣建立

	1956年
	昭和31年
	11月20日
	上富良野高等学校(定時制普通科)が､上富良野小学校から､上富良野中学校へ移転｡(中学校に併置となる｡)

	1956年
	昭和31年
	12月--日
	旬間新聞｢あゆみ｣を発行｡主幹會田久左ェ門｡

	1956年
	昭和31年
	この年
	町で塵介収集､し尿汲取り事業を開始する｡

	1956年
	昭和31年
	この年
	十勝岳山麓集約酪農地域の指定を受ける｡

	1956年
	昭和31年
	この年
	昭和28年･29年の冷害凶作につづき未曾有の凶作となる｡

	1957年
	昭和32年
	02月17日
	東中スケートリンク(現東中公園)で町内青少年スケート大会を開催｡(競技の外スピード･フィギュアスケートの指導も行う｡)

	1957年
	昭和32年
	03月--日
	上富良野町初のローラー･スケート遊戯場新築落成し､開業する｡(現本町3丁目2付近)(昭和33年7月6日不法侵入者のタバコの不始末により､建物360㎡を全焼し閉鎖する｡)

	1957年
	昭和32年
	07月01日
	上富良野町連合婦人会創立｡初代会長伊多波コト

	1957年
	昭和32年
	07月20日
	上富良野町水道建設期成会発足｡会長樋口義雄

	1957年
	昭和32年
	07月30日
	上富良野町火防用水鉄道横断の認可を受ける｡

	1957年
	昭和32年
	08月01日
	米国防総省､在日米軍陸上戦闘部隊の撤去を発表(10.19日付米軍道内基地の534人に解雇を通知)

	1957年
	昭和32年
	08月01日
	富良野地区保護司会上富良野分区設置される｡

	1957年
	昭和32年
	08月--日
	北海道婦人団体連絡協議会が結成される｡

	1957年
	昭和32年
	09月05日
	上富良野町｢町章｣制定｡

	1957年
	昭和32年
	09月27日
	上富良野中学校創立10周年記念式典を挙行｡

	1957年
	昭和32年
	10月01日
	吹上～上富良野線道々に認定される｡

	1957年
	昭和32年
	10月28日
	白樺製肉所(と畜場)新築し創業｡(新栄町の簡易と畜場を廃止｡)

	1957年
	昭和32年
	11月01日
	上富良野町上水道利用組合設立､併せて水道工事竣工式及び通水式を挙行｡(揚水/配水タンク施設等設置場所現錦町1丁目1-20付近)

	1957年
	昭和32年
	11月01日
	江幌部落開拓50年記念式典を挙行｡

	1957年
	昭和32年
	12月01日
	国鉄富良野線にジーゼルカーの運行始まる

	1957年
	昭和32年
	この年
	公民館で新生活運動による､会費制(300円)結婚祝賀会が行われる｡

	1957年
	昭和32年
	この年
	全国交通事故5,000件をこえ､5,125件となる(死亡419人､負傷3,958人

	1957年
	昭和32年
	この年
	町内でアスパラガスの試作始まる｡

	1958年
	昭和33年
	04月01日
	農業改良相談所が｢農業改良普及所｣に改称｡

	1958年
	昭和33年
	04月--日
	上富良野新聞と旬刊｢あゆみ｣が合併して､週刊｢上富週報｣を発行する｡

	1958年
	昭和33年
	05月12日
	町議会事務室を事務局に昇格｡

	1958年
	昭和33年
	05月20日
	｢町報かみふらの｣第1号発行される｡

	1958年
	昭和33年
	05月20日
	｢町広報かみふらの｣第1号発行｡

	1958年
	昭和33年
	05月22日
	第28回衆議院議員総選挙｡

	1958年
	昭和33年
	05月31日
	十勝岳大正火口下に避難小屋(ブロック造)｢シュナイダーハウス｣新築｡(昭37.6.29～62'火口大噴火により埋没する｡)

	1958年
	昭和33年
	05月--日
	和田英彦酪農実習のため渡米(昭和35年9月28日帰町)

	1958年
	昭和33年
	05月--日
	｢獣魂碑｣旧新栄町屠畜場横に建立｡(後に空知ミ-ト㈱工場庭に移設｡)

	1958年
	昭和33年
	06月20日
	皇太子殿下来道(18日間道内各地を旅行)

	1958年
	昭和33年
	06月20日
	富良野農業協同組合創立10周年記念式典を挙行｡

	1958年
	昭和33年
	06月30日
	東中農業協同組合創立10周年記念式典を挙行｡

	1958年
	昭和33年
	08月09-10日
	上富良野町で上川管内青年体育大会が開催される(陸上競技ほか各種目で町内青年が優勝する｡)

	1958年
	昭和33年
	08月25日
	町道上富良野～旭中富良野線､道々に認定される

	1958年
	昭和33年
	08月25日
	上富良野停車場線､道々となる｡

	1958年
	昭和33年
	09月06日
	上富良野町立国民健康保険直営病院開院｡初代院長佐藤良二(昭和41年4月上富良野町立病院に改称｡)

	1958年
	昭和33年
	09月15日
	江花小学校開校50周年記念誌発刊｡

	1958年
	昭和33年
	09月19日
	江花小学校開校50周年記念式典を挙行｡

	1958年
	昭和33年
	12月01日
	自衛隊上富良野駐屯地に第308地区施設隊旭川から移駐｡

	1958年
	昭和33年
	12月01日
	1万円札が発行される｡

	1958年
	昭和33年
	12月22日
	札幌～旭川間にマイクロ回線が完成｡59.1.4～旭川でNHKテレビジョン放送開始される｡

	1958年
	昭和33年
	この年
	江幌､静修地区に老人の集まり｢明治会｣を結成｡(後に､江幌静修老人クラブに改称｡)

	1959年
	昭和34年
	01月11日
	上富良野地区労働組合の結成大会が行われる｡初代議長森本春雄(11単組-217名で組織｡)[国労､北教組､全逓､全電通､伊藤木材､北日本木材､大成木材､全日通､雪印乳業]

	1959年
	昭和34年
	02月09日
	十勝岳山麓｢勝岳荘｣火災によって焼失｡

	1959年
	昭和34年
	02月17日
	上富良野建設業協会結成｡会長遠藤藤吉(上富土建㈱)

	1959年
	昭和34年
	02月--日
	上富良野バレー研究会発足｡初代会長佐藤満

	1959年
	昭和34年
	03月30日
	自衛隊父兄会発足する｡会員130名､初代会長毛利勝太郎

	1959年
	昭和34年
	04月01日
	上富良野文化服装学院設立開院｡(院長北條とみ子)

	1959年
	昭和34年
	04月01日
	上富良野農協で｢農協だより｣創刊｡(毎月発行-組合員全戸に配布)

	1959年
	昭和34年
	04月10日
	皇太子･正田美智子さん結婚の儀挙行｡(テレビ各社､パレードを中継放送｡)

	1959年
	昭和34年
	04月23日
	第4回北海道知事､道議会議員選挙｡

	1959年
	昭和34年
	04月30日
	町長･町議会議員選挙｡

	1959年
	昭和34年
	04月--日
	卯月産婦人科医院開業｡院長卯月省三(昭和57.7札幌市へ転出閉院)

	1959年
	昭和34年
	04月--日
	文化団体華道池坊菊窓会､茶道宗菊会が開門｡(水谷小菊)

	1959年
	昭和34年
	05月07-29日
	自衛隊第308地区施設隊により､上富良野中学校グランドの整地工事が行われる｡

	1959年
	昭和34年
	05月01日
	町長海江田武信再任｡

	1959年
	昭和34年
	06月20-29日
	上富良野町皇居清掃奉仕団(団長松浦清他青年団員30名)が皇居内草刈り･清掃等の奉仕を行う｡

	1959年
	昭和34年
	06月02日
	第5回参議院議員通常選挙｡

	1959年
	昭和34年
	06月04日
	3代助役酒匂佑一就任｡(～38.6.3)

	1959年
	昭和34年
	08月01日
	公民館内に上富良野有線放送協会放送施完成｡受信施設完了地域より放送開始｡常任理事酒匂佑一(教育長)､事務局長平塚武(教育次長)(放送回線により､簡易電話が通話可能となる｡)

	1959年
	昭和34年
	10月06日
	4代教育長久保茂儀就任｡(～43.9.30)

	1959年
	昭和34年
	10月24日
	上富良野駅開駅60周年記念式典を挙行(上富良野中体育館)

	1959年
	昭和34年
	10月--日
	旭川法務局上富良野出張所新局舎落成(現宮町1丁目1)(旧庁舎は､｢いしずえ荘｣として老人憩いの場に利用)

	1959年
	昭和34年
	10月--日
	上富良野町青年研修所新築落成｡(現大町1丁目1)

	1959年
	昭和34年
	11月02日
	上富良野農協ビル新築落成､祝賀会挙行｡

	1959年
	昭和34年
	11月04日
	東中市街付近に親子連れの熊が出没｡映画観帰りの4人が襲われる｡(重傷3人軽傷1人)5日昼ころ､東中町有林内で地元ハンターにより､射止められた｡(4歳くらいの雌熊で､体重約200㎏)

	1959年
	昭和34年
	12月05日
	上富良野町体育指導委員会設置｡

	1959年
	昭和34年
	この年
	上富良野農協ビル完成に伴い､新生活運動による会費制(300円)結婚祝賀会が行われる｡

	1959年
	昭和34年
	この年
	市街地内の国道舗装工事始まる｡(9月末竣工)(駅前通り～旧郵便局前まで延長373m)

	1959年
	昭和34年
	この年
	いわゆる｢岩戸景気｣始まる｡(昭和34年下期から35年下期ころまで)

	1959年
	昭和34年
	この年
	上富良野町都市計画委員設置｡

	1960年
	昭和35年
	03月29日
	十勝岳単独登山の芦別市高校生石川宏一が遭難｡4月6日上富良野町捜索隊(隊長松浦清ほか3名)により､大砲岩馬の背付近で遺体発見し収容する｡

	1960年
	昭和35年
	04月01日
	上富良野町巡査部長派出所が｢警部派出所｣に昇格｡

	1960年
	昭和35年
	04月01日
	上富良野消防団条例及び上富良野町消防本部設置条例により､機構を改組する｡(･本部･消防団･2分団制)

	1960年
	昭和35年
	04月01日
	上富良野町父母と先生の会連合会設立｡

	1960年
	昭和35年
	04月--日
	上富良野町防犯協会設置｡(会長町長)

	1960年
	昭和35年
	04月--日
	都山流尺八同好会発足｡

	1960年
	昭和35年
	04月--日
	自衛隊隊友会上富良野支部結成｡

	1960年
	昭和35年
	05月20日
	商工会の組織等に関する法律公布｡〔法〕

	1960年
	昭和35年
	05月22日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁5周年記念式典を挙行｡

	1960年
	昭和35年
	05月--日
	上富良野町散水組合設立｡市街地内の散水事業を行う初代組合長樋口義雄

	1960年
	昭和35年
	06月19日
	上富良野町農協が専務理事制を廃し､村上國二が12年の任期をお終える｡

	1960年
	昭和35年
	07月15日
	上川ホップ農業協同組合設立｡組合長野崎孝資

	1960年
	昭和35年
	08月01日
	上富良野ラベンダー組合創立10周年記念式｡

	1960年
	昭和35年
	08月21日
	東中高松海不､日新地区で熊(3歳メス約200キロ)の逆襲を受け､重傷を負うも他のハンターが射止める｡

	1960年
	昭和35年
	08月27日
	国風流詩吟吟舞会上富良野支部発会｡初代支部長加藤清

	1960年
	昭和35年
	08月--日
	郡部無電灯地域が逐次電化される｡各地域で点灯式が行われる｡[8.20日新地区､11.10里仁地区､12.25清富地区]

	1960年
	昭和35年
	09月09日
	東中小学校開校60周年記念式典｡

	1960年
	昭和35年
	09月12日
	江幌小学校開校50周年記念式典｡

	1960年
	昭和35年
	09月26日
	｢いしずえの松｣町保存木に指定する｡(旧上富良野村役場庭内の松)

	1960年
	昭和35年
	10月01日
	国勢調査実施｡北海道の人口503万9,206人｡上富良野町人口…1万7,101人､世帯数…3,097帯

	1960年
	昭和35年
	10月07日
	上富良野町就学指導委員会設置(教委規則第1号)

	1960年
	昭和35年
	11月04日
	上富良野町農協を母体とする農業機械化協会設立する｡

	1960年
	昭和35年
	11月10日
	富良野地方自衛隊協力会設立｡(歴代会長上富良野町長)(美瑛町､上富良野町､中富良野町､富良野市南富良野町､占冠村1市5町村で組織｡)

	1960年
	昭和35年
	11月10日
	東中土地改良区事務所新築落成｡(東中農協仮事務所より移転｡)

	1960年
	昭和35年
	11月16日
	｢十勝岳温泉凌雲閣｣(会田久左ヱ門申請)建設計画が厚生省より認可される｡

	1960年
	昭和35年
	11月20日
	第29回衆議院議員総選挙｡

	1960年
	昭和35年
	12月12日
	上富良野商工会設立認可｡初代会長山本逸太郎(9月6日創立総会開催｡会員数210名)

	1960年
	昭和35年
	この年
	上富良野町畜産振興会設立｡初代会長西武雄

	1960年
	昭和35年
	この年
	清富地区簡易水道工事着工(36年に完成)

	1960年
	昭和35年
	この年
	農業機械化が急激に進展｡(全道の保有台数昭和36トラクター数2,525台､昭和454万618台)

	1960年
	昭和35年
	この年
	普通畑面積が減少はじめ､牧草地等が大拡張に向かう｡

	1961年
	昭和36年
	01月08日
	上富良野町銃剣道連盟設立｡(北海道銃剣道連盟富良野支部として創立｡)初代会長宇佐見利治[加盟団体…上富良野､美瑛､中富良野､富良野､山部､南富良野､占冠]

	1961年
	昭和36年
	02月28日
	陸上自衛隊第7混成団(真駒内)初めての機械化混成団として改編｡

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	上富良野町青少年問題協議会設置｡(会長町長)

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	上富良野町民生児童委員協議会設置｡

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	上富良野町国民健康保険運営協議会設置｡

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	戦後改めて､全町に区制をしく｡◎市街地内の行政区…北栄区､中央区､西富区､東区､南区､新日の出区◎郡部…清富､日新､旭野､里仁､江幌､静修､江花､西島津､島津､富原､草分､日の出､西日の出､東中の各区

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	農協中央会､農協の経営管理改善策の一環として､組合員勘定(組勘)制度を採用｡

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	東中第一集団養鶏組合創立｡初代会長床鍋正則

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	畑作振興計画として､桃･サクランボの栽培を奨励する｡(苗木3,800本を新植する｡)

	1961年
	昭和36年
	04月01日
	東中有明養豚組合創立｡組合長太田晋太郎

	1961年
	昭和36年
	04月15日
	上富良野町農民協議会(後の農民連盟)結成｡(初代会長谷与吉)

	1961年
	昭和36年
	04月23日
	上富良野町菊花愛好会が盆栽愛好会及び東中菊花会と合併して､｢上富良野町菊花盆栽愛好会｣と改称し発足する｡

	1961年
	昭和36年
	04月30日
	デージー食品工業株式会社上富良野工場が操業開始｡(完工式8月27日挙行)

	1961年
	昭和36年
	04月--日
	上富良野～美沢線道々に認定される｡

	1961年
	昭和36年
	05月01日
	町の農業行政と農協営農指導を協議する｢産業連絡協議会｣設立｡初代会長薮下鉄次郎(産業課長)

	1961年
	昭和36年
	05月23日
	天皇･皇后両陛下空路来道､(24日支笏湖畔の国土緑化大会植樹行事に出席｡25日札幌市で北海道体育大会に出席｡栗山町､苫小牧市を巡幸し､還幸する｡)

	1961年
	昭和36年
	06月12日
	農業基本法公布〔法〕(農業生産の選択的拡大､生産性の向上､構造改善､流通の合理化など｡)

	1961年
	昭和36年
	07月24-26日
	全道的に7月豪雨災害が発生｡(死者19人､行方不明7人､被害総額194億円)

	1961年
	昭和36年
	07月04日
	自衛隊第308地区施設隊十勝岳産業開発道路工事中茶屋から工事に着手｡(昭41年完成)

	1961年
	昭和36年
	07月08日
	中央老人クラブ発足｡(設立当時は｢老人親和会｣)代会長服部清次郎

	1961年
	昭和36年
	07月14日
	十勝岳温泉旅館(代表會田久左ェ門)建設に着手｡(昭和38年7月10日凌雲閣開館営業)

	1961年
	昭和36年
	07月15日
	役場屋上に｢愛の鐘｣を設置｡鳴鐘式を行う｡

	1961年
	昭和36年
	07月16日
	神社鳥居奉納期成会(四十一歳前厄､四十二歳厄年会)が上富良野神社に｢大鳥居｣を奉納する｡奉納式を挙行｡

	1961年
	昭和36年
	07月24日
	集中豪雨により､一昼夜に2億7千万円の被害がでる

	1961年
	昭和36年
	08月24日
	本町農家3世帯がブラジル移住のため離町する｡(江花十鳥新吉-10名､日の出小形義雄-6名､東中宮崎明善-8名

	1961年
	昭和36年
	08月30日
	合同缶詰株式会社上富良野工場設立操業｡

	1961年
	昭和36年
	09月01日
	里仁小学校｢開校五十周年記念誌｣発刊｡

	1961年
	昭和36年
	09月14日
	里仁小学校開校50周年記念式典を挙行｡

	1961年
	昭和36年
	09月16日
	北海道農民同盟が解散し､北海道農民連盟が発足する｡

	1961年
	昭和36年
	09月21日
	佐川団体の簡易水道工事完成｡

	1961年
	昭和36年
	10月26日
	全国一斉に中学校学力調査が行われる｡

	1961年
	昭和36年
	10月28日
	上富良野消防団創設50周年記念式典を挙行｡

	1961年
	昭和36年
	1月20日
	上富良野町第一生産組合(草分二区更生)発足｡(農家6戸による共同経営)

	1961年
	昭和36年
	この年
	上富良野町バスケットボール協会が設立｡

	1961年
	昭和36年
	この年
	江幌､静修､旭野､日の出､草分各地区の無電灯農家に電気が導入､点灯される｡

	1961年
	昭和36年
	この年
	道内の交通事故件数が1万件をこえ､1万1,732件となる｡(死亡638人負傷9,044人)

	1961年
	昭和36年
	この年
	広島産肉牛黒毛和種37頭導入される｡

	1961年
	昭和36年
	この年
	耕土改良用トラクター新車1台増車(NTK4)となり､インター､コマツと共に3台フル操業する｡

	1961年
	昭和36年
	この年
	上富良野営農同志会(阿部朝一他7名)結成｡

	1962年
	昭和37年
	01月18日
	陸上自衛隊に8師団誕生｡本道は第2(旭川)第5(帯広)第11(真駒内)の3師団発足｡

	1962年
	昭和37年
	01月18日
	上富良野駐屯地に第2対戦車隊が新編となる｡

	1962年
	昭和37年
	03月06日
	上富良野駐屯地第2特科連隊が旭川へ移転｡

	1962年
	昭和37年
	03月06日
	自衛隊営庭に第2特科連隊｢駐屯地移駐記念碑｣建立｡

	1962年
	昭和37年
	03月13日
	上富良野駐屯地に第4特科群が北千歳から移駐｡

	1962年
	昭和37年
	03月17日
	旭野小学校閉校式(4/1上富良野小学校に統合)(町内初の統合学校となる｡)

	1962年
	昭和37年
	04月01日
	上富良野町スポーツ振興審議会設置｡(条例第6号)

	1962年
	昭和37年
	04月01日
	上富良野町公明選挙推進協議会設置｡(現明るく正しい選挙)

	1962年
	昭和37年
	04月01日
	上富良野町農業共済組合を解散し､農業共済事業を町に移管する｡

	1962年
	昭和37年
	05日20-30日
	自衛隊上富良野駐屯部隊で援農部隊を編成､上富良野町をはじめ､沿線市町村に田植え等の援農を行う｡(延べ2,000人が出役)[･上富良野町…戦車大隊､120大隊､･中富良野町…104大隊､117大隊､･富良野市…104大隊､(山部町)戦車大隊]

	1962年
	昭和37年
	05月02日
	上富良野町消防後援会(全町的)設立｡初代会長金子全一

	1962年
	昭和37年
	05月18日
	消防本部に日赤救急車が配置され､救急業務が行われる

	1962年
	昭和37年
	05月29日
	集中豪雨で､江花･江幌地区に局地的被害発生｡

	1962年
	昭和37年
	06月11日
	前月に続き清富地区でも床上浸水5棟等の被害が発生する｡

	1962年
	昭和37年
	06月15日
	｢憩の楡跡記念碑｣草分青年団の手によって建立する｡

	1962年
	昭和37年
	06月29日
	十勝岳が噴火｡噴煙が高さ1万余mに達し､62火口(昭和37年)ができる｡(死者4人､行方不明1人､負傷者12人)

	1962年
	昭和37年
	07月27-28日
	上川管内連合婦人協議会研修大会を上富良野小体育館で開催する｡参加者約2,300人(宿泊自衛隊営内800人､上富良野小500人)

	1962年
	昭和37年
	07月01日
	第6回参議院議員通常選挙｡

	1962年
	昭和37年
	07月03日
	上富良野小学校開校60周年記念式を挙行｡

	1962年
	昭和37年
	07月06日
	6月29日の十勝岳噴火により､日新ダム建設促進運動がおこる｡

	1962年
	昭和37年
	07月15日
	上富良野町農協組合設立50周年記念農民大運動会を開催｡

	1962年
	昭和37年
	07月--日
	十勝岳噴火により､富良野川の酸度が上昇し､水田農家が注目する

	1962年
	昭和37年
	08月01日
	上富良野駐屯地に第315武器野整備隊､島松から移駐｡

	1962年
	昭和37年
	08月03日
	十勝岳温泉株式会社設立｡代表者會田久左ェ門

	1962年
	昭和37年
	08月03日
	9･10号台風災害発生｡(死者29人行方不明8人､負傷46人､被害総額420億円)

	1962年
	昭和37年
	08月04日
	自衛隊上富良野駐屯部隊が､台風災害支援のため隊員を派遣(上富良野町､富良野市､占冠村の各市町村へ)

	1962年
	昭和37年
	08月05日
	自衛隊駐屯地営庭に伊藤凍魚(俳人)の句碑を建立｡(除幕式を挙行)

	1962年
	昭和37年
	08月15日
	千歳駐屯の第7混成団､第7師団となる｡

	1962年
	昭和37年
	09月20日
	前年発足した｢第一生産組合｣が道内初の農事組合法人となる｡(代表理事北村美学)

	1962年
	昭和37年
	09月20日
	上富良野町東中地域団体加入電話利用組合設立｡(通話開始は､昭和38年2月)

	1962年
	昭和37年
	10月--日
	上富良野町防災会議設置｡

	1962年
	昭和37年
	10月01日
	第四代教育委員長 反怖 伊太郎（～昭和38.9.30）

	1962年
	昭和37年
	11月01日
	災害対策基本法(36.11.15)の制定により､北海道防災会議条例､北海道災害対策本部条例を各公布｡

	1962年
	昭和37年
	12月16日
	連合青年団と青少年クラブ連絡協議会が合併して､｢上富良野町青少年団体協議会｣を設立｡初代会長浦島与二

	1962年
	昭和37年
	この年
	上富良野町バレーボール協会設立｡初代会長金子全一

	1963年
	昭和38年
	02月07日
	清富ダム対策委員会設置｡(7月日新ダム対策委員会と改称する｡)

	1963年
	昭和38年
	03月29日
	上富良野日赤奉仕団結成｡委員長宮野静江(会員820名)上川管内町村で､三番目の結成となる｡

	1963年
	昭和38年
	03月--日
	富良野地方自衛隊協力会上富良野支部結成｡支部長海江田武信(町長)

	1963年
	昭和38年
	04月05日
	上富良野町卓球協会設立｡初代会長酒匂佑一

	1963年
	昭和38年
	04月17日
	第5回北海道知事･道議会議員選挙(当日有権者 9,601人、投票率 83.46％)

	1963年
	昭和38年
	04月30日
	町長･町議会議員選挙(当日有権者 9,690人、投票率 93.48％)

	1963年
	昭和38年
	05月23-31日
	自衛隊上富良野駐屯部隊で､沿線市町村に援農支援を行う(隊員延べ1,591人が出役)[上富良野町…300人､中富良野町…300人､山部村…210人､良野市…300人､占冠村…136人､美瑛町…345人]

	1963年
	昭和38年
	05月01日
	3代町長に村上國二就任｡

	1963年
	昭和38年
	05月07日
	4代議長に中西覚蔵就任(～41.12.17)

	1963年
	昭和38年
	06月17日
	4代助役に加藤清就任(～40.6.30)･3代収入役に薮下鉄次郎就任(～40.6.30)

	1963年
	昭和38年
	06月23日
	上富良野町農協が専務理事制を復活､手塚官一が就任する｡

	1963年
	昭和38年
	07月21-24日
	東中地区でヘリコプターによる空中農薬散布で病害虫防除の試験が行われる｡(764ha実施)

	1963年
	昭和38年
	07月08日
	上富良野町交通安全推進協議会設置｡(会長町長)

	1963年
	昭和38年
	07月08日
	交通安全都市宣言､青少年健全育成都市宣言を行う｡

	1963年
	昭和38年
	07月12日
	十勝岳温泉｢凌雲閣｣が完成｡開業する｡社長會田久左ェ門

	1963年
	昭和38年
	07月13日
	町内初の｢町民プール｣完成(上富良野神社境内に)プール開きを行う｡

	1963年
	昭和38年
	07月21日
	日本では今世紀最後の皆既日食､本道で観測される｡

	1963年
	昭和38年
	07月30日
	十勝岳道路建設問題で議会紛糾､町長辞職｡町議会議員総辞職｡

	1963年
	昭和38年
	08月05日
	宗教法人専誠寺高田育児園(季節保育所)創設｡(39.2.28宗教法人高田幼稚園設置認可｡)(54.4.28学校法人専誠寺学園｢高田幼稚園｣設置認可)

	1963年
	昭和38年
	08月25日
	町長･町議会議員選挙(当日有権者 10,231人、投票率 89.71％)

	1963年
	昭和38年
	08月25日
	4代町長に海江田武信就任

	1963年
	昭和38年
	09月01日
	上富良野町議会議員会結成される｡

	1963年
	昭和38年
	09月21日
	上富良野中学校に特別教室が完成する｡(鉄筋コンクリート造2階建一部鉄骨造)

	1963年
	昭和38年
	09月28日
	町議会に｢上富良野町総合庁舎建設特別委員会｣を設置し､総合庁舎建設計画の推進に関する事項調査を行う｡委員長佐藤敬太郎委員6名｡(～42.7.15)

	1963年
	昭和38年
	10月01日
	五代教育委員長 金子全一（～昭和42.9.30）

	1963年
	昭和38年
	11月10日
	東中青年団創立五十周年記念誌｢五十年の歩み｣発刊｡

	1963年
	昭和38年
	11月18日
	道営圃場整備事業島津･富原連合期成会組織される｡初代期成会長石川清一(受益戸数447戸650ha)

	1963年
	昭和38年
	11月23日
	東中土地改良区創立10周年記念式を挙行する｡

	1963年
	昭和38年
	11月23日
	自衛隊隊員クラブ(防衛庁共済組合上富良野娯楽センター)が落成する｡(現南町2丁目1)(旧富良野電信電話中継所を改装｡)

	1963年
	昭和38年
	11月25日
	上富良野町婦人防火クラブ結成｡初代会長宮野静江

	1963年
	昭和38年
	11月28日
	上富良野消防本部に初めて消防無線機が購入配置される｡

	1963年
	昭和38年
	12月30日
	日の出水道組合設立｡(組合長岡久松太郎)

	1963年
	昭和38年
	この年
	町内医療機関に従事する医師･歯科医師･薬剤師による｢上富良野三師会｣が結成される｡初代会長高畠正男

	1964年
	昭和39年
	01月17日
	市街草分会が発会｡名誉会長田中勝次郎会長一色正三

	1964年
	昭和39年
	02月28日
	文化団体日本棋院上富良野支部結成｡初代会長本間庄吉(昭和45.8.31上富良野町囲碁愛好会に改称｡)

	1964年
	昭和39年
	03月17日
	上富良野町指定金融機関及び収納代理金融機関を指定するための、町内金融機関と町との覚書締結。指定は昭和39年6月1日。

	1964年
	昭和39年
	03月24日
	自衛隊上富良野駐屯地第315武器野整備隊改編により､第304武器野整備隊･第305装輪車整備隊に改編｡(第305隊は､41.7.31旭川へ移駐｡)

	1964年
	昭和39年
	03月31日
	江幌中学校が閉校｡(4/1上富良野中学校に統合)

	1964年
	昭和39年
	04月01日
	富良野地区土地改良区連合会設立｡

	1964年
	昭和39年
	04月01日
	上富良野町消防｢纏会｣が結成される｡初代会長高畠正男(会員45名)

	1964年
	昭和39年
	04月01日
	全国小中学校児童生徒の教科書､無償支給が実施される｡

	1964年
	昭和39年
	04月16日
	空知郡中富良野村を町とする｡〔告示〕5.1施行｡

	1964年
	昭和39年
	04月--日
	文化団体｢筝曲まさひろ会｣が創立｡代表松本紘子

	1964年
	昭和39年
	05月17日
	上富良野ライオンズクラブ結成(ライオンズクラブ国際協会331ーB地区第2リジョン第2ゾーン)初代会長酒匂佑一､チャターメンバー17名で発足｡

	1964年
	昭和39年
	05月20日
	千葉整骨院開業｡(旧山崎歯科医院跡に)院長千葉陽一

	1964年
	昭和39年
	05月21日
	深山峠(西5線北31号)に展望台が完成し､開園式を挙行する

	1964年
	昭和39年
	06月01日
	北海道拓殖銀行上富良野支店が｢上富良野町指定金融機関｣となる｡(～47.3.31)[収納代理金融機関：上富良野町農業協同組合、東中農業協同組合、富良野信用金庫上富良野支店]

	1964年
	昭和39年
	07月28日
	株式会社上富良野町振興公社設置(代表取締役町長)

	1964年
	昭和39年
	07月31日
	東中｢専妙寺｣(住職長尾乗教)病弱により､閉寺する｡(大正6年春東9線北19号に布教所建設)

	1964年
	昭和39年
	09月03-12日
	自衛隊第308地区施設隊により､東中小学校校庭拡張工事施工される｡

	1964年
	昭和39年
	09月18日
	公民館旭野分館(旧旭野小学校)落成式を挙行する｡

	1964年
	昭和39年
	09月19日
	江花部落開拓60周年記念式典を挙行｡

	1964年
	昭和39年
	09月19日
	江花部落開拓六十周年記念誌発刊｡

	1964年
	昭和39年
	09月20日
	江花開拓60周年記念｢開拓碑｣を建立｡

	1964年
	昭和39年
	09月30日
	上富良野文化服装学院校舎新築落成｡(院長野口トミ子)

	1964年
	昭和39年
	09月--日
	株式会社十勝岳観光開発公社設立｡

	1964年
	昭和39年
	10月10-24日
	第18回オリンピック東京大会開催｡(参加94か国､選手総数5,541人｡日本､女子バレーなど16種目に優勝｡)

	1964年
	昭和39年
	10月01日
	上富良野町財政調整基金設置｡(条例第35号)

	1964年
	昭和39年
	10月--日
	文化団体華道草月流研修会(村上和草社中)が開門｡

	1964年
	昭和39年
	11月02日
	空知郡山部村を町とする｡〔告示〕40.1.1施行｡

	1964年
	昭和39年
	11月05日
	政府､本道に天災融資法､激じん災害法の適用を内定｡

	1964年
	昭和39年
	11月--日
	江幌地区に電気改良補助事業が実施される｡(農家46戸ほか)

	1964年
	昭和39年
	12月01日
	上富良野町立保育所が開所｡(後に中央保育所となる｡)

	1964年
	昭和39年
	12月01日
	宗教法人聞信寺に私立臨時保育所が開設される｡

	1964年
	昭和39年
	12月15日
	上富良野魚菜市場が閉鎖となる｡

	1964年
	昭和39年
	この年
	NHK札幌放送局管内でカラーテレビの放送が始まる｡

	1964年
	昭和39年
	この年
	全道的に冷害凶作の被害が出る｡(被害総額約570億円)

	1964年
	昭和39年
	この年
	稲の改良品種｢ユーカラ｣が急速に伸び､全作付けの21.7%､4万haの作付け面積を示す｡

	1964年
	昭和39年
	この年
	本年の道内企業の倒産が258件に及び､戦後最高記録となる｡

	1964年
	昭和39年
	この年
	東中地区で初めて､｢青しそ｣を試作する｡(耕作者6戸で､5.5㎏の搾油を生産する｡)

	1965年
	昭和40年
	02月07日
	第1回上富良野町雪まつりを開く｡(会場自衛隊上富良野駐屯地営庭)

	1965年
	昭和40年
	02月24日
	田中勝次郎元町長上富良野町名誉町民となる｡

	1965年
	昭和40年
	02月28日
	宗教法人聞信寺｢上富良野ふたば幼稚園｣設置認可園長門上美義(昭和40年4月8日開園する｡)

	1965年
	昭和40年
	03月04日
	上富良野スキー連盟設立｡初代会長金子全一

	1965年
	昭和40年
	03月--日
	文化団体華道池坊春月会が開門｡代表(教授)三島笑子

	1965年
	昭和40年
	04月18日
	中富良野町で町議会リコール投票成立｡

	1965年
	昭和40年
	04月--日
	上富良野建設業協会再編設立初代会長小山国二(町内建設･建築業者10社で組織)

	1965年
	昭和40年
	05月06日
	北海道公明選挙運動推進協議会を､｢北海道明るい選挙推進協議会｣に改称｡

	1965年
	昭和40年
	05月06日
	町主導の上富良野町観光協会が発展的に解散し､民間団体及び賛同する個人による｢かみふらの十勝岳観光協会｣が新発足する｡

	1965年
	昭和40年
	07月10-11日
	上富良野名誉町民元町長田中勝次郎の葬儀を町葬をもって執行｡(専誠寺にて)

	1965年
	昭和40年
	07月01日
	5代助役藤原利雄就任｡(～46.6.21)

	1965年
	昭和40年
	07月01日
	指定金融機関(取扱銀行拓銀上富良野支店)により公金取扱を行い､収入役は町長兼掌となる｡(出納室に出納室長を置く｡)

	1965年
	昭和40年
	07月04日
	第7回参議院議員通常選挙｡

	1965年
	昭和40年
	07月04日
	旭川電気軌道バスが､新設道路を十勝岳温泉凌雲閣前まで運行を開始する｡

	1965年
	昭和40年
	07月08日
	上富良野名誉町民元町長田中勝次郎逝去｡

	1965年
	昭和40年
	07月25日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁10周年記念式典を挙行｡営庭に｢創立十周年記念碑｣建立｡

	1965年
	昭和40年
	08月01日
	上富良野町農業学園(普通科課程)が開園｡入学式を挙行｡

	1965年
	昭和40年
	10月01日
	国勢調査実施｡･国の総人口…9,827万4,961人､･本道の人口…517万1,800人､･上富良野町…人口1万6,204人､世帯数3,419戸

	1965年
	昭和40年
	10月06日
	上富良野町文化連盟(加盟34団体)結成初代会長和田松ェ門(昭和39年11月結成の文化団体協議会を改組｡)

	1965年
	昭和40年
	10月08日
	町営国民宿舎｢カミホロ荘｣営業を始める｡支配人加藤清

	1965年
	昭和40年
	10月16日
	国立大雪青年の家､美瑛町十勝岳山麓(白金地区)に設置される｡

	1965年
	昭和40年
	12月06日
	上富良野新聞創設､創刊号を発行｡(初代社長和田松エ門主幹宮野孫三郎)

	1965年
	昭和40年
	12月24日
	上富良野高等学校校舎新築落成｡(上富良野中学校[併置]より新校舎に移転｡)

	1966年
	昭和41年
	01月21日
	日新ダム補償協定調印式を行う｡

	1966年
	昭和41年
	03月19日
	町議会議員定数条例改正案可決｡(議員定数26人から｢20人｣になる｡)

	1966年
	昭和41年
	03月31日
	日新中学校閉校｡(4/1上富良野中学校に統合)

	1966年
	昭和41年
	04月01日
	上富良野町国民健康保険財政調整基金を設置｡(条例第6号)

	1966年
	昭和41年
	04月10日
	上富良野高等学校の学部が､昼間季節制/夜間定時制の2学級編成となる｡

	1966年
	昭和41年
	04月11日
	空知郡富良野町山部町を廃し､その区域をもって､富良野市とする｡〔告示〕5/1施行｡

	1966年
	昭和41年
	04月15日
	文化団体｢七宝焼こまくさ会｣が結成される｡初代会長飛澤尚武

	1966年
	昭和41年
	04月27日
	道営圃場整備事業富原地区期成会が発足｡期成会長清水一郎

	1966年
	昭和41年
	05月01日
	消防本部の組織を､総務､予防､警防に改編｡

	1966年
	昭和41年
	06月14日
	町役場庁舎新築起工式を行う｡

	1966年
	昭和41年
	06月20日
	和田松エ門､北川三郎国際酪農会議に出席のため渡欧､ヨーロッパ各国を視察する｡

	1966年
	昭和41年
	06月25日
	国民の祝日法改正公布〔法〕･9/15…敬老の日､･10/10…体育の日､･2/11…建国の日(41.12.9公布)〔政令〕

	1966年
	昭和41年
	06月30日
	旭川空港(第3種)供用開始される｡

	1966年
	昭和41年
	07月07日
	石川清一(農協組合長)中近東及び欧州各国を視察する｡

	1966年
	昭和41年
	07月17日
	上富良野町農業委員会委員選挙｡

	1966年
	昭和41年
	07月22日
	町議会に｢事務共同化調査特別委員会｣を設置しじん介･し尿処理､学校給食､公営病院の経営等について調査を行う｡委員長林財二委員6名(～42.3.1)

	1966年
	昭和41年
	08月17-21日
	道南､道東､道北地方に豪雨災害｡(死亡者15人負傷19人家屋流失･田畑冠水等被害総額170億円)

	1966年
	昭和41年
	08月03日
	旭川地裁､税金を不法に軽減したとして､森善治中富良野町長を背任罪で起訴｡(サラリーマン減税事件)

	1966年
	昭和41年
	08月20日
	町内集中豪雨の被害発生(農作物､道路､河川橋梁等)被害額約6億円に達する｡

	1966年
	昭和41年
	08月23日
	中富良野町本幸辻純一所有地で遺跡が発見される｡

	1966年
	昭和41年
	08月26日
	日新ダム工事の起工式を行う｡

	1966年
	昭和41年
	09月01日
	自衛隊第308地区施設隊が､統合予定学校(現上富良野西小学校)敷地整地工事着工(同11/12完了)

	1966年
	昭和41年
	09月01日
	上富良野町｢郷土誌｣町教育研究会編発刊｡

	1966年
	昭和41年
	09月05日
	東京都の男性2名が上ホロカメットク山から十勝岳本峰へ登山中遭難､翌日1名が遺体で発見される｡

	1966年
	昭和41年
	09月30日
	道民投票で｢北海道の木｣にえぞまつを選定｡

	1966年
	昭和41年
	09月--日
	道営富原地区圃場整備事業着工(区画整理15.9ha潅漑排水939m)

	1966年
	昭和41年
	10月03日
	町長海江田武信欧米11カ国を視察する｡

	1966年
	昭和41年
	10月16日
	上川町/上富良野町老童野球倶楽部第1回交歓試合を行う(上川町に於いて､以降交互に両町で開催｡)

	1966年
	昭和41年
	10月31日
	北海道百年のテーマスローガンを｢風雪百年輝く未来｣と決定｡

	1966年
	昭和41年
	11月04日
	清富小学校前の農業センター付近より､土器と石器発見｡

	1966年
	昭和41年
	11月--日
	上富良野町商工会青年部創立｡初代会長堀内慎一郎

	1966年
	昭和41年
	11月--日
	園田歯科医院新築開業｡院長園田守正

	1966年
	昭和41年
	12月16日
	上富良野町体育協会設立｡初代会長一色正三

	1966年
	昭和41年
	この年
	全国の交通事故による死亡者1万3,904人で､史上最高を記録｡(｢交通戦争｣の新語うまれる｡)

	1966年
	昭和41年
	この年
	深山峠｢さくら園｣に展望台できる｡

	1966年
	昭和41年
	この年
	上富良野町農協広域化促進協議会(会長海江田武信-上富良野町長)が発足し､農協合併を検討する｡

	1967年
	昭和42年
	01月01日
	上富良野町消防団本部の機構を改革する｡

	1967年
	昭和42年
	01月08日
	第5代議長佐藤敬太郎就任｡(～42.8.24)

	1967年
	昭和42年
	01月29日
	第31回衆議院議員総選挙(当日有権者 9,998人、投票率 76.02％)

	1967年
	昭和42年
	03月22日
	町農協広域化促進協議会(会長海江田武信)で可及的速やかに､上富良野農協と東中農協との合併を期するの結論に達する｡

	1967年
	昭和42年
	03月23日
	上富良野町十勝岳山岳救助警備隊設立｡初代会長山本純雄

	1967年
	昭和42年
	03月31日
	江花小学校･創成小学校閉校｡(上富良野西小学校新校舎完成まで-42.11.20-それぞれの学校で授業を行う｡)

	1967年
	昭和42年
	04月01日
	上富良野町十勝岳地区開発事業基金設置(条例第9号)

	1967年
	昭和42年
	04月01日
	上富良野町病院運営審議会設置｡(委員5名)

	1967年
	昭和42年
	04月01日
	上富良野西小学校開校｡(創成小･江花小･上富良野小の一部〔校区変更〕を統合｡42.11.20統合記念式を挙行)

	1967年
	昭和42年
	04月01日
	上富良野高等学校に定時制課程(季節制)農業科設置｡

	1967年
	昭和42年
	04月15日
	第6回北海道知事･道議会議員選挙

	1967年
	昭和42年
	04月--日
	上富良野町農協装蹄事業を廃止し､久保田装蹄所(久保田誠順)を農協指定装蹄所とする｡

	1967年
	昭和42年
	05月02日
	上富良野町武道愛好会を改編し､｢上富良野町柔友会｣が結成される｡会長小島順士

	1967年
	昭和42年
	05月03日
	第1回全道十勝岳大回転競技大会(十勝岳温泉コース)開催される｡(後に北海道スキー連盟A級公認大会となる｡)

	1967年
	昭和42年
	05月10日
	上富良野消防団の機構改革による消防後援会設立｡会長平田喜久丸

	1967年
	昭和42年
	05月16日
	上富良野町子ども会育成協議会結成総会開く｡

	1967年
	昭和42年
	05月22日
	深山峠に交通安全地蔵が建立される｡

	1967年
	昭和42年
	05月--日
	自衛隊上富良野駐屯部隊隊員による援農支援｡(富良野沿線市町村に延べ2,309人が出役)

	1967年
	昭和42年
	06月26日
	上富良野町民憲章を制定｡(町役場庁舎前庭に｢町民憲章碑｣を建立｡)

	1967年
	昭和42年
	06月26日
	役場庁舎新築落成｡

	1967年
	昭和42年
	06月--日
	自衛隊第104特科大隊創隊15周年記念｢龍闘の碑｣建立する｡

	1967年
	昭和42年
	07月25日
	上富良野町開基70周年記念式典を挙行｡(会場上富良野小学校体育館)

	1967年
	昭和42年
	07月--日
	町営日の出山スキー場設置｡

	1967年
	昭和42年
	07月--日
	渡辺整骨院が開業｡院長渡辺延英

	1967年
	昭和42年
	08月10日
	日刊富良野新聞社編｢上富良野町開基70周年記念写真集｣発行｡

	1967年
	昭和42年
	08月15日
	｢上富良野町史｣発刊(編集者岸本翠月)(B5版900頁1冊1,500円で頒布)

	1967年
	昭和42年
	08月20日
	町長･町議会議員選挙｡(議員定数減後の初選挙) (当日有権者 9,471人、投票率 91.58％)

	1967年
	昭和42年
	08月25日
	5代町長村上國二就任｡

	1967年
	昭和42年
	09月01日
	6代議長床鍋正則就任｡(～46.9.24)

	1967年
	昭和42年
	09月20日
	上富良野中学校開校20周年記念式典を挙行｡

	1967年
	昭和42年
	10月01日
	十勝岳温泉地区が｢国民保養温泉地区｣の指定を受ける｡

	1967年
	昭和42年
	10月01日
	第六代教育委員長　瀧本幸朗就任（～昭和48.9.30）

	1967年
	昭和42年
	11月05日
	公会堂跡地に上富良野町商工会館が新築落成｡(現中町2丁目2)

	1967年
	昭和42年
	11月06日
	富良野信用金庫上富良野支店店舎新築落成｡

	1967年
	昭和42年
	11月12日
	十勝岳温泉地区に十勝青年の家｢上富山荘｣を建設し(防衛庁弘済会上富良野支部)開業する｡

	1967年
	昭和42年
	11月23日
	上富良野町農業協同組合設立20周年式典挙行

	1967年
	昭和42年
	11月23日
	上富良野農業協同組合設立20周年記念誌｢20年の歩み｣発刊｡

	1967年
	昭和42年
	11月29日
	東中中学校開校20周年記念式を挙行｡

	1967年
	昭和42年
	11月--日
	山本木材工業製材部を閉鎖し､山部に工場を移転操業を開始する｡

	1967年
	昭和42年
	この年
	上富良野町和牛生産育成組合が設立｡初代組合長佐川亀蔵

	1967年
	昭和42年
	この年
	文化団体上富良野｢三絃孝真会｣発会｡代表葛本武志

	1967年
	昭和42年
	この年
	江幌地区共同受電設備を､北電㈱に移管する｡

	1967年
	昭和42年
	この年
	東南下水路建設工事着手｡(都市下水路建設55年まで継続工事として施工)

	1968年
	昭和43年
	01月03日
	北海道テレビ放送(HTB)UHF(超短波帯)によるテレビ放送を開始｡

	1968年
	昭和43年
	01月17日
	東中水稲栽培研究会創立10周年記念式典を挙行する｡会長工藤喜一郎

	1968年
	昭和43年
	02月05日
	北海道農民総連合(北農総連)が発足｡委員長に石川清一(上富良野農協組合長)就任｡

	1968年
	昭和43年
	03月11日
	町内農村集団電話が開通｡(3月26日竣工祝賀会を上富良野小体育館で開催)≪北地区…日新､草分､里仁､江幌､静修～296戸≫≪南地区…江花､日の出､島津､旭野､富原､東中～397戸≫

	1968年
	昭和43年
	03月--日
	多目的利用の金山ダム完成(昭和36年着工)

	1968年
	昭和43年
	04月01日
	新しい町内行政区画割できる｡≪市街区…常盤､中央､西富､北栄､本町､旭､春日､住吉≫≪郡部…清富､日新､草分､里仁､江幌､静修､江花､日の出､西日の出､島津､西島津､旭野､富原､東中≫

	1968年
	昭和43年
	04月13日
	道央観光開発公社(代表取締役酒匂佑一)設立｡

	1968年
	昭和43年
	04月15日
	東中農業協同組合設立20周年式典を挙行する｡

	1968年
	昭和43年
	04月30日
	上富良野農業協同組合と東中農業協同組合が合併｡｢上富良野町農業協同組合｣となる｡(46.1合併記念誌｢組合の歩み｣発刊)初代組合長石川清一就任｡

	1968年
	昭和43年
	04月--日
	上富良野町防衛基地対策協議会設置｡

	1968年
	昭和43年
	05月--日
	東中神社境内に｢東中開拓者顕彰の碑｣建立｡

	1968年
	昭和43年
	07月07日
	第8回参議院議員通常選挙｡

	1968年
	昭和43年
	07月20日
	上富良野町ラベンダー耕作組合創立20周年記念式典を挙行｡

	1968年
	昭和43年
	07月26日
	陸上自衛隊北部方面総監部三次防に基づく本道配備スケジュールを発表｡(北千歳に30型ロケット､上富良野に対戦車誘導弾発射装置を装備｡)

	1968年
	昭和43年
	08月31日
	天皇･皇后両陛下､北海道百年記念祝典にご臨席のため空路来道｡9月2日…札幌市で北海道百年記念式典にご臨席｡その後､道北地方を巡幸｡9月7日…還幸｡

	1968年
	昭和43年
	08月--日
	上富良野食糧検査事務所が新築移転｡(現栄町1丁目1)

	1968年
	昭和43年
	09月08日
	上富良野町少年消防クラブ結成｡

	1968年
	昭和43年
	09月09日
	上富良野町上水道利用組合と日の出水道組合が合併｡

	1968年
	昭和43年
	10月01日
	5代教育長加藤清就任｡(～46.12.13)

	1968年
	昭和43年
	10月--日
	文化団体華道池坊静風会が開門｡代表本間久子

	1968年
	昭和43年
	11月20日
	上富良野高等学校開校20周年記念誌｢開校20の歩み｣発刊｡

	1968年
	昭和43年
	11月23日
	上富良野高等学校開校20周年記念式典を挙行｡(式典を前に､同校体育館新築落成する｡)

	1968年
	昭和43年
	11月30日
	ホクレン上富良野給油所オープン(現本町1丁目)

	1968年
	昭和43年
	11月--日
	ディジー食品上富良野工場で､サンマ蒲焼缶詰製造を始める｡

	1968年
	昭和43年
	11月--日
	農業構造改善事業江幌地区暗渠排水事業を施工｡(15戸32ha)

	1968年
	昭和43年
	この年
	体育団体上富良野町弓道会設立｡初代会長金子全一

	1969年
	昭和44年
	01月--日
	戦時中旧海軍に従事していた同志が｢上富良野海友会｣を結成｡初代会長水谷武雄(会員63名)

	1969年
	昭和44年
	02月04-07日
	全道的な暴風雪害により､数日間国鉄マヒ､道路分断江別市近郊で車500台が雪に埋まる｡(死亡者13人負傷者40人)

	1969年
	昭和44年
	03月19日
	町議会に｢上水道事業促進調査特別委員会｣を設置し､上水道の水源地調査を行う｡委員長林財二委員7名(～45.3.14)

	1969年
	昭和44年
	03月26日
	上富良野町農協婦人部と東中農協婦人部の合併総会が開催される｡

	1969年
	昭和44年
	04月03日
	清富地区共同受電設備の北電㈱移管式を挙行｡

	1969年
	昭和44年
	04月26日
	文化団体｢りんどう俳句会｣結成｡初代会長赤間玲子

	1969年
	昭和44年
	04月29日
	海江田武信前町長勲五等双光旭日章を授与される｡(昭和57.9.9正六位を追賜される｡)

	1969年
	昭和44年
	05月20日-06月03日
	自衛隊上富良野駐屯部隊隊員が､沿線市町村に田植え援農支援を行う｡(隊員延べ1,400人が出役)[富良野市300人､美瑛町410人､占冠村175人､上富良野町350人､中富良野町170人]

	1969年
	昭和44年
	05月21日
	上富良野町放魚釣友の会を設立｡会長高橋哲雄

	1969年
	昭和44年
	05月23日
	食糧管理法施行令の改正〔政令〕により､自主流通米制度発足｡

	1969年
	昭和44年
	06月01日
	東中へき地保育所開所(東中小の空き教室を利用し開設)

	1969年
	昭和44年
	06月15日
	自衛隊第2戦車大隊創隊15周年記念｢精強の碑｣建立｡(隊舎前庭)

	1969年
	昭和44年
	06月16日
	海江田武信(前町長)上富良野町名誉町民となる｡

	1969年
	昭和44年
	07月01日
	農業振興地域の整備に関する法律公布〔法〕(整備計画を基本に農政を実施｡)

	1969年
	昭和44年
	07月20日
	農業委員会会長　林　財二就任（～昭和53.7.19）

	1969年
	昭和44年
	07月21日
	東中小学校開校70周年記念式典を挙行｡

	1969年
	昭和44年
	08月13日
	農協大型店舗もとまち店新築落成｡開店する｡


	1969年
	昭和44年
	08月13日
	農協車両整備工場(ホクレンスタンド裏)新築落成業務開始｡

	1969年
	昭和44年
	08月31日
	上富良野町囲碁愛好会創立｡(日本棋院上富良野支部を改称)会長本間庄吉

	1969年
	昭和44年
	08月--日
	農改が広域化され､上富良野農業改良普及所が富良野地区農業改良普及所に吸収統合され､上富良野駐在所となる｡

	1969年
	昭和44年
	09月22日
	町内初の住民福祉集会施設｢富原母と子の家｣が完成｡

	1969年
	昭和44年
	09月27日
	富良野市及び上富良野町､中富良野町､南富良野町占冠村の区域をもって､富良野地区広域市町村圏を設定〔告示〕

	1969年
	昭和44年
	10月25日
	上富良野西小学校校舎増築工事落成記念式及び祝賀会｡

	1969年
	昭和44年
	10月--日
	『富良野地方史』発刊｡編集者岸本翠月

	1969年
	昭和44年
	10月--日
	上富良野町衛生センター完成｡(し尿処理始まる｡)

	1969年
	昭和44年
	11月29日
	上富良野中学校女子生徒(2年生)下校途中､中茶屋～白銀荘間で行方不明となり､12月13日一里塚付近で捜索隊により遺体で発見される｡


	1969年
	昭和44年
	12月27日
	第32回衆議院議員総選挙(当日有権者 10,377人、投票率 69.38％)

	1969年
	昭和44年
	この年
	本道特産の亜麻､除虫菊が､本年度かぎりで農林統計から姿を消す｡

	1969年
	昭和44年
	この年
	アメリカ航空宇宙局が､｢アポロ11号｣を月面に着陸させ､人類が初めて月に立つ｡

	1969年
	昭和44年
	この年
	東中ラベンダー耕作組合青しそ部が発足｡｢青しそ｣の本栽培に入る｡(東8線北19号に蒸留搾油工場を設け､搾油を行う｡)搾油製品は曽田香料㈱(札幌市)が買入れる｡

	1969年
	昭和44年
	この年
	上富良野町総合10ヵ年計画できる｡

	1970年
	昭和45年
	01月07日
	農林省が米生産調整の都道府県別目標数量を決定｡(北海道13万トン3万2,000ha減反率12.02%)

	1970年
	昭和45年
	02月10日
	防衛庁本道に3部隊の新編成を正式に決める｡

	1970年
	昭和45年
	03月28-29日
	町内子供会リーダー研修会が､自衛隊上富良野駐屯地に一日入隊し行われる｡(124名が参加)

	1970年
	昭和45年
	04月01日
	町農業労働者受入協議会(年雇用)と農業労働調整協議会が改組合併して｢上富良野町農業労働センター｣が発足｡

	1970年
	昭和45年
	05月02日
	上富良野町農協職員による巨額な不祥事件発覚｡

	1970年
	昭和45年
	05月28日
	上富良野町農協不祥事件に係る再建特別委員協議会設置｡委員長谷与吉

	1970年
	昭和45年
	06月19日
	防衛庁名寄市にホーク基地の新設を内定｡

	1970年
	昭和45年
	06月23日
	町議会に｢広域行政調査特別委員会｣を設置し､じん介処理事業について調査を行う｡委員長谷与吉委員5名(～48.1.12)


	1970年
	昭和45年
	07月18日
	江幌小学校開校60周年記念式を挙行｡

	1970年
	昭和45年
	07月18日
	江幌小学校開校60周年記念誌発刊｡

	1970年
	昭和45年
	07月24日
	一般電話が自動化となる｡(ダイヤル化に伴い400台新設され､1,000戸の加入となる｡)

	1970年
	昭和45年
	08月07日
	上富良野町立家畜診療所(木造モルタル246㎡)新築落成｡

	1970年
	昭和45年
	08月13日
	農協職員不祥事事件後の臨時総会において､組合長に高木信一､専務理事に菅野學選任される｡

	1970年
	昭和45年
	08月14日
	人事院国家公務員給与12.6%(平均8,022円)に引上げを勧告｡(この頃､10%台の引上げ続く｡)

	1970年
	昭和45年
	09月02日
	北海道百年記念塔(札幌市)が完成｡落成記念式を挙行｡

	1970年
	昭和45年
	09月07日
	町内単位老人クラブの連合体｢上富良野町老人クラブ連合会｣が結成｡初代会長服部清次郎

	1970年
	昭和45年
	10月01日
	国勢調査実施｡･全国の総人口…1億372万60人余･北海道の人口…518万4,287人(札幌市の人口100万人を越える｡)･上富良野町…人口1万5,791人､世帯数3,646戸

	1970年
	昭和45年
	10月01日
	上富良野町交通安全指導委員会が発足｡初代会長久保政義

	1970年
	昭和45年
	10月27日
	上富良野町草分児童館新築落成｡

	1970年
	昭和45年
	11月06日
	聞信寺開基50周年記念法要執行｡

	1970年
	昭和45年
	11月06日
	聞信寺開基50周年記念誌発行｡

	1970年
	昭和45年
	11月08日
	上富良野町農協ライスセンター､肉牛肥育センターを新設｡

	1970年
	昭和45年
	11月20日
	上富良野高等学校校舎増築落成式を挙行｡(開校20周年記念)

	1970年
	昭和45年
	11月--日
	里仁地区深山峠に､地域住民の手で｢豊里郷土館｣を設立豊郷地区の開拓以来の生活器具/農機具/史料等を展示｡(昭和53年3月上富良野町郷土館開設に伴い､展示物資料等を全て町郷土館に寄贈し､閉館｡建物は解体する｡)

	1970年
	昭和45年
	12月01日
	上川南部消防事務組合設立認可を受く｡(上富良野町消防本部を北署､中富良野町消防本部を南署として設立｡組合本部を北署内に置く｡)･管理者…村上國二(上富良野町長)･副管理者…藤原利雄(上富良野町助役)林信一(中富良野町助役)･消防議会議長…森善治(中富良野町長)･消防議会副議長…床鍋正則(上富良野町議会議長)･消防長(管理者兼)村上國二

	1970年
	昭和45年
	12月05日
	上富良野郵便局開局70周年記念式典を挙行｡

	1970年
	昭和45年
	この年
	全道の交通事故件数､3万件を超え､3万42件､死亡者882人負傷者4万3,641人

	1970年
	昭和45年
	この年
	町内で｢猩紅熱｣患者(幼児､児童)が大発生流行し隔離病床(町立病院に併設)が満床となる｡

	1970年
	昭和45年
	この年
	第1次農業構造改善事業を実施｡

	1970年
	昭和45年
	この年
	水田耕作面積がピークに達し､これ以後減少に転ずる｡(作付け面積は､44年がピーク)

	1970年
	昭和45年
	この年
	町新年度の財源に充てるため､江幌地区町有林の一部を売却処分することを決定｡

	1971年
	昭和46年
	01月01日
	農業者年金制度が発足｡(昭和45/5/20[法]施行)

	1971年
	昭和46年
	01月15日
	上富良野農協/東中農協合併記念誌｢組合の歩み｣発刊｡

	1971年
	昭和46年
	01月--日
	自衛隊第117特科大隊創隊15周年記念｢十五年の歩みとともに新しきを求めよう｣の碑建立｡

	1971年
	昭和46年
	02月27日
	上富良野町大雪馬鈴薯生産組合設立総会開く｡

	1971年
	昭和46年
	03月25日
	自衛隊上富良野駐屯地に第102装甲輸送隊新編｡

	1971年
	昭和46年
	03月29日
	山本逸太郎上富良野町名誉町民となる｡

	1971年
	昭和46年
	03月31日
	上川南部消防事務組合設立記念誌｢纏｣発刊｡

	1971年
	昭和46年
	03月--日
	上富良野町商工会婦人部創立｡初代会長新納満子


	1971年
	昭和46年
	04月01日
	上川南部消防事務組合設立記念式典を挙行｡

	1971年
	昭和46年
	04月01日
	上川南部消防事務組合の指定金融機関は、富良野信用金庫となる。

	1971年
	昭和46年
	04月01日
	町営過疎バス､清富線運行を始める｡(47.10静修線49.4十勝岳線夫々運行開始｡)

	1971年
	昭和46年
	04月01日
	福祉団体｢手をつなぐ親の会｣が発足｡初代会長高橋幾久郎

	1971年
	昭和46年
	04月11日
	北海道知事･道議会議員選挙(当日有権者 10,227人、投票率 84.35％)

	1971年
	昭和46年
	04月30日
	｢上富週報｣603号をもって､廃刊する｡

	1971年
	昭和46年
	05月15日
	北海道拓殖銀行上富良野支店を閉鎖｡(富良野支店に吸収統合する｡)

	1971年
	昭和46年
	06月27日
	第9回参議院議員通常選挙(当日有権者 10,305人、投票率72.44％)

	1971年
	昭和46年
	07月01日
	上富良野神社境内に｢忠魂碑｣建立｡

	1971年
	昭和46年
	07月23日
	上富良野中学校を主体に｢十勝岳自然愛護少年団｣を設立｡団長佐々木茂教諭

	1971年
	昭和46年
	08月22日
	町長･町議会議員選挙(当日有権者 9,938人、投票率 94.25％)

	1971年
	昭和46年
	08月25日
	6代町長和田松ヱ門就任｡

	1971年
	昭和46年
	09月01日
	7代議長西谷勝夫就任｡(～50.8.24)

	1971年
	昭和46年
	09月--日
	十勝岳登山口に｢十勝岳産業開発道路記念歌碑｣建立｡

	1971年
	昭和46年
	10月01日
	上富良野町土地開発基金設置｡(条例第36号)

	1971年
	昭和46年
	10月01日
	昭和45年より自衛隊第308地区施設隊により工事が進められていた､｢十勝岳温泉～白金温泉道路｣が完成開通式を行う｡

	1971年
	昭和46年
	10月25日
	昭和36年にスタートした拠出制国民年金(老齢年金)の受給第1号の交付が行われる｡

	1971年
	昭和46年
	11月05日
	町内初のボーリング場｢ハイウマントボール｣(12レーン)完成営業開始｡社長高橋忠(～50.3.末まで営業し､閉鎖する｡)

	1971年
	昭和46年
	11月05日
	江花｢母と子の家｣新築落成｡(旧江花小学校跡地)

	1971年
	昭和46年
	11月10日
	山本逸太郎(元上富良野町商工会長)勲五等瑞寶章を授与される｡

	1971年
	昭和46年
	11月20日
	上富良野町福祉センター･青少年会館新築落成｡(教育委員会事務局･上富良野町公民館を併置｡)

	1971年
	昭和46年
	11月21日
	このみち俳句会15周年記念句集｢このみち｣創刊号発刊｡

	1971年
	昭和46年
	12月13日
	6代助役加藤清就任｡(～50.12.12)

	1971年
	昭和46年
	12月14日
	6代教育長平井進就任｡(～50.12.12)

	1971年
	昭和46年
	12月16日
	上富良野建築士会(北海道建築士会旭川支部上富良野分会)が発足｡会長竹谷岩俊

	1971年
	昭和46年
	12月21日
	町議会に｢食肉センター建設調査特別委員会｣を設置し､と畜場の建設位置などの調査を行う｡委員長菅野稔委員5名(～47.5.6)

	1971年
	昭和46年
	この年
	町道初の舗装工事(北19号道路200m)施工｡

	1971年
	昭和46年
	この年
	異常低温による冷害､凶作の年となる｡

	1972年
	昭和47年
	01月01日
	70歳以上の老人医療費の無料が始まる｡(翌年1月国の制度へ移行)

	1972年
	昭和47年
	01月14日
	北海道軍恩連盟上富良野支部結成｡初代会長西武雄(会員109名)

	1972年
	昭和47年
	01月26日
	オリンピック聖火リレーで､本町北栄区(北越商店前ー現栄町2丁目3)から常磐区(松浦製麺所前ー現宮町1丁目2)まで､市街地の国道をリレーされた｡

	1972年
	昭和47年
	02月03-13日
	第11回冬季オリンピック札幌大会開幕｡(35カ国1,232人参加｡70m級ジャンプで､日本選手がメダル独占)

	1972年
	昭和47年
	02月--日
	文化団体蕃光俳画会が発足｡代表千々松絢子

	1972年
	昭和47年
	02月--日
	文化団体華道池坊梅窓会(茶道)宗絢会が開門｡代表千々松絢子

	1972年
	昭和47年
	02月--日
	上富良野町青少年団体協議会結成十周年を迎え､青少協｢団旗｣を制定する｡

	1972年
	昭和47年
	03月23日
	全国米産地の米が､5段階に格付けされる｡

	1972年
	昭和47年
	03月28日
	旭川法務局上富良野出張所が富良野に統合される｡

	1972年
	昭和47年
	03月28日
	上富良野町文化財保護委員会設置｡(条例第7号)初代委員長石川清一

	1972年
	昭和47年
	04月01日
	｢上富良野町指定金融機関｣に､富良野信用金庫上富良野支店が指定される｡[収納代理金融機関：北海道拓殖銀行、上富良野町農業協同組合]

	1972年
	昭和47年
	04月01日
	北海道文化放送(UHB)テレビ放送開始｡

	1972年
	昭和47年
	04月01日
	福祉法人わかば愛育園開園｡初代園長鈴木弥江子

	1972年
	昭和47年
	04月24日
	上富良野町森林愛護組合設立｡(組合長町長)

	1972年
	昭和47年
	06月16日
	上富良野町老人大学開校｡(平成4年4月｢いしずえ大学｣に改称｡)

	1972年
	昭和47年
	07月16日
	本町で､第4回道民スポーツ上川夏季大会を開催｡[陸上競技…自衛隊駐屯地営庭内グラウンド､バレーボール競技…町内各学校体育館]

	1972年
	昭和47年
	08月08日
	町民プールが､上富良野小学校校庭に完成｡オープンする

	1972年
	昭和47年
	09月06日
	道営富原地区圃場整備事業が完工｡(昭和41年着工)｢完結記念碑｣を建立｡(旧富原母と子の家前)

	1972年
	昭和47年
	09月19日
	江幌町有林を売却(274ha1億3,000万円)

	1972年
	昭和47年
	09月28日
	第1回消防救助技術全国大会(東京都)で､上川南部消防事務組合北署山本政夫消防士が｢モンキー渡りの部｣で最優秀賞受賞｡同大会他の部で2名が上位入賞｡

	1972年
	昭和47年
	10月03日
	町内民間バス路線が､町営過疎バス路線に転換スタートする｡

	1972年
	昭和47年
	10月18日
	草分土地改良区改組20周年記念､日新ダム記念碑｢富源の湖｣建立除幕記念式を挙行｡

	1972年
	昭和47年
	10月20日
	市街地区上水道工事が完工｡(昭和45年度着工)市街地区982戸､上富良野上水道組合加入の685戸及び自衛隊日の出官舎182戸計1,849戸に､昭和48年1月1日から給水開始｡

	1972年
	昭和47年
	10月28日
	上富良野小学校｢開校70周年記念誌｣発刊｡

	1972年
	昭和47年
	10月28日
	上富良野小学校開校70周年記念式典を挙行｡

	1972年
	昭和47年
	10月--日
	道々十勝岳～美瑛線にかかる｢勝岳橋｣の完成により､全線が開通する｡

	1972年
	昭和47年
	12月10日
	第33回衆議院議員総選挙(当日有権者 10,147人、投票率 82.76％)

	1972年
	昭和47年
	12月25日
	上富良野町観光開発審議会設置｡(諮問事項の都度委員を委嘱し､答申により解任)

	1972年
	昭和47年
	12月31日
	上富良野町上水道利用組合の施設を､公共水道施設に移管する｡(利用組合の上水道事業閉鎖)(翌年2.14利用組合の解散式を挙行｡)

	1972年
	昭和47年
	この年
	文化団体｢上富良野ラベンダーかるた会｣結成｡初代会長一色武

	1973年
	昭和48年
	01月13日
	郷土芸能｢フラヌイ太鼓愛好会｣結成｡(後に｢安政太鼓｣と改称｡)発足時の会員10名｡代表前田弘､発起人(後援会長)仲島徳五郎

	1973年
	昭和48年
	01月20日
	上富良野町農民連盟青年部設立｡(初代会長清水正)

	1973年
	昭和48年
	02月07日
	深山峠観光開発振興会設立｡会長高橋博男

	1973年
	昭和48年
	03月21日
	里仁小学校閉校記念式挙行｡(4.1上富良野西小学校に統合)

	1973年
	昭和48年
	04月01日
	町役場機構改革により､企画課を新設｡

	1973年
	昭和48年
	04月01日
	町立武道館を開設｡(旧電話中継所を改装)

	1973年
	昭和48年
	04月01日
	森林組合の広域化により､上富良野は富良野地区森林組合上富良野支所となる｡


	1973年
	昭和48年
	04月01日
	上富良野町家畜自衛防疫組合設立

	1973年
	昭和48年
	04月12日
	祝日の振替休日決定｡

	1973年
	昭和48年
	04月17日
	上富良野町公民館分館設置(清富里仁日新島津日の出富原)合同開所式を挙行｡

	1973年
	昭和48年
	04月--日
	島津公園造成事業が着工(55年完成予定｡)(4.20～5.25自衛隊第308地区施設隊により､島津公園用地造成工事を施工する｡)

	1973年
	昭和48年
	04月--日
	美瑛町以南1市5町村の農業委員会で､富良野沿線農村花嫁対策推進協議会を設置｡(56年4月農業後継者対策協議会に改組)

	1973年
	昭和48年
	05月01日
	上富良野小学校母親の会が文集｢おかあさん｣第8号発刊

	1973年
	昭和48年
	06月05日
	上富良野町土地開発公社設立｡(理事長助役)

	1973年
	昭和48年
	06月18日
	町議会に｢高等学校整備対策特別委員会｣を設置して､上富良野高等学校整備対策について調査を行う｡委員長久保茂儀委員5名(～48.8.24)

	1973年
	昭和48年
	08月31日
	深山峠新四国霊場八十八ケ所霊場開き施行｡

	1973年
	昭和48年
	09月01日
	食糧検査事務所上富良野出張所が東中出張所を吸収し､富良野支所上富良野分室となる｡

	1973年
	昭和48年
	09月01日
	北日本木材工業㈱中町1丁目2番から自衛隊前に事務所･工場を移転､操業に入る｡

	1973年
	昭和48年
	09月20日
	草分土地改良区事務所新築落成｡

	1973年
	昭和48年
	10月01日
	第７代教育委員長 泉　隆春就任（～昭和53.9.30）

	1973年
	昭和48年
	10月10日
	深山峠に｢松浦武四郎顕彰之碑｣建立｡(除幕式)

	1973年
	昭和48年
	10月15日
	｢上富良野町の遺跡誌｣(解説及び製図)発刊｡北海道遺跡調査員其田良雄編

	1973年
	昭和48年
	11月01日
	上富良野町学校給食会設置｡会長大西佐内(上富良野小学校長)(全町児童の完全給食をはじめる｡)

	1973年
	昭和48年
	11月02日
	文化連盟創立10周年記念誌｢文化の歩み｣発刊｡

	1973年
	昭和48年
	11月02日
	上富良野町文化連盟(35団体加盟)創立10周年記念式典を挙行｡

	1973年
	昭和48年
	11月15日
	富良野地区森林組合上富良野カラマツ加工場が完成｡(昭和49年1月末操業)

	1973年
	昭和48年
	11月26日
	食肉センター新築落成｡(隣接して､空知ミート㈱工場建設される｡)

	1973年
	昭和48年
	11月--日
	東明児童館新築落成｡(東町5丁目1)

	1973年
	昭和48年
	12月10日
	老人身障者センター新築落成｡(大町3丁目2)

	1973年
	昭和48年
	12月22日
	政府が石油緊急事態宣言｡

	1973年
	昭和48年
	12月--日
	自衛隊第308地区施設隊創隊15周年記念｢飛龍乗雲の碑｣建立｡

	1973年
	昭和48年
	この年
	上富良野町花嫁花婿相談所開設される｡

	1973年
	昭和48年
	この年
	本年より3カ年計画で肉用牛振興のため､黒毛和種の子返し制度発足する｡

	1973年
	昭和48年
	この年
	江花そ菜生産組合(組合長升田弘一)が発足し､メロン･西瓜の団地栽培に取り組む｡

	1973年
	昭和48年
	この年
	大型店舗スーパー｢かくはた｣開店営業｡(錦町1丁目3)

	1973年
	昭和48年
	この年
	第1次オイルショックにより物価高騰｡(各地でトイレットペーパー等が不足となる｡)

	1973年
	昭和48年
	この年
	上富良野町陸友会(陸上競技)設立｡初代会長高畠正男

	1973年
	昭和48年
	この年
	文化団体日本舞踊愛好会発足｡代表藤間真富

	1974年
	昭和49年
	03月01日
	農業共済組合の広域化により､上富良野は支所となる｡

	1974年
	昭和49年
	04月01日
	上富良野高等学校が全日制普通科に改編｡(4月20日全日制普通科開設記念式挙行｡)

	1974年
	昭和49年
	04月--日
	上富良野町地籍調査事業が開始される｡(60年事業完了)

	1974年
	昭和49年
	06月--日
	上富良野ライオンズクラブ創立10周年記念式典挙行｡

	1974年
	昭和49年
	07月07日
	第10回参議院議員通常選挙(当日有権者 10,170人、投票率 79.64％)

	1974年
	昭和49年
	08月01日
	上富良野町農業所得税務調査委員会設立｡

	1974年
	昭和49年
	08月08日
	国営直轄かんがい事業十勝岳地区日新ダム竣功｡(昭和41年7月26日着工)

	1974年
	昭和49年
	09月22日
	自衛隊第2戦車大隊創隊20周年記念誌｢朔北･とかちだけ｣特集号発刊

	1974年
	昭和49年
	10月01日
	道央信用組合上富良野支店が開店｡

	1974年
	昭和49年
	10月14日
	里仁寿の家新築落成｡(公民館里仁分館を併置｡)

	1974年
	昭和49年
	10月19日
	小玉外科医院新築開院｡(院長小玉庸郎)

	1974年
	昭和49年
	10月30日
	自衛隊駐屯地で､稲刈援農支援部隊を編成し､収穫作業の遅れている水田農家の稲刈り作業を援農支援｡(町内の東中､富原､島津地区へ延べ400人が出役する｡)

	1974年
	昭和49年
	10月31日
	里仁小学校閉校記念誌発刊｡

	1974年
	昭和49年
	11月10日
	前町長村上國二著｢生いたちの記｣(二)(三)発刊｡

	1974年
	昭和49年
	11月--日
	上富良野町テニス協会設立｡(後に軟式庭球連盟に改称)初代会長小玉庸郎

	1974年
	昭和49年
	12月03日
	上富良野町葬斎場新築落成｡(翌年1月15日より使用開始)

	1974年
	昭和49年
	12月08日
	清富小学校開校40周年記念式典を挙行｡

	1974年
	昭和49年
	この年
	初の街路事業として､5丁目橋完成｡

	1975年
	昭和50年
	01月14日
	自衛隊上富良野駐屯地体育館新築落成(鉄骨造963㎡)

	1975年
	昭和50年
	03月25-30日
	三笠宮憲仁殿下来町｡十勝岳｢白銀荘｣に滞在し､山スキーツァーを楽しまれる｡

	1975年
	昭和50年
	03月22日
	町議会に｢カミホロ荘整備対策調査特別委員会｣を設置し､国民宿舎カミホロ荘の経営改善について調査を行う｡委員長谷与吉委員7名(～50.6.3)

	1975年
	昭和50年
	03月31日
	上富良野町和牛生産育成組合を､上富良野町肉用牛組合と改称｡

	1975年
	昭和50年
	04月01日
	消防本部の組織を､総務課､消防課に改編｡

	1975年
	昭和50年
	04月01日
	道央信用組合を収納代理金融機関に加入する。総括店舗は上富良野支店。

	1975年
	昭和50年
	04月13日
	北海道知事･道議会議員選挙(当日有権者 10,169人、投票率 79.64％)

	1975年
	昭和50年
	04月--日
	主婦大場夏枝さん歌集｢箪笥の底｣を出版｡

	1975年
	昭和50年
	05月01日
	町立西保育所開設(旧日新ダム事業事務所を改修し利用)

	1975年
	昭和50年
	05月24日
	十勝岳爆発犠牲者50回忌追悼法要が聞信寺で営まれる｡

	1975年
	昭和50年
	06月01日
	上富良野中学校騒音防止対策校舎改築事業着工｡(第1期～3期工事完了52.10.20)

	1975年
	昭和50年
	06月22日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁20周年記念式典挙行｡記念碑｢興起の碑｣建立｡

	1975年
	昭和50年
	06月25日
	上富良野町消費者協会が発足｡会長三宮秀義

	1975年
	昭和50年
	07月25日
	上富良野町農協で大規模畑麦作団地育成事業による､麦乾燥貯留施設を新築｡(丘町3丁目)

	1975年
	昭和50年
	08月22-24日
	台風6号風雨襲来で河川氾濫､55カ所で決壊し､東中倍本地区で家屋4戸が全壊流失の被害がでる｡

	1975年
	昭和50年
	08月23-24日
	台風6号による集中豪雨のため､東中倍本地区を中心に､9億3,000万円の被害が出る｡(自衛隊上富良野駐屯地隊員が災害派遣される｡)

	1975年
	昭和50年
	08月23-25日
	上富良野バレーボールクラブ(男子)が､大阪市で開催の全日本クラブカップ大会に出場｡監督土田泰規選手12名

	1975年
	昭和50年
	08月08日
	會田久左衛門の｢歌碑｣建立｡(十勝岳温泉凌雲閣前庭)

	1975年
	昭和50年
	08月15日
	上富良野海友会(代表田中一米)が､海軍生活の思い出会誌｢錨と翼｣を発刊｡

	1975年
	昭和50年
	08月17日
	町長･町議会議員選挙(当日有権者 9,939人、投票率 94.31％)

	1975年
	昭和50年
	08月28日
	8代議長谷与吉就任｡(～54.8.24)

	1975年
	昭和50年
	08月28日
	町議会に｢災害対策調査特別委員会｣を設置し､台風6号による大雨被害の現状とその対策について調査を行う｡委員長清水一郎委員9名(～51.3.12)

	1975年
	昭和50年
	08月30日
	上富良野町農協で栄町1丁目に､稲作転換促進特別事業による｢玉ねぎ貯蔵庫｣を新築｡

	1975年
	昭和50年
	09月05日
	江幌寿の家新築落成｡(公民館江幌分館を併置)

	1975年
	昭和50年
	09月27日
	第1回消防防火駅伝大会が開催される｡

	1975年
	昭和50年
	10月01日
	第12回国勢調査実施｡･北海道の人口…約533万人･上富良野町人口…1万4,870人､世帯数…3,731戸

	1975年
	昭和50年
	10月02日
	深山峠新四国八十八カ所創立期成会を｢奉賛会｣に改称｡

	1975年
	昭和50年
	10月19日
	商工会法制定15周年記念に合わせ､上富良野町商工会創立40周年記念式典を挙行｡

	1975年
	昭和50年
	10月30日
	自衛隊第308地区施設隊により施工された､上富良野高等学校第2グラウンド(丘町)造成工事が竣工｡

	1975年
	昭和50年
	10月--日
	上富良野町商工会で､産地直送ミカン販売制度を始める｡

	1975年
	昭和50年
	11月15日
	東中郵便局局舎新築落成｡移転開局｡

	1975年
	昭和50年
	11月--日
	文化団体美ふじ絵画会発足｡初代会長斎藤元孝

	1975年
	昭和50年
	12月10日
	上富良野町スポーツ少年団本部設置｡(公民館内に置く｡)

	1975年
	昭和50年
	12月13日
	7代助役平井進就任｡(～57.7.12)

	1975年
	昭和50年
	12月19日
	7代教育長平塚武就任｡(～59.9.30)

	1975年
	昭和50年
	12月--日
	農村工業団地に富原地区を指定｡

	1975年
	昭和50年
	この年
	文化団体上富良野書道愛好会発足｡初代会長中西覚蔵

	1975年
	昭和50年
	この年
	東中7｢そ采組合｣(組合長松井誠)が発足し､転作玉ねぎ栽培に取り組む｡

	1976年
	昭和51年
	01月04日
	三浦綾子著小説｢泥流地帯｣北海道新聞日曜版に連載始まる｡(同年9月12日号まで)

	1976年
	昭和51年
	02月28日
	上富良野町営農同志会15周年記念式挙行｡

	1976年
	昭和51年
	03月10日
	隊友会上富良野支部が社団法人して再発足｡初代会長鎌倉周吉

	1976年
	昭和51年
	03月25日
	町議会に｢病院整備対策調査特別委員会｣を設置し､町立病院整備対策について調査を行う｡委員長久保茂儀委員6名(～51.12.20)

	1976年
	昭和51年
	04月01日
	上富良野町肉牛青年研究会が発足｡

	1976年
	昭和51年
	04月01日
	｢食肉センター運営対策調査特別委員会｣を設置し､食肉センター運営対策について調査を行う｡委員長辻甚作委員7名(～52.12.21)

	1976年
	昭和51年
	04月01日
	｢基地対策調査特別委員会｣を設置し､基地対策について､調査審議を行う｡委員長鎌倉周吉委員6名(～53.3.10)

	1976年
	昭和51年
	04月01日
	上富良野町スポーツ指導員会設置(教育委員会所管)

	1976年
	昭和51年
	04月01日
	上富良野高等学校を道に移管し､北海道立上富良野高等学校となる｡

	1976年
	昭和51年
	04月18日
	このみち俳句会創立20周年記念句集｢このみち第2号｣発刊｡

	1976年
	昭和51年
	06月15日
	長谷川眼科医院開業(旧飛澤医院跡に)(56.7札幌市へ転出閉院)

	1976年
	昭和51年
	07月01日
	噴煙短歌会青地紫雲(繁)歌集｢青蛙｣発刊｡

	1976年
	昭和51年
	07月11日
	勲五等瑞宝章上富良野町名誉町民山本逸太郎逝去される｡

	1976年
	昭和51年
	07月13日
	自衛隊第308地区施設隊により施工した､富原町営野球場テニスコート用地造成工事竣工｡(着工5月24日)

	1976年
	昭和51年
	07月15日
	富原第一利用組合(組合長下タ村実7戸)のミニ･ライスセンター完成する｡

	1976年
	昭和51年
	07月15日
	同上山本逸太郎の葬儀が､町葬をもって執行される｡(旧ハイマントボーリング場にて)

	1976年
	昭和51年
	08月08日
	上富良野町体育協会創立10周年記念運動会開催｡

	1976年
	昭和51年
	08月20日
	旧ハイマゥントボーリング場を改修して､上富良野電子工業(社長高橋忠)が創業を開始する｡(カラーTV用電子銃組立て工場で従業員男子5名女子45名｡)

	1976年
	昭和51年
	08月31日
	上富良野町農協初代組合長石川清一逝去｡

	1976年
	昭和51年
	08月31日
	勲八等石川清一正五位勲三等旭日中綬章を授与される｡

	1976年
	昭和51年
	09月02日
	故石川清一上富良野町名誉町民となる｡

	1976年
	昭和51年
	09月04日
	名誉町民石川清一の葬儀が､町葬をもって執行される｡(福祉センターにて)

	1976年
	昭和51年
	09月12日
	上富良野町サッカー協会設立｡初代会長清水茂雄

	1976年
	昭和51年
	09月12日
	上富良野噴煙短歌会創立30周年記念式を開催(凌雲閣にて)

	1976年
	昭和51年
	09月--日
	丘町に建設の商工業従業員住宅42戸完成｡

	1976年
	昭和51年
	10月07日
	上富良野町バドミントン協会設立｡初代会長長谷川一郎

	1976年
	昭和51年
	10月09日
	自衛隊多田弾薬支処創立20周年記念式典挙行｡

	1976年
	昭和51年
	10月12日
	清富保健福祉会館新築落成｡(公民館清富分館を併置)

	1976年
	昭和51年
	10月30日
	噴煙短歌会和田耕人(松ヱ門)歌集｢噴煙絶えず｣発刊｡

	1976年
	昭和51年
	11月01日
	自衛隊上富良野駐屯地内に史料舘開舘｡

	1976年
	昭和51年
	11月10日
	元消防団長松居武雄勲六等単光旭日章を授与される｡

	1976年
	昭和51年
	11月--日
	体育協会創立10周年記念誌｢体協十年の歩み｣発刊｡

	1976年
	昭和51年
	11月--日
	上富良野町体育協会創立10周年記念式挙行｡

	1976年
	昭和51年
	12月05日
	第34回衆議院議員総選挙(当日有権者 10,217人、投票率 82.26％)

	1976年
	昭和51年
	12月13日
	学習供用施設｢東中会館｣新築落成(公民館東中分館併置)

	1976年
	昭和51年
	この年
	全道的に冷害凶作の年｡(水稲作況70%､14%が規格外の米となる｡)

	1977年
	昭和52年
	03月12日
	上富良野高等学校定時制閉科記念｢28年われらの歩み｣発刊｡

	1977年
	昭和52年
	03月12日
	上富良野高等学校定時制課程を閉課する｡

	1977年
	昭和52年
	03月22日
	町議会に｢十勝岳開発調査特別委員会｣を設置し､十勝岳開発について調査を行う｡委員長清水一郎委員7名(～53.9,25)

	1977年
	昭和52年
	03月25日
	自衛隊多田弾薬支処が分屯地に改編｡

	1977年
	昭和52年
	03月--日
	文化団体上富良野混声合唱団創立｡団長和田昭彦

	1977年
	昭和52年
	04月01日
	上富良野町科学技術奨励賞基金を設置(条例第14号)

	1977年
	昭和52年
	04月12日
	上富良野町連合婦人会創立記念｢20年のあゆみ｣発刊｡

	1977年
	昭和52年
	04月12日
	上富良野町連合婦人会創立20周年記念式典を挙行｡

	1977年
	昭和52年
	04月15日
	自衛隊多田弾薬支処が分屯地となり､開庁記念式典を挙行

	1977年
	昭和52年
	04月--日
	文化団体上富良野木皮画同好会発足｡会長渡辺隆治郎

	1977年
	昭和52年
	06月14日
	上富良野町ソフトボール協会設立｡初代会長安達正春

	1977年
	昭和52年
	06月19日
	自衛隊駐屯地創立22周年記念｢王勃の碑｣建立｡

	1977年
	昭和52年
	07月04日
	日の出公園設置｡

	1977年
	昭和52年
	07月10日
	第11回参議院議員通常選挙(当日有権者 10,140人、投票率 80.38％)

	1977年
	昭和52年
	07月19日
	元町議会副議長小林八百蔵特別叙勲正六位勲五等瑞寶章を授与される｡

	1977年
	昭和52年
	08月07日
	第17回北海道銃剣道大会が上富良野小学校グランドにて開催｡

	1977年
	昭和52年
	08月07日
	有珠岳が32年振りに大噴火｡(空知地方にも降灰)

	1977年
	昭和52年
	08月20日
	上富良野町開基80周年記念式典を挙行｡*スローガン｢祖父の拓いた八十年和して築こう豊かな未来｣

	1977年
	昭和52年
	09月04日
	上富良野西小学校｢開校10周年記念誌｣発刊

	1977年
	昭和52年
	09月04日
	上富良野西小学校開校10周年記念式及び祝賀会開催｡

	1977年
	昭和52年
	10月05日
	富原球場(野球)･富原テニスコート(3面)完成｡

	1977年
	昭和52年
	10月20日
	上富良野中学校｢開校30周年･校舎改築落成記念誌｣発刊｡

	1977年
	昭和52年
	10月20日
	上富良野中学校校舎改築(第3期工事)完成｡

	1977年
	昭和52年
	10月23日
	和田耕人(松ヱ門)自作の短歌｢歌碑｣建立｡(自宅前庭に)

	1977年
	昭和52年
	10月29日
	上富良野中学校開校30周年記念･校舎改築落成記念式典を挙行｡

	1977年
	昭和52年
	10月30日
	繰上秀峰(本名秀雄)が戦友菊地彦治氏へ贈った歌の歌碑を､自宅前庭に建立｡

	1977年
	昭和52年
	10月--日
	上富良野町｢統計要覧｣(1997年版)発行｡

	1977年
	昭和52年
	10月--日
	町教育研究会社会科班が､小学校3年生社会科副読本｢かみふらの｣を刊行｡

	1977年
	昭和52年
	11月03日
	上富良野町農協主催｢第1回農業まつり｣農協マーケット広場で開催｡

	1977年
	昭和52年
	11月26日
	農協だより｢第100号記念特集号｣発行

	1977年
	昭和52年
	12月05日
	町議会に｢資材置場調査特別委員会｣を設置し､資材置場の賃貸契約に伴う事項について調査を行う｡委員長久保茂儀委員7名(～52.12.22)

	1977年
	昭和52年
	12月15日
	開基80周年記念事業｢上富良野町郷土館｣新築落成｡

	1977年
	昭和52年
	12月24日
	東中中学校校舎改築落成｡(昭53.1.21落成記念式)

	1977年
	昭和52年
	この年
	道北ブロックを代表して､船引定雄(草分二区更生)が｢日本農業賞｣の表彰を受ける｡

	1977年
	昭和52年
	この年
	円高により企業倒産が増加し､失業者が戦後最高となる｡

	1977年
	昭和52年
	この年
	三浦綾子著小説｢泥流地帯｣新潮社より発刊

	1977年
	昭和52年
	この年
	上富良野町｢町勢要覧｣開基80周年記念号発行｡

	1978年
	昭和53年
	01月20日
	東中中学校｢開校30周年･校舎新築落成記念誌｣発刊｡

	1978年
	昭和53年
	01月21日
	東中中学校開校30周年･校舎新築落成記念式典を挙行｡

	1978年
	昭和53年
	02月25日
	｢石川清一｣伝記発刊｡編著岸本翠月

	1978年
	昭和53年
	02月26日
	三浦綾子著小説｢続泥流地帯｣北海道新聞日曜版に連載始まる｡(～11月12日まで)

	1978年
	昭和53年
	02月--日
	秘録｢十勝岳大爆発｣16mm映画フイルム再生版作成(郷土館所蔵)

	1978年
	昭和53年
	03月--日
	富良野断酒会を結成｡(代表原一吉上富良野町緑町)

	1978年
	昭和53年
	04月01日
	教育委員会事務局次長制を廃し､管理課･社会教育課の二課制となる｡

	1978年
	昭和53年
	04月01日
	上富良野町農協婦人部若妻会が結成｡

	1978年
	昭和53年
	04月01日
	上富良野町婦人スポーツ団体協議会発足｡(加盟5団体)初代会長倉本チヨ

	1978年
	昭和53年
	04月08日
	上富良野町十勝岳山岳救助警備隊発足10周年記念式典開催

	1978年
	昭和53年
	04月29日
	元町議会議長佐藤敬太郎勲六等単光旭日章を授与される｡

	1978年
	昭和53年
	04月30日
	上川南部消防組合防火管理者連絡協議会設置｡

	1978年
	昭和53年
	05月03日
	町営富原野球場/テニスコート(3面)が完成｡球場完成記念大会を開催｡

	1978年
	昭和53年
	05月31日
	上富良野町郷土館開館式開催｡

	1978年
	昭和53年
	06月25日
	上富良野町農協創立30周年記念誌[小冊子]発行｡

	1978年
	昭和53年
	07月20日
	農業委員会会長 大森　忠就任（～昭和62.7.19）

	1978年
	昭和53年
	08月30日
	白銀荘(勝岳荘を隣接合築)改築完成｡(9月4日富良野営林署より町が買収)

	1978年
	昭和53年
	09月04日
	東中開基80周年記念｢拓魂の碑｣建立(東中会館前庭)

	1978年
	昭和53年
	09月--日
	文化団体大雪民謡舞踊研究会初代会長藤村公子

	1978年
	昭和53年
	09月--日
	陶芸同好会初代会長志賀則夫が発足｡

	1978年
	昭和53年
	10月01日
	上富良野町特別保有税審議会設置｡

	1978年
	昭和53年
	10月01日
	第八代教育委員長 安井　洵就任（～昭和54.9.30）

	1978年
	昭和53年
	10月08日
	第1回婦人防火クラブ北海道道北大会開催｡(第1会場上富良野町､第2会場中富良野町)

	1978年
	昭和53年
	10月12日
	自衛隊演習場専用道路開通｡

	1978年
	昭和53年
	10月26日
	乳牛1,000頭飼育達成で､酪農組合記念式典を開催｡(日の出公園に記念碑建立｡)

	1978年
	昭和53年
	10月31日
	島津公園噴水広場が完成｡

	1978年
	昭和53年
	10月--日
	公営住宅団地内あすなろ集会場新築落成｡

	1978年
	昭和53年
	11月02日
	上富良野町総合計画審議会設置｡(委員30名)

	1978年
	昭和53年
	11月14日
	昭和46年に着手した倍本地区道営農地開発事業が完工(総事業費1億5,000万円81ヘクタール開畑)同期成会(会長中西覚蔵)による祝賀会を開催する｡

	1978年
	昭和53年
	11月25日
	上富良野地区労結成｢15周年記念誌｣発刊

	1978年
	昭和53年
	11月25日
	上富良野地区労働組合協議会結成15周年記念式を挙行｡

	1978年
	昭和53年
	11月--日
	自衛隊第120特科大隊創隊20周年記念｢和楽敢闘の碑｣建立｡

	1978年
	昭和53年
	12月20日
	東中地区簡易水道給水始まる｡

	1978年
	昭和53年
	12月--日
	和田耕人(松ヱ門)歌集｢土に生きる｣発刊｡

	1978年
	昭和53年
	この年
	稲作､畑作ともに大豊作となる｡

	1978年
	昭和53年
	この年
	アカヒゲホソミドリメクラガメ(害虫)による黒色米(斑点米)が大発生する｡

	1979年
	昭和54年
	02月--日
	上富良野町社会教育第1次中期計画策定｡

	1979年
	昭和54年
	03月28-29日
	自衛隊第102装甲輸送隊員が｢松浦武四郎の十勝越え｣ルートの踏査を十勝側から上富良野演習場に向かい行う｡

	1979年
	昭和54年
	03月24日
	日新小学校閉校記念小冊子｢絆｣発行｡

	1979年
	昭和54年
	03月24日
	日新小学校閉校記念式(4.1上富良野西小学校に統合)

	1979年
	昭和54年
	03月31日
	十勝岳温泉～美瑛線道々に昇格｡

	1979年
	昭和54年
	04月01日
	上富良野町心配ごと相談所を開設｡

	1979年
	昭和54年
	04月08日
	北海道知事･道議会議員選挙(当日有権者 10,049人、投票率 87.88％)

	1979年
	昭和54年
	04月10日
	東中開拓記念｢東中開基80年誌｣発刊｡

	1979年
	昭和54年
	04月14日
	島津友の会10周年記念部落史｢+風雪八十年｣発刊｡

	1979年
	昭和54年
	04月15日
	上川南部消防組合危険物安全協会設置｡会長守田秀男

	1979年
	昭和54年
	04月21日
	りんどう俳句会10周年記念句集｢りんどう｣発刊

	1979年
	昭和54年
	04月22日
	中富良野町長森善治､全国最多選の10選を果たす｡

	1979年
	昭和54年
	04月28日
	道立上富良野高校に柔剣道場が完成｡

	1979年
	昭和54年
	04月29日
	村上國二(元町長)勲五等双光旭日章を授与される

	1979年
	昭和54年
	04月--日
	上富良野町郷土館編｢かみふらのの歴史｣発刊

	1979年
	昭和54年
	04月--日
	上富良野町水泳連盟設立｡初代会長大島利之(上富良野小校長)

	1979年
	昭和54年
	04月--日
	島津友の会(老人クラブ)創立10周年記念式を開催｡

	1979年
	昭和54年
	05月11日
	農協大型店舗に次ぐ､大型スーパー進出(ふじ)

	1979年
	昭和54年
	05月20日
	上富良野町農業協同組合が｢日本合同缶詰工場｣を買収し､操業を開始する｡

	1979年
	昭和54年
	05月30日
	国道237号線上富良野バイパス工事着工｡

	1979年
	昭和54年
	06月22日
	上富良野町総合10カ年計画できる｡

	1979年
	昭和54年
	06月--日
	上富良野硬式テニス協会発足｡(後にテニス協会に改称)初代会長渋江久

	1979年
	昭和54年
	08月12日
	町長･町議会議員選挙(当日有権者 9,916人、投票率 94.34％)

	1979年
	昭和54年
	08月30日
	9代議長南藤夫就任｡(～58.8.24)

	1979年
	昭和54年
	08月--日
	菅野整骨院開業｡院長菅野藤男

	1979年
	昭和54年
	09月17日
	東中倍本地区開拓80周年記念式を挙行｡(開拓当時より使用してきた農機具/日用品等の展示会を開催｡)

	1979年
	昭和54年
	10月0日
	第９代教育委員長 卯月省三就任（～昭和54.10.1）

	1979年
	昭和54年
	10月07日
	第35回衆議院議員総選挙(当日有権者 10,104人、投票率 78.68％)

	1979年
	昭和54年
	11月03日
	本田夫久朗(茂)句集｢鰯雲｣発刊｡

	1979年
	昭和54年
	11月--日
	日新寿の家新築落成｡(公民館日新分館を併置)

	1979年
	昭和54年
	12月02日
	昭和12年生れ丑年会編｢かみふ物語｣発刊｡

	1979年
	昭和54年
	12月08日
	高田幼稚園新園舎落成･学校法人｢専誠寺学園｣認可記念式を挙行｡

	1979年
	昭和54年
	12月20日
	上富良野町立病院改築落成､旧病院より移転｡(12.24診療開始診療科目内科外科産婦人科)

	1979年
	昭和54年
	12月24日
	上富良野町給食センター完成｡(昭和55年4月より町内小学校の完全給食始まる｡)

	1979年
	昭和54年
	12月--日
	民間放送テレビ(UHB/HTB)中継局が江花地区に完成｡UHFテレビ難聴地域が解消する｡

	1979年
	昭和54年
	12月--日
	文化団体墨淋会(書道)発足｡代表高橋静道

	1979年
	昭和54年
	この年
	一色久和(江幌)本町初の北海道農業士に認定される｡

	1979年
	昭和54年
	この年
	上富良野町農協より｢営農のしるべ｣(営農広報誌)創刊

	1979年
	昭和54年
	この年
	三浦綾子編小説｢続泥流地帯｣新潮社より発行｡

	1980年
	昭和55年
	03月12日
	農村集団電話が一般電話となる｡(ダイヤル式に切替え)

	1980年
	昭和55年
	03月17日
	上富良野町肉牛組合を上富良野町農協肉用牛部会として新発足｡

	1980年
	昭和55年
	03月28日
	大正15年｢十勝岳大爆発記録写真集｣上富良野町郷土館編発刊｡

	1980年
	昭和55年
	03月31日
	過疎地域振興特別措置法公布(対象市町村129)

	1980年
	昭和55年
	03月--日
	大雪山十勝岳愛護少年団｢交歓会十年の歩み｣発刊｡

	1980年
	昭和55年
	04月01日
	上富良野町給食センター審議会設置｡(条例第25号)

	1980年
	昭和55年
	04月01日
	郷土芸能東中｢清流獅子舞｣が発足｡初代会長中西覚蔵

	1980年
	昭和55年
	04月10日
	上富良野町ボランティアセンター委員会設置｡会長高橋寅吉

	1980年
	昭和55年
	04月29日
	元町議会議長福家敏美勲五等双光旭日章を授与される｡

	1980年
	昭和55年
	04月--日
	町内中学校給食の完全実施が行われる｡(米飯給食が週三回となる｡)

	1980年
	昭和55年
	05月09日
	上富良野町公民館｢友の会｣発足｡初代会長安達正春｡

	1980年
	昭和55年
	06月03日
	富良野広域串内草地組合が牛放牧業務開始｡(1市3町1村による｡牧場地=南富良野町)

	1980年
	昭和55年
	06月10日
	東中土地改良区で､国営､道営､団体営事業のかんがい排水/温水溜池/道営圃場整備/ヌノッペ幹線用水路/倍本用水路等15年間に実施された事業の総合完工祝賀式を挙行｡併せて､東中土地改良区前庭に｢清流の郷｣の記念石碑を建立する｡

	1980年
	昭和55年
	06月19日
	上富良野町総合体育館施設整備基金設置｡(条例第20号)(63.4.1公共施設整備基金に改正)

	1980年
	昭和55年
	06月20日
	上富良野町立病院新築落成･創立22周年記念式典を挙行

	1980年
	昭和55年
	06月22日
	第36回衆議院議員総選挙｡第12回参議院議員通常選挙｡初の衆･参同日選挙執行(当日有権者 10,181人、投票率 82.50％)

	1980年
	昭和55年
	06月22日
	自衛隊駐屯地創立25周年記念｢大同団結和の碑｣及び｢防人ここに励みて国安らかなりの碑｣正門に建立｡

	1980年
	昭和55年
	07月13日
	江幌小学校開校70周年記念誌｢えほろ｣発刊｡

	1980年
	昭和55年
	07月13日
	江幌小学校開校70周年記念式典を挙行｡

	1980年
	昭和55年
	07月30日
	第3回北海ラベンダー･ホップ祭り開催｡(この回より祭りの名称が､変わる｡)

	1980年
	昭和55年
	08月--日
	平田歯科分院新築開業｡院長平田正尋

	1980年
	昭和55年
	09月20日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁25周年記念誌発刊｡

	1980年
	昭和55年
	09月20日
	上富良野十勝岳自然愛護少年団創立10周年記念式を挙行

	1980年
	昭和55年
	09月25日
	上富良野町農協｢年金友の会｣設立される｡(会長高木信一)

	1980年
	昭和55年
	09月29日
	十勝岳連峰カミホロカメットク山付近に避難小屋完成｡

	1980年
	昭和55年
	09月30日
	公営住宅団地内(西町)に｢住吉集会場｣新築落成｡

	1980年
	昭和55年
	09月--日
	上富良野町都市下水路事業(第1期)完了｡

	1980年
	昭和55年
	10月01日
	国勢調査実施｡･北海道の人口…558万人･上富良野町人口…1万4,441人､世帯数…3,827戸

	1980年
	昭和55年
	10月11日
	島津公園が完成｡(昭和49年着工)

	1980年
	昭和55年
	10月15日
	旭野｢寿の家｣新築落成｡(公民館旭野分館を併置)

	1980年
	昭和55年
	11月10日
	元町議会議長床鍋正則勲五等瑞寶章を授与される･元警察官警部三宮秀義勲六等瑞寶章を授与される

	1980年
	昭和55年
	11月21日
	上富良野消防団第2分団(東中)庁舎新築落成｡

	1980年
	昭和55年
	12月16日
	上富良野町郷土をさぐる会設立｡初代会長金子全一

	1980年
	昭和55年
	12月19日
	町議会に｢カミホロ荘対策特別委員会｣を議長を除く19名の委員をもって設置し､カミホロ荘関連の施策について審議する｡委員長菅野稔

	1980年
	昭和55年
	この年
	文化団体和紙人形桃葉会発足｡初代会長竹谷愛子

	1980年
	昭和55年
	この年
	文化団体(レクリェーション部)ホーム指圧健生会結成｡代表小野寺敏昭

	1981年
	昭和56年
	02月08日
	東中小学校開校80周年･校舎改築落成記念誌｢風雪｣発刊｡

	1981年
	昭和56年
	02月08日
	東中小学校開校80周年並びに校舎改築落成記念式典挙行

	1981年
	昭和56年
	03月07日
	自衛隊第102装甲輸送隊｢解散記念碑｣建立｡

	1981年
	昭和56年
	03月24日
	自衛隊上富良野駐屯部隊第102装甲輸送隊廃編となる｡

	1981年
	昭和56年
	03月24日
	自衛隊第102装甲輸送隊｢軌跡10年｣誌発刊｡

	1981年
	昭和56年
	03月28日
	文化団体上富良野園芸クラブ設立｡初代会長実広清一

	1981年
	昭和56年
	03月--日
	上富良野こども合唱団結成｡(指揮者坂本良子)

	1981年
	昭和56年
	04月01日
	上富良野町文化財保護委員会設置｡

	1981年
	昭和56年
	04月01日
	上富良野町婦人ボランティア｢あゆみの会｣発足｡初代会長高尾君子(会員40名)

	1981年
	昭和56年
	04月02日
	国家公務員四週五休制度導入｡(道職員6月導入)

	1981年
	昭和56年
	04月16日
	上富良野町老人大学創立10周年記念式典を開催｡

	1981年
	昭和56年
	04月--日
	農村花嫁花婿相談所を｢上富良野町農業後継者対策協議会｣に改組し､相談員･専任推進委員を置く｡

	1981年
	昭和56年
	04月--日
	旧町立病院看護婦宿舎施設を利用し､トウマ電子工業㈱(代表只野博)が､テレビ部品電子銃製造工場を設置､創業(～平成2年3月31日まで)

	1981年
	昭和56年
	05月29-31日
	軟式野球｢上富良野町商工クラブ｣第3回東日本(一部)全国大会に出場｡

	1981年
	昭和56年
	05月10日
	上富良野母子会創立25周年記念誌｢母子会の歩み｣発刊｡

	1981年
	昭和56年
	05月10日
	上富良野母子会創立25周年記念式典を開催｡

	1981年
	昭和56年
	06月27日
	第1回十勝岳駅伝大会を開催｡(上富良野駅前～十勝岳温泉凌雲閣前広場まで)

	1981年
	昭和56年
	06月--日
	｢富良野繁栄誌｣複刻版を発刊(原誌大正2年10月20日刊)

	1981年
	昭和56年
	07月18日
	町議会に｢行財政改善対策特別委員会｣を議長を除く19名の委員をもって設置し､1.行政執行の改善｡2.財政運用の改善｡についてを審議する｡委員長吉岡光明(～56.12.14)

	1981年
	昭和56年
	07月--日
	上川管内初の｢ばら麦エレベータ･サイロ｣(貯溜庫)6基が農協ライスセンター隣接地に完成｡

	1981年
	昭和56年
	08月04-05日
	全道的に記録的な集中豪雨被害がでる｡)(死者7名被害総額約2,700億円｡

	1981年
	昭和56年
	08月04-05日
	台風15号の集中豪雨により､各河川氾濫｡災害対策本部を設置し､市街地冠水のため避難命令を発する｡(8.4本町降雨量213mm)(家屋全半壊9戸ほか床上･床下浸水､農業､土木､水道施設被害等被害総額22億2,400万円)

	1981年
	昭和56年
	08月15日
	町議会に｢災害対策調査特別委員会｣を議長を除く19名の委員をもって設置し､集中豪雨災害対策について調査を行う｡委員長吉岡光明(～56.9.24)

	1981年
	昭和56年
	09月25日
	村上國二(前町長)上富良野町名誉町民となる｡

	1981年
	昭和56年
	09月28日
	上富良野町都市計画審議会設置｡

	1981年
	昭和56年
	10月01日
	町花｢ラベンダー｣町木｢アカエゾマツ｣に決まる｡

	1981年
	昭和56年
	10月07日
	上富良野町農業振興審議会設置｡(委員10名)

	1981年
	昭和56年
	10月10日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第1号創刊｡

	1981年
	昭和56年
	10月25日
	上富良野町消防団創設70周年記念式典を挙行｡

	1981年
	昭和56年
	11月05-09日
	上富良野バレーボール･クラブ(女子)チームが､東京都で開催の第30回全国青年大会に出場する｡(監督高橋宏選手13名)

	1981年
	昭和56年
	11月17日
	上富良野町住居表示委員会設置｡(昭和58年11月1日事業完了により廃止｡)

	1981年
	昭和56年
	11月30日
	西町に｢住吉公園｣が完成｡

	1981年
	昭和56年
	12月15日
	上富良野町農協青年部創立30周年記念式典を挙行｡

	1981年
	昭和56年
	12月15日
	上富良野町農協青年部創立30周年記念｢三十年誌｣発刊｡

	1981年
	昭和56年
	12月15日
	富良野地区農業共済組合史発刊｡

	1981年
	昭和56年
	12月20日
	上富良野中学校講堂(体育館)が落成｡祝賀式典を行う｡

	1981年
	昭和56年
	この年
	上富良野食糧検査事務所が､北海道食糧検査事務所富良野支所に統合｡農産物上富良野検査所となる｡(現丘町3丁目農協ライスセンター隣接地)

	1982年
	昭和57年
	01月--日
	文化団体(芸能部)上富良野町カラオケ愛好会設立｡初代会長河合秀男

	1982年
	昭和57年
	02月07日
	故南米次郎(元町議会議員､元東中土地改良区理事長)勲六等瑞寶章を授与される｡

	1982年
	昭和57年
	03月09日
	文化団体(芸能部)上富良野こども合唱団設立｡初代団長佐藤留美子(後に児童合唱団に改称｡)

	1982年
	昭和57年
	03月21日
	道内全域に地震発生｡最大震度7.3を記録する｡

	1982年
	昭和57年
	03月25日
	消防団創設70周年記念事業協賛会編〔上富良野消防のあゆみ｢纏｣〕発刊｡

	1982年
	昭和57年
	05月12日
	中西覚蔵(元町議会議長)勲五等瑞寶章を授与される｡

	1982年
	昭和57年
	05月--日
	郷土芸能｢旭野吹上太鼓｣保存会発足｡会長上川隆

	1982年
	昭和57年
	06月23日
	故桐山英一(元町議会副議長)正六位勲五等瑞寶章を授与される｡

	1982年
	昭和57年
	06月30日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第2号発刊｡

	1982年
	昭和57年
	07月14日
	上富良野町交通安全協会に青年部設立｡

	1982年
	昭和57年
	07月29日
	上富良野町農協東中支所事務所/店舗新築落成

	1982年
	昭和57年
	07月30日
	社会福祉協議会が法人化され､社会福祉法人上富良野町社会福祉協議会として､新発足する｡初代会長高橋寅吉

	1982年
	昭和57年
	08月19日
	上富良野バレーボールクラブ(監督土田泰規)が全国バレーボール･クラブカップ大会に出場(東京都にて開催)

	1982年
	昭和57年
	08月--日
	文化団体(芸能部)｢チャーミング(なる)ミセス｣が発足｡初代会長一宮孝子

	1982年
	昭和57年
	08月--日
	東中老人クラブ｢睦会｣が､東中清流獅子舞を発足させる｡(初代会長中西覚蔵)

	1982年
	昭和57年
	09月09日
	上富良野町名誉町民海江田武信(元町長)逝去｡

	1982年
	昭和57年
	09月09日
	勲五等双光旭日章海江田武信(元町長)正六位を追賜される｡

	1982年
	昭和57年
	09月16日
	名誉町民海江田武信(元町長)の葬儀が､町葬をもって執行される｡(町福祉センターにおいて)

	1982年
	昭和57年
	09月27日
	故太田晋太郎(元町議会議員､元消防団副団長)勲六等瑞寶章を授与される｡

	1982年
	昭和57年
	10月01日
	第十代教育委員長 堀内愼一郎就任（～昭和60.9.30）

	1982年
	昭和57年
	10月23日
	障害対策事業日の出ダム竣工(48年9月着工)

	1982年
	昭和57年
	10月26日
	草分土地改良区改組30周年記念･日の出ダム｢穂源之湖｣記念碑除幕式式典挙行｡

	1982年
	昭和57年
	10月26日
	草分土地改良区改組30周年記念誌｢改組30周年記念･日の出ダム記念碑建立｣を発刊｡

	1982年
	昭和57年
	11月01日
	市街地東側地区が新しく住居表示が施行され新住所となる｡[緑町･大町･南町･旭町･新町･東町･本町･宮町･丘町･向町･桜町]

	1982年
	昭和57年
	11月15日
	上富良野駅貨物輸送取り扱いが廃止になる｡

	1982年
	昭和57年
	11月18日
	上富良野町赤十字奉仕団結成｡初代委員長六平美子

	1982年
	昭和57年
	11月26日
	東児童館(旭町2丁目1)が完成｡

	1982年
	昭和57年
	11月28日
	文化団体三絃道孝真会創立15周年記念式を挙行｡

	1982年
	昭和57年
	11月--日
	山崎歯科医院新築開業｡(錦町3丁目4)初代院長山崎隆生

	1982年
	昭和57年
	12月12日
	上富良野町青少年団体協議会創立20周年記念誌発刊｡

	1982年
	昭和57年
	12月12日
	学習供用施設日東会館完成｡(本町6丁目)

	1982年
	昭和57年
	12月12日
	上富良野町青少年団体協議会創立20周年記念式を挙行｡

	1982年
	昭和57年
	12月15日
	上富良野町内電話の局番が､新しく2ケタになる｡(0167-45-0000)

	1982年
	昭和57年
	この年
	文化団体(芸能部)民謡岳勝会が発足｡初代会長小林栄治

	1982年
	昭和57年
	この年
	歌謡サークルが発足｡初代会長藤沢忠雄

	1982年
	昭和57年
	この年
	農用地利用改善事業組合が各地区に組織される｡

	1982年
	昭和57年
	この年
	500円硬貨が発行される｡

	1983年
	昭和58年
	01月18日
	上富良野小学校一線校舎増改築工事完成｡

	1983年
	昭和58年
	01月--日
	青函トンネル先進導坑が貫通(着工より19年)

	1983年
	昭和58年
	03月03日
	町制施行30周年記念映画｢かみふらの｣が製作された｡

	1983年
	昭和58年
	03月25日
	上富良野町交通安全協会に婦人部設立される｡初代部長松浦正子

	1983年
	昭和58年
	04月02日
	文化団体(芸能部)上富良野若岳民舞会が発足｡

	1983年
	昭和58年
	04月02日
	文化団体(レクリェーション部)手話サークルが発足｡

	1983年
	昭和58年
	04月10日
	北海道知事/道議会議員選挙(当日有権者 9,863人、投票率 88.76／88.62％)｡前上富良野町助役平井進道議会議員に当選｡

	1983年
	昭和58年
	04月27日
	上富良野町老人大学｢学生自治会｣が発足｡

	1983年
	昭和58年
	04月--日
	町制施行30周年記念して､記録映画｢躍動する上富良野｣が完成｡(16mmフイルム上映34分)

	1983年
	昭和58年
	04月--日
	旭野地区に､天理教寿仁分教会が神殿を新築し設立｡(初代会長林信義)

	1983年
	昭和58年
	06月26日
	第13回参議院議員通常選挙｡(比例代表制の導入が行われる｡) (当日有権者 10,023人、投票率 68.41％)

	1983年
	昭和58年
	07月03日
	上富良野小学校編｢開校80周年記念誌｣発刊｡

	1983年
	昭和58年
	07月03日
	上富良野小学校開校80周年記念式典を挙行｡

	1983年
	昭和58年
	07月27日
	里仁地区に豊里神社拝殿･鳥居が住民の手により新造営｡遷座祭を斎行する｡

	1983年
	昭和58年
	07月--日
	上富良野町｢統計要覧｣発行｡(1983年版)

	1983年
	昭和58年
	08月13日
	金融機関の週休二日制が実施に入る｡

	1983年
	昭和58年
	08月14日
	上富良野町長･町議会議員選挙(当日有権者 9,810人、投票率 94.40％)

	1983年
	昭和58年
	08月20日
	第1回上富良野町商工夏まつりを開催｡

	1983年
	昭和58年
	08月25日
	7代町長に酒匂佑一就任｡

	1983年
	昭和58年
	08月29日
	8代助役に倉本良輝就任｡(～62.8.28)

	1983年
	昭和58年
	08月29日
	10代議長に小野三郎就任｡(～平成7.8.24)

	1983年
	昭和58年
	09月10日
	Aコープかみふらの店新築オープン開業｡

	1983年
	昭和58年
	10月29日
	上富良野町議会OB会結成される｡

	1983年
	昭和58年
	11月01日
	市街地西側の新住居表示が施行され､新住所となる｡[富町･錦町･中町･栄町･泉町･扇町･北町･光町･西町]

	1983年
	昭和58年
	11月06日
	上富良野町文化連盟編｢創立20周年記念誌｣発刊｡

	1983年
	昭和58年
	11月06日
	上富良野町文化連盟(46団体加盟)創立20周年記念式典を挙行｡

	1983年
	昭和58年
	11月26日
	上富良野町農民連盟青年部結成10周年記念式典を挙行｡

	1983年
	昭和58年
	11月26日
	上富良野農連青年部結成10周年記念誌｢10年の歩み｣発刊｡

	1983年
	昭和58年
	12月15日
	町内防災行政無線局を開局する｡･役場内…基地局1･屋外無線受信拡声器…11基･郡部各戸に無線受信機設備…900台

	1983年
	昭和58年
	12月18日
	第37回衆議院議員総選挙(当日有権者 9,977人、投票率 80.30％)

	1983年
	昭和58年
	12月24日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第3号発刊｡

	1983年
	昭和58年
	12月--日
	上富良野町農協馬鈴薯集荷貯蔵庫(丘町3丁目)農機具整備センター(本町5丁目)を新築｡(昭和59年2月1日より操業｡)

	1983年
	昭和58年
	この年
	この頃より､パソコン･ワープロなどのOA機器普及が急速に進む｡

	1984年
	昭和59年
	01月18日
	道立上富良野高校が､カナダ･アルバータ州エドモントン市のジャスパープレイス総合高校と､姉妹校の提携を結ぶ

	1984年
	昭和59年
	01月--日
	町交通安全協会婦人部が広報紙｢ななかまど｣創刊｡

	1984年
	昭和59年
	01月--日
	水稲新品種｢ゆきひかり｣道立中央農試にて開発｡

	1984年
	昭和59年
	02月06日
	特別養護老人ホーム｢ラベンダーハイツ｣新築落成｡

	1984年
	昭和59年
	02月--日
	上富良野町社会教育第2次中期計画策定｡

	1984年
	昭和59年
	03月23日
	上富良野町肉用牛飼養部会創立20周年記念誌｢20年の歩み｣発刊｡

	1984年
	昭和59年
	03月23日
	上富良野町農協肉用牛部会20周年記念式典開催｡

	1984年
	昭和59年
	03月26日
	自衛隊上富良野駐屯部隊に第301多連装ロケット中隊が新編される｡

	1984年
	昭和59年
	03月--日
	町営国民宿舎｢カミホロ荘｣民間企業に委託するに伴い､第三セクター社団法人十勝岳観光開発公社が､新組織設立される｡(委託営業開始昭和59.6.30)初代代表取締役小玉庸郎

	1984年
	昭和59年
	04月01日
	町機構改革により､民生課を町民課/保健課に組織を改編｡

	1984年
	昭和59年
	04月01日
	特別養護老人ホーム｢ラベンダーハイツ｣開設｡

	1984年
	昭和59年
	04月05日
	ラベンダー･キャンペーンの一環として､｢ラベンダー･オーナー制度｣を発足｡全国から1,100件の応募があった

	1984年
	昭和59年
	04月22日
	上富良野ライオンズクラブ結成20周年記念大会を開催｡

	1984年
	昭和59年
	04月23日
	上富良野町しろがね地区土地改良事業促進期成会設立｡

	1984年
	昭和59年
	04月--日
	上富良野ライオンズクラブ結成20周年記念誌発刊｡

	1984年
	昭和59年
	05月24日
	｢泥流地帯｣文学碑建立期成会編｢建立記念の栞｣

	1984年
	昭和59年
	05月24日
	十勝岳爆発災害復興60周年記念三浦綾子著小説｢泥流地帯｣文学碑建立｡

	1984年
	昭和59年
	07月01日
	町営国民宿舎｢カミホロ荘｣の営業を､十勝岳観光開発公社に委託される｡

	1984年
	昭和59年
	07月20日
	富良野地方自衛隊協力会上富良野支部婦人部結成｡初代会長河井絹子

	1984年
	昭和59年
	07月28日
	第2戦車大隊創隊30周年記念誌｢朔北｣発刊｡

	1984年
	昭和59年
	07月28日
	自衛隊第2戦車大隊創隊30周年記念式典を挙行｡

	1984年
	昭和59年
	07月30日
	旧国鉄用地-駅裏(58.11.29町が買収)に､町営駐車場が完成｡

	1984年
	昭和59年
	08月17-20日
	上富良野バレーボール･クラブ(男子)が､和歌山市で開催の全日本クラブカップ大会に出場(監督土田泰規選手11名)

	1984年
	昭和59年
	08月27日-09月03日
	酒匂町長､小野議長､上富高校宮崎教諭カナダ国カムローズ市を表敬訪問､友好姉妹提携について協議する｡

	1984年
	昭和59年
	08月19日
	第1回町民運動会を開催する｡

	1984年
	昭和59年
	09月01日
	㈱北光電子工業創設｡電子管製造(カラーディスプレイ用電子銃)を始める｡(従業員11名)

	1984年
	昭和59年
	09月06日
	十勝岳温泉翁地区に｢バーデンかみふらの｣新築創業する｡社長小玉庸郎(小玉外科医院院長)

	1984年
	昭和59年
	09月11日
	十勝岳翁森林公園造成事業が完成し､開園する｡

	1984年
	昭和59年
	09月20日
	｢江花開拓八十年記念誌｣発刊｡

	1984年
	昭和59年
	09月20日
	江花開拓八十周年記念式を挙行｡

	1984年
	昭和59年
	10月01日
	8代教育長久保栄司就任(～63.9.30)

	1984年
	昭和59年
	10月25日
	富良野聖観音像建立開眼法要を執行｡(12.9富良野聖観音像奉賛会設立｡初代会長和田松ヱ門)

	1984年
	昭和59年
	10月--日
	健康保険法改正施行(被保険者本人の負担が一割負担となる｡)

	1984年
	昭和59年
	11月02日
	元教育委員長(元小中学校長)安井洵勲五等双光旭日章を授与される｡

	1984年
	昭和59年
	11月20日
	中央コミュニティ広場(駐車場隣接地)完成｡

	1984年
	昭和59年
	12月03日
	上富良野駅構内に歩道跨線橋が完成｡渡り初め式を行う｡

	1984年
	昭和59年
	12月07日
	富良野営林署上富良野苗畑事業所が閉所(事業所を富良野市山部地区へ移転)同上富良野担当区を森林事務所に改編｡

	1984年
	昭和59年
	12月09日
	清富小学校開校50周年記念式挙行｡

	1984年
	昭和59年
	12月12日
	上富良野町農協婦人部創立30周年記念式典挙行

	1984年
	昭和59年
	12月20日
	町議会に｢社会教育総合センター建設調査特別委員会｣を設置し､社会教育総合センター建設につて調査を行う｡委員長菅野稔委員8名(～60.12.16)

	1984年
	昭和59年
	この年
	大豊作の作況｡北海道の作況指数は114%

	1984年
	昭和59年
	この年
	一万円､五千円､千円の新札が発行される｡

	1985年
	昭和60年
	02月01日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第4号発刊｡

	1985年
	昭和60年
	02月23日
	旭川市国策パルプ会社員男性(46歳)スキーツアーで十勝岳温泉～白銀荘に向う途中遭難､4月25日崖尾根下で､捜索隊により遺体で発見された｡

	1985年
	昭和60年
	03月01日
	上富良野噴煙歌会伊部ひろの編｢風紋｣発刊｡

	1985年
	昭和60年
	03月10日
	青函トンネル本坑貫通(世界最長52.85㎞)

	1985年
	昭和60年
	03月20日
	定例町議会で｢上富良野町とカムローズ市との友好都市提携の件｣議決する｡

	1985年
	昭和60年
	03月20日
	町議会に｢国土利用計画審査特別委員会｣を設置し､国土利用計画について審査を行う｡委員長高尾明委員11名(～60.6.18)

	1985年
	昭和60年
	03月23日
	上富良野町農協婦人部｢創立30周年記念誌｣発刊｡

	1985年
	昭和60年
	03月--日
	農村青年グループ｢フロンティア･スピリットクラブ｣(会長中西一男会員18名)発足｡

	1985年
	昭和60年
	04月01日
	各公社が民間企業へ移行｡日本電信電話株式会社(NTT)日本たばこ産業株式会社(JT)がスタート｡

	1985年
	昭和60年
	04月15日
	道内のエキノコックス汚染が拡大､51町村に及ぶ｡

	1985年
	昭和60年
	04月20日
	富樫露子著｢心の灯｣発刊｡

	1985年
	昭和60年
	04月21日
	日本国風流詩吟･吟舞上富良野支部発足20周年記念大会を開催｡

	1985年
	昭和60年
	05月30日
	十勝岳62火口東壁中央に､新噴気孔が確認される

	1985年
	昭和60年
	06月15日
	フライデー･テニスクラブ創立10周年記念誌発刊｡

	1985年
	昭和60年
	06月22日
	フライデーテニスクラブ創立10周年記念式を開催｡(会場バーデンかみふらの)

	1985年
	昭和60年
	07月--日
	｢かみふらの徳神会｣が結成｡初代会長長谷川徳行

	1985年
	昭和60年
	08月09日
	上富良野町カムローズ市友好委員会設立初代会長菅野學(事務局：役場企画課)

	1985年
	昭和60年
	08月26日
	社団法人かみふらの十勝岳観光協会が設立｡初代会長安藤嘉浩

	1985年
	昭和60年
	08月30日
	町役場庁舎改築改装工事完工｡(59～60年度工事｡総事業費2億5,549万円)

	1985年
	昭和60年
	08月--日
	大倉歯科医院新築開業｡院長大倉隆司

	1985年
	昭和60年
	08月--日
	上富良野町ゲートボール連盟設立｡初代会長西武雄

	1985年
	昭和60年
	09月04日
	上富良野町･カムローズ市友好姉妹都市提携｢永遠に続く友情の絆｣小冊子発行｡

	1985年
	昭和60年
	09月05日
	カナダ･アルバータ州カムローズ市と､姉妹友好都市提携の調印式を行う｡(役場前庭にて)(姉妹友好都市提携記念碑の除幕を行う｡)

	1985年
	昭和60年
	09月--日
	道路交通法全面改正(シートベルト着用を義務化)

	1985年
	昭和60年
	10月01日
	第14回国勢調査実施｡･北海道の人口…568万人〔上富良野町〕･人口…14,127人､･世帯数…3,868戸

	1985年
	昭和60年
	10月06日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁30周年記念式典を挙行｡

	1985年
	昭和60年
	10月06日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁30周年記念｢ふらの原野特集号｣発刊｡

	1985年
	昭和60年
	11月03日
	上富良野町菊花盆栽愛好会創立30周年記念式挙行｡

	1985年
	昭和60年
	11月03日
	菊花盆栽愛好会創立30周年記念誌発刊｡

	1985年
	昭和60年
	11月25日
	上富良野郵便局局舎新築落成し移転｡業務開始

	1985年
	昭和60年
	12月03日
	上富良野町農業協同組合事務所増改築落成｡

	1985年
	昭和60年
	12月20日
	和田松ヱ門(前町長)上富良野町名誉町民となる｡

	1985年
	昭和60年
	12月21日
	日の出山スキー場にスキーリフト(ロープ式)完成｡オープン

	1986年
	昭和61年
	03月15日
	十勝岳温泉から白金温泉にスキーツアーの札幌市の男性(60歳)が途中遭難､16日旧噴火口付近で捜索隊により､凍死体で発見される｡

	1986年
	昭和61年
	03月30日
	商工会で､｢むらおこし事業｣(地域小規模事業活性化推進事業)による特産品の開発を行う｡(ラベンダー製品など14品目)

	1986年
	昭和61年
	04月01日
	町内住民会組織が再編成される(新住民会長を選任)≪市街区…緑町､大町､南町､旭､本町､宮町､西富町､中町､栄町､泉町､住吉町､東明町､丘町≫≪郡部…清富､日新､草分､里仁､江幌､静修､江花､日の出､西日の出､島津､西島津､旭野､富原､東中≫

	1986年
	昭和61年
	04月01日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第5号発刊｡

	1986年
	昭和61年
	04月08日
	上富良野神社御造営奉賛会設立｡

	1986年
	昭和61年
	04月23日
	中国残留孤児富樫正義さん一家中国から一時帰国｡(5.12子弟(4年紅志､6年紅坤[茜])が上富良野西小学校に聴講生として就学｡～62.3.24まで)

	1986年
	昭和61年
	05月24日
	大正15年十勝岳大爆発から60周年を迎え､記念法要が施行される｡(聞信寺にて)

	1986年
	昭和61年
	05月31日
	上富良野町地域防災計画書完成｡

	1986年
	昭和61年
	06月03日
	東中郵便局無集配局となる｡

	1986年
	昭和61年
	06月08日
	このみち俳句会創立30周年記念句集｢このみち｣第3号発刊｡

	1986年
	昭和61年
	06月08日
	このみち俳句会創立30周年記念式開催｡

	1986年
	昭和61年
	06月10日
	町農作物試験場､家畜共進会場(管理棟､豚房､牛房等施設)完成｡

	1986年
	昭和61年
	07月06日
	第38回衆議院議員総選挙｡第14回参議院議員通常選挙｡(同日選挙) (当日有権者 10,136人、投票率 83.81％)

	1986年
	昭和61年
	07月13日
	多田弾薬支処創隊30周年分屯地開庁10周年記念の栞｢あゆみ｣発行｡

	1986年
	昭和61年
	07月13日
	自衛隊多田弾薬支処創隊30周年記念･分屯地開庁10周年記念行事開催｡

	1986年
	昭和61年
	07月30日
	社会教育総合センター新築工事着工｡

	1986年
	昭和61年
	08月01日
	上富良野神社例大祭夏まつりみこし復活｡(みこし保存会｢徳神会｣が御輿をかつぐ｡)

	1986年
	昭和61年
	08月09日
	カナダ･アルバータ州音楽使節団(｢ロバートソン･ウエスリーンガーズ｣ハンドベル合奏団)一行24名来町｡

	1986年
	昭和61年
	08月--日
	柏木耳鼻咽喉科医院上富良野分院新築開業｡(毎週月･水･金曜日に診療を行う｡)

	1986年
	昭和61年
	09月09-16日
	北海道商工会連合会青年部がカナダ･アルバータ州を視察訪問｡本町商工会青年部長中川一男参加し､併せてカムローズ市を表敬訪問し歓迎される｡

	1986年
	昭和61年
	09月03日
	道南､道央､道東に､台風15号の影響による豪雨災害

	1986年
	昭和61年
	10月01日
	第十一代教育委員長 佐藤政幸就任（～平成2.9.30）

	1986年
	昭和61年
	10月26日
	上富良野町商工会青年部創立20周年記念式を挙行｡

	1986年
	昭和61年
	10月20日
	昭和60年国勢調査結果が公表され､上富良野町が上川管内町村の中で､人口第1位となる｡(世帯数3,868戸人口14,127人)

	1986年
	昭和61年
	10月28日
	日本国有鉄道が民営化(JR○○旅客/貨物鉄道会社に)される｡〔省令〕(施行昭和61年4月1日)

	1986年
	昭和61年
	10月--日
	上富良野高等学校同窓会編｢上富良野高等学校同窓会名簿｣発刊｡

	1986年
	昭和61年
	11月16-23日
	上富良野高校生7名(引率教員宮崎武雄)海外派遣でジャスパープレイス総合高校･カムローズ総合高校を訪問､2泊のホームスティを行う

	1986年
	昭和61年
	11月21-24日
	上富良野バレーボール･クラブ(女子)が､金沢市で開催の全日本総合9人制選手権大会に出場｡(監督宮沢正義､選手12名)

	1986年
	昭和61年
	11月03日
	和田松ヱ門(前町長)勲五等双光旭日章を授与される｡(平成4年7月26日正六位に追賜される｡)

	1986年
	昭和61年
	11月03日
	荻野栄多(元消防団長)勲五等瑞寶章を授与される｡

	1986年
	昭和61年
	12月12日
	わかば愛育園々舎･高田幼稚園講堂改築工事完成｡

	1986年
	昭和61年
	12月--日
	上富良野高校姉妹校上富良野町友好都市派遣団｢CANADA国際友好･親善交流報告集｣作成｡

	1987年
	昭和62年
	01月19日
	東京外国為替市場で､1ドル149円98銭となり､戦後初めて140円に突入｡

	1987年
	昭和62年
	01月--日
	ディジー食品株式会社上富良野工場閉鎖｡富良野工場に吸収統合｡

	1987年
	昭和62年
	02月08日
	わかば愛育園園舎落成祝賀会開催｡

	1987年
	昭和62年
	03月08日
	上富良野混声合唱団創立10周年記念演奏会を開催｡

	1987年
	昭和62年
	04月01日
	国鉄が民営化され､｢JR北海道｣業務開始｡駅名が｢JR北海道上富良野駅｣に改称｡

	1987年
	昭和62年
	04月12日
	北海道知事･北海道議会議員選挙(当日有権者 9,824人、投票率 84.39％)

	1987年
	昭和62年
	04月12日
	残留孤児冨樫正義さん一家中国へ帰国｡

	1987年
	昭和62年
	05月25日
	和田耕人(松ヱ門)著歌集｢富良野平原｣発刊｡

	1987年
	昭和62年
	07月04日
	NHK衛星第1テレビ放送開始｡

	1987年
	昭和62年
	07月11日
	深山峠コミュニティ広場完成｡

	1987年
	昭和62年
	07月13日
	上富良野町野菜価格安定事業協議会設置｡(初代会長菅野學-農協組合長)

	1987年
	昭和62年
	07月20日
	上富良野有線街頭放送協会が設立(商工会事務局内)有線街頭放送はじまる｡初代会長松井喜代治

	1987年
	昭和62年
	07月20日
	農業委員会長 森口　勝就任（～平成5.7.19）

	1987年
	昭和62年
	07月--日
	生産者米価戦後初めての引下げとなる(5.95%)

	1987年
	昭和62年
	08月09日
	上富良野町長･町議会議員選挙｡(酒匂佑一町長無投票当選｡) (当日有権者 9,822人、投票率 92.24％)

	1987年
	昭和62年
	08月20日
	十勝岳温泉翁地区の遊歩道(翁公園～カミホロ荘うら)が完成｡

	1987年
	昭和62年
	08月20日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第6号発刊

	1987年
	昭和62年
	09月15-27日
	上富良野高校生8名(引率宮崎教諭)海外派遣で､カムローズ総合高校他を訪問､カムローズ市エドモントン市で3泊のホームスティを行う｡

	1987年
	昭和62年
	09月14日
	故佐藤正男(元江幌小学校長)勲五等双光旭日章を授与される｡

	1987年
	昭和62年
	09月14日
	町農業技術センター完成｡(農業技術拠点施設管理棟､土壌診断機･茎頂点培養器具等を設備11月より土壌診断分析を開始する｡)

	1987年
	昭和62年
	09月26日
	9代助役安田英雄就任｡(～平成5.1.16)

	1987年
	昭和62年
	10月22日
	上富良野神社改築のため､社殿解体はじまる｡(10.28改築工事着工｡)

	1987年
	昭和62年
	10月25日
	高田幼稚園創立25周年記念式･新園舎落成祝賀会挙行｡

	1987年
	昭和62年
	10月25日
	｢高田幼稚園創立25周年/園舎防音改築改造落成の栞｣発行｡

	1987年
	昭和62年
	11月01日
	社会教育総合センター完成｡(翌年4月1日オープン)

	1987年
	昭和62年
	11月07日
	東中中学校開校40周年記念式典を挙行｡

	1987年
	昭和62年
	11月22日
	上富良野西小学校開校20周年記念式典･祝賀会開催

	1987年
	昭和62年
	11月22日
	｢上富良野西小学校開校20周年記念誌｣発刊｡

	1987年
	昭和62年
	11月30日
	緑町｢しらかば会館｣完成｡

	1987年
	昭和62年
	12月15日
	日の出公園に展望台完成｡

	1987年
	昭和62年
	12月27日
	十勝岳白銀荘に｢高松宮様愛用のスキー一式｣が贈られる｡

	1987年
	昭和62年
	この年
	この頃よりエイズが社会問題となる｡

	1988年
	昭和63年
	01月01日
	商工会青年部主幹による｢第1回北の大文字焼き｣開催｡

	1988年
	昭和63年
	01月13日
	故林財二(元町議会副議長)勲六等単光旭日章を授与される｡

	1988年
	昭和63年
	03月04日
	自衛隊第308地区施設隊廃編記念碑｢拓道施魂飛龍乗雲｣が駐屯地公園内に建立｡

	1988年
	昭和63年
	03月13日
	青函連絡船､80年の歴史に幕を下し､終航｡青函トンネル開業｡

	1988年
	昭和63年
	03月24日
	自衛隊上富良野駐屯部隊第308地区施設隊廃編解隊式挙行｡

	1988年
	昭和63年
	03月25日
	自衛隊第308地区施設隊廃編記念誌｢拓道施魂｣発刊｡

	1988年
	昭和63年
	03月30日
	食肉センター施設を民間に売却｡空知ミート㈱の経営となる｡

	1988年
	昭和63年
	04月01日
	収入役町長兼掌条例を改正し､収入役を置く｡4代収入役成田政一就任｡(～平成5.3.31)

	1988年
	昭和63年
	04月01日
	上富良野町地域スポーツ推進委員を置く｡

	1988年
	昭和63年
	04月01日
	上富良野町水防協議会設置｡(条例)

	1988年
	昭和63年
	04月01日
	上富良野町・カムローズ市友好委員会事務局を企画課から教育委員会社会教育課へ移行

	1988年
	昭和63年
	04月10日
	世界最長の瀬戸大橋が開通｡

	1988年
	昭和63年
	04月14日
	上富良野町農協創立40周年の年､第21回通常総会で､中西覚蔵､村上國二､高木信一を､名誉組合員に推戴する｡

	1988年
	昭和63年
	04月19日
	｢エキノコックス症重点地域｣に上富良野町が指定される｡

	1988年
	昭和63年
	04月26日
	故竹内伊三郎(元民生児童委員)勲六等単光旭日章を授与される｡

	1988年
	昭和63年
	04月28日
	上富良野町農業大学開校｡初代学長高木信一(平成6年3月閉校)(前農協組合長)

	1988年
	昭和63年
	04月29日
	神谷忠(元東中郵便局員)勲七等青色桐黄章を授与される｡

	1988年
	昭和63年
	04月--日
	東中に青しそ耕作組合が結成｡初代組合長柿原光雄(蒸留工場東11線北20号に移転)

	1988年
	昭和63年
	05月21日
	上富良野町婦人スポーツ団体協議会結成10周年記念誌発刊｡

	1988年
	昭和63年
	06月05日
	｢りんどう俳句会｣創立20周年記念式を開催｡

	1988年
	昭和63年
	06月05日
	りんどう俳句会創立20周年記念誌｢句集りんどう｣発刊

	1988年
	昭和63年
	06月11日
	上富良野町開基90周年記念式典を挙行｡

	1988年
	昭和63年
	06月29日
	明憲寺開基住職50回忌､住職新･退任式法要施行｡

	1988年
	昭和63年
	07月25日-08月05日
	第1回青少年海外派遣事業で友好提携都市カムローズ市へ小中高生ら一行26名の友好親善訪問団を派遣｡団長増田修一

	1988年
	昭和63年
	07月10日
	住民集会施設｢丘町会館｣完成｡

	1988年
	昭和63年
	07月20日
	日の出公園に野外ステージ完成｡

	1988年
	昭和63年
	07月20日
	新千歳空港開港｡

	1988年
	昭和63年
	07月20日
	農業委員会会長（～平成5.7.19）

	1988年
	昭和63年
	07月30日
	上富良野神社新社殿が完成し､遷座祭を斎行｡

	1988年
	昭和63年
	08月06日
	町開基90周年記念｢NHKのど自慢｣公開録画が社会教育総合センター大ホールで開催｡(9月4日全国放送される)

	1988年
	昭和63年
	08月13日
	第6回商工夏まつりを｢十勝岳火まつり｣に改称し､開催｡

	1988年
	昭和63年
	08月21日
	第1回農業フェスティバル開催｡(日の出公園)

	1988年
	昭和63年
	09月23日-10月02日
	上富良野高校生7名(引率瀬戸博文教諭)カナダ姉妹校友好都市訪問研修で､カムローズ市･カムローズ高校ジャスパープレイス高校を訪問｡

	1988年
	昭和63年
	09月21日
	故小形昭一(元自衛官)勲八等単光旭日章を授与される｡

	1988年
	昭和63年
	09月27日
	財団法人富良野地方交通安全協会編｢30年のあゆみ｣発刊

	1988年
	昭和63年
	09月28日
	上富良野町体育協会創立20周年記念式を挙行｡

	1988年
	昭和63年
	09月28日
	体育協会創立20周年記念誌｢体協20年の歩み｣発刊｡

	1988年
	昭和63年
	09月30日
	国道237号線上富良野バイパス開通｡(昭和54年着工以来9カ年をかけ完成)開通式に併せ｢町民みんなで歩こう会｣で500人の大行進を行う｡

	1988年
	昭和63年
	09月--日
	文化団体(レクリェーション部)ラベンダー&サホーク会(羊毛の染色と編織の会)が発足｡

	1988年
	昭和63年
	09月--日
	明憲寺開基並びに住職50回忌､住職退任/新任法要記年誌｢法流｣発刊｡

	1988年
	昭和63年
	10月01日
	9代教育長西口登就任｡(～9.9.30)

	1988年
	昭和63年
	10月26日
	横浜市で開催の｢第4回全国婦人消防操法大会｣に上富良野町婦人防火クラブ婦人消防隊が､北海道代表として出場する｡(竹谷愛子隊長ほか6名)

	1988年
	昭和63年
	10月29日
	札幌市及び周辺市町に在住する上富良野町出身者･在住者による｢札幌かみふらの会｣が発足｡会長南順一

	1988年
	昭和63年
	10月30日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第7号を発刊｡

	1988年
	昭和63年
	11月03日
	千葉義行(元上富良野郵便局事務員)郵政業務功労勲六等瑞寶章を授与される｡

	1988年
	昭和63年
	11月06日
	故松浦勲(元消防団長)勲五等瑞宝章を授与される｡

	1988年
	昭和63年
	11月27日
	上ホロカメットク山にスキー登山中の7名パーティが下山途中､ばけ物岩東側(旧噴火口側)で3名が雪崩に巻き込まれ､女性1名(29歳)が遺体で発見された｡

	1988年
	昭和63年
	12月01日
	開基90年記念事業に､郷土をさぐる会で｢上富良野志｣(明治42年発行)の複刻版を発刊｡

	1988年
	昭和63年
	12月06日
	北海道電力㈱泊原子力発電所､発電開始｡(道内原発の第1号)

	1988年
	昭和63年
	12月08日
	町立中央保育所全面改築落成｡

	1988年
	昭和63年
	12月16日
	十勝岳が26年ぶりに噴火し､19日町役場内に上富良野町十勝岳噴火災害対策本部を設置｡対策本部長酒匂佑一(町長)

	1988年
	昭和63年
	12月20日
	町議会に｢総合計画基本構想審査特別委員会｣を議長を除く19名の委員もって設置し､上富良野町総合計画基本構想を定めることについて審議する｡委員長菅野稔(～平成元年3.9)

	1988年
	昭和63年
	12月24日
	消費税導入主体の税制改革関連法案成立｡

	1988年
	昭和63年
	12月24日
	十勝岳再噴火で､日新､草分､日の出の各地域に避難命令が発令される（解除は同年12月31日）｡美瑛町はも同時に避難命令（解除は平成元年5月1日）を発する。(社会教育総合センターに避難者を収容｡)

	1988年
	昭和63年
	12月28日
	北海道横路知事が｢十勝岳噴火災害対策本部｣を視察激励｡

	1988年
	昭和63年
	12月31日
	十勝岳噴火避難命令解除

	1989年
	平成1年
	01月06日
	会田範子(町社会教育課勤務)が札幌市西岡距離競技場で行われた全日本クロスカントリー5㎞の部で優勝｡

	1989年
	昭和64年
	01月07日
	昭和天皇崩御｡(2.24昭和天皇の大喪の礼)(昭和64年は1月7日まで)

	1989年
	平成1年
	01月21日
	故西田正幸(元自衛官)従七位勲六等瑞宝章を授与｡

	1989年
	平成1年
	01月27日
	日の出公園ラベンダー園が｢北海道まちづくり100選｣に入選し､表彰を受ける｡

	1989年
	平成1年
	01月--日
	床鍋正則(元町議会議長)正六位を追賜される｡

	1989年
	平成1年
	02月19日
	第44回国民体育大会冬季スキー競技会｢はまなす国体｣(旭川会場)に上富良野町から､5名の選手が出場｡

	1989年
	平成1年
	02月--日
	上富良野町社会教育第3次中期計画策定｡

	1989年
	平成1年
	02月--日
	昭和63年度上富良野高校｢カナダ姉妹校･友好都市訪問研修旅行報告集｣作成｡

	1989年
	平成1年
	03月01日
	仲川善次郎(元町議会議員､元草分土地改良区理事長)勲五等瑞寶章を授与される｡

	1989年
	平成1年
	03月20日
	町が活火山対策特別措置法による､避難施設緊急整備地域の指定を受ける｡

	1989年
	平成1年
	03月25日
	上富良野町国際交流基金設置｡(条例第15号)設置⇒100,000千円（平成元年　50,000千円、平成2年　50,000千円）

	1989年
	平成1年
	03月28日
	特養｢ラベンダーハイツ5周年記念誌｣発行｡

	1989年
	平成1年
	03月28日
	特別養護老人ホーム｢ラベンダーハイツ｣開設5周年記念式開催｡

	1989年
	平成1年
	03月31日
	('88.7.25～8.5)カナダ･カムローズ市友好親善訪問記録集(報告書)友好委員会より発行｡

	1989年
	平成1年
	04月01日
	上富良野町第3次総合計画がスタート｡

	1989年
	平成1年
	04月01日
	消費税の導入が図られる｡(税率3%)

	1989年
	平成1年
	04月01日
	上富良野町総合計画(基本構想･基本計画)発行平成元年～平成10年

	1989年
	平成1年
	04月11日
	上富良野町高齢者事業団発足(事務局ー老人身障者センター内)初代理事長大森忠

	1989年
	平成1年
	04月18日
	富良野･大雪リゾートの指定をうける｡(十勝岳白銀荘から凌雲閣周辺の245ha)

	1989年
	平成1年
	04月29日
	柿原光夫(元消防団副団長)勲六等単光旭日章を授与される｡

	1989年
	平成1年
	05月--日
	防災無線戸別受信機全戸に設置される｡(全町設置数･戸別受信機3,395機･屋外受信機12基)

	1989年
	平成1年
	06月01日
	十勝岳噴火が鎮静化に伴い､島津公園において｢大地の復活祭｣を開催｡3,000人余の人出でにぎわう｡

	1989年
	平成1年
	06月12日
	文化団体(芸能部)上富ラベンダー歌謡会が発足｡

	1989年
	平成1年
	06月22日
	上富良野神社新社殿･付属施設等が完成｡記念式典を挙行

	1989年
	平成1年
	06月24日
	NHK解説員伊藤和明氏を講師に｢防災講演会｣を開催

	1989年
	平成1年
	06月--日
	｢ふるさと創成資金｣一億円交付で､駅前周辺再開発に活用｡

	1989年
	平成1年
	07月23日
	第15回参議院議員通常選挙(当日有権者 10,015人、投票率76.67％)

	1989年
	平成1年
	07月28日
	全国的に交通事故が激増し､政府初の非常事態を宣言する｡

	1989年
	平成1年
	07月28日
	自衛隊第2戦車大隊創隊35周年記念誌｢朔北｣発刊｡

	1989年
	平成1年
	08月14日
	｢はまなす国体｣(札幌市を中心にて開催)大会旗･炬火を中･高校生が町内をリレーして隣町美瑛町に引き継ぐ｡

	1989年
	平成1年
	08月--日
	清富小学校でホタル養育羽化に成功し｢ホタルが飛んだ｣で研究発表を行う｡

	1989年
	平成1年
	09月07-10日
	カナダ･カムローズ市サイワク市長夫妻一行6名が来町｡友好親善を深める｡(友好提携以来2回目となる｡)

	1989年
	平成1年
	09月--日
	旭野3(山加地区)に､かみふらの牧場㈱創設｡養豚業を始める｡社長静谷靖彦従業員12名

	1989年
	平成1年
	10月12-21日
	上富良野高等学校生徒8名引率2名､カムローズ市ほかを訪問｡友好交流を深める｡(町職員安井民子海外研修として同行)

	1989年
	平成1年
	10月19日
	日の出赤石沢八郎永年の乳牛生産費調査に尽力し､農林水産大臣より感謝状を受ける｡

	1989年
	平成1年
	10月21日
	自衛隊第2戦車大隊創隊35周年記念式典を挙行｡

	1989年
	平成1年
	11月20日
	住民集会施設｢宮町会館｣新築落成｡(宮町3丁目4-11)

	1989年
	平成1年
	12月07日
	｢大規模総合防災訓練｣を､噴火泥流災害に備えて実施

	1989年
	平成1年
	12月10日
	上富良野ライオンズクラブ結成25周年記念誌発刊｡

	1989年
	平成1年
	12月10日
	上富良野ライオンズクラブ結成25周年記念式典を挙行｡

	1989年
	平成1年
	12月12日
	上富良野町婦人団体連絡協議会設立｡加盟団体10団体｡初代会長松浦正子

	1989年
	平成1年
	12月19日
	町議会に｢リゾート対策調査特別委員会｣を設置し､ゴルフ場建設推進に当たっての基本方針とその対応について調査を行う｡(～3.6.18)委員長吉岡光明(～2.3.24)･二瓶諭(2.4.9～3.6.18)､委員9名

	1989年
	平成1年
	12月21日
	上富良野町減債基金設置｡(条例第37号)

	1989年
	平成1年
	この年
	文化団体(芸能部)大正琴｢琴麗会｣発会｡初代会長石川愛子

	1990年
	平成2年
	01月12日
	礼宮文仁親王と川嶋紀子さんの｢納采の儀｣が行われ､ご婚約が正式に整う｡

	1990年
	平成2年
	01月25日
	江幌小学校開校80周年記念誌｢江幌｣発刊｡

	1990年
	平成2年
	02月06日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第8号発刊｡

	1990年
	平成2年
	02月18日
	第39回衆議院議員総選挙施行(当日有権者 9,962人、投票率 83.15％)

	1990年
	平成2年
	02月25日
	江幌小学校開校80周年記念･校舎改築落成式典を挙行｡

	1990年
	平成2年
	03月04日
	故坂弥勇(元町議会議員)勲六等単光旭日章を授与される｡

	1990年
	平成2年
	03月09日
	上富良野町観光開発推進協議会設置｡初代会長南藤夫

	1990年
	平成2年
	03月25日
	富良野地方の泥炭地土地改良事業に尽くした元道議会議員奧野善造の足跡を記した､奧野善造伝刊行委員会編｢農魂一路｣発刊｡

	1990年
	平成2年
	03月30日
	町農業の振興に資するため､｢農業振興基金｣を創設｡(条例第14号)

	1990年
	平成2年
	03月30日
	水田農業確立の推進を図り､地域農業の再編に資するため､｢水田農業確立特別対策事業基金｣を創設｡(条例第13号)(～6.3.31廃止)

	1990年
	平成2年
	03月--日
	上富高校カナダ友好都市訪問研修旅行報告書作成｡

	1990年
	平成2年
	04月11日
	上富良野町更生保護婦人会結成｡初代会長高橋よしの

	1990年
	平成2年
	04月17日
	十勝岳火山防災会議協議会が設置される｡

	1990年
	平成2年
	04月26日
	花と香りのまちづくりを図り､日の出公園に｢ローズ･ド･メイ｣(ばら)500本の苗木を植樹｡

	1990年
	平成2年
	05月06日
	春の開耕間もない畑に集中豪雨発生し､農地1,700ha､270戸で甚大な被害を被る｡

	1990年
	平成2年
	05月12日
	里仁･江幌静修地区にアラレを混えた豪雨により､馬鈴薯､小麦畑等が流出､埋没､家屋浸水の被害発生(6.13､6.24にも集中豪雨に見舞われる｡)

	1990年
	平成2年
	06月10日
	十勝岳警戒本部､6月10日午前0時をもって警戒区域を解除する｡

	1990年
	平成2年
	06月10日
	噴煙短歌会青地繁歌集｢沃野｣発刊｡

	1990年
	平成2年
	07月01日
	上富良野町婦人団体連絡協議会(10加盟団体)が｢婦連協だより｣を創刊(年2回発行)

	1990年
	平成2年
	07月02日
	町の住居表示の｢字名｣を廃止｡

	1990年
	平成2年
	07月08日
	陸上自衛隊創隊40周年記念･上富良野駐屯地開庁35周年記念式典を挙行｡

	1990年
	平成2年
	07月08日
	自衛隊上富良野駐屯地開庁35周年記念誌｢かみふらの原野｣特集号発刊｡

	1990年
	平成2年
	07月10日
	一色正三(元町議会副議長､元上富良野町商工会長)勲六等単光旭日章を授与される｡

	1990年
	平成2年
	07月10日
	㈱道北開発コンサル｢フロンテイアフラヌイ温泉｣創設｡9月22日公衆浴場､レストラン及び温泉旅館の営業を始める｡社長栗山静男

	1990年
	平成2年
	08月17-20日
	富良野町バレーボール･クラブ(女子)が､神戸市で開催の全日本クラブカップ大会に出場(監督中田繁利､選手11名)

	1990年
	平成2年
	08月05日
	上富良野町で3人目大場もよのさん(明治23年生)の｢100歳を祝う会｣を催す｡

	1990年
	平成2年
	08月11日
	十勝岳三段山に登山中の3人パーティが落石に遭い女性(58歳)1名が負傷し､地元病院に収容されたが死亡｡

	1990年
	平成2年
	08月20日
	株式会社カリカワ上富良野工場操業開始｡縫製業(高級婦人服)地元従業員52名が就労(本社東京都葛飾区東四ッ木4-44-11)

	1990年
	平成2年
	08月--日
	富原地区に堆肥生産施設完成(面積2,000㎡)

	1990年
	平成2年
	09月11-21日
	カムローズ市姉妹提携5周年記念友好親善使節団を派遣｡(団長成田政一安政太鼓メンバーほか14名が参加｡)

	1990年
	平成2年
	09月01日
	十勝岳温泉､吹上温泉などで予想を上回る47度のお湯が湧出していることが確認された｡

	1990年
	平成2年
	09月12日
	十勝岳噴火泥流防災の富良野川砂防事業1号透過型ダムが完成し､完成式典を行う｡(高さ14m長さ544m日本一の規模)

	1990年
	平成2年
	10月01日
	第15回国勢調査実施｡･北海道の人口…564万3,647人･上富良野町…人口1万3,265人､世帯数3,935戸

	1990年
	平成2年
	10月01日
	第十二代教育委員長 中尾之弘就任（～平成2.9.30）

	1990年
	平成2年
	11月13日
	日の出公園休憩舎完成｡

	1990年
	平成2年
	11月20日
	上富良野町農民連盟結成30周年記念式典を挙行｡

	1990年
	平成2年
	11月20日
	上富農連結成30周年記念誌｢農民運動30年の歩み｣発刊｡

	1990年
	平成2年
	11月21日
	上富良野町老人クラブ連合会創立20周年記念式挙行｡

	1990年
	平成2年
	11月21日
	老人クラブ連合会創立20周年記念誌｢20年の歩み｣発刊｡

	1990年
	平成2年
	11月--日
	文化団体(芸能部)上富良野公民館社交ダンス愛好会発足｡代表加藤満彦

	1990年
	平成2年
	12月01日
	内田工業株式会社上富良野工場操業開始｡金属絞りプレス部品の製造を行う｡

	1990年
	平成2年
	12月13日
	「小規模小学校に対する特認取扱要領」を制定し、平成3年4月1日から江幌小学校を特認校として指定した。

	1990年
	平成2年
	12月20日
	日本画家の重鎮芸術大学教授後藤純男画伯上富良野町東4線北24号にアトリエを新築落成｡

	1990年
	平成2年
	12月21日
	草分防災センター新築落成｡(落成記念祝賀会H3.1.20)(公民館草分分館/草分季節保育所を併置｡)

	1990年
	平成2年
	12月25日
	セントラルプラザ(商工業研修施設･中央区学習等共用施設)新築落成｡建設費2億9千万円総面積1,208㎡

	1990年
	平成2年
	12月27日
	セントラルプラザ完成により､商工会事務所が移転併置｡

	1990年
	平成2年
	この年
	第2次上富良野町農業振興計画を策定｡

	1991年
	平成3年
	01月27日
	商工会法施行30周年記念並びにセントラルプザ移転記念式･祝賀会開催｡

	1991年
	平成3年
	01月07日
	中東で湾岸戦争勃発｡(2月28日戦争終結｡)

	1991年
	平成3年
	01月13日
	島津農業改善センター(島津ふれあいセンター)が完成｡落成祝賀会を開催｡

	1991年
	平成3年
	01月25日
	十勝岳噴火泥流発生を想定して､草分防災センターを中心に､防災訓練を実施｡

	1991年
	平成3年
	02月02-03日
	予定されていた第27回雪まつりが､雪不足のため中止となる｡(その後台風並に発達した低気圧のより大雪が降り積雪は平年並となる｡)

	1991年
	平成3年
	02月01日
	上富良野町農協営農同志会創立30周年記念式を挙行｡

	1991年
	平成3年
	02月03日
	第1回住民会対抗町民綱引き大会を開催｡東中住民会優勝

	1991年
	平成3年
	02月11日
	北海道軍恩連盟上富良野支部結成20周年記念誌｢激動の軌跡｣発刊｡

	1991年
	平成3年
	02月25日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣誌第9号発刊｡

	1991年
	平成3年
	02月27日
	北海道軍恩連盟上富良野支部結成20周年記念式を開催｡

	1991年
	平成3年
	03月11-22日
	第1回定例町議会で､一般会計･特別会計を併せ総額122億5千万円の新年度予算を可決｡

	1991年
	平成3年
	03月06日
	渡辺隆治郎(元自衛官)勲七等青色桐葉章を授与される｡

	1991年
	平成3年
	03月--日
	文化団体(レクリェション部)エアロビクス･サークル発足｡代表三好良子

	1991年
	平成3年
	03月--日
	北海道総務部編｢1988～89年十勝岳噴火災害対策の概況｣発行｡

	1991年
	平成3年
	04月01日
	江幌小学校を特認校（特別に校区外からの入学を認める制度）として指定

	1991年
	平成3年
	04月01-04日
	姉妹友好提携都市カムローズ市の高校生一28名が来町しホームスティをしながら､町民と友好交流を深める｡

	1991年
	平成3年
	04月01日
	農作物野菜の計画的生産出荷を推進し､野菜価格安定対策に必要な経費の財源に充てるため､｢野菜価格安定基金｣を創設｡(条例第7号)

	1991年
	平成3年
	04月01日
	深山峠でレストハウス･ウッディライフを経営する伊東剛が写真集｢大地の輝｣を出版｡

	1991年
	平成3年
	03月--日
	財団法人 北海道開発協会により「十勝岳災害関連緊急事業の記録」誌発刊。

	1991年
	平成3年
	04月07日
	北海道知事/道議会議員選挙｡･横路孝弘知事が3期目当選｡･地元平井進道議会議員3期目当選｡(当日有権者 9,691人、投票率 74.15％)

	1991年
	平成3年
	04月29日
	南一男(元消防団副団長)勲六等瑞寶章を授与される｡

	1991年
	平成3年
	04月--日
	平成3年度カナダ姉妹校･友好都市訪問研修旅行報告集発行｡上富良野高等学校編

	1991年
	平成3年
	05月08日
	自衛隊上富良野駐屯地用地対策期成会設置｡(会長炭田高春会員14名)

	1991年
	平成3年
	05月14日
	河村善翁(前上富良野郵便局長)郵政事業功労により､勲五等瑞寶章を授与される｡

	1991年
	平成3年
	05月26日
	ローズ･ド･メイ石鹸及び香水を試作販売､｢香りのまち｣を強くイメージして､観光の目玉商品に期待する｡

	1991年
	平成3年
	05月--日
	カミホロ荘の温泉ボーリング成功｡湯温37度毎分120リットルの湧出｡

	1991年
	平成3年
	06月01日
	日本ボーイスカウト上富良野第1団が再発隊｡団委員長成田政一

	1991年
	平成3年
	06月03日
	長崎県普賢岳で大火砕流が連続発生｡死者41人に｡

	1991年
	平成3年
	06月08日
	町体育協会長飛澤尚武北海道体育協会より｢北海道体育振興功労賞｣を受章｡

	1991年
	平成3年
	06月15日
	平成2年度に着工の､B&G海洋センター､オープン｡

	1991年
	平成3年
	06月27日
	観光開発と郷土の歴史をさぐる､上富良野町観光開発推進協議会報｢観推協だより｣を創刊｡(以後隔月発行)

	1991年
	平成3年
	07月20-21日
	第13回ラベンダーまつりは､13万人の人出でにぎわいをみせた｡

	1991年
	平成3年
	07月01日
	上富良野町公共下水道浄化センター新築落成｡中町､錦町､富町の全域｡栄町､大町､南町､本町宮町の一部で供用開始となる｡

	1991年
	平成3年
	07月01日
	泉栄防災センター新築落成｡(泉町1丁目3)

	1991年
	平成3年
	08月02-04日
	上富良野町社教センター他を会場に､北海道中学校バレーボール大会が開催される｡

	1991年
	平成3年
	08月09日
	吹上温泉地区に､吹上憩いの広場･吹上露天の湯を整備｡

	1991年
	平成3年
	08月11日
	町長･町議会議員選挙執行｡(初の女性議員倉本チヨが議席を得る｡)酒匂町政3期目スタート｡(当日有権者 9,717人、投票率 89.91％)

	1991年
	平成3年
	08月18日
	第4回農業フェスティバル/第1回十勝岳火まつりが同日開催される｡

	1991年
	平成3年
	08月20日
	町内をはじめ道内各地に､巨大熱雷が観測される｡

	1991年
	平成3年
	08月21日
	十勝岳火山防災セミナーが開催される｡

	1991年
	平成3年
	08月31日
	スガノ農機株式会社｢土の館｣が完成｡社長菅野祥孝

	1991年
	平成3年
	09月13-15日
	上富良野町を会場に､天皇賜杯第46回全日本軟式野球大会が開催される｡

	1991年
	平成3年
	10月08日
	農協の新マーク(旧稲穂マーク)JAマークが制定される｡

	1991年
	平成3年
	10月12日
	上富良野中学校PTAが､北海道PTA連合会会長賞を受章｡

	1991年
	平成3年
	10月27日
	上富良野町を会場に､第12回日本戸山流居合道北海道大会を開催｡

	1991年
	平成3年
	10月--日
	米の一等米出荷率が99%の好成績をあげる｡

	1991年
	平成3年
	11月02-11日
	上富良野高校生16名(引率教員斎マミ)カナダ姉妹校･友好都市訪問研修旅行で､エドモントン市ジャスパープレイス高校ほかを訪問｡友好交流を深める｡

	1991年
	平成3年
	11月19日
	フラワーアイランドの中心施設である温室(道内最大といわれる)が完成｡(オープンは､平成4.5.13)

	1991年
	平成3年
	11月22日
	長崎県普賢岳噴火被災地島原市･深江町に､上富良野町の地場産品の｢詰合せ｣1,000個を｢まごころ便｣として贈る｡

	1991年
	平成3年
	11月--日
	富良野沿線農協合併の研究のため､富良野地区農協組織強化研究会を設置する｡

	1991年
	平成3年
	12月20日
	ディ･サービスセンター完成｡(特別養護老人ホーム｢ラベンダー･ハイツ｣に併設｡)

	1991年
	平成3年
	12月25日
	在宅福祉の普及向上､健康及び生きがいづくりの推進地域福祉の推進を図るための経費の財源に充てるため､｢地域福祉基金｣を創設｡(条例第29号)

	1991年
	平成3年
	この年
	全国農協コープマークが｢人と自然との調和｣の意味をこめ､｢Aコープ･マーク｣が新デザインとなる｡

	1991年
	平成3年
	この年
	町東中青しそ耕作組合で､過去最高の751㎏の搾油量を生産する｡(翌年､耕作者29戸栽培面積20.2haで最高となる｡)

	1992年
	平成4年
	01月07日
	消防出初式に併せ､上川南部消防組合設立20周年記念式典を挙行｡

	1992年
	平成4年
	01月20日
	ディ･サービスセンター(特養ラベンダーハイツに併設)がオープン｡サービス開始｡

	1992年
	平成4年
	01月28日
	東中倍本浄水場(公共上水道補水施設)の通水式を挙行｡

	1992年
	平成4年
	02月09日-
	第16回冬季オリンピック･アルベールビル大会開幕｡(史上最多の64ヵ国が参加｡日本選手は､日本史上最多の7個のメダルを取得｡金1個､銀2個､銅4個)

	1992年
	平成4年
	02月13日
	夜間に十勝岳噴火泥流発生を想定した､避難訓練･情報伝達･救助活動の防災訓練を実施｡

	1992年
	平成4年
	03月11日
	上富良野町老人大学創設20周年記念式典を開催｡(以後｢いしずえ大学｣に改称｡)

	1992年
	平成4年
	03月23日
	町議会に｢町立病院改善対策特別委員会｣を設置し､町立病院の経営改善と､対策について､調査を行う｡委員長尾岸孝雄(4.4.6～4.12.1)､〃高尾明(4,12.1～4.12.15)､委員9名

	1992年
	平成4年
	03月27日
	郷土をさぐる会｢郷土をさぐる｣誌第10号発刊記念祝賀会を開催｡

	1992年
	平成4年
	03月31日
	江花渡部洋巳が､町内初の北海道指導農業士に認定される｡

	1992年
	平成4年
	04月01日
	農協マーク｢稲穂マーク｣から｢JAマーク｣に変わり､上富良野町農協の愛称｢JAかみふらの｣の使用が始まる｡

	1992年
	平成4年
	04月22日
	札幌国税局より｢平成3年度道内酒類消費数量が､過去最高の42万3,949キロリットル｣と発表される｡

	1992年
	平成4年
	05月09日
	南極探検｢砕氷艦｣しらせ乗艦の久保慶一(中富良野町出身)より､南極の石｢アンタークテカイト｣2片が寄贈される｡(社会教育総合センターに展示保管)

	1992年
	平成4年
	06月01日
	[有]フラワーランドかみふらの開園｡園芸植物の生産､販売｡花木園･園芸遊園地の遊覧観賞の経営を始める｡社長伊藤孝司

	1992年
	平成4年
	06月02日
	上富良野町学校週5日制推進委員会設置｡(教委規則第2号)

	1992年
	平成4年
	06月15日
	国連平和維持活動(PKO)協力法案をめぐり戦後の憲政史上初の事態に｡自･公･民の賛成多数で可決成立｡(8月10日施行｡)

	1992年
	平成4年
	07月01日
	スガノ農機㈱｢土の館｣オープン｡国内の土の標本や世界の農機具類も展示｡

	1992年
	平成4年
	07月01日
	新千歳空港の新ターミナルビルが開業｡第3期空港整備の主要事業が完了｡

	1992年
	平成4年
	07月01日
	文化団体(芸能部)タモローフオークダンス･サークルが発足｡会長渡部伸哉

	1992年
	平成4年
	07月14日
	津市産業労働部長（宇田川氏）他２名来町(視察研修)。本町における津市との歴史的なつながりと記念碑建立など、三重県人の偉業を讃えている姿に対し、友好の念を抱き深く感銘して帰郷する。これを契機に津市では本町との国内交流事業を進めてはという気運が高まる。

	1992年
	平成4年
	07月26日
	第16回参議院議員通常選挙執行｡(当日有権者 9,877人、投票率 67.10％)

	1992年
	平成4年
	07月26日
	上富良野町名誉町民(前町長)和田松ヱ門逝去｡

	1992年
	平成4年
	07月26日
	名誉町民(前町長)和田松ヱ門正六位に追賜される｡

	1992年
	平成4年
	07月26日
	第25回夏季オリンピック･バルセロナ大会開幕｡(日本金3個銀8個銅11個のメダルを取得｡)

	1992年
	平成4年
	07月28日
	故大和山彰(元自衛官)正七位勲六等単光旭日章を授与される｡

	1992年
	平成4年
	07月30日
	名誉町民和田松ヱ門(前町長)の葬儀を町葬により執行｡(会場社会教育総合センター)

	1992年
	平成4年
	07月30日
	故山田滋(元自衛官)正七位勲七等単光旭日章を授与される｡

	1992年
	平成4年
	07月30日
	町に初の滞在型ホテル｢富良野ポップス･トーアスホテル｣がオープン｡町の観光拠点となる｡社長中島よし子

	1992年
	平成4年
	08月29日
	町に初の英語指導助手｢トーマス･クリスチャン･スネドン(カナダ)｣が着任し､生の英語指導を行う｡(1964年7月末まで滞在)

	1992年
	平成4年
	09月04日
	十勝岳泥流災害危険区域内居住の親子による､｢親と子の火山砂防見学会｣が行われ､防災施設等を見学した｡

	1992年
	平成4年
	09月29日
	上富良野町ゴミ減量化推進協議会が発足｡会長藤沢直幸

	1992年
	平成4年
	10月01日
	JR富良野線がワンマン化運行となる｡

	1992年
	平成4年
	10月01日
	町立病院が夜間診療を始める｡(毎週木曜日18;00～20;00)

	1992年
	平成4年
	10月09-11日
	上富良野町植田企画課長、高橋商工観光課長津市訪問(津まつり招待)。友好のきっかけづくりとして本町からラベンダーの苗を送り、津市役所前庭で市長、市議会議長等により記念植樹。

	1992年
	平成4年
	10月27日
	上富良野町立病院給食部門が､患者の身になって給食を実施し､｢優良給食施設｣として厚生大臣表彰を受ける｡

	1992年
	平成4年
	10月31日
	英語指導助手トーマスの指導で､ハロウィーンパーティが開かれ､初めてカボチャの仮面が登場した｡

	1992年
	平成4年
	10月31日
	日の出公園のエントラスゾーンが完成｡

	1992年
	平成4年
	11月28-29日
	町名誉町民故酒匂佑一町長の葬儀を､町葬により執行｡(会場社会教育総合センター)

	1992年
	平成4年
	11月17日
	行方仁也(元自衛官)防衛功労により勲七等瑞寶章を授与される｡

	1992年
	平成4年
	11月18日
	上富良野町赤十字奉仕団創立10周年記念式典を挙行

	1992年
	平成4年
	11月24日
	酒匂佑一町長が急逝｡

	1992年
	平成4年
	11月25日
	故酒匂佑一町長上富良野町名誉町民に推挙される｡｢従六位勲五等瑞宝章｣を追賜される｡

	1992年
	平成4年
	12月05日
	上富良野産米(きらら397)で醸造した地酒｢北の浪漫紫人｣｢紫のときめき｣がデビュー｡

	1992年
	平成4年
	12月17日
	独居老人家庭に緊急通報システム｢やすらぎコール119｣が設置され､運用を開始｡福祉の向上に役立つ｡

	1992年
	平成4年
	12月27日
	上富良野町長･町議会議員補欠選挙執行｡(当日有権者 9,757人、投票率 88.46％)

	1992年
	平成4年
	12月27日
	第8代町長に菅野學就任｡

	1993年
	平成5年
	01月15日
	本道全域と東北関東地方にかけての広範囲で､強い地震発生｡震源地は釧路沖南約20㎞震源の深さは107㎞マグニチュード(M)7.8で､釧路で震度6の烈震､帯広､浦河､広尾が震度5の強震を記録｡釧路市を中心に死者2名､負傷者は425人に上る｡

	1993年
	平成5年
	01月24日
	東中小学校開校90周年記念並びに講堂(体育館)改築落成記念式典を挙行｡

	1993年
	平成5年
	01月--日
	北国の農業を守り農畜産物の市場開放阻止の『緊急上富良野町民総決起大会』に300人が集結｡

	1993年
	平成5年
	02月24日
	上富良野町婦人学級開設20周年記念式開催｡

	1993年
	平成5年
	02月24日
	上富良野町婦人学級開設20周年記念誌｢こてまり｣発刊｡

	1993年
	平成5年
	02月25日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第11号発刊｡

	1993年
	平成5年
	03月26日-04月03日
	第2回上富良野町青少年海外派遣事業で､町内小･中･高校生23名､引率者4名(団長安藤嘉浩)計27名が､カナダ･アルバータ州カムローズ市を訪問｡ホームスティ等を通じ友好親善を深める｡(9日間の日程で4月3日帰町｡)

	1993年
	平成5年
	03月13日
	上富良野町農連青年部結成10周年記念式を挙行｡

	1993年
	平成5年
	03月13日
	上富良野町農連青年部結成20周年記念誌｢20年の歩み｣発刊｡

	1993年
	平成5年
	03月14日
	国連平和維持活動(PKO)に参加の第2次カンボジア派遣施設大隊(600人)編成完結式が､南恵庭駐屯地で挙行｡(上富良野駐屯地より､11名の隊員が派遣｡)

	1993年
	平成5年
	03月23日
	10代助役南田猛就任｡(～7.5.1)

	1993年
	平成5年
	03月26日
	上富良野町史編さん委員会設置｡(委員18名)委員長海江田博信

	1993年
	平成5年
	03月--日
	町で大正15年十勝岳大噴火規模のデーターを基に､災害に備え判り易く工夫した｢緊急避難図｣を作成配布｡

	1993年
	平成5年
	03月--日
	｢町婦人学級｣が20年の歴史にピリオド｡本年内容を新たに｢女性学級｣｢女性セミナー｣で再発足する｡

	1993年
	平成5年
	04月01日
	5代収入役福塚賢一就任｡

	1993年
	平成5年
	04月01日
	上富良野町国際交流審査委員会設置｡(教委規則第3号)

	1993年
	平成5年
	04月01日
	役場及び公共施設等の週末土曜日が､休務となる｡

	1993年
	平成5年
	04月04日
	上富良野町社教センターほかを会場に､北海道銃剣道選手権大会が開催される｡

	1993年
	平成5年
	04月--日
	町深山峠在住の写真家伊東剛､上富良野/美瑛両町の四季や農作業風景を収めた写真集｢大地讃讃｣を出版｡

	1993年
	平成5年
	05月01日
	文化団体(芸能部)日本舞踊藤間流真優会が発足｡

	1993年
	平成5年
	05月11日
	北海道横路知事ふるさと訪問で､本町スガノ農機㈱｢土の館｣を訪れる｡

	1993年
	平成5年
	05月12日
	同市町村サミットが南富良野町で開催された｡

	1993年
	平成5年
	05月14日
	自衛隊募集事務所が新事務所(栄町2丁目1)に移転し､移転式を行う｡(開設3月11日)

	1993年
	平成5年
	05月20日
	第2回上富良野町青少年海外派遣事業報告書｢カナダ感動体験｣発刊｡

	1993年
	平成5年
	06月09日
	皇太子徳仁親王殿下と小和田雅子さんの｢結婚の儀｣が､皇居･賢所で国事行為として挙行された｡

	1993年
	平成5年
	06月15日
	上富良野町三重県人会発会式を行う｡初代会長立松慎一(会員約50名)

	1993年
	平成5年
	06月25日
	町議会に｢一般廃棄物処理対策特別委員会｣を議長を除く19名の委員をもって設置し､一般廃棄物の処理計画等の諸問題について調査研究を行う｡委員長海江田博信

	1993年
	平成5年
	06月30日
	北海道電力㈱ほくでん上富良野営業所が､富良野に統合移転する｡

	1993年
	平成5年
	06月--日
	スガノ農機㈱土の館に､第3展示場｢農機具伝承館｣が完成｡世界のトラクター17台ほかを展示｡

	1993年
	平成5年
	06月--日
	十勝岳火山防災会議編｢十勝岳防災対策のあらまし｣発刊｡

	1993年
	平成5年
	07月09日
	上富良野町国内交流事業準備委員会発足。事務局；企画課

	1993年
	平成5年
	07月11日
	上富良野町農業委員会委員選挙執行｡(当日有権者 1,805人、投票率 96.79％)

	1993年
	平成5年
	07月11日
	東中コミュニティ広場完成｡

	1993年
	平成5年
	07月12日
	午後10時17分ころ､本道南西部から東北北部にかけ強い地震発生｡震源は奥尻島北方沖で深さ約15㎞､マグニチュード7.8と推定され､戦後本道を襲った災害史上最大の惨事で､崖崩れと津波に見舞われ､奥尻島青苗地区では住宅火災が続き､死者202名､行方不明29名､家屋全半壊994棟､被害総額1,243億円｡｢北海道南西沖地震｣と命名｡

	1993年
	平成5年
	07月17-19日
	津市助役、議長等一行９名来町

	1993年
	平成5年
	07月18日
	第40回衆議院議員総選挙｡(当日有権者 9,985人、投票率 73.95％)

	1993年
	平成5年
	07月20日
	農業委員会会長　小松　博就任（～　　　　）

	1993年
	平成5年
	08月06日
	非自民､非共産の8党派による連立政権が誕生､細川護煕日本新党代表が首相に就任｡(日本社会党土井たか子衆議院議長誕生｡)

	1993年
	平成5年
	08月30日
	富原コミュニティセンター新築落成｡

	1993年
	平成5年
	08月31日
	上富良野町卓球協会創立30周年記念式を開催｡

	1993年
	平成5年
	08月31日
	｢卓球協会30年の歩み｣発刊｡

	1993年
	平成5年
	08月--日
	福岡県で開催の｢第22回全国消防救助技術大会｣に北海道代表で､上川南部消防組合中島貫之､谷佳修が入賞｡

	1993年
	平成5年
	09月06日
	埋蔵文化財｢日の出5遺跡｣発掘調査を行う｡

	1993年
	平成5年
	09月08日
	本年の異常気象に対処するため､異常気象対策会議が開かれる｡

	1993年
	平成5年
	09月20日
	札幌市盆栽研究会のメンバー33名のパーティが富良野岳へ日帰り登山中､女性1名(66歳)が行方不明となり､22日上ホロカメットク山下付近で遺体で発見された｡

	1993年
	平成5年
	09月25日
	上富良野地区労結成30周年記念式典挙行｡

	1993年
	平成5年
	09月25日
	地区労30周年記念誌｢地区労30年の歩み｣発刊

	1993年
	平成5年
	09月26日
	道商工会連合会上川支部婦人部沿線ブロック運営研究会開催｡(会場セントラルプラザ)

	1993年
	平成5年
	09月--日
	｢500キロ1時間｣十勝岳観光協会が有効活用を期し､ラベンダーオイルを蒸留し販売する｡

	1993年
	平成5年
	09月--日
	｢霜害予防対策本部｣を設置し､低温続きで｢極めて不良｣の冷害稲作に備える｡

	1993年
	平成5年
	10月06日
	津市議会社会党議員一行６名来町

	1993年
	平成5年
	10月10-12日
	酒匂上富良野町長一行９津市訪問(津まつり招待)。津まつり見学、ラベンダー植樹式(苗1,000本贈呈)、農産物配布キャンペーン

	1993年
	平成5年
	10月31日
	町立草分保育所閉所(翌年度より町立西保育所で保育となる)

	1993年
	平成5年
	10月--日
	冷害の被害額を概算で25億9,400万円と見積り､町は｢冷害対策本部｣を設置して､農家の救済にあたる｡

	1993年
	平成5年
	10月--日
	千望峠｢花と憩いの広場｣完成｡

	1993年
	平成5年
	10月--日
	十勝岳温泉広場に水洗式公衆トイレ完成｡

	1993年
	平成5年
	10月--日
	町開拓の祖田中常次郎の出身地､三重県津市で町長らが植樹､相互交流と上富良野をPRする｡

	1993年
	平成5年
	11月10-15日
	上富良野町が北海道物産展「高虎楽座」後援(津市松菱デパート)

	1993年
	平成5年
	11月13日
	上富良野町で初めて､｢第2師団音楽まつり｣が華やかに開催される｡(会場社会教育総合センター)

	1993年
	平成5年
	11月14日
	上富良野町手話サークル設立10周年記念祝賀会開催｡

	1993年
	平成5年
	11月15日
	第6回全国スポレク千葉市'93マスターズ陸上競技大会円盤投げで梨澤節三(旭町3丁目5)が優勝する｡

	1993年
	平成5年
	11月26日
	旧富原｢母と子の家｣を改修して､｢農産物加工実習施設｣が完成｡

	1993年
	平成5年
	11月--日
	富良野平原地区道営農免道路の､日の出地区吹上線から､草分地区三沢線間の6㎞開通｡舗装を除き全面完成｡

	1993年
	平成5年
	11月--日
	駐屯地ラグビー部が結成6年目で､全道大会で優勝し､念願の｢第37回全国自衛隊ラグビー大会｣に出場｡

	1993年
	平成5年
	11月--日
	平成6年1月から4カ月間､上富良野町写真家伊東剛､米国ボストン大学客員教授に招致される｡

	1993年
	平成5年
	12月17日
	自衛隊上富良野駐屯地隊舎､食堂､旭町宿舎5棟の竣工落成記念式･祝賀会を挙行｡

	1993年
	平成5年
	12月19日
	上富良野町文化連盟創立30周年記念式典･祝賀会開催

	1993年
	平成5年
	12月19日
	文化連盟創立30周年記念誌｢30年の歩み｣発刊｡

	1993年
	平成5年
	12月--日
	マラソンや鉄棒､一輪車と縄跳び､スキー等の運動で､清富小学校が｢道体力づくり優良校｣の表彰を受ける｡

	1993年
	平成5年
	12月--日
	上富良野地区労が解散｡新たに町内4組合で｢連合北海道富良野地区連合会上富良野支部連合会｣を結成発足｡

	1993年
	平成5年
	この年
	富良野沿線JA合併にむけて基礎調査を行ってきた｢富良野地区農協組織強化研究会｣にかえ｢富良野地区農協合併検討委員会｣を設置する｡

	1994年
	平成6年
	01月17-18日
	津市議会会派清津会議員５名来町

	1994年
	平成6年
	01月29日
	清富小学校校舎改築落成並びに開校60周年記念式典を挙行｡

	1994年
	平成6年
	02月05-06日
	第30回かみふらの雪まつり開催｡(日の出公園)三基の大雪像前で､雪中5種競技に14チームが出場｡

	1994年
	平成6年
	02月10日
	町政と町民を結ぶ町議会広報紙｢議会だより｣を創刊｡(年4回発行全戸に配布)議会広報委員会委員長佐藤政幸､委員5名

	1994年
	平成6年
	02月10日
	｢議会だより｣創刊｡(年4回発行､全戸配布)

	1994年
	平成6年
	02月
	上富良野町社会教育第4次中期計画策定｡

	1994年
	平成6年
	03月02日
	十勝岳泥流発生を想定した夜間防災避難訓練(折畳式ボートでの救助､救出訓練等)を実施｡

	1994年
	平成6年
	03月05日
	故北園信善(自衛官)勲六等単光旭日章を授与される｡

	1994年
	平成6年
	03月10日
	｢郷土をさぐる｣誌第12号発刊｡

	1994年
	平成6年
	03月28日
	第3地対艦ミサイル連隊創隊完結式を挙行｡連隊長佐々木克徳一佐所属隊員約440名

	1994年
	平成6年
	03月31日
	｢日の出5遺跡｣埋蔵文化財報告Ⅱ刊行｡横山英介著上富良野町教育委員会発行

	1994年
	平成6年
	04月01日
	国民宿舎カミホロ荘第三セクター運営により､十勝岳観光開発公社に売却｡

	1994年
	平成6年
	04月01日
	西谷勝夫(元町議会議長)勲五等瑞寶章を授与される｡

	1994年
	平成6年
	04月01日
	富良野警察署上富良野警察官派出所が｢上富良野交番｣に改編｡

	1994年
	平成6年
	04月01日
	上富良野町・カムローズ市友好委員会を上富良野町国際交流友好委員会と改組。※その他の国際交流事業も対象に加入し、事業範囲拡大

	1994年
	平成6年
	04月24日
	上富良野ライオンズクラブ創立30周年記念式典を挙行｡(自衛隊上富良野駐屯地講堂)

	1994年
	平成6年
	04月24日
	上富良野ライオンズクラブ創立30周年記念誌発刊｡

	1994年
	平成6年
	05月06日
	上富良野町育苗センターで､苗の引渡しが開始される｡

	1994年
	平成6年
	06月15-17日
	東北･北海道地域土壌保全対策事業現地検討会が17日｢土の館｣で開催｡(15～16日旭川市17日美瑛町､富良野市)

	1994年
	平成6年
	06月18日
	深山峠地区に｢トリック･アートラ･ギルランダ美術舘｣完成オープン｡(総事業費7億460万円建物面積872㎡､展示作品50～60点国内最大規模といわれている｡)

	1994年
	平成6年
	06月29日
	細川内閣総辞職(4月25日)を受けた羽田内閣も社会党､新党さきがけの連立離脱で退陣(6月25日)し､自民､社会､さきがけの連立で､村山富市(社会党委員長)が新首相となる｡

	1994年
	平成6年
	07月21日
	少年の船･B&Gスポーツ大会派遣団員壮行会開催｡(北海道少年の船ー7.25～29中学生2名参加｡B&G少年の船ー7.28～8.5中学生3名参加｡)

	1994年
	平成6年
	07月28日
	カナダから英語指導助手スーザン･マリー･フォルクナー(カナダ国アルバータ州カルガリー市出身)が着任｡

	1994年
	平成6年
	08月27-28日
	第45回全道青年大会が上富良野町を主会場に､1市2町で開催｡(女子100mで三浦恵理ー宮町2丁目5ーが優勝｡第42回全国青年大会に出場｡)

	1994年
	平成6年
	08月01日
	2年間英語指導助手として活躍した､トーマス･クリスチャン･スネドンカナダに帰国｡

	1994年
	平成6年
	08月01日
	土の館(スガノ農機㈱)で､館内常設展示案内を兼ね､各農家経営の歴史を記入できる｢わが家の歴史をつづる農場史｣を発行｡

	1994年
	平成6年
	08月25日
	津市子ども会洋上教室の児童ら230名が上富良野町を訪問｡上富良野小学校体育館で､ゲームや歌で交流会を開催｡

	1994年
	平成6年
	08月28日
	第8回日本海オロロンライン･トライアスロン国際大会で会田範子(町社会教育課勤務)が初優勝｡

	1994年
	平成6年
	09月09日
	北海道議会総合開発調査特別委員会一行が視察に来町｡

	1994年
	平成6年
	09月09日
	津市立安東(あんとう)小学校長来町

	1994年
	平成6年
	09月26日
	アフリカ･ルワンダ難民救援隊員の派遣壮行会が上富良野駐屯地で実施｡(第2戦車大隊野田一尉ら7名派遣｡～12月24日帰国｡)

	1994年
	平成6年
	09月29日
	上富良野町開基100年記念事業計画推進100人委員会を設置｡

	1994年
	平成6年
	10月08-09日
	北海道6人制バレーボール選手権大会が52チーム参加して開催｡(会場社会教育総合センター､町内学校体育館)

	1994年
	平成6年
	10月01日
	第20回上川南部消防駅伝大会に103チーム役員･選手1,000人余りが参加して開催｡

	1994年
	平成6年
	10月04日
	午後10時23分､道東を中心に本道から関東にかけての広い範囲で強い地震が発生｡震源は根室東180㎞沖､深さ約20㎞｡昨年の北海道南西沖地震を上回るM8.1で､｢北海道東方沖地震｣と命名｡

	1994年
	平成6年
	10月09日
	北部北海道詩吟吟舞大会が､道内市町村から190名が参加して町公民館で開催｡

	1994年
	平成6年
	10月09-11日
	上富良野町国内交流事業準備委員一行６名津市訪問

	1994年
	平成6年
	10月11日
	｢町百年史｣編纂執筆者ら10名が､町内史跡などを視察

	1994年
	平成6年
	10月11日
	町交通安全協会婦人部創立10周年記念式を挙行｡

	1994年
	平成6年
	10月23日
	第2戦車大隊｢創隊40周年記念誌｣発刊｡

	1994年
	平成6年
	10月23日
	自衛隊第2戦車大隊創隊40周年記念式典を挙行｡

	1994年
	平成6年
	11月29-30日
	名誉町民村上國二(元町長)の葬儀が町葬･農協組合合同葬をもって執行｡(会場社教センター)

	1994年
	平成6年
	11月07日
	｢ラベンダー発祥の地記念碑｣が建立され､除幕式を挙行(日の出公園､東中四東部落会館前の2カ所に建立｡)

	1994年
	平成6年
	11月10日
	東中老人睦会創立30周年記念誌｢和合｣発刊｡

	1994年
	平成6年
	11月10日
	東中老人会｢睦会｣創立30周年記念式典を開催｡

	1994年
	平成6年
	11月14日
	第7回全国スポレク北九州市'94マスターズ陸上競技大会男子400メートルで早坂吉春(大町2丁目4)が優勝する｡

	1994年
	平成6年
	11月20日
	深山峠在住､写真家伊東剛写真集｢幻想光響詩｣発刊｡

	1994年
	平成6年
	11月24日
	勲五等双光旭日章上富良野町名誉町民村上國二(元町長)ご逝去｡(のちに正六位を追賜される｡)

	1994年
	平成6年
	11月24日
	上富良野町名誉町民村上國二正六位を追賜される｡

	1994年
	平成6年
	11月26日
	十勝岳連峰上ホロカメットク山で､赤平市の登山者3名が雪崩に巻き込まれ遭難｡2名が死亡｡

	1994年
	平成6年
	12月03日
	十勝岳連峰大砲岩付近で､北大ワンダーフォーゲル部員の4名が雪崩に遭い滑落､1名が死亡｡

	1994年
	平成6年
	12月22日
	上富良野町農業委員会が､地域の実態を踏まえ課題に即応するため､6カ条の｢農業委員会憲章｣を制定する｡

	1994年
	平成6年
	12月26日
	十勝岳温泉凌雲閣が新装オープンする｡(社長会田義寛)

	1994年
	平成6年
	12月28日
	三陸はるか沖地震発生｡青森県三沢市などで被害を受ける｡

	1994年
	平成6年
	この年
	日本列島は｢今世紀に入って最も暑い夏｣(気象庁)となった｡(8月4日京都､甲府､名古屋で39.8度静岡･天竜市､和歌山･かつらぎ町で40.6度)道内では､同7日に､網走37.6度､札幌36.2度と各地で最高気温を更新した｡また猛暑に伴う異常少雨のため､渇水被害が相次ぎ､給水制限が実施された自治体は､42都道府県に上った｡

	1994年
	平成6年
	この年
	本町の水稲は､好天高温に恵まれ豊作となる｡水稲作況指数104収穫量6,664t

	1995年
	平成7年
	01月08日
	上富良野町武道館が新築落成し､開館式を挙行｡(鉄骨造平家建712.3㎡総事業費2億2千5百万円)

	1995年
	平成7年
	01月15日
	噴煙短歌会創立50周年記念号歌集｢噴煙｣発刊｡

	1995年
	平成7年
	01月17日
	午前5時46分淡路島を震源とする大地震発生し､阪神間を震度7の激震が直撃｡死者6,300余名､新幹線/高速道をはじめ建物等に大被害を受ける｡

	1995年
	平成7年
	01月18-19日
	三重県津市市議会議長ほか一行が来町し､町内視察を行う｡

	1995年
	平成7年
	02月22日-03月01日
	町は､阪神大震災で被害を受けた神戸市に､職員4班8名を派遣｡全国からの自治体職員と共に､避難所で罹災証明書の発行･連絡業務などにボランテア従事する｡

	1995年
	平成7年
	02月05日
	太平洋戦争中､学徒勤労動員で農作業に従事した記録書｢昭和の軌跡-北の大地への勤労動員/上富良野村の場合｣出版元東中中学校長下田達雄

	1995年
	平成7年
	02月--日
	東中地区ベベルイ川で､親水性(淡水魚､水性昆虫等の住む環境)護岸改造工事が進む｡

	1995年
	平成7年
	02月--日
	ブラジル･サンポーロ州に移住した小形義雄さんの四男治さんが､35年ぶりに里帰りし､立松慎一さん一家と感激の対面を行った｡

	1995年
	平成7年
	03月13日-04月22日
	自衛隊第304武器野整備隊(岡田三佐ほか7名)が､阪神大震災の復旧活動に派遣｡車両の整備や機材の部品の補給､払出の業務に従事する｡

	1995年
	平成7年
	03月01日
	住民票の｢世帯主との続柄｣の表示方法が変わる｡(○男/○女の表記を｢子｣に改める｡)

	1995年
	平成7年
	03月12日
	自衛隊第2対戦車隊の廃止に伴い､在隊33年の足跡を顕彰し､駐屯地公園内に｢練武の碑｣を建立｡

	1995年
	平成7年
	03月21日
	太平洋戦争中､学徒勤労動員の記録書｢昭和の軌跡｣出版記念祝賀会開催｡(農協ホールにて)

	1995年
	平成7年
	03月22日
	自衛隊第2対戦車隊廃編となる｡

	1995年
	平成7年
	03月28日
	自衛隊第301多連装ロケット中隊が廃編｡

	1995年
	平成7年
	03月28日
	自衛隊第2戦車大隊並びに第316戦車中隊が廃編､第2戦車連隊(連隊長坂元順一1佐)が新編される｡

	1995年
	平成7年
	03月30日
	太平洋戦争中旧満州国での生活体験記が､遺族の手でまとめられた｢満州逃げ歩記｣が､(大町3-4)向井サトさんにより自費出版｡

	1995年
	平成7年
	04月01日
	町役場関係公文書等が､紙面B版からA版に移行｡

	1995年
	平成7年
	04月09日
	北海道知事/道議会議員選挙執行｡(堀達也知事第1期目スタート) (当日有権者 9,905人、投票率 74.82％)

	1995年
	平成7年
	04月下旬
	上富良野町議会総務・教育民生常任委員会一行津市訪問

	1995年
	平成7年
	04月30日
	京都市から移住の写真家津幡昭さん､深山峠に｢あきらフォト･ギャラリー｣を開設｡

	1995年
	平成7年
	05月01日
	丘町1丁目に造成していた上富良野町｢運動公園多目的広場｣がオープンする｡

	1995年
	平成7年
	05月18日
	かみふらの十勝岳観光協会法人化10周年記念式典を挙行｡

	1995年
	平成7年
	05月20日
	上富良野スキー連盟創立30周年記念式典を挙行｡

	1995年
	平成7年
	05月20日
	上富良野スキー連盟創立30周年記念誌｢シーハイル｣発刊｡

	1995年
	平成7年
	06月02日
	上富良野町青少年健全育成をすすめる会を設立｡(会長増田修一)

	1995年
	平成7年
	06月19-20日
	津市議会会派新政会議員一行６名来町

	1995年
	平成7年
	06月20日
	三重県立図書館員来町(三重県人入植者上富良野現地調査)

	1995年
	平成7年
	06月23日
	･上富良野町開基100年記念事業計画推進委員会設置条例制定｡(会長堀内慎一郎)･上富良野町開基100年記念事業基金条例制定｡

	1995年
	平成7年
	06月30日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第13号発刊｡

	1995年
	平成7年
	07月03日
	地方分権推進法施行（5月19日法成立）

	1995年
	平成7年
	07月19日
	第2次大戦中｢学徒勤労援農生｣として､町内に派遣され農作業に従事した､岐阜県八幡町の郡上農林学校(現県立郡上高校)当時の学生18名が52年ぶりに訪れ､役場に表敬訪問したあと､当時作業した地を訪れたり､桜の苗木(荘川桜)を記念に植樹した｡

	1995年
	平成7年
	07月23日
	第17回参議院議員通常選挙執行｡(当日有権者 10,362人、投票率(選挙区) 56.91％)

	1995年
	平成7年
	07月25-28日
	町内児童ら(引率4名､5～6年生10名)の交流団を三重県津市へ派遣し､津市子ども会と交流を行う｡

	1995年
	平成7年
	07月25日-08月02日
	北海道/アルバータ州姉妹提携15周年記念友好の翼及び上富良野町/カムローズ市友好都市提携10周年記念式典に､菅野學町長･小野三郎議長･竹谷愛子友好委員会副会長らが出席する｡(7月27日盟約書の調印を行う｡)

	1995年
	平成7年
	08月10日
	11代助役大渕康弘就任｡(～9.9.30)

	1995年
	平成7年
	08月13日
	上富良野町議会議員選挙執行｡(新人8名が当選) (当日有権者 9,938人、投票率 85.85％)

	1995年
	平成7年
	08月24日
	三重県津市子ども会洋上教室一行219名が来町し､町内を視察し､町内子どもたちと交流を行う｡

	1995年
	平成7年
	08月25-26日
	津市議会会派清津会議員一行５名来町

	1995年
	平成7年
	08月27日
	自衛隊駐屯地開庁40周年記念誌(小冊子)発行｡

	1995年
	平成7年
	08月27日
	自衛隊駐屯地開庁40周年記念式典を挙行｡

	1995年
	平成7年
	08月28日
	11代議長平田喜臣就任｡

	1995年
	平成7年
	09月01日
	自衛隊第344会計隊創隊40周年記念誌発刊｡

	1995年
	平成7年
	09月02日
	自衛隊第344会計隊(上富良野駐屯地内)創隊40周年記念式･祝賀会を挙行｡

	1995年
	平成7年
	09月12日
	自衛隊駐屯地開庁40周年を記念し､駐屯地佐藤喜久二司令から､町に｢家庭医学大百科辞典｣12冊が寄贈される

	1995年
	平成7年
	09月22日
	町長の資産公開条例制定｡(施行平成8年1月1日)

	1995年
	平成7年
	09月22日
	農業情報センターの設置条例制定｡

	1995年
	平成7年
	10月01日
	第16回国勢調査実施｡･北海道の人口…5,692,217人､･上富良野町…人口12,881人､世帯数4,106戸

	1995年
	平成7年
	10月01日
	上富良野フライデー･テニスクラブ創立20周年記念誌｢輪｣発刊｡

	1995年
	平成7年
	10月01日
	三重県津市からライオンズクラブ(小菅健司会長)一行15名が来町､本町ライオンズクラブと交流｡菅野町長を表敬訪問のあと､町内景勝地や郷土館などを視察した｡(今後両市町ライオンズクラブと姉妹クラブ提携の予定)

	1995年
	平成7年
	10月01日
	資源ごみの分別収集が始まる｡

	1995年
	平成7年
	10月07日
	上富良野町商工会婦人部創立25周年記念式典を開催｡

	1995年
	平成7年
	10月08-11日
	上富良野町大渕助役、樋口企画課長補佐、長井社会教育課長３名津市訪問。友好提携等に係る事務協議打合せ

	1995年
	平成7年
	11月07-10日
	上富良野町赤十字奉仕団(団長佐々木幸子ほか34名)が､皇居清掃勤労奉仕を行う｡

	1995年
	平成7年
	11月上旬
	上富良野町議会産業建設常任委員会一行津市訪問

	1995年
	平成7年
	11月10日
	上富良野町樋口企画課長補佐津市訪問(交流事業打合せ)

	1995年
	平成7年
	11月11-12日
	東京国立競技場で開催の､第44回全国青年大会(陸上競技の部)に､本町より11名の選手役員が出場する｡(陸上競技女子の部100mで三浦恵理さんが優勝)

	1995年
	平成7年
	11月21日
	多田良雄(元町議会議員)勲六等単光旭日章を受章

	1995年
	平成7年
	11月27日
	町青少年健全育成をすすめる会の提唱で､町内小･中･高校児童生徒代表ら46名による｢交通安全サミット｣が社会教育総合センターで開かれた｡

	1995年
	平成7年
	11月--日
	町広報誌に連載の､小中学校長が寄稿のコラムを一冊にまとめた｢親子のきずな｣発行｡(上富良野町教育委員会編)

	1995年
	平成7年
	12月01日
	上富良野町果菜特産物｢カミホロメロン｣の3億円達成生産者大会が開催される｡(農協大ホール)

	1995年
	平成7年
	12月01日
	道内初の｢戸籍情報システム｣が町民課に完成し､稼働式を行う｡

	1995年
	平成7年
	12月01日
	上富良野町開基100年記念シンボルマーク及びスローガン表彰式開催｡*スローガン｢いしずえ百年夢元年とび出せ未来へ｣

	1995年
	平成7年
	この年
	町内交通事故が多発し､人身事故件数38件･死亡者6名負傷者49名に達する｡

	1995年
	平成7年
	この年
	3月ごろより､オウム教に関連する事件が多発し､政情不安な社会情勢が続く｡

	1995年
	平成7年
	この年
	プロ野球選手野茂英雄が､アメリカ大リーグでの活躍が話題となる｡(236奪三振､ナ･リーグの新人賞に輝く)

	1995年
	平成7年
	この年
	国内の金融機関の破綻相次ぐ｡

	1995年
	平成7年
	この年
	北海道の官官接待から不正経理が発覚､各支庁まで波紋広がる｡

	1995年
	平成7年
	この年
	携帯電話･パソコンの普及が飛躍的に伸びる｡

	1996年
	平成8年
	01月20日
	津市議会２会派議員一行４名来町

	1996年
	平成8年
	01月23日
	町立西保育所園舎新築落成し､開所式を行う｡(鉄筋コンクリート造485㎡総工事費231,000千円)

	1996年
	平成8年
	01月25日
	北海道知事提唱の市町村｢ふれあいトーク｣が､草分防災センターで開催される｡

	1996年
	平成8年
	01月--日
	町民の意見や要望を聞く｢町政懇談会｣が､町内11会場で開催された｡(参加者209名)

	1996年
	平成8年
	01月--日
	里仁でハスカップ栽培農園の高橋瑛子さんが､｢ハスカップふらの高原ジャム｣を製造販売｡

	1996年
	平成8年
	01月--日
	上富良野町国際交流友好委員会で｢ホームスティの英会話｣小冊子を発刊｡

	1996年
	平成8年
	02月28-29日
	十勝岳噴火による泥流発生を想定した総合防災訓練が､NTT回線を利用した｢テレビ会議システム｣で､初の上富良野町と美瑛町の合同で行われる｡

	1996年
	平成8年
	02月01日
	町の都市計画用途地域見直しが決定､施行される｡

	1996年
	平成8年
	02月10日
	豊浜トンネルで岩盤崩落事故発生､路線バスと乗用車が下敷きになり､20名が生き埋めになる｡

	1996年
	平成8年
	02月20日
	上富良野町農業協同組合甜菜部会設立15周年記念誌｢輝け甜菜部会｣発刊｡

	1996年
	平成8年
	02月20日
	噴煙短歌会同人門崎博雄さんが､処女歌集｢雪の十勝嶺｣を出版｡

	1996年
	平成8年
	02月20日
	津市議会会派議員一行２名来町

	1996年
	平成8年
	02月23日
	上富良野町農業協同組合甜菜部会設立15周年記念式典を挙行｡

	1996年
	平成8年
	02月24日
	軍恩連盟上富良野支部で結成25周年記念式を挙行｡

	1996年
	平成8年
	02月25日
	福祉法人わかば愛育園で創立25周年記念式典･祝賀会を挙行｡

	1996年
	平成8年
	02月25日
	福祉法人わかば愛育園で､創立25周年記念誌発刊｡

	1996年
	平成8年
	02月26日
	町青少年健全育成をすすめる会で､町内小､中､高校児童生徒会の役員約40名による｢なかよしサミット｣を開催し｢なかよし宣言｣を採択する｡

	1996年
	平成8年
	03月03日
	上富良野菊花盆栽愛好会で発足40周年記念式典を挙行｡

	1996年
	平成8年
	03月03日
	上富良野町菊花盆栽愛好会で､発足40周年記念誌発刊｡

	1996年
	平成8年
	03月05日
	駒ヶ岳が54年ぶりに噴火｡

	1996年
	平成8年
	03月21日
	上富良野酪農ヘルパー利用組合が発足｡(組合長高松克年組合員18名)

	1996年
	平成8年
	03月25日
	鹿児島県百武裕司さんが新発見の｢百武彗星｣が､地球に最接近し､道内各地で肉眼でも観測された｡

	1996年
	平成8年
	03月26日-04月01日
	B&G少年の船国内体験渡航に､本町から小学生3名(小学6年生)が参加する｡

	1996年
	平成8年
	03月29-30日
	津市市民交流課３名来町(県人会役員との懇談、交流推進打合せ)

	1996年
	平成8年
	04月27日-05月03日
	菅野町長(北海道･アルバータ州姉妹都市連絡会議会長)カナダ･アルバータ州姉妹都市会議に出席のため､アルバータ州バーヘッド町を訪問｡

	1996年
	平成8年
	04月01日
	町内農家に584台の多機能電話(ファックス)を設置し､農協センターから農産物市場や､金融､営農情報を､各農家に提供する農業情報センターが完成､本格運用を開始する｡

	1996年
	平成8年
	04月12日
	上富良野ライオンズクラブが三重県津市において､津ライオンズクラブと姉妹提携の調印を結ぶ｡

	1996年
	平成8年
	04月16日
	大手スーパー｢ダイイチ｣上富良野店(本社帯広市川上直平社長)が元伊藤木工場跡地に開店｡(売場面積1,800㎡)

	1996年
	平成8年
	04月18日
	十勝岳温泉郷レクリェーションの森を含む豊かな森林環境を守り､快適な利用を進めようと､町､かみふらの十勝岳観光協会､観光温泉旅館協会が､｢十勝岳温泉郷の豊かな森と自然を護る協議会｣を結成｡(会長菅野町長)

	1996年
	平成8年
	04月23日
	臨時町議会で｢沖縄駐留米軍による実弾砲撃訓練の上富良野演習場移転反対要望意見書｣を､賛成多数で可決｡

	1996年
	平成8年
	04月29日
	HTBテレビ番組〔人間風土･北海道〕で､｢大正泥流と闘った男～吉田貞次郎の軌跡｣がTV-放映される｡

	1996年
	平成8年
	04月--日
	上富良野町農協もとまち支所(Aコープもとまち店を含め)を廃止する｡

	1996年
	平成8年
	04月--日
	町勢要覧('96版)発行｡(資料編別冊)

	1996年
	平成8年
	05月01日
	上富良野町廃棄物減量等推進審議会が発足｡(会長太田左夫郎委員10名)[従来のゴミ減量化推進協議会は発展的解消したほか､各自治組織(町内会､農事組合)より選出したクリーン推進委員(162名)を置く｡]

	1996年
	平成8年
	05月20日
	かみふらの牧場(旭野山加地区)に､道内初の豚し尿浄化施設が完成する｡

	1996年
	平成8年
	05月26日
	第46回上川管内青年大会が､町社会教育総合センター､島津球場で開催され､82名の役員選手が参加して行われた｡(競技種目バレーボール38名･女子ソフトボール44名が参加)

	1996年
	平成8年
	05月31日
	津市議会会派議員一行３名来町

	1996年
	平成8年
	06月06日
	上富良野町民生児童委員等一行１７名津市訪問

	1996年
	平成8年
	06月10日
	｢ポークのまち上富良野｣を市場や消費者にアピールし､産地銘柄を確立し､付加価値を高めようと｢上富良野産豚肉販売推進協議会｣が設立される｡

	1996年
	平成8年
	06月16日
	今年厄年(昭和30年未年生)を迎えた人たちにより､上富良野神社境内に､｢和魂の碑｣が建立された｡

	1996年
	平成8年
	06月17日
	開基100年記念事業推進本部を設置｡

	1996年
	平成8年
	06月21日
	第2回定例町議会で､｢議員定数適正検討特別委員会｣を設置｡委員長中川一男､委員19名

	1996年
	平成8年
	06月22-23日
	町商工会､飲食店組合主催の｢商工フェスティバル'96｣が銀座通りを主会場に開催される｡

	1996年
	平成8年
	06月30日
	このみち俳句会創立40周年記念､りんどう俳句会27周年記念､蕃光俳画会25周年記念合同句集｢ものの芽｣発刊｡

	1996年
	平成8年
	07月07-10日
	町十勝岳山岳会で｢第3回富士山登山会｣を実施､10名が参加した｡(9日に頂上に登頂)

	1996年
	平成8年
	07月23-24日
	かみふらの十勝岳観光協会が全国から募集したラベンダー･オーナー15名が日の出公園ラベンダー･オーナー園を訪問｡

	1996年
	平成8年
	07月01日
	美瑛､富良野地方の風景を撮影している写真家高橋真澄さんが､深山峠に｢ノース･ランド･ギャラリー｣を開館｡

	1996年
	平成8年
	07月04日
	開基100年記念事業実行委員会を設置｡

	1996年
	平成8年
	07月07日
	上富良野町農業委員会委員選挙告示(無投票当選)(7/20就任)

	1996年
	平成8年
	07月18日
	老人福祉施設｢ケアハウスかみふらの｣新築工事着工｡(大町2丁目6)部屋数2人用4室独居用22室(完成予定平成9年12月｡)

	1996年
	平成8年
	07月23日
	上富良野ライオンズクラブと津ライオンズクラブとの姉妹クラブ調印式が､セントラルプラザで行われる｡

	1996年
	平成8年
	07月23日
	アトランタ五輪で､女子柔道61㎏級恵本裕子(住友海上火災-旭川南高校出身)が､本道出身女性初の金メダルを獲得する｡

	1996年
	平成8年
	07月24日
	英語指導助手メーガン･C･サンダーランドさん(カナダアルバータ州エドモントン市出身)が着任｡

	1996年
	平成8年
	07月24日
	戦時中(昭和18年8月～10月)学徒援農隊として町内で農作業に従事した､福岡県八女(やめ)農学校の元学生30人が来町､当時の受入農家と53年ぶりに感激の対面をした｡

	1996年
	平成8年
	07月25日
	2年間英語指導助手として活躍した､スーザン･フォークナーさんが､カナダへ帰国｡

	1996年
	平成8年
	07月31日
	郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣誌第14号発刊｡

	1996年
	平成8年
	07月--日
	深山峠に､国内外の貝を収集展示した｢貝の館｣がオープン｡(経営者浜本幹郎ー名古屋市出身)

	1996年
	平成8年
	08月03日
	恒例の｢十勝岳火まつり｣に､神戸市立兵庫商業高校の中国獅子舞グループ｢舞獅隊｣が熱演し､まつりを盛り上げる

	1996年
	平成8年
	08月05日
	国道237号を魅力ある観光ルートにしょうと､上富良野町ほか富良野市から東神楽町までの各市町村､上川支庁､旭川開建で｢観光ルート沿道景観形成推進協議会｣を設立｡

	1996年
	平成8年
	09月09日
	津市津新町通り商店街振興組合他一行11名交流訪問来町

	1996年
	平成8年
	09月22日
	第3回定例町議会で､初の日曜日議会が開会された｡

	1996年
	平成8年
	09月22日
	吹上温泉地区に建設を進めている｢吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例｣(条例第15号)制定｡(管理運営は上富良野振興公社に委託)

	1996年
	平成8年
	09月23日
	第25回十勝岳｢紅葉まつり｣が､十勝岳温泉広場で行われる｡

	1996年
	平成8年
	09月27日
	山間部や遠距離と都市部の間を､無線(高度デジタル回線-NTT-)で結ぶ､道内初めての無線アクセス･システムが､十勝岳温泉地区に開通する｡

	1996年
	平成8年
	10月01日
	役場庁舎正面玄関等の改修工事が完成し､一般の利用はじまる｡

	1996年
	平成8年
	10月01日
	第十三代教育委員長 太田信夫（～平成9.3.12）、第10代教育長田中伴幸(～平成9.9.30)就任

	1996年
	平成8年
	10月01日
	町役場庁舎(地下)に､全国ネットの地震観測装置が設置され､観測体制に入る｡

	1996年
	平成8年
	10月08-11日
	上富良野町　津まつり交流事業派遣（ﾘﾌﾚｯｼｭ3人､商工会青年部2名､引率企画係1名）

	1996年
	平成8年
	10月10日
	自衛隊多田弾薬支処で創立40周年記念式を挙行｡

	1996年
	平成8年
	10月17日
	上富良野町農協もとまち店跡に､ホクレンスタンドかみふらの給油所が竣工､営業はじめる｡

	1996年
	平成8年
	10月20日
	第41回衆議院議員総選挙執行｡(選挙制度改正による､小選挙区〔定数300人〕比例代表11ブロック〔定数200人〕初めての選挙｡) (当日有権者 10,136人、投票率 69.99％)

	1996年
	平成8年
	10月21日
	町の誕生百年をたたえる歌づくりを進める｢開基百年記念演奏実行委員会｣が設立される｡(委員長和田昭彦)

	1996年
	平成8年
	10月27日
	町商工会青年部で創立30周年記念式典､祝賀会を挙行する｡

	1996年
	平成8年
	10月27日
	上富良野町商工会青年部創立30周年記念誌発刊｡

	1996年
	平成8年
	10月28日
	帯広市私立葵西幼稚園で園児らが､病原性大腸菌O-157による集団感染が発生｡

	1996年
	平成8年
	10月30日
	日の出公園オートキャンプ場造成第1期工事竣工｡(5ヵ年計画で整備の予定)

	1996年
	平成8年
	11月04-17日
	上富良野演習場で､陸上自衛隊と米軍海兵隊(沖縄第3海兵師団第7海兵連隊隊員約800人自衛隊遠軽駐屯地第25普通科連隊員ら1,030人)が日米共同統合演習を行う｡

	1996年
	平成8年
	11月06-11日
	津市内民間北海道物産展へかみふらの十勝岳観光協会出店

	1996年
	平成8年
	11月08-10日
	東京国立競技場で開催の第45回全国青年大会に､本町より総勢17名(陸上競技2名､軟式野球1チーム15名)の選手が参加｡

	1996年
	平成8年
	11月15日
	かみふらの十勝岳観光協会が､観光事業功労団体として｢北海道産業貢献賞｣を受賞する｡

	1996年
	平成8年
	11月15日
	上富良野町婦人ボランティア｢あゆみの会｣が､共同募金活動の功績で､社会福祉功労で厚生大臣表彰を受ける｡

	1996年
	平成8年
	11月21日
	道東の雌阿寒岳が､8年9ヵ月ぶりに噴火する｡

	1996年
	平成8年
	11月28日
	｢第6回全国ハーブ･サミット｣が､来年7月上富良野町で開催されるに伴い､開基百年記念事業全国ハーブ･サミット実行委員会が発足｡(会長菅野學上富良野町長)

	1996年
	平成8年
	12月08日
	上富良野町長選挙を執行｡(当日有権者 10,044人、投票率 88.14％)

	1996年
	平成8年
	12月17日
	ペルーの首都リマで同国極左ゲリラ｢トゥパク･アマル革命運動｣(現地時間)ARTAの武装グループが日本大使公邸を襲い､日本大使やペルー外相ら490人を人質にして立てこもる｡

	1996年
	平成8年
	12月20日
	吹上温泉保養センター新築工事竣工し､翌年1月1日から開業｡(平成9年1月11日から本営業)(鉄筋コンクリート造2階建て2棟延べ1,562㎡)総事業費971,059千円

	1996年
	平成8年
	12月27日
	第9代上富良野町長に､尾岸孝雄就任｡

	1996年
	平成8年
	この年
	北海道の不正経理問題で､一連の不正総額は､20億円を突破､道議会は平成7年年度決算を2年連続不認定とする道政史上初の事態となる｡

	1996年
	平成8年
	この年
	ことしの年平均完全失業者数が250万人と､若年層と中高齢層に失業者が増え､深刻な事態となる｡(政府統計数発表-道新｢卓上四季｣)

	1996年
	平成8年
	この年
	町内で交通事故死(4名)が多発する｡

	1996年
	平成8年
	この年
	7/13大阪府堺市の小学校で学校給食による｢病原性大腸菌Oー157｣による集団食中毒発生｡7月以降全国的に広がり､死者計11名､患者数は9,000人を超えた｡(道内関係は､10.28日に別掲)

	1997年
	平成9年
	1月1日
	第10回北の大文字やきが､町開基100年記念の年の幕開けとして､日の出公園で華やかに開催される｡

	1997年
	平成9年
	1月2日
	島根県沖の日本海で､ロシア船籍タンカー｢ナホトカ｣(13,157トン)の船体が二つに折れて沈没し､船首部分から重油が流出｡北陸地方の海岸に漂着し沿岸漁業に被害が出る｡

	1997年
	平成9年
	1月11日
	吹上温泉保養センター｢白銀荘｣で開館式を挙行｡(2/8開館から29日目で､利用客が1万人を突破する｡

	1997年
	平成9年
	1月13-15日
	上富良野町教育委員会林下和義管理課長津市訪問(西小学校･安東小学校姉妹校提携打合せ派遣)

	1997年
	平成9年
	1月16日
	美瑛から占冠までの6市町村の観光協会が､｢富良野･美瑛広域観光協会連絡会議｣を設立｡

	1997年
	平成9年
	1月20日
	｢開基100年｣記念讃歌発表へ町民合唱団の練習が始まる｡(会場:町社会教育総合センター)

	1997年
	平成9年
	1月26日
	草分地区を皮切りに､｢町政懇談会｣始まる｡(26日から2月24日まで12ヶ所で開催)

	1997年
	平成9年
	1月29-30日
	尾岸孝雄上富良野町長、小野三郎議長、田中伴幸教育長津市訪問

	1997年
	平成9年
	1月--日
	旭川地方気象台が十勝岳監視機能を強化するため地震計を更新｡

	1997年
	平成9年
	1月--日
	道内アマチュアゴルフのトップ選手として､活躍してきた町出身の菅原淳輔さんが､旭川市でゴルフ指導者のプロとして指導にあたる｡

	1997年
	平成9年
	2月2日
	第33回かみふらの雪まつり開催｡雪像や氷雪迷路､仮装ボブスレー､お楽しみ抽選会などで賑う｡

	1997年
	平成9年
	2月4日
	地域の農業振興に指導的役割を果たしている富良野地方の農業士などが､情報交換の場をつくろうと｢ふらの農翔(のうしょう)会｣を発足する｡

	1997年
	平成9年
	2月9日
	民謡同好会45周年ほか合同演奏会を開催

	1997年
	平成9年
	2月17-19日
	津市議会議員一行８名訪問来町

	1997年
	平成9年
	2月23日
	旭川市で開催された第28回道民スポーツ上川冬季大会で上富良野町が､総合準優勝する｡(昨年まで8連続優勝)

	1997年
	平成9年
	2月28日
	十勝岳噴火総合防災訓練を実施｡

	1997年
	平成9年
	3月8日
	町西部地区(江幌地区､静修地区､里仁地区の一部)簡易水道施設工事が完成し､竣工式を挙行｡(総事業費478,059千円給水開始平成9年4月1日)

	1997年
	平成9年
	3月13日
	第十四代教育委員長 久保儀之就任（～17.9.30）

	1997年
	平成9年
	3月22日
	JR上富良野駅の窓口営業が変更され､平日･土曜日は､7時20分～15時まで､日曜日/祝日は駅員が不在となる｡

	1997年
	平成9年
	3月25日
	自衛隊多田分屯地で開庁20周年記念式/記念祝賀行事を開催する｡(併せて車両無事故1,000日を祝う｡)

	1997年
	平成9年
	3月27-29日
	津市市民生活部長他交流担当者５名来町(事務協議)

	1997年
	平成9年
	4月1日
	6代収入役植田耕一就任(～平成13年9月30日)

	1997年
	平成9年
	4月6日
	北海道銃剣道連盟主催の第37回北海道銃剣道選手権大会が社教センターで開かれ､全道から900人余が参加､熱戦が繰り広げられた｡

	1997年
	平成9年
	4月14日
	上富良野町農協代表理事組合長に井村寛就任｡

	1997年
	平成9年
	4月22日
	ペルー公邸人質事件､武力制圧し人質71名を救出し127日目で全面解決｡(人質1名､特殊隊員2名が犠牲となる)

	1997年
	平成9年
	4月26日
	上富良野混声合唱団が､創立20周年記念/第15回定期演奏会を開催｡(公民館大ホールにて)

	1997年
	平成9年
	5月10-11日
	道北地区フォークダンス連合会主催第23回道北地区フォークダンス上富良野大会が､社会教育総合センターで開催｡

	1997年
	平成9年
	5月13日
	旭川市内の酒造メーカー｢高砂酒造｣が､十勝岳中腹の雪中で低温熟成した､吟醸酒/純米酒の取り出し作業を行う｡

	1997年
	平成9年
	5月17日
	上富良野町商工会長に中川一男就任｡(～平成15年5月18日)

	1997年
	平成9年
	5月--日
	かみふらの十勝岳観光協会で､今年開催の全国ハーブサミットを記念し､日の出公園に35種1万株を植栽するハーブガーデンを造成する｡

	1997年
	平成9年
	6月1日
	建設省国土地理院発行の2万5千分の一の地形図に､｢上富良野岳｣が新たに登場する｡(標高1,893メートル)

	1997年
	平成9年
	6月29日
	｢かみふらの岳｣標識設置する百人登山会(開基百年記念)が町内外各地から約170人（１０0人登山会）が参加して行われた｡

	1997年
	平成9年
	7月12-13日
	北海道土を考える会が､町開基100年記念に協賛し｢土の館｣特設会場で､第20回北海道農業機械フェア開催｡

	1997年
	平成9年
	7月13日
	｢列車に乗って旅をしたい｣という障害者の人々に旅を楽しんでもらう｢ひまわり号｣が来町｡(約300人が参加)

	1997年
	平成9年
	7月15日
	深山峠にハンガリー仕込みの｢上ふらのびいる館｣がオープン｡(道内13番目の地ビール)

	1997年
	平成9年
	7月23日
	自衛隊上富良野駐屯地が､33年間にわたる献血協力で､厚生大臣表彰を受ける｡

	1997年
	平成9年
	7月25-26日
	第6回全国ハーブサミットが､全国33自治体や関係団体が参加して開催｡(主会場社会教育総合センター/日の出公園)

	1997年
	平成9年
	7月30日
	上富良野町/津市との友好都市提携調印式が役場前庭で行われ､記念碑の除幕も行う｡

	1997年
	平成9年
	7月30日
	上富良野西小学校と本町の開拓者ゆかりの津市立安東小学校の､姉妹校提携調印式を行う｡

	1997年
	平成9年
	7月31日
	上富良野町開基100年記念式典を挙行｡(会場社会教育総合センター)

	1997年
	平成9年
	7月31日
	町開基100年記念碑の除幕式を役場前庭で挙行｡

	1997年
	平成9年
	7月31日
	町の国際友好都市カナダ･アルバータ州カムローズ市長夫妻らと､津市訪問団･町関係者が｢カムローズ市津市友好通り｣にカナダカエデ25本を植樹｡

	1997年
	平成9年
	7月31日
	上富良野町開基百年記念誌｢かみふらの｣発行｡

	1997年
	平成9年
	7月--日
	ゴミ収集地区を対象に､5種類の分別収集が実施される｡

	1997年
	平成9年
	8月10-13日
	子供国内交流事業｢かみふらのジュニア大使｣で､小学6年生から中学3年生の9名を派遣､三重県津市で交流した｡

	1997年
	平成9年
	8月26日
	第10回上川管内消費者大会が上富良野町で開催され､管内消費者協会会員ら約120名が参加｡

	1997年
	平成9年
	8月31日
	[ダイアナ英元皇太子妃がパリで交通事故死]

	1997年
	平成9年
	8月--日
	上富良野町農協取扱いの春蒔き小麦が､長雨のため穂発芽や黒カビ発生で全量が規格外となる｡

	1997年
	平成9年
	9月15日
	町日の出地区にアトリエを構える日本画家後藤純男画伯が常設展示館を兼ねたアトリエを増設し､オープンする｡

	1997年
	平成9年
	9月19日
	第11回'97ツール･ド･北海道国際大会6ステージが富良野市役所前をスタート､上富良野市街/十勝岳を通過し､東神楽町へ｡

	1997年
	平成9年
	9月30日
	町セントラルプラザで開催の｢観光沿道景観フォーラム｣で､東神楽～富良野間の国道237号の愛称を｢花人街道237｣と決める｡

	1997年
	平成9年
	10月1日
	12代助役田中伴幸就任(～13.9.30)､11代教育長高橋英勝就任(～16.9.30)｡

	1997年
	平成9年
	10月1日
	上富良野町行政手続条例を施行｡

	1997年
	平成9年
	10月1日
	町に訪問看護サブ･ステーションがオープン｡

	1997年
	平成9年
	10月10日
	上富良野混声合唱団創立20周年記念誌｢出合い｣発刊｡

	1997年
	平成9年
	10月11-12日
	札幌上富良野会が､開基100年に併せ｢ふるさと訪問ツアー｣で本町を21名が訪れ､歴史広場に記念植樹した｡

	1997年
	平成9年
	10月16日
	聞信寺本堂/納骨堂/会館新築工事着工｡(10.10.16完成、竣工法要執行)

	1997年
	平成9年
	10月30日
	町議会の適正定数を審議していた｢議員定数特別委員会｣は､定数を現状の20議席とすることを決める｡(12月定例町議会に委員会報告)

	1997年
	平成9年
	10月31日
	第46回全国青年大会に出場する上富良野選手団(野球部と陸上競技2名)の壮行の集いが､農協ホールで開催｡

	1997年
	平成9年
	10月9-11日
	上富良野町長・教育長・議長・副議長・各委員長一行19名津市訪問。津市友好都市提携記念碑除幕式出席津まつり、ふるさと小包まつりに参加

	1997年
	平成9年
	11月16日
	東中中学校創立50周年記念式典及び祝賀会を開催｡東中中学校創立50周年記念誌｢未来を拓く｣発刊｡

	1997年
	平成9年
	11月1日
	町開基100年を記念して､町民コンサート｢音楽でつづるーかみふ百年の歩み～そして未来え｣が開かれた｡

	1997年
	平成9年
	11月6日
	開基100年を記念して建設された｢かみふらの歴史広場/開拓記念館｣が草分地区に完成｡落成記念式典が行われる｡（オープン11月9日）

	1997年
	平成9年
	11月8日
	上富良野中学校創立50周年記念式典及び祝賀会を開催｡上富良野中学校創立50周年記念誌｢みなぎる力｣発刊｡

	1997年
	平成9年
	11月22日
	上富良野西小学校創立30周年記念式典及び祝賀会を開催｡上富良野西小学校創立30周年記念誌｢いちい｣発刊｡

	1997年
	平成9年
	11月25日
	日新地区に計画の資源循環型システムの｢ごみ処理･リサイクルセンター｣が着工｡

	1997年
	平成9年
	11月--日
	町内で美容院を経営する黒田英子さんが､来年ソウルで開かれる美容技術世界大会ヘアスタイル競技の日本代表の一人に選ばれた｡

	1997年
	平成9年
	11月--日
	JR上富良野駅前に｢自転車駐車場｣が完成､12月2日より利用される｡

	1997年
	平成9年
	12月1日
	軽費老人ホーム､ケアハウスかみふらの｢ハイムいしずえ｣が新築落成オープンする｡(大町2丁目6)

	1997年
	平成9年
	12月2日
	駅前自転車駐輪場完成

	1997年
	平成9年
	12月--日
	［地球温暖化防止京都会議(温室効果ガスの削減目標を盛り込んだ議定書を採択)］

	1997年
	平成9年
	この年
	町で｢町の概要/観光情報/交通図｣などを盛り込んだホームページを開設した｡

	1997年
	平成9年
	この年
	観光に訪れる旅行者を対象にした､大型レストラン2店が開店｡[4月…深山峠に｢ハーブヒル富良野｣(吉田屋)､9月…草分地区に｢フラノーブル｣(松尾ジンギスカン)]

	1997年
	平成9年
	この年
	経済不況で大手証券会社山一證券､都市銀行北海道拓殖銀行など､大型倒産が相次ぐ｡

	1997年
	平成9年
	この年
	町内で交通事故が多発し､死亡事故3件､その他負傷件数49件(内重傷者14名)を数える｡

	1998年
	平成10年
	2月5日
	上富良野町農業者グループ一行４名津市訪問

	1998年
	平成10年
	3月1日
	江幌開基90年記念誌「開基90年を記念して－江幌誌」発刊、編纂会長　江尻菊正

	1998年
	平成10年
	3月8日
	「かみふらの女性史」発刊記念の会がプラザ富山で開催。会長 倉本千代子、会員7名(発刊：3月1日)

	1998年
	平成10年
	3月8日
	江幌地区開拓90周年記念誌「江幌史」出版記念式典（江幌小学校）(発刊：3月1日)

	1998年
	平成10年
	3月30日
	「かみふらのふるさと写真集」発刊。昭和12年生れ丑年会編

	1998年
	平成10年
	3月31日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる第15号-かみふらの事始め物語｣及び別冊「昭和１1年頃の街並みと地区の家々」発刊（上富良野町開基100年記念協賛）

	1998年
	平成10年
	3月31日
	体育協会30周年記念誌「体協30年の歩み」発刊。

	1998年
	平成10年
	3月31日
	上富良野町　社会教育総合センターに「津市紹介コーナー」設置

	1998年
	平成10年
	4月10-11日
	上富良野町商工会婦人部一行４名津市訪問（よさこいソーラン踊り共演振り付け指導）

	1998年
	平成10年
	4月12日
	4月12日を「上富良野町開拓記念日」と位置付け第1回開拓記念式を挙行（かみふらの開拓記念館）

	1998年
	平成10年
	4月25日
	上富良野町体育協会30周年記念式典、公民館で開催（昭和41年12月創立）

	1998年
	平成10年
	5月30日
	上富良野十勝岳山岳救助警備隊創立30周年記念式典（プラザ・トミヤマ）が開催された。隊長 會田義寛。30周年記念誌「十勝嶺遥か」同日発刊

	1998年
	平成10年
	6月5日
	上富良野安政太鼓・三重県津市華乃津太鼓競演会、かみふ&津炎の舞ソーラン踊り開催

	1998年
	平成10年
	6月6日
	上富良野町･津市合同チーム札幌よさこいソーランまつり参加。よさこいソーラン炎の舞と津市商工会議所婦人部合同で「かみふ＆津（三重）炎の舞」を披露

	1998年
	平成10年
	6月21日
	ＪＡかみふらのが「組合五十年の歩み」発刊

	1998年
	平成10年
	6月21日
	第20回十勝岳山開きが行われ、記念登山が行われた。

	1998年
	平成10年
	6月25日
	第4次上富良野町総合計画基本構想議会議決決定

	1998年
	平成10年
	6月27日
	上富良野駐屯地音楽隊第1回定期演奏会開催（社会教育総合センター）

	1998年
	平成10年
	7月12日
	第18回参議院議員通常選挙実施(当日有権者 10,221人、投票率 67.46％)

	1998年
	平成10年
	7月18-19日
	第20回かみふらのﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ祭り開催。

	1998年
	平成10年
	7月23日
	英語指導助手ポール・ジョナサン・バスさんが、着任。

	1998年
	平成10年
	7月27-29日
	上富良野町西小学校児童一行７名津市訪問交流（児童3名･校長､PTA会長､町教育委員会引率4名）

	1998年
	平成10年
	8月10日
	英語指導助手メーガン・サンダーランドさんが、任期を終えて帰国。

	1998年
	平成10年
	8月1-9日
	第３回青少年海外派遣事業一行25名カムローズ市訪問（引率5名尾岸孝雄町長、佐藤雅・山内職員、メーガン、上中大角教諭、生徒20名）

	1998年
	平成10年
	8月26日
	町内日新地区の白井廣行氏所有林（2.84ha、カラマツ人工林）が北海道により「林業技術伝承の森」に指定

	1998年
	平成10年
	8月28-29日
	町内において、多い場所で146ミリの大雨が降り、農作物を中心に被害発生

	1998年
	平成10年
	8月28日
	英語指導助手ポール・ジョナサン・バスさんが、交通事故で死亡。（平成11年7月31日まで指導助手不在）

	1998年
	平成10年
	8月--日
	開基100年記念誌「上富良野百年史」刊行

	1998年
	平成10年
	9月5日
	ＡＥＴポール・バスさんを偲ぶ会（友好委員会）

	1998年
	平成10年
	9月8-9日
	津市津新町通り商店街振興組合他一行来町（記念碑用十勝岳溶岩選定）

	1998年
	平成10年
	9月25日
	国内交流準備委員会を国内交流委員会と改称

	1998年
	平成10年
	10月25日
	駒ケ岳が2年7ヶ月ぶりに小噴火

	1998年
	平成10年
	10月5－7日
	津市友好都市提携１周年訪問団来町（津市議会･津市ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ）

	1998年
	平成10年
	11月9-12日
	上富良野町　農業者グループ６名津市訪問（経済交流）

	1998年
	平成10年
	11月9日
	雌阿寒岳が2年ぶりに小噴火

	1998年
	平成10年
	11月14日
	上富良野高等学校創立50周年記念式典、校長　佐藤勝男[昭和23年道立富良野高等学校上富良野分校として開校、昭和27年に上富良野高等学校に変更、昭和51年に道立に移管となっている。]

	1998年
	平成10年
	11月16日
	北海道拓殖銀行経営破たんにより、北洋銀行に経営移譲。町の収納代理金融機関が、北海道拓殖銀行から経営を引き継いだ「北洋銀行富良野中央支店と北洋銀行富良野支店」に変更。

	1998年
	平成10年
	11月29日-12月5日
	国際交流人材派遣事業カナダ・アメリカ　岩崎治男他５名がカムローズ市訪問

	1998年
	平成10年
	11月30日
	第4次上富良野町総合計画（平成11～20年度）のテーマ「四季彩のまち　かみふらの～ふれあい大地の創造」のロゴタイプが決定

	1998年
	平成10年
	12月23-24日
	上富良野尾岸町長･高橋教育長津市訪問。｢上富良野町・津新町通り商店街友好記念かみふらの小公園｣除幕式出席

	1998年
	平成10年
	12月28日
	東中開拓百年記念誌「清流の里　ひがしなか」発刊、編集委員長　岩崎治男

	1999年
	平成11年
	1月10日
	東中開拓100年記念式典及び祝賀会開催（東中中学校体育館）協賛会長　丸田義光

	1999年
	平成11年
	1月28日
	「かみふらの観光産業懇話会」設立、会長　穐吉忠彦

	1999年
	平成11年
	1月30日
	第10回住民会対抗ソフトミニバレーボール大会開催

	1999年
	平成11年
	2月22日
	上富良野町クリーンセンターの中間処理施設が新築落成。

	1999年
	平成11年
	2月8-11日
	上富良野町商業者グループ５名津市訪問（経済交流）

	1999年
	平成11年
	3月2日
	上富良野町社会教育第5次中期計画答申策定｡(策定委員会委員長　安藤嘉浩)

	1999年
	平成11年
	3月8日
	国の緊急経済対策として、「地域振興券」交付

	1999年
	平成11年
	3月31日
	特別養護老人ホーム・ショートステイ施設増設落成

	1999年
	平成11年
	4月11日
	北海道知事・議会議員選挙実施(当日有権者 9,978人、投票率 71.31％)

	1999年
	平成11年
	4月15日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第16号発刊

	1999年
	平成11年
	4月1日
	第4次上富良野町総合計画実施（平成11～20年度）

	1999年
	平成11年
	4月1日
	上富良野町行政組織機構改革（課の統廃合（18課⇒16課）と一部スタッフ制の施行）

	1999年
	平成11年
	4月1日
	上富良野町在宅介護支援センター開設

	1999年
	平成11年
	4月1日
	上富良野町クリーンセンター稼動開始（東中ごみ処分場閉鎖）

	1999年
	平成11年
	4月1日
	ごみ分別収集実施

	1999年
	平成11年
	4月1日
	「上富良野町国際交流友好委員会」と「国内交流委員会」を統合し、「上富良野町の国内外交流を進める町民の会」に改称。上富良野町役場機構改革により国内交流窓口を総務課へ異動

	1999年
	平成11年
	4月1日
	富良野地域５土地改良区（草分・東中・富良野平原・扇山・東郷）が合併し「富良野土地改良区」として発足

	1999年
	平成11年
	4月1日
	町の水道・簡易水道・飲料水供給施設の料金改定

	1999年
	平成11年
	6月22日
	一般公募で寄せられた推薦箇所から、かみふらの十勝岳観光協会により「かみふらの八景」（深山峠、日の出公園、十勝岳温泉郷、千望峠、旭野やまびこ高地、和田草原どんぐりの郷、ジェットコースターの路、パノラマロード）、「五大名所」（菅野ファーム、土の館、フラワーランド、後藤画伯美術館、吹上温泉保養センター白銀荘）が選定された。

	1999年
	平成11年
	6月25日
	菅野　學（第8代町長）氏が8人目の名誉町民となる。名誉町民称号授与式は8月5日社会教育総合センターで挙行。

	1999年
	平成11年
	7月11日
	農業委員会委員選挙(無投票)

	1999年
	平成11年
	7月16日
	「地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律（地方分権一括法）」が交付。成立は7月8日。

	1999年
	平成11年
	7月16日
	「市町村の合併の督励に関する法律(市町村合併特例法)」の改正の交付・施行。

	1999年
	平成11年
	7月24日
	第28回全道少年野球大会に富良野支部代表として「ジャガーズ野球少年団」出場。

	1999年
	平成11年
	7月27日
	交通死亡事故ゼロ500日を目前に、町内で交通死亡事故が発生

	1999年
	平成11年
	7月28-30日
	上富良野町西小学校児童一行13名津市訪問交流（10名引率教員3名）安東小学校との交流

	1999年
	平成11年
	8月1日
	英語指導助手 ジョナサン・リンドストランド就任（妻ローラジョイ・リンドストランド同行）

	1999年
	平成11年
	8月14日
	国民宿舎カミホロ荘全焼（漏電が原因と推定）

	1999年
	平成11年
	8月22-24日
	津市から｢上富良野市民交流ツアー｣一行33名来町

	1999年
	平成11年
	8月22日
	上富良野町議会議員選挙(当日有権者 10,052人、投票率 84.47％)

	1999年
	平成11年
	8月31日
	上富良野町建設業協会が建設業協会創立40周年記念誌「創造の歩み」発刊

	1999年
	平成11年
	9月30日
	［東海村の核燃料工場で国内初の臨界事故(現場の作業員49人被爆)］

	1999年
	平成11年
	10月4日
	上富良野町役場電話がダイヤルイン（直通番号）に変更

	1999年
	平成11年
	10月8-11日
	上富良野町三重県人会一行10名津市訪問（津まつり）

	1999年
	平成11年
	10月9-11日
	津市ミニバスケットボールチーム一行37名来町交流。ミニバスケットボール交流(上富少年団47名、上中27名)

	1999年
	平成11年
	10月12日
	上川合同庁舎が永山6条19丁目に移転

	1999年
	平成11年
	10月29日
	日の出公園オートキャンプ場センターハウス新築落成

	1999年
	平成11年
	11月10-15日
	上富良野町農業者グループ一行６名津市訪問（経済交流）

	1999年
	平成11年
	12月16日
	上富良野町郷土芸能資料館新築竣工（平成12.4.1オープン）

	2000年
	平成12年
	1月20-22日
	上富良野町の国内外交流を進める町民の会一行８名津市訪問交流

	2000年
	平成12年
	1月30日
	富原開基百年協賛会が記念式典を開催。記念誌「とみはら」を発刊。

	2000年
	平成12年
	2月1日
	上富良野町立病院に療養病棟開設

	2000年
	平成12年
	2月6日
	島津開拓100年記念誌「島津100年の歩み」発刊、編集長　田中正人　

	2000年
	平成12年
	2月20-22日
	津市市民生活部長交流担当者一行３名来町(交流事業打合せ)

	2000年
	平成12年
	3月22日
	クリーンセンターＢ系焼却炉のダイオキシン類が5ナノグラムを超えた測定結果が出る。4月10日Ｂ系停止。

	2000年
	平成12年
	3月31日
	上富良野町都市計画マスタープラン策定

	2000年
	平成12年
	3月31日
	［23年ぶりに有珠山が噴火。(住民約1万2千人が避難)］

	2000年
	平成12年
	4月1日
	「地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律（地方分権一括法）」が施行。成立は平成11年7月8日、平成11年7月16日交付。

	2000年
	平成12年
	4月1日
	介護保険制度スタート

	2000年
	平成12年
	4月1日
	上富良野町郷土館及び開拓記念館の入館料を無料化

	2000年
	平成12年
	4月1日
	ペットボトルを加えて6種類のゴミ分別収集に変更

	2000年
	平成12年
	4月1日
	上富良野町郷土芸能資料館オープン

	2000年
	平成12年
	4月10日
	クリーンセンターＢ系焼却炉停止

	2000年
	平成12年
	4月15日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第17号発刊

	2000年
	平成12年
	6月13日
	クリーンセンターＢ系焼却炉のダイオキシン類が改善されたため再稼動

	2000年
	平成12年
	6月25日
	第42回衆議院議員総選挙執行｡(当日有権者 10,187人、投票率 70.39％)

	2000年
	平成12年
	7月6日
	東中を中心に時間雨量38ミリを記録する豪雨が降り、デボツナイ川が氾濫して農作物が冠水

	2000年
	平成12年
	8月27日
	2000年記念町民スポーツ大会開催(社会教育総合センターほか)

	2000年
	平成12年
	9月5日
	「北海道市町村合併推進要綱」を策定し、道内全市町村の合併パターンを提示。

	2000年
	平成12年
	8月4-7日
	上富良野町ミニバスケットボール少年団一行20名津市訪問交流（ブルーシーカップ大会招待参加、交流）

	2000年
	平成12年
	9月6-14日
	友好提携15周年訪問団一行12名カムローズ市派遣（田中助役、平田議長、坂弥庶務係長、斉藤主任、成田友好委員会副会長、松浦友好委員会会計、筝曲雅紘会６名）。「アルバータ州・北海道姉妹提携２０周年記念式典」(9.7エドモントン市)、「アルバータ州・北海道姉妹都市連絡会議」・「カムローズ市・上富良野町友好提携１５周年記念式典」(9.8-9カムローズ市)

	2000年
	平成12年
	9月30日
	日の出公園オートキャンプ場コテージ新築落成

	2000年
	平成12年
	10月1日
	第17回国勢調査実施･北海道の人口…5,683,062人､･上富良野町…人口12,809人､世帯数4,410戸（うち自衛隊施設等世帯47戸）

	2000年
	平成12年
	10月26日
	ダイオキシン類目標値を大幅に超えたため、クリーンセンターＡ・Ｂ系焼却炉全面停止。10月30日から美瑛町「しらかば清掃センター」へ搬送処理。（平成13年4月2日稼動）

	2000年
	平成12年
	10月31日
	江花地区簡易水道施設完成、11月1日から供用開始

	2000年
	平成12年
	11月7日
	上富良野町西小学校改築落成

	2000年
	平成12年
	11月10-14日
	上富良野町農業者グループ津市訪問（経済交流）

	2000年
	平成12年
	11月10日
	東中へき地保育所改築落成、11月13日開所式開催

	2000年
	平成12年
	11月11日
	火災焼失（平成11年8月14日）した国民宿舎カミホロ荘が再建オープン

	2000年
	平成12年
	11月19日
	上富良野町立東中小学校開校百年記念式典（小学校講堂）及び祝賀会（中学校講堂）。上富良野町立東中小学校開校百年記念誌「清流」発刊、編集委員長　太田信夫

	2000年
	平成12年
	11月26日
	上富良野町長選挙（尾岸孝雄2期目当選） (当日有権者 10,113人、投票率 66.11％)

	2000年
	平成12年
	12月8日
	富良野川桜づつみモデル事業完成

	2001年
	平成13年
	1月12－15日
	「津市開拓使節子供交流会」津市を訪問交流（31名～町内小学校22名、中学校5名、高校生4名）

	2001年
	平成13年
	2月1日
	富良野沿線６農協（上富良野・中富良野・富良野・山部町・東山地区・南富良野町）が合併し、「ふらの農業協同組合」として発足。農協合併に伴ない、収納代理金融機関を継承する「ふらの農業協同組合上富良野支所とふらの農業協同組合東中出張所」に変更

	2001年
	平成13年
	3月30日-4月2日
	カムローズコンポジットハイスクール一行27名来町。(生徒24名、リンドストランド校長、ラスムセン女史、保護者１名)ホームステイ。

	2001年
	平成13年
	4月1日
	家電リサイクル法施行

	2001年
	平成13年
	4月1日
	町の収納代理金融機関に北海道労働金庫を加入し６機関（支所・出張所）に。

	2001年
	平成13年
	4月1日
	新設上富良野町商業振興条例と改正中小企業融資条例が施行され商業振興施策充実

	2001年
	平成13年
	4月2日
	ダイオキシン類が改善されたため、クリーンセンター焼却炉全面再稼動

	2001年
	平成13年
	4月9日
	交通死亡事故ゼロ500日達成

	2001年
	平成13年
	4月15日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第18号発刊

	2001年
	平成13年
	4月17日
	東中コミュニティ広場パークゴルフ場オープン

	2001年
	平成13年
	4月23日
	十勝岳で1名遭難発生、4月24日死亡で発見

	2001年
	平成13年
	4月29日
	町制施行50周年・新世紀（21世紀）記念植樹実施（応募者180人参加）

	2001年
	平成13年
	5月17日
	津中央郵便局主催新築１周年記念テレビ会議システム児童交流(津市安東小学校・上富良野西小学校児童)

	2001年
	平成13年
	5月26日
	博物館「土の館」ホワイト農場で蒸気式トラクター（1902年イギリス製）の試走会

	2001年
	平成13年
	5月28日-6月5日
	久保教育委員長、高橋教育長、学校教育係長谷川主事カムローズ市訪問

	2001年
	平成13年
	6月11日
	町と上富良野郵便局で「廃棄物不法投棄通報体制覚書」締結

	2001年
	平成13年
	7月1日
	日の出公園オートキャンプ場オープン(株式会社上富良野振興公社に管理運営委託)

	2001年
	平成13年
	7月9日
	道央信用組合経営破たんにより、空知商工信用組合に経営移譲、契約等は全面承継。町の収納代理金融機関の道央信用組合を抹消し、空知商工信用組合を加入

	2001年
	平成13年
	7月26-28日
	西小学校姉妹校の津市安東小学校児童10名が来町し交流(西小学校児童宅でホームステイ)交流会(白銀荘)、交換会(西小学校)

	2001年
	平成13年
	7月27日
	「上富良野ジャガーズ」が第30回全道少年野球大会でベスト８

	2001年
	平成13年
	7月29日
	第19回参議院議員通常選挙執行（比例代表選挙で非拘束名簿式導入）(当日有権者 10,274人、投票率 63.12％)

	2001年
	平成13年
	8月1日
	英語指導助手　モリ―ン・ボールディングさんカムローズ市より着任。７月18日来町(前任ジョン・リンドストランド夫妻任期満了帰国)

	2001年
	平成13年
	8月6-8日
	津市市民部長・議会事務局長一行４名来町(友好提携5周年交流打合せ)

	2001年
	平成13年
	8月--日
	町制50周年記念誌「かみふらのの50年のあゆみ」発行（上富良野町企画調整課）

	2001年
	平成13年
	9月3日
	防災講演会：演題「噴火予知と減災の科学」(北海道大学大学院理学研究科 岡田 弘教授)

	2001年
	平成13年
	9月6日
	旭川土木現業所移動入札実施(46件の案230業者：セントラルプラザ)

	2001年
	平成13年
	9月11日
	長雨による河川増水のため、11日15時に災害対策本部を設置。特に日の出ダムの越水とコルコニウシュベツ川氾濫の可能性が高いことから、監視体制を強化。その後雨量が減少したため、12日16時30分に解散。公共土木施設：町道路線38箇所1,560万円、農業用施設：6箇所200万円、農地：0.45ha 100万円、農作物：71ha

	2001年
	平成13年
	9月11日
	[日本時間]アメリカニューヨークの貿易センタービルにハイジャックされた2機の旅客機が突入するなど、航空機による同時多発テロが発生。アフガニスタンを本拠とするテロ組織殲滅へ世界的に動き始める。

	2001年
	平成13年
	9月12-20日
	牛海綿状脳症(狂牛病)の町内全頭検査実施

	2001年
	平成13年
	9月15日
	敬老会開催、本年から対象年齢を1年ずつ引き上げ、平成17年度には満75歳以上とする。本年は、昭和6年12月31日以前生まれの、数え年71歳以上を対象。

	2001年
	平成13年
	9月16日
	町制施行50周年記念パークゴルフ大会開催（島津公園）

	2001年
	平成13年
	10月1日
	上富良野町情報公開条例及び個人情報保護条例が施行される

	2001年
	平成13年
	10月1日
	新たにプラスチック類のゴミ分別開始

	2001年
	平成13年
	10月1日
	第１3代助役 植田耕一(～平成17年9月30日)、第7代収入役 樋口康信(～平成17年9月30日) 就任

	2001年
	平成13年
	10月6-8日
	上富良野町交流担当者２名(北向総務課長補佐、坂弥庶務係長)津市訪問(交流事業打合せ)

	2001年
	平成13年
	11月12日
	上富良野町・中富良野町･富良野市・南富良野町が、環境省の「かおり風景百選」で「ふらののラベンダー」として認定

	2001年
	平成13年
	11月12日
	町内観光パンフレットのリニューアルに合わせて、台湾語・英語版を作成

	2001年
	平成13年
	11月9-11日
	上富良野町野球少年団３団一行25名津市訪問交流。津市少年野球と交流会･交流試合

	2002年
	平成14年
	1月21-22日
	大風・突風により富原野球場のバックネット破損

	2002年
	平成14年
	1月4日
	富良野信用金庫と旭川信用金庫が対等合併し、旭川信用金庫となる。町指定金融機関を富良野信用金庫から旭川信用金庫に変更。契約関係は全て継承するため、平成13年12月7日付けで「富良野信用金庫」を「旭川信用金庫」と読み替える覚書締結

	2002年
	平成14年
	2月12日
	東チモールの国連平和維持活動（PKO）に上富良野駐屯地から派遣（期間：3月～8月）される21名の候補隊員の壮行会開催。（社教センター）

	2002年
	平成14年
	2月18日-3月6日
	陸上自衛隊・米国陸軍との実働訓練実施(上富良野演習場・17日間)

	2002年
	平成14年
	2月23日
	吹上温泉白銀荘が入館者70万人達成（平成9年1月11日開館から5年2ヶ月）

	2002年
	平成14年
	3月23-25日
	津市ミニバスケットボール少年団一行23名来町交流。上富ミニバスケットボール少年団との交流試合・交流会

	2002年
	平成14年
	4月1日
	税・使用料金等の口座振替済通知書発送を廃止する（行財政改革）

	2002年
	平成14年
	4月1日
	社会教育施設使用料及び減免基準の改正（小・中・高校生と65歳以上高齢者の無料化、受益者負担原則により減免率の引下げ）

	2002年
	平成14年
	4月9日
	福祉ボランティア「上富良野たんぽぽの会」設立(平成15年10月28日NPO法人認可)

	2002年
	平成14年
	4月15日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第19号発刊

	2002年
	平成14年
	4月25日
	毎月25日に「広報かみふらの　おしらせ版」を発行し、10日、25日の2回発行に。

	2002年
	平成14年
	5月14日
	「上富良野町の国内外交流を進める町民の会」の名称を「上富良野国内外交流の会」へ変更

	2002年
	平成14年
	6月3-4日
	津市議会会派一行６名来町

	2002年
	平成14年
	6月6日
	上富良野町庁内広域行政等検討会議運営要綱制定

	2002年
	平成14年
	6月27日
	第1回上富良野町庁内広域行政等検討会議開催

	2002年
	平成14年
	7月7日
	農業委員会委員選挙（選挙定数14人・推薦定数4人、無投票）

	2002年
	平成14年
	7月7日
	上富良野小学校開校100周年記念式典（上小講堂）

	2002年
	平成14年
	7月20-22日
	津市広報・交流担当、三重テレビ一行４名来町(５周年記念ビデオ制作、ラベンダーまつり･町内施設等収録)

	2002年
	平成14年
	7月29-31日
	上富良野町西小学校児童一行13名津市訪問交流（10名､引率教員３名）。安東小学校との交流

	2002年
	平成14年
	8月1日
	上富良野駐屯地第26代司令光永邦保１等陸佐着任(片山和美1等陸佐駐屯地司令兵庫地連に赴任)

	2002年
	平成14年
	8月5日
	国の進める住民基本台帳ネットワークに接続し、運用が開始される

	2002年
	平成14年
	8月10日
	第20回かみふらの十勝岳火まつり

	2002年
	平成14年
	9月3日
	第2戦車連隊に新型の90式戦車1台配備(平成14年度中に計16台配備)

	2002年
	平成14年
	9月3日
	「防災まちづくり講演会」開催。講師：北海道大学勝井義雄名誉教授

	2002年
	平成14年
	9月17日
	［日朝首脳会談(小泉首相が日本の首相として初めて北朝鮮を訪問)］

	2002年
	平成14年
	9月22日
	十勝岳　約2分間の火山性微動発生

	2002年
	平成14年
	9月25-26日
	津市津新町通り商店街振興組合一行5名交流訪問来町。「新町通りウォークギャラリー完成記念式典･新町フェスタ」出席と協力要請

	2002年
	平成14年
	10月1日
	町「一般廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部改正を施行し、ゴミ処理が有料化

	2002年
	平成14年
	10月4日
	JA寄贈救急車受納式及び入魂式(北消防署)

	2002年
	平成14年
	10月4日
	上富良野駐屯地東ティモールPKO派遣隊員21名の帰国行事(プラザトミヤマ)

	2002年
	平成14年
	10月8日
	［小柴昌俊(物理学賞)、田中耕一(化学賞)ノーベル賞受賞(同じ年に日本人2名の受賞は初めて)］

	2002年
	平成14年
	10月11-14日
	津市･上富良野町友好都市提携５周年記念事業「町民交流の旅」実施(主催：上富良野国内外交流の会、町民23名、町職員随行2名)

	2002年
	平成14年
	10月15日
	富良野地区広域市町村圏振興協議会委員会において、協議会内に総務・企画担当課長による「研究会」を設置

	2002年
	平成14年
	10月15日
	［北朝鮮拉致被害者5人が24年ぶりに帰国］

	2002年
	平成14年
	10月24日
	クリーンセンターダイオキシン対策(平成11年11月自主規制値の5ナノグラム超過)の町・施工業者覚書の調印(活性炭噴霧装置は施工業者負担設置、当該噴霧活性炭は平成14年1月1日から平成19年12月31日までの6年間施工業者が供給、保証期間は平成14年1月1日から平成15年12月31日まで等)

	2002年
	平成14年
	10月27日
	上富良野駐屯地104特科大隊創隊50周年記念式典

	2002年
	平成14年
	11月10日
	「2002日中韓国民交流年」記念事業「徐福を語る国際シンポジウム」開催(町公民館、徐福を語る国際シンポジウム実行委員会 委員長 山本弘峰)

	2002年
	平成14年
	11月11日
	北洋銀行富良野中央支店と同富良野支店が統合され、富良野支店となる。町収納代理金融機関を旧「北洋銀行富良野中央支店と同富良野支店」を「北洋銀行富良野支店」に変更

	2002年
	平成14年
	11月22日
	上富良野法人会設立50周年記念式典(プラザトミヤマ、会長 堀内 愼一郎)。上富良野法人会設立50周年記念誌発刊（上富良野法人会発行　会長　堀内 愼一郎）

	2002年
	平成14年
	11月24日
	津市新町通り商店街「新町フェスタ」においてテレビ会議システムで津市・上富良野町の子ども交流実施。上富良野町高橋教育長津市訪問出席

	2002年
	平成14年
	11月28-29日
	上富良野町選挙管理委員会一行５名津市訪問

	2002年
	平成14年
	11月30日～12月1日
	第24回全日本空手道連盟剛柔会北海道大会が町社会教育総合センターで開催

	2002年
	平成14年
	12月25日
	富良野地区広域市町村圏振興協議会市町村合併研究会報告書提出

	2002年
	平成14年
	この年
	上富良野十勝岳山岳会が、創立７0周年記念事業として、十勝岳の案内標識・看板作成、設置（十勝岳登山口、九条武子碑、三段山、安政火口等）

	2002年
	平成14年
	この年
	平成9年1月1日付け道路運送車両法施行規則第2条別表第1改正に伴う農耕作業用自動車固定資産税平成9～13年度の5年間の135件、902万8,700円の誤課税が判明、還付。

	2003年
	平成15年
	1月22～30日
	団体・地域別「市町村合併に関する懇談会」が延13回開催

	2003年
	平成15年
	1月26日
	富良野地区広域市町村圏振興協議会委員会において、圏域５市町村合併協議会設置見送り決定

	2003年
	平成15年
	2月24日-3月3日
	陸上自衛隊・米国海兵隊実働訓練実施(8日間、上富良野演習場)

	2003年
	平成15年
	2月8日
	2月8日8時11分頃から継続時間約37分の火山性微動、道･上川支庁・町で現地観測等警戒体制を敷く。十勝岳地区の入山者に対する下山周知、入山規制実施　　

	2003年
	平成15年
	3月19日
	［米英軍がイラク攻撃開始］

	2003年
	平成15年
	3月
	「いきいき長寿プラン・かみふらの」(上富良野町第2期介護保険事業計画・高齢者福祉計画：平成15～19年度)策定

	2003年
	平成15年
	3月
	「健康かみふらの21」(健康日本21上富良野計画：平成15～22年度)策定

	2003年
	平成15年
	4月1日
	3月31日町立病院 平山　寛 院長定年退職、4月1日 白田 克美 新院長着任

	2003年
	平成15年
	4月1日
	建築確認申請事務の一部が、役場で審査･検査でできるようになる

	2003年
	平成15年
	4月1日
	「上富良野国内外交流の会」の規約を改正し、事務局体制を総務課（事務局長；総務課長）から会長宅（事務局長：一般会員選出）へ移行

	2003年
	平成15年
	4月6日
	福祉ボランティア「上富良野たんぽぽの会」が老人身障者センターに「託老所」開設

	2003年
	平成15年
	4月8日
	東京かみふらの会開催(東京都内。町長・議長・観光協会役員・他有志参加)

	2003年
	平成15年
	4月13日
	北海道知事、北海道議会議員選挙(当日有権者 10,029人、投票率 67.85％)

	2003年
	平成15年
	4月13日
	上富良野町しろがね地区土地改良事業促進期成会（会長　谷本和一）が解散（平成１４年度で事業完了のため）

	2003年
	平成15年
	4月17日
	上富良野町交通安全協会女性部20周年記念式典(武道館)

	2003年
	平成15年
	4月19日
	上富良野の郷土をさぐる会創立25周年・機関誌第20号発刊記念式典(公民館)

	2003年
	平成15年
	4月19日
	第５回「東京かみふらの会」開催。尾岸町長、平田議長、かみふらの十勝岳観光協会村上副会長・小玉専務ほか出席

	2003年
	平成15年
	4月22日
	旭川から占冠間の国道237号線エリアが国土交通省から「シーニックバイウエイ2003 北海道」のモデルルート指定

	2003年
	平成15年
	4月27日
	上富良野町パークゴルフ場オープン式（現地）

	2003年
	平成15年
	5月--日
	北海道開発局旭川開発建設部が『国営畑地帯総合土地改良パイロット事業「しろがね地区」事業』誌発刊

	2003年
	平成15年
	5月19日
	上富良野町商工会長に仲島康行就任｡(～平成18年5月15日)

	2003年
	平成15年
	6月21日
	全国学童野球富良野支部大会で上富良野ジャガーズが優勝、全国学童野球大会北北海道大会（7月19～21日、遠軽町）に出場決定

	2003年
	平成15年
	7月4日
	天皇、皇后両陛下が7月1日～5日の日程で来道、富良野市から旭川への移動に際して行幸啓で上富良野通過、奉送迎者3,500名

	2003年
	平成15年
	7月6日
	北海道青少年銃剣道大会開催(社会教育総合センター)

	2003年
	平成15年
	7月6日
	上川管内ゲートボール大会(日の出コート)

	2003年
	平成15年
	7月8-9日
	富良野地区中体連ソフトテニス部門で東中中学校が団体男女・個人男女の全４部門で全て優勝

	2003年
	平成15年
	7月13日
	上富良野山岳会７０周年記念式典（会長　青柳　輝義、会場：町公民館）　７月７日には十勝岳登山ルートに標識４基を設置

	2003年
	平成15年
	7月31日～8月8日
	第４回青少年海外派遣事業一行27名カムローズ市訪問（引率5名渋江実行委員長、山川社会教育係長、モリ―ン、上中斉藤・大角教諭、同田村養護教諭、中高生徒22名）。解団式8月27日

	2003年
	平成15年
	8月1日
	富原地区堆肥生産組合(大場惣蔵組合長)が北海道農協土づくり推進本部の先進農業者集団表彰

	2003年
	平成15年
	8月9日
	台風10号が日本列島を縦断し、各地に被害発生。北海道では日高地区に大洪水。この影響で第21回十勝岳火まつりは順延も取り止めて完全中止。

	2003年
	平成15年
	8月17日
	上富良野町議会議員選挙（候補者　20人～今選挙から議員定数2減で18人）、新人４人(当日有権者 10,021人、投票率 82.73％)

	2003年
	平成15年
	8月25日
	住民基本台帳ネットワークシステムの２次稼動開始(住民票写し広域交付、住民基本台帳カードの発行等)

	2003年
	平成15年
	8月28日
	全道消防救助技術訓練指導会大会ロープブリッジ渡過部門大会最高タイムで上川南部消防事務組合本部の坂本知弥氏が優勝(仙台市)

	2003年
	平成15年
	8月28日
	改選後初議会で中川一男議長、西村昭教副議長に就任

	2003年
	平成15年
	8月--日
	清富小学校にカワシンジュ貝保護養殖池(自然体験学習ひょうたん池)が整備(整備費１５６万円)

	2003年
	平成15年
	9月8日
	道立上富良野高等学校新校舎完成使用開始。8月24日一般開放

	2003年
	平成15年
	9月26-28日
	梨澤節三氏(66歳)が、全国スポーツ・レクリェーション祭・マスターズ陸上の砲丸投げと円盤投げの2種目で二位入賞（9月26日～28日石川県西部緑地公園陸上競技場）

	2003年
	平成15年
	9月26日
	未明に十勝沖地震発生。影響で江花、静修、里仁簡易水道水源が濁ったため、断水し、緊急給水実施

	2003年
	平成15年
	10月11-13日
	上富良野町交流の会竹谷副会長・交流関係職員(田浦総務課長、大石農業振興係長)一行３名津市訪問(交流事業打合せ)

	2003年
	平成15年
	10月1日
	伊藤孝司氏が、道内３番めの国の指定する「観光カリスマ百選」に認定

	2003年
	平成15年
	10月2-3日
	津市議会会派新政会議員一行４名来町

	2003年
	平成15年
	10月4日
	上富良野曹友後援会10周年記念行事

	2003年
	平成15年
	10月16日
	１０月１５日旭川で開催された第１回全道高校文芸研究大会参加者６０名が三浦綾子「泥流地帯」の文学散歩で来町

	2003年
	平成15年
	10月24日
	上富良野町社会福祉協議会創立50年記念第20回福祉大会及び祝賀会(大会長 堀内 慎一郎)　大会：公民館、祝賀会：プラザ富山（記念誌「社会福祉の歩み」発刊）

	2003年
	平成15年
	10月28日
	福祉ボランティア「上富良野たんぽぽの会」(平成14年4月9日設立)がNPO法人認可

	2003年
	平成15年
	11月1-2日
	上富良野町野球少年団３団一行35名津市訪問交流。津市少年野球と交流会･交流試合

	2003年
	平成15年
	11月9日
	衆議院議員及び最高裁裁判官国民審査(小選挙区当日有権者 10,230人、投票率 69.58％)

	2003年
	平成15年
	11月18日
	美瑛町・上富良野町行財政研究会が発足。平成16年3月までに研究結果報告

	2003年
	平成15年
	11月19日
	北海道フローリング協同組合理事長の堀内慎一郎氏が北海道産業貢献賞森林づくり功労受賞

	2003年
	平成15年
	11月28日
	富原橋渡り初め及び完成記念祝賀会

	2003年
	平成15年
	11月28日
	富良野地区森林組合創立30周年記念式典(富良野市文化会館)

	2003年
	平成15年
	11月29日
	［イラク北部で日本の外交官2名が襲撃、殺害された］

	2003年
	平成15年
	12月6日
	清富地区飲料水供給施設竣工式・祝賀会(清富小学校講堂)

	2003年
	平成15年
	12月7日
	上富良野町文化連盟創立四十周年記念式典開催(会長 木村 了、会場：プラザ富山)。11月30日上富良野町文化連盟創立四十周年記念誌発刊(編集長 村岡八郎)

	2003年
	平成15年
	この年
	上富良野小学校5年の末岡さつきさんの環境地図「私の町の交通量調べ」が平成15年度版「北海道環境白書」の表紙に採用

	2004年
	平成16年
	1月1日
	江花会館改築オープン

	2004年
	平成16年
	1月6-9日
	上富良野町子ども会一行津市訪問交流(津市開拓使節子ども交流)。子ども47名、育成会2名、教育委員会職員3名、総勢52名

	2004年
	平成16年
	1月6日
	役場をセンターに、ラベンダーハイツ・町立病院・社会教育総合センター・公民館・給食センター・老人身障者センター・中央保育所・各小中学校・上富良野高校を結んだ行政イントラネット稼動開始

	2004年
	平成16年
	1月24日
	空知ミート㈱創立30周年記念祝賀会

	2004年
	平成16年
	2月3日
	［イラクへの陸上自衛隊派遣(本隊第１陣約90名が復興支援のため出発)］

	2004年
	平成16年
	2月～5月
	上富良野駐屯地から隊員24名がイラク派遣（2/1旭川駐屯地隊旗授与式、2/14壮行会、5/17・24・31の3回に分けて任務終了帰国）

	2004年
	平成16年
	2月8日
	第40回かみふらの雪まつり開催

	2004年
	平成16年
	2月23-24日
	低気圧雪害発生、各小中高校で始業繰り下げ、下校繰り上げ、臨時休校実施。ビニールハウス破損39件

	2004年
	平成16年
	2月23日
	大型低気圧による豪雪により小中学校通学や生活に影響

	2004年
	平成16年
	2月25日
	午後9時7分から十勝岳の火山性微動発生。十勝岳62-Ⅱ火口で火山性微動、有色噴煙発生、翌26日午後5時前に情報収集配備体制解除

	2004年
	平成16年
	3月
	上富良野町障害者計画策定(平成16～24年度)(計画策定委員長 佐藤輝雄)

	2004年
	平成16年
	3月12日
	第１次イラク派遣隊第二波として第２師団150人(上富良野駐屯地24人含む)出発

	2004年
	平成16年
	3月16日
	上富良野町社会教育第6次中期計画答申策定｡(策定委員会　委員長　本田邦光)

	2004年
	平成16年
	3月24日
	富原地区堆肥生産組合(山田義明組合長)が「環境保全型農業推進コンクール」で全国８団体の一つに選ばれ、受賞祝賀会が行われた

	2004年
	平成16年
	4月1日
	西保育所を指定管理者「学校法人専誠寺学園」に委託

	2004年
	平成16年
	4月1日
	上富良野町の事務機構が、16課65係体制から11課1事務局26班体制に組織機構改革実施

	2004年
	平成16年
	4月1日
	子育てに悩む親を支える「子育て支援センター」が設置され、中央保育所に窓口が置かれる

	2004年
	平成16年
	4月1日
	「新行財政改革実施計画」策定

	2004年
	平成16年
	4月1日
	上富良野消防団で「消防団ラッパ隊」(10人編成)を発足

	2004年
	平成16年
	4月1日
	行政イントラネット、財務会計システム、電子例規システム、総合行政ネットワーク(ＬＧＷＡＮ)正式稼動

	2004年
	平成16年
	4月1-4日
	津市よさこい交流訪問代表者来町

	2004年
	平成16年
	4月7日
	ラベンダーまつりと十勝岳火まつりを統合する新イベント名称として、23通の応募の中から南町3丁目の橋本伸子さんの「かみふらの 花と炎の四季彩まつり」を新イベント検討委員会で決定

	2004年
	平成16年
	4月15日
	スガノ農機の菅野祥孝社長が平成16年度文部科学大臣賞(科学技術振興功績者)を受賞

	2004年
	平成16年
	4月15日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第21号発刊｡

	2004年
	平成16年
	4月18日
	深山峠において幼児を含む3名死亡、3名重傷の交通事故発生

	2004年
	平成16年
	4月24日
	西崎清氏が北海道産業貢献賞農業関係功労表彰受章祝賀会

	2004年
	平成16年
	4月25日
	上富良野町女性防火クラブ(会長 竹谷愛子、会員380人)が結成40周年記念式典(北消防署)

	2004年
	平成16年
	4月25日
	上富良野ライオンズクラブ結成40周年記念大会(大会長 安藤嘉浩)。津市ライオンズクラブ一行来町参加(社会教育総合センター)

	2004年
	平成16年
	4月25日
	上富良野町女性防火クラブ40周年式典(消防大会議室)

	2004年
	平成16年
	4月28日
	江花地区開拓100年記念植樹(江花会館敷地、桜100本)

	2004年
	平成16年
	5月17-21日
	姉妹都市カムローズ市カムローズ高校 元副校長オリバー夫妻来町

	2004年
	平成16年
	5月18日
	姉妹都市カナダアルバータ州カムローズ市から、高橋英勝教育長に友好を深めた功績を称えた感謝の盾が授与

	2004年
	平成16年
	5月24日
	第1次イラク派遣部隊が民間チャーター便で帰国第二波(約230名)として旭川空港に到着。旭川駐屯地で帰国報告会を済ませ、上富良野駐屯地所属隊員17名は夕方に駐屯地へ帰還

	2004年
	平成16年
	6月10日
	広報かみふらの６月号から有料広告掲載開始(4.5×8.5㎝ １コマ　5,000円)

	2004年
	平成16年
	6月11日
	津市よさこい交流訪問一行来町・合同練習(社会教育総合センター)

	2004年
	平成16年
	6月12-13日
	上富良野町･津市合同チーム札幌よさこいソーランまつり参加

	2004年
	平成16年
	6月12日
	菅野稔氏叙勲受章祝賀会(プラザ富山)

	2004年
	平成16年
	6月13日
	三重県津市助役･産業労働部次長来町

	2004年
	平成16年
	6月18日
	保健福祉総合センター愛称決定授賞式『かみん』(審査会6月9日)

	2004年
	平成16年
	6月18日
	第1次イラク人道復興支援群帰国隊員22名の帰国慰労会(17名参加)がプラザ富山で開催(主催：富良野地方自衛隊協力会)

	2004年
	平成16年
	6月--日
	上富良野町内で活動する「北海道のカワシンジュガイを守る会・夢泉塾」が北海道新聞野生生物基金から80万円の助成を受けて清富小学校カワシンジュ貝保護養殖池に屋根付け整備

	2004年
	平成16年
	7月1日
	行財政改革推進町民会議設置(公募、町内各団体の推薦25名)

	2004年
	平成16年
	7月11日
	参議院議員通常選挙(当日有権者 10,227人、投票率 69.99％)

	2004年
	平成16年
	7月13日
	津市議会会派民主クラブ議員一行３名来町

	2004年
	平成16年
	7月15日
	第33回全道消防救助技術訓練指導会ロープブリッジ渡過部門(札幌市開催)で上川南部消防本部北消防署救助隊の石川佳信さん優勝、大竹弘祐さん2位。両名は8月26日兵庫県で開催の全国大会に北海道代表で出場

	2004年
	平成16年
	7月22-24日
	上富良野西小学校の姉妹校(平成9年7月30日提携)の三重県津市安東小学校児童10名が来町。23日には西小学校体育館で「西小・安東小なかよし集会」開催

	2004年
	平成16年
	7月24-25日
	第1回「かみふらの花と炎の四季彩まつり」開催(ラベンダーまつりと十勝岳火まつりを統合開催)

	2004年
	平成16年
	7月24-26日
	津市市民生活部次長交流担当者一行　２名来町(交流事業打合せ)

	2004年
	平成16年
	7月29日-8月1日
	東中清流獅子舞の東中中学校の2年生6名、東中清流獅子舞愛好会の代表3名、引率2名の合計11名が富山県へ視察研修

	2004年
	平成16年
	8月1日
	モリ―ン・ボールディングさんが３年間の任期を終了(2001年８月１日～2004年７月31日)し、後任として姉妹都市カムローズ市からＡＥＴとして、マイケル･スティーブス、ミッシェル･スティーブス夫妻が着任。歓送迎会は7月23日上富良野町公民館で開催(120名参加)

	2004年
	平成16年
	8月7日
	コミュニティ施設活用事業により、錦町2丁目に「コミュニティプラザ中茶屋」がオープン。同施設内に、ＮＰＯ法人上富良野たんぽぽの会により託老所が開設され、11日から開所。

	2004年
	平成16年
	8月13日
	甲子園大会に４４年ぶり２回目の旭川北（北北海道）が出場。２年連続３回目の出場で昨夏８強の岩国（山口）に６－３で敗れ、甲子園初勝利はならなかった。上富良野町の北川智貴(宮町3丁目)と佐藤晃紀(東町3丁目)が出場

	2004年
	平成16年
	8月18日
	野生化で農業被害が拡大しているアライグマ１頭が町内江花地区で初めてワナ捕獲

	2004年
	平成16年
	8月
	上富良野町次世代育成支援行動計画 前期計画～上富良野町エンゼルプラン～(平成17～21年度)

	2004年
	平成16年
	8月
	行財政改革実施計画～自立に向けた上富良野再生アクションプラン～(平成16～20年度)策定。実施計画は9月30日策定

	2004年
	平成16年
	9月1日
	新規の町民向けホームページ「かみふらの交流広場」が4月からの試験運用を経て正式公開開始

	2004年
	平成16年
	9月5日
	第1回観光フェスティバル(会場：土の館)開催。主催：社団法人 かみふらの十勝岳観光協会

	2004年
	平成16年
	9月8日
	台風18号被害。怪我2名、住宅一部破損16件、住宅外建物破損31件、町有施設一部破損13件、農業ハウス全壊7棟・破損178棟、農業建物破損75棟、農作物被害116ha、民有林5ha、里仁・草分地区20 戸停電(※町指定文化財凱旋記念の松が倒木)

	2004年
	平成16年
	10月1日
	12代教育長 中澤 良隆就任

	2004年
	平成16年
	10月1日
	路線バスに江花・島津線を新設、市街地に循環バスを新設するなど路線と停留所の見直しを行い、また料金も区間一律性に変更する町営バスの全面見直しを実施

	2004年
	平成16年
	10月9-11日
	上富良野国内外交流の会成田会長他３名・有頂天(上富良野町よさこいソーラングループ)10名の一行13名が津市を訪問交流 (津まつり)

	2004年
	平成16年
	10月19日
	第1回十勝岳駅伝大会開催

	2004年
	平成16年
	10月23日
	［新潟中越地震発生(Ｍ6.8、死者36人、重傷者2,404人)］

	2004年
	平成16年
	11月1日
	上富良野町保健福祉総合センター”かみん”オープン

	2004年
	平成16年
	11月1日
	デイサービスセンターかみん(社会福祉法人 あさひ郷)が上富良野町保健福祉総合センター”かみん”内にオープン

	2004年
	平成16年
	11月12日
	土の博物館「土の館」(㈱スガノ農機　館長 穐吉忠彦)が北海道遺産第2回選定(27件)で選定され道庁赤レンガで認定証が授与　12月18日土の館北海道遺産受章祝賀会開催(会場：土の館)

	2004年
	平成16年
	11月14日
	富良野地方公設地方卸売市場創立８０周年記念式典(富良野演劇工場)

	2004年
	平成16年
	11月28日
	上富良野町長選挙（尾岸孝雄3期目当選）(当日有権者 10,123人、投票率 78.21％)：おぎし孝雄 4028票、ひらた喜臣 3823票

	2004年
	平成16年
	12月11日
	江花開基100年・江花会館落成記念式典(江花開基100年記念誌「さくらの杜 えはな」平成16年12月1日発刊)

	2004年
	平成16年
	12月26日
	［インド洋大津波発生(スマトラ沖地震から発生、死者行方不明者は約28万人)］

	2004年
	平成16年
	12月27日
	富良野高校は北北海道代表として4年ぶり2度目で第84回全校高校ラグビーフットボール大会大会に出場。初日の27日、名護（沖縄）と対戦し0-45大敗した。上富良野町からは選手として田中大地(旭町5丁目)、三好涼太(泉町2丁目)、久保真人(西1線北21号)、マネージャーとして田北理恵(本町4丁目)が出場

	2004年
	平成16年
	この年
	オレオレ、振り込め、架空請求等詐欺の被害が町内でも発生

	2005年
	平成17年
	3月19-22日
	十勝岳温泉地区で宿舎・宿を経営する4事業者により共催イベント「春はまだまだ湯喜まつり」が開催

	2005年
	平成17年
	3月20日
	［愛知万博(愛・地球博)開幕(～9月25日)］

	2005年
	平成17年
	3月22日
	「上富良野町農業委員会選挙委員定数条例」の改正が公布され、選挙による委員定数が「14人」から「9人」に改正。次期選挙(平成17年7月予定)から適用

	2005年
	平成17年
	3月31日
	中央婦人会創立55周年記念式・祝賀会(プラザトミヤマ)

	2005年
	平成17年
	3月31日
	上富良野町地域防災計画全面改訂発行。

	2005年
	平成17年
	4月1日
	「上富良野町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例」3月22日公布、4月1日施行し、指定管理者制度が公共施設全般に適用。※平成16年4月1日から西保育所のみが適用

	2005年
	平成17年
	4月1日
	旧老人身障者福祉センターを改装して「上富良野町こどもセンター」開所。センター内には、「上富良野町母子通園センター」「上富良野町子育て支援センター」事務所を設置。高齢者事業団事務所も施設内に入る

	2005年
	平成17年
	4月1日
	「上富良野町公共下水道に関する条例」が改正(平成16年12月27日公布)され、4月1日から下水道料金が増額改訂

	2005年
	平成17年
	4月1日
	上富良野町公民館を改装し図書館を整備するため、公民館を工事完了(9月予定)まで休館に、図書室は一時臨時休室後1階大ホールへ移動して開室を続ける。

	2005年
	平成17年
	4月1日
	個人情報保護法が全面施行され、町でも適応体制を整備

	2005年
	平成17年
	4月1日
	社会教育総合センター全面禁煙開始

	2005年
	平成17年
	4月1日
	パブリック・コメント制度を創設し、運用を開始

	2005年
	平成17年
	4月1日
	富良野圏域5市町村の「自治のかたち」検討プロジェクトチーム発足(事務所富良野市役所内)

	2005年
	平成17年
	4月1日
	上富良野町こどもセンター開所(旧老人身障者福祉センターを改装)

	2005年
	平成17年
	4月11日
	上富良野更生保護女性会(会長 松浦正子)設立15年記念式典(かみん・トーアスホテル)（記念誌「15年のあゆみ」平成17年4月11日発行）

	2005年
	平成17年
	4月15日
	上富良野町郷土をさぐる会編｢郷土をさぐる｣第22号発刊｡

	2005年
	平成17年
	4月～5月
	異常低温が続き、桜開花、農作業の遅れが顕著

	2005年
	平成17年
	5月20日
	午後7時頃、町の「行政ホームページ」が改ざんされ閲覧を一時中止。翌日21日午前7時30分に復旧。再発防止のため6月7日にサーバを更新し、セキュリティ強化

	2005年
	平成17年
	5月30日
	「シーニックバイウェイ制度」認定の活動の一環として「ゴミゼロの日清掃」実施。(呼びかけ団体：深山峠観光開発振興会・かみふらの十勝岳観光協会・フラワーランドかみふらの・上富良野商工会商業部会)

	2005年
	平成17年
	5月
	富良野地区広域市町村圏振興協議会内に｢自治のかたち検討プロジェクト｣設置(10月14日中間報告：本編9章64頁、資料編10項目103頁)

	2005年
	平成17年
	6月9日
	第20回町長杯ゲートボール大会(日の出ゲートボール場)

	2005年
	平成17年
	6月16日
	上富良野町ゲートボール連盟設立20周年記念式(セントラルプラザ)

	2005年
	平成17年
	6月19日
	上富良野駐屯地創立50周年記念行事(6月17日(金)：北部方面音楽隊演奏会・社会教育総合センター　6月19日(日)：祝賀行事・駐屯地)※市中観閲行進6月19日11：00～

	2005年
	平成17年
	7月4日
	北海道・アルバータ州姉妹提携25周年記念行事(札幌市)

	2005年
	平成17年
	7月10日
	上富良野町農業委員会選挙投票日

	2005年
	平成17年
	7月18日
	午前9時30分頃、十勝岳温泉付近で落雷、4軒の温泉施設で停電(施設内照明、トイレ、電話が使用不能となり、一部温泉施設で入浴サービスを停止、午後４時頃復旧)

	2005年
	平成17年
	7月28～30日
	西小学校から姉妹校の津市安東小学校を訪問(児童10名、引率教員2名)

	2005年
	平成17年
	8月2日
	四役と課長職で構成する「アスベスト対策調査連絡会議」を役場に設置(郷土館展示室・東中中学校排風機室・東中会館機械室の3施設3箇所に少量アスベストの含有確認)

	2005年
	平成17年
	8月13日
	ＪＡふらの上富良野支所第５回農業フェスティバル

	2005年
	平成17年
	8月21～22日
	大雨による被害(路肩崩壊等13 ヶ所、河川土砂流出埋塞5ヶ所、畑0.5ヘクタール冠水)

	2005年
	平成17年
	9月5日
	カムローズ市と友好都市提携20周年記念、友好都市提携延長盟約締結(郵送締結)

	2005年
	平成17年
	9月11日
	［郵政民営化の是非を問う総選挙で与党(自由民主党・公明党連立)大勝。(衆議院の3分の2の議席を獲得)］

	2005年
	平成17年
	9月21日
	第25回上富良野町公職者親睦スポーツ大会(町営パークゴルフ場)

	2005年
	平成17年
	9月30日
	第５回富良野沿線老人クラブパークゴルフ大会(町営パークゴルフ場)

	2005年
	平成17年
	10月1日
	9月30日植田耕一助役、樋口康信収入役が任期満了勇退、10月1日収入役事務兼掌で田浦孝道助役就任

	2005年
	平成17年
	10月1日
	国勢調査実施(調査結果速報：世帯数4,535戸、総人口12,352人、うち男6,315人・女6,037人)

	2005年
	平成17年
	10月1日
	富良野協会病院との連携により隔週1回半日で泌尿器科診療開設

	2005年
	平成17年
	10月1日
	［道路公団(4団体)民営化］

	2005年
	平成17年
	10月2日
	第２戦車連隊創隊10周年記念行事(駐屯地)

	2005年
	平成17年
	10月15日
	道立上富良野高等学新校舎、新体育館（工事期間4年間）の落成記念式典及び記念祝賀会

	2005年
	平成17年
	10月16日
	上富良野町図書館、愛称「ふれんど」開館(公民館1階改築)

	2005年
	平成17年
	10月20～23日
	富良野・美瑛広域観光推進協議会事業として日韓観光文化交流ツアーで相互訪問(訪日120名、訪韓169名)

	2005年
	平成17年
	11月1日
	上富良野町保健福祉総合センター”かみん”オープン

	2005年
	平成17年
	11月3日
	ＮＰＯ環境防災総合政策研究機構専務理事宇井忠英教授による防災講演会(演題：住民の安全を考える～十勝岳噴火のシナリオとハザードマップ)

	2005年
	平成17年
	11月4日
	石狩川流域48自治体市町村長会議の「石狩川サミット第８回上富良野サミット」が当町を会場に開催(プラザ富山、構成市町村の持ち回り開催)

	2005年
	平成17年
	11月4日
	上富良野菊花盆栽愛好会50周年記念式典(フラヌイ温泉)

	2005年
	平成17年
	11月17日
	第14回北海道・アルバータ州姉妹都市連絡会議開催(ﾎｯﾌﾟｽ・ﾄｰｱｽ、構成市町村持ち回り開催、道内9市町村構成)

	2005年
	平成17年
	12月6日
	平成19年産から国が導入する品目横断的経営安定対策について、北海道・農協等の関係機関と共に農業者向けの説明会

	2006年
	平成18年
	1月12日
	「第2師団管内の駐屯地所在市長及び町長」として第2師団長に駐屯地部隊の削減反対に係る要望運動

	2006年
	平成18年
	2月18日
	第9回大雪山国立公園フォーラム開催(、保健福祉総合センターかみん)

	2006年
	平成18年
	3月23日
	「自治のかたち検討プロジェクトチーム」から広域圏振興協議会委員会へ最終報告書の提出

	2006年
	平成18年
	3月29日
	交通安全協会等の関係団体が統合し「生活安全推進協議会」を設立

	2006年
	平成18年
	3月30日～4月2日
	、友好都市カムローズ市からカムローズ・コンポジット・ハイスクールのマックス・リンドストランド校長を団長とする一行50名来町

	2006年
	平成18年
	3月31日
	清富小学校閉校

	2006年
	平成18年
	3月31日
	東中へき地保育所閉所(7月1日東中多世代交流センターに変更)

	2006年
	平成18年
	3月31日
	十勝岳火山防災マップ発行、全戸配布(緊急避難図の全面改訂版)

	2006年
	平成18年
	4月1日
	「低体重児の届出の受理に関する事務」「未熟児の訪問指導に関する事務」「鳥獣の捕獲等の許可に関する事務」の３件が町に権限委譲

	2006年
	平成18年
	4月1日
	日の出公園施設、吹上温泉保養センター及び上富良野パークゴルフ場の3施設指定管理者制度に移行

	2006年
	平成18年
	4月1日
	富良野市消費生活センターに消費者相談業務・日常法律相談業務の広域窓口設置

	2006年
	平成18年
	4月1日
	軽費老人ホーム「ケアハウスかみふらの」を社会福祉法人わかば会に委譲民営化

	2006年
	平成18年
	4月1日
	上富良野町国民保護協議会設置

	2006年
	平成18年
	4月3日
	静修地区開拓１００周年記念碑除幕式・記念式典。記念誌「希望の光」を刊行

	2006年
	平成18年
	5月16日
	上富良野町商工会長に北川昭雄就任｡(～現在)

	2006年
	平成18年
	5月20～28日
	十勝岳大噴火泥流災害80周年回顧展開催(郷土館・公民館、1,450人来場)

	2006年
	平成18年
	5月24日
	大正15年十勝岳噴火泥流災害80周年追悼式(開拓歴史広場：献花台、防災無線：全町追悼放送)

	2006年
	平成18年
	5月24日
	小説「泥流地帯」作者故三浦綾子氏ご主人三浦光世氏講演会(社会教育総合センター)

	2006年
	平成18年
	5月25日
	上富良野高等学校元事務長による公金着服事件発覚報道

	2006年
	平成18年
	5月28～29日
	強風被害発生(学校・社会教育施設の一部：屋根のトタン剥離や看板の破損　概算150万円、農業関連：178 棟の園芸用ハウスの破損・農作物被害　概算6,200万円)

	2006年
	平成18年
	5月30日
	上富良野高等学校の存続を求める署名を北海道教育委員会及び北海道知事、北海道議会に提出(上富良野町・中富良野町：8,421名)

	2006年
	平成18年
	6月6日
	十勝岳噴火回顧展「被災・復興を語る回顧の集い」(土の館)

	2006年
	平成18年
	6月30日
	第10回防火パークゴルフ大会(パークゴルフ場)

	2006年
	平成18年
	7月16日
	日新、江花、草分、日の出地区を中心に局地的集中豪雨被害(作物・河川)

	2006年
	平成18年
	8月1日
	英語指導助手カナダ国アルバータ州カムローズ市ダナ・ビゲロウ氏着任(前任マイケル・スティーブス氏7月31日離任)

	2006年
	平成18年
	8月4日
	江花地区集中豪雨軽度被害(作物)

	2006年
	平成18年
	8月5日
	白銀荘10周年記念サマーフェスティバル(吹上温泉)

	2006年
	平成18年
	8月13日
	江花、草分、日の出地区を中心に局地的集中豪雨被害(作物・河川)

	2006年
	平成18年
	8月18日
	本町観測史上第１位を記録した集中豪雨により東中、富原地区で被害が発生(町道：側溝・横断管土砂埋没・路肩崩壊、河川・農業用排水路：河床の洗掘・氾濫、農業：約1.1ha　総額1,490万円)

	2006年
	平成18年
	8月24日
	富良野地区広域圏振興協議会委員会で「広域連合」を目指すことを全体確認

	2006年
	平成18年
	9月2日
	ＨＴＢ北海道テレビ制作のテレビドラマ「大麦畑でつかまえて」放送(7月17日から10日間町内ロケ)

	2006年
	平成18年
	9月3日
	江幌地区開拓１００周年記念碑除幕式・記念式典

	2006年
	平成18年
	9月6日
	［秋篠宮・紀子様に親王殿下 悠仁(ひさひと)様誕生(午前8時29分・体重2,558ｇ・身長48.5㎝)］

	2006年
	平成18年
	9月16日
	ツール・ド北海道国際大会6年ぶり上富良野通過

	2006年
	平成18年
	10月1日
	町内部組織の事件事故審査委員会及び行政処分審査委員会を設置

	2006年
	平成18年
	10月1日
	多田弾薬支処創立50周年記念式典・祝賀会(プラザ富山)

	2006年
	平成18年
	10月6～8日
	江花簡易水道電気計装盤及び増圧ポンプ制御盤に落雷被害

	2006年
	平成18年
	10月7日
	第20回北海道身体障害者ゲートボール大会開催(社会教育総合センター、全道から22チーム、約200名)

	2006年
	平成18年
	10月21日
	上富良野町商工会青年部が前身である商工青年同志会の創立から40周年の記念式典(プラザ富山)

	2006年
	平成18年
	10月23日
	広域圏振興協議会委員会で広域連合準備委員会の設置、準備委員会事務局を富良野市に置くこと、さらに12月1日付で準備委員会設置に向けた5市町村の担当者による検討会議の立ち上げを確認

	2006年
	平成18年
	11月5日
	里仁地区開拓100周年記念誌発刊及び記念祝賀会（深山峠）

	2006年
	平成18年
	11月12日
	わかば愛育園創立35周年式典及び祝賀会(わかば愛育園)

	2006年
	平成18年
	11月13日
	上富良野駐屯地の現状規模堅持総決起大会開催(社会教育総合センター)

	2006年
	平成18年
	11月19日
	上富良野町町パークゴルフ協会設立15周年記念式典・祝賀会(公民館)

	2006年
	平成18年
	11月30日
	株式会社マツオ社長来町、美術品寄贈

	2006年
	平成18年
	12月1日
	上富良野町国民保護計画策定(7月24日協議会諮問、11月20日答申)

	2006年
	平成18年
	12月1日
	デイサービスセンター浴室及び渡り廊下新設供用(11月30日完成)

	2006年
	平成18年
	12月26日～1月25日
	「町税等の滞納者に対する行政サービスの制限措置等に関する条例」の制定パブリックコメント(3名から5件)

	2006年
	平成18年
	12月31日-1月1日
	第20回｢北の大文字」

	2007年
	平成19年
	1月12～15日
	第４回津市開拓使節子ども交流事業実施(本町小学生52名、子ども会リーダー高校生5名、引率者5名の総勢62名が津市訪問)

	2007年
	平成19年
	1月15日
	5市町村長で構成する「富良野広域連合準備委員会」の設立総会

	2007年
	平成19年
	2月8日
	町営バス十勝岳線十勝岳温泉郷発の帰りのバスを無料試行(3月31日まで)

	2007年
	平成19年
	4月1日
	西保育所を学校法人専誠寺学園に委譲民営化

	2007年
	平成19年
	4月1日
	「町税等の滞納者に対する行政サービスの制限措置等に関する条例」の施行とともに「コンビニ収納システム」を開始

	2007年
	平成19年
	4月1日
	組織機構改革実施(12課26班体制⇒10課22班4専門主幹)

	2007年
	平成19年
	4月1日
	地方自治法の改正により、「助役」を「副町長」に、また「収入役」が廃止され「会計管理者」が置かれる。初代会計管理者は、会計課長 佐藤憲治

	2007年
	平成19年
	4月1日
	社団法人かみふらの十勝岳観光協会を指定管理者として見晴台公園開設(6月1日案内所開設)

	2007年
	平成19年
	6月9・15日
	局地的な大雨被害(町道路肩決壊・側溝埋塞：522万円、農業：1.5ha・189万円)

	2007年
	平成19年
	7月8日
	交通死亡事故ゼロ日数1000日達成

	2007年
	平成19年
	7月22～24日
	西小学校姉妹校の三重県津市の安東小学校から児童10名、引率教員2名一行来町交流

	2007年
	平成19年
	7月30日～8月7日
	上富良野町・カムローズ市友好都市提携20 周年記念事業及び第5回上富良野町青少年国際交流事業実施(中高生18名、町長・教育長・教員2、町職員カナダ訪問)

	2007年
	平成19年
	8月9日
	静修江幌地区を中心に局地的集中豪雨被害が発生(道路・河川・農地被害：250万円)

	2007年
	平成19年
	8月19日
	上富良野町議会議員選挙執行(有権者数9,862人、投票率83.01％、定数18人⇒16人に減数)

	2007年
	平成19年
	9月1日
	上富良野中学校吹奏楽部と上富良野小学校スクールバンドが第５２回北海道吹奏楽コンクール(札幌市)に共に出場、両校とも金賞

	2007年
	平成19年
	9月2日
	第5回「かみふらのふれあい広場」(社会教育センター)

	2007年
	平成19年
	9月28日
	十勝岳本峰において男性1名の遭難遺体の発見通報、10月1日発見収容

	2007年
	平成19年
	10月14日
	上富良野中学校陸上部が第25回北海道中学校駅伝競走大会(岩見沢市)で初優勝

	2007年
	平成19年
	10月15日
	前スガノ農機株式会社代表取締役社長　菅野祥孝氏が北海道功労賞受賞(町内祝賀会11月17日トミヤマ)

	2007年
	平成19年
	10月6-7日
	上富良野中学校吹奏楽部がB編成の北海道代表として東日本吹奏楽大会(石川県金沢市)に出場し、銀賞を受賞

	2007年
	平成19年
	11月13日
	上ホロカメットク山でスキーヤー１名を巻き込む雪崩発生、無事救出

	2007年
	平成19年
	11月23日
	上ホロカメットク山で11名のパーティが雪崩に巻き込まれ、4名が死亡、1名が負傷

	2007年
	平成19年
	11月29日
	ケアハウスかみふらの「ハイムいしずえ」開所10周年式典(ハイムいしずえ)

	2007年
	平成19年
	11月30日
	第5次上富良野町総合計画審議会設置(委員15名、会長 伊藤里美氏)

	2007年
	平成19年
	12月15日
	上富良野中学校陸上部が第15回全国中学校駅伝大会(山口県山口市)に北海道代表として出場(48位)

	2007年
	平成19年
	2月16日
	上富良野町体育協会創立40周年記念式・祝賀会を開催（協会長　元木俊明）。協会記念誌「体協40年の歩み」発刊

	2008年
	平成20年
	2月22日
	北海道が隔年で実施している火山噴火防災訓練が、毎年実施している十勝岳噴火総合防災訓練(上富良野町･美瑛町合同開催)に合せて公開訓練として実施(会場：上富良野西小学校)


